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ＪＴ－Ｈ２６３ 

 

低ビットレート通信用ビデオ符号化方式 

 

 

＜参考＞ 
 

１．国際勧告などとの関連 

本標準は、低ビットレートでのオーディオビジュアルサービスにおいて動画像を圧縮するために用いられる符号

化方式を規定している。本標準第１版は１９９５年１１月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１５会合において承認されたＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｈ．２６３に準拠している。１９９８年１月から２月に開催されたＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合において、

画質向上、誤り耐性強化のためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３の改定が承認された。本標準第２版は、これに伴う第

１版の改定であり、改定されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３に準拠している。さらに、２０００年１１月に開催され

たＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合において、更なる誤り耐性機能強化と機能向上のためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３の

改定が承認された。本標準第３版は、これに伴う第２版の改定であり、改定されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３に準

拠している。さらに、プロファイルとレベルの定義のためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３の改定が、２０００年１１

月に開催されたＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６会合においてＡＡＰへＣｏｎｓｅｎｔされ、２００１年２月に成立した。本

標準第３．１版は、これに伴う第３版の改定であり、改定されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３に準拠している。さら

に、２００４年３月１５日のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６（２００１－２００４）において、ＱＣＩＦ、サブＱＣＩＦ解

像度で、先に定義済みのレベルで提供されるよりも高いビットレート（2･(64000)=128000bit/s）をサポートす

る適合点を提供するレベル（レベル４５と示される）を追加するために付属資料Ｘの改定が承認された。本標準第

３．２版は、これに伴う第３．１版の改定であり、改定されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３に準拠している。 

ＩＴＵ－Ｔ勧告では、第２版以降の付属資料Ｕ、Ｖ、Ｗ、Ｘに関する改定はかつて分離されて承認され出版され

ていたが、２００５年１月１３日にＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６（２００５－２００８）において承認されたＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｈ．２６３第３版において本文に統合された。そのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３第３版において、本文も含む文

書全体に訂正･明確化が施された。本標準第３．３版は、この改定されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３第３版に準拠

している。 

 

なお、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６３では２００１年６月に、参考として符号器・復号器の実装例を解説するＡｐｐ

ｅｎｄｉｘ Ⅲが分離されて出版されており、現在も有効なＩＴＵ－Ｔ文書であるが、本文には統合されていない。

Ａｐｐｅｎｄｉｘ Ⅲ（付録Ⅲ）は本標準の必須部分ではなく、ＴＴＣ文書としては現在発行されていない。 

また、２００５年８月にＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．Ｉｍｐ２６３が承認され出版されており、それはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．

２６３の実装者のための細かな暫定訂正を示したものである。具体的には付図Ｑ．８／ＪＴ－Ｈ２６３及び付図Ｑ．

９／ＪＴ－Ｈ２６３における整数除算の負の被除数の解釈に関するもので、本標準の実装者もＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．

Ｉｍｐ２６３を参照することを推奨する。 

 

２．上記国際勧告に対する追加項目等 

２．１ オプション選択項目 

     なし。 

２．２ ナショナルマター決定項目 

     なし。 

２．３ その他 

 （１）本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、先行している項目はない。 

 （２）本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、追加した項目はない。 

 （３）本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、削減した項目はない。 

（４）本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告の以下の箇所に対し、誤記または誤りと判断し修正を行っている。 

 

修正個所 修正前 修正後 
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Ｆ．３節 

第１４行目 

(m,n)の定義式 

m=y/8 n=y/8 

 

２．４ 原勧告との章立ての構成比較表 

  上記国際勧告との章立て構成の相違はない。 

 

３．改版の履歴 

 

版  数 制  定  日 改  版  内  容 

第 １ 版 １９９６年１１月２７日 制  定 

第 ２ 版 １９９８年１１月２６日 
画質向上、誤り耐性強化のための付属資料、付

録の追加、及びそれに伴う本文修正 

第 ３ 版 ２００１年１１月２７日 
誤り耐性強化、機能向上のための付属資料の追

加、及びそれに伴う本文修正 

第 ３．１ 版 ２００２年 ５月３０日 
プロファイルとレベルの定義のための付属資料

の追加、及びそれに伴う本文修正 

第３．２版 ２００５年 ６月 ２日 

ＱＣＩＦ、サブＱＣＩＦ解像度で、先に定義済

みのレベルで提供されるよりも高いビットレー

ト（2･(64000)=128000bit/s）をサポートする

適合点を提供するレベル（レベル４５と示され

る）の追加、及びそれに伴う本文修正 

第３．３版 ２００９年１１月１７日 

ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３（０１／２００５）に

おける訂正・明確化への準拠、及び編集上の瑕

疵修正 

 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧になれます。 

 

５．その他 

（１） 参照している勧告、標準など 

ＴＴＣ標準：     ＪＴ－Ｈ２２３、ＪＴ－Ｈ２４２、ＪＴ－Ｈ２４５、ＪＴ－Ｈ２６１、 

           ＪＴ－Ｈ２６２、ＪＴ－Ｈ３２０、ＪＴ－Ｈ３２４ 

ＩＴＵ－Ｒ勧告：   ＢＴ．６０１－５ 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準： １０６４６  

ＩＥＴＦ ＲＦＣ：  ２３９６  
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要約 
本標準は低ビットレートでのオーディオビジュアルサービスにおいて動画像を圧縮するために用いられる符号

化方式を規定する。ビデオ情報源符号化アルゴリズムの基本的な構成はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１に基づいてお

り、時間的冗長度を用いたピクチャ間予測と、予測誤差の空間的冗長度を削減するための変換符号化とを用いてい

る。符号器はサブＱＣＩＦ、ＱＣＩＦ、ＣＩＦ、４ＣＩＦ、１６ＣＩＦの５つの標準化されたビデオ情報源フォー

マットにおいて動作し、広い範囲のカスタムビデオフォーマットを利用しても動作する。 

復号器は、符号器においてはオプションである動き補償の能力を持つ。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１では１画素精

度の動き補償とループ内フィルタが用いられるが、本標準では１／２画素精度の動き補償が用いられる。伝送符号

には可変長符号化が用いられる。 

基本的なビデオ情報源符号化アルゴリズムに加え、圧縮性能改善と付加機能をサポートするため、交渉により選

択可能な１８の符号化オプションを含んでいる。拡張表示能力と外部使用のためにビット列に追加の付加情報を含

んでもよい。 

本標準第３．３版は、本標準第３．２版に対し、主に以下のような多くの訂正と明確化を加えたものである（本

標準第３．３版はＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３第３版（０１／２００５）に対応するが、ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３第３

版は、ＩＴＵ－Ｔにおいてかつて分離されて承認・出版されていた付属資料Ｕ、Ｖ、Ｗ、Ｘを統合した上で、これ

らの訂正と明確化を加えたものである）： 

・図８／ＪＴ－Ｈ２６３の訂正 

・表１／ＪＴ－Ｈ２６３におけるＢＰＰｍａｘＫｂテーブル及びピクチャパディングに関する明確化 

・５．３．２小節におけるスタートコードに先行するマクロブロックスタッフ化に関する明確化 

・ＪＴ－Ｈ２６３付属資料ＪとＩＤＣＴ丸め誤差の間の相互作用に関する明確化 

・付属資料ＮにおけるＢＣＭ内のＧＮ／ＭＢＡフィールドの文法解析可能性に関する明確化 

・付属資料Ｏにおける直接双方向予測ＭＢ及びピクチャ外挿に関する明確化 

・付属資料ＯにおけるＩＮＴＲＡ参照ピクチャを用いるＢピクチャの使用についての明確化 

・付属資料Ｎを併用する付属資料Ｐの使用についての明確化 

・付属資料Ｕにおける付図Ｕ．７／ＪＴ－Ｈ２６３の訂正 

 

 

１．本標準の規定範囲 
本標準は低ビットレートでのオーディオビジュアルサービスにおいて動画像を圧縮するために用いられる符号

化方式を規定する。ビデオ情報源符号化アルゴリズムの基本的な構成はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１に基づいてい

る。性能向上と機能性増加のために交渉により選択可能な１８の符号化オプションが含まれている。本標準は、最

初の本標準第１版と完全に互換性があり､第１版の内容にオプション機能を追加する、本標準第２版の内容を含ん

でいる。 

 

２．参照 

２．１ 標準としての参照 
以下の勧告及びその他の標準は、本標準で参照することにより本標準の規定となる事項を規定している。出版時

には以下に示す版が有効であった。すべての勧告／標準及びその他の標準は、改定されることがあり、本標準を使

用する場合は、以降に列挙される勧告／標準及びその他の標準の最新版が適用可能かどうかを調べることが望まし

い。現在の有効なＩＴＵ－Ｔ勧告／ＴＴＣ標準のリストが定期的に出版されている。本標準内の文書への参照は、

それに単体文書としての勧告／標準のステータスを与えるものではない。 

 

[1]  ITU-R Recommendat ion  BT.601-5 (1995) ,  S tudio  Encoding Parameters  of  Digi ta l  Televis ion  for  
Standard 4 :3  and Wide-Screen 16:9 Aspect  Rat ios .  

 ＩＴＵ－Ｒ勧告ＢＴ．６０１－５  ：標準４：３及びワイドスクリーン１６：９アスペクト比のディ

ジタルテレビのスタジオ用符号化パラメータ  
 

ここでは、勧告[1]は本標準に従って設計されるビデオコーデックで用いる画像の（Ｙ、ＣB、ＣR）色空間とそ

の８ビット整数表現を定義するために参照されている。（勧告[1]はこの本標準の他のいかなる側面を定義するた

めにも使われることはない。） 
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２．２ 参考としての参照 
以下の付加的なＩＴＵ－Ｔ勧告／ＴＴＣ標準は本文で例証目的で言及されている。 

 
[2]  ITU-T Recommendat ion H.223 (2001) ,  Mul t ip lexing protocol  for  low bi t  ra te  mul t imedia  

communicat ion.  
 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２３  ：低ビットレートマルチメディア通信用多重化プロトコル  
[3]  ITU-T Recommendat ion H.242 (2004) ,  Sys tem for  establ i sh ing communicat ion be tween audiovisual  

te rminals  us ing  dig i ta l  channels  up  to  2  Mbi t / s .  
 ＴＴＣ標準ＪＴ－H２４２：1920kbi t / sまでのディジタルチャネルを利用したオーディオビジュアル

端末間の通信を設定する方式  
[4]  ITU-T Recommendat ion  H.245 (2005) ,  Contro l  protocol  for  mul t imedia  communicat ion .  
 ＴＴＣ標準ＪＴ－H２４５：マルチメディア通信用制御プロトコル  
[5]  ITU-T Recommendat ion  H.261 (1993) ,  Video codec  for  audiovisua l  se rvices a t  p×64 kbi t / s .  
 ＴＴＣ標準ＪＴ－H２６１：px64kbi t / sオーディオビジュアル・サービス用ビデオ符号化方式  
[6]  ITU-T Recommendat ion H.262 (2000)  |  ISO/IEC 13818-2:2000,  Informat ion technology  -  Generic  

coding of  moving p ic tures  and associa ted  audio informat ion:  v ideo.  
 ＴＴＣ標準ＪＴ－H２６２：汎用映像符号化方式 ( ISO/IEC 13818-2)  
[7]  ITU-T Recommendat ion  H.324 (2002) ,  Terminal  for  low bi t - ra te  mul t imedia  communica t ion.  
 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２４：低ビットレートマルチメディア通信用端末  

 

３．仕様概要 
ビデオコーデックの概要のブロック図を図１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。 

 

３．１ ビデオ入出力 
６２５本および５２５本の標準テレビジョン信号を採用している地域内および地域間で唯一の標準を使用する

ことを可能とするために、情報源符号器が動作する標準化された情報源フォーマットは共通中間フォーマット（Ｃ

ＩＦ）に基づいている。外部の交渉(例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５)を用いて、広範囲のオプションのカスタム

情報源フォーマットを利用することも可能である。入出力テレビジョン信号が、例えばコンポジットであるかコン

ポーネントであるか、あるいはアナログであるかディジタルであるかということ、およびそれらのテレビジョン信

号と情報源符号化フォーマットとの間で必要な変換方式は本標準の対象外である。 

 

３．２ ディジタル入出力 
ビデオ符号器は復号に必要な全ての情報を含むディジタルビット列を出力し、これらはさらに（例えばＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｈ２２３に規定されるような）他の信号と混合される場合もある。ビデオ復号器はビデオ符号器の逆の処

理を行う。 

 

３．３ 標本化周波数 
画像は水平走査周波数の整数倍で標本化される。この標本化クロックとディジタル網クロックとは非同期であ

る。 
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外部制御
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図１／ＪＴ－Ｈ２６３ ビデオコーデックの概要ブロック図  
          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

３．４ 情報源符号化アルゴリズム 
時間的冗長度を用いたピクチャ間予測と、予測誤差の空間的冗長度を削減するための変換符号化とを組み合わせ

たハイブリッド符号化方式を採用する。情報源復号器は動き補償の能力を持つが、情報源符号器ではオプションで

ある。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１では１画素精度の動き補償とループ内フィルタが用いられるのに対して、１／２

画素精度での動き補償が用いられる。伝送符号には可変長符号化が用いられる。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３の核となる符号化アルゴリズムに加え、交渉により選択可能な１８の符号化のオプシ

ョンを（適当な制約の下に）一緒にまたは個別に用いることができる。拡張表示能力及び外部使用のために、ビッ

ト列に追加の付加情報を含めてもよい。必要時には、発生したビデオビット列に適用するため前方誤り訂正方法が

用意されている。交渉により選択可能な符号化オプション、前方誤り訂正及び付加情報の使用については次の小節

で述べる。 

 

３．４．１ コンティニュアスプレゼンスマルチポイント及びビデオ多重化モード 
このオプションのモードでは４つまでの個別のビデオ‘サブビット列’が同じビデオチャネル内で送信できる。

この機能は、コンティニュアスプレゼンスマルチポイントのアプリケーション、また他には別々の論理チャネルは

使用できないが複数のビデオビット列が必要とされる他の状況での使用のために設計されている（付属資料Ｃ参

照）。 

 

３．４．２ 無制限動きベクトルモード 
このオプションのモードでは動きベクトルがピクチャの外側を指すことが許される。ピクチャの端の画素が‘存

在しない’画素に代わって予測に用いられる。ピクチャの端を横切る動きがある場合、特に小さい画像フォーマッ

トのとき、このモードにより大きな効果を得ることが出来る（付属資料Ｄ参照）。さらに、より大きい動きベクト

ルの利用のためこのモードでは動きベクトル範囲の拡大を行っている。これはカメラに動きがある場合、及び大き

な画像フォーマットで特に有効である。 

 

３．４．３ シンタックス算術符号化モード 
このオプションのモードでは、可変長符号化の代わりに算術符号化が用いられる。ＳＮＲ及び再生されるピクチ

ャは同じであっても、生成されるビット数は大幅に削減される（付属資料Ｅ参照）。 
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３．４．４ 拡張予測モード 
このオプションのモードでは、Ｐピクチャの輝度信号に対してオーバーラップブロック動き補償（ＯＢＭＣ）が

用いられる（付属資料Ｆ参照）。ピクチャの中のいくつかのマクロブロックに対して、１つの１６×１６ベクトル

の代わりに４つの８×８ベクトルが用いられる。符号器はどちらのタイプのベクトルを使用するか決定しなければ

ならない。４つのベクトルはより多くのビットを必要とするが、より良い予測が可能である。一般的にこのモード

の使用により大きな画質改善が得られる。ＯＢＭＣはブロック歪みを軽減することから主観的評価が向上する。 

 

３．４．５ ＰＢフレームモード 
ＰＢフレームは１つのユニットとして符号化される２つのピクチャから構成される。ＰＢフレームの名前は、Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６２のＰピクチャとＢピクチャに由来する。このようにＰＢフレームは、前に復号されたＰピ

クチャから予測された１つのＰピクチャと、前に復号されたＰピクチャと現在復号しているＰピクチャの両方から

予測された１つのＢピクチャから構成される。Ｂピクチャは部分的に現在と未来のピクチャから双方向

（Bidirec t iona l ly）に予測されるため、Ｂピクチャと名付けられた。この符号化オプションにより、ビットレート

を実質上増加させることなくピクチャレートを著しく増加させることが出来る（付属資料Ｇ参照）。一方で改良Ｐ

Ｂフレームモードも提供されている（付属資料Ｍ参照）。オリジナルのＰＢフレームモードは、改良ＰＢフレーム

モード採用以前に作られたシステムとの互換性の目的のためだけにここに残されている。 

 

３．４．６ 前方誤り訂正 
前方誤り訂正方法はビデオビット列の保護が必要な時に、その使用が適切な場合のために規定されている。前方

誤り訂正のために用意された方法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１においても規定されているＢＣＨ符号方法と同じ

である（付属資料Ｈ参照）。 

 

３．４．７ 拡張ＩＮＴＲＡ符号化モード 
このオプションのモードでは、ＩＮＴＲＡブロックはまず先に符号化された隣接するＩＮＴＲＡブロックから予

測される（付属資料Ｉ参照）。別の可変長符号（ＶＬＣ）表がＩＮＴＲＡブロック用に定義されている。この技術

はＩＮＴＲＡピクチャ内のＩＮＴＲＡマクロブロック及びＩＮＴＥＲピクチャ内のＩＮＴＲＡマクロブロックに

適用される。このモードはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３シンタックスのコア部分のＩＮＴＲＡ符号化に対して、圧縮

性能を著しく改良する。 

 

３．４．８ デブロッキングフィルタモード 
このオプションのモードではブロック歪みを削減するために、復号されたＩピクチャとＰピクチャの８×８ブロ

ックの境界を越えてフィルタを適用する（付属資料Ｊ参照）。このフィルタの目的は、復号されたピクチャのブロ

ック境界での歪みの発生を緩和することである。このフィルタは後続のピクチャの予測に使われるピクチャ、即ち

動き予測ループ内のピクチャに影響を及ぼす。 

 

３．４．９ スライス構造モード 
このオプションのモードでは‘スライス’レイヤがビット列シンタックスのＧＯＢレイヤの代わりに用いられる

（付属資料Ｋ参照）。このモードの目的は、拡張された誤り耐性能力を提供し、ビット列を下位のパケット伝送に

より適切に利用できるものとし、ビデオの遅延を最小限にすることである。ピクチャレイヤとマクロブロックレイ

ヤ間のシンタックスレイヤである点で、スライスはＧＯＢと似ている。しかし、ＧＯＢ構造に要求される固定分割

と固定転送順序とは対照的に、スライスレイヤの使用はピクチャの柔軟な分割を可能にする。 

 

３．４．１０ 付加拡張情報 
追加の付加情報は、拡張表示能力の信号を出したり、外部使用のための情報を提供するために、ビット列に含ま

れてもよい（付属資料Ｌ参照）。この付加情報はサイズ変更の有無に関係なく全画面あるいは部分画面の凍結要求、

あるいは凍結解除要求などの信号として使われる。また外部使用のためのビデオ列の特別なピクチャやシーケンス

にタグを付けるためにも使われる。さらに、ビデオ合成のためのクロマキー情報を伝達するためにも使われる。復

号器が付加情報を使ったり適切に解釈するための拡張能力を提供できない場合でも、付加情報はビット列に存在し
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てもよい。要求された能力を提供するための必要条件が外部の手段によって交渉されなければ、復号器で付加情報

を単に廃棄してもよい。 

 

３．４．１１ 改良ＰＢフレームモード 
このオプションモードではＰＢフレームモードオプションと比較して改善を示す（付属資料Ｇ、Ｍ参照）。これ

ら２つのモードの主な違いは、改良ＰＢフレームモードでは各Ｂブロックは別の動きベクトルを使って前方予測し

てもよく、またはゼロベクトルを使って後方予測をしてもよい点である。双方向予測において、比例縮小された前

方予測の動きベクトルが良好な予測を行えない場合に、この方式は符号化効率を大幅に改善できる。後方予測は前

のＰピクチャとＰＢフレームとの間にシーンチェンジがある場合に特に有効である。 

 

３．４．１２ 参照ピクチャ選択モード 
最近送った参照ピクチャ以外のピクチャからも時間予測できるようにすることで、誤りの発生しやすいチャネル

上でのリアルタイムのビデオ通信の性能を改善するオプションモードが提供されている（付属資料Ｎ参照）。この

モードはビット列が正しく受信されているかどうかを知らせるために符号器に送り返す逆方向チャネル状態メッ

セージとともに使用できる。誤りの発生しやすいチャネル環境では、このモードはチャネルの状態に合わせてビデ

オ符号化を最適化する符号器を可能にする。 

 

３．４．１３ 時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモード 
このオプションモードでは時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティを提供する（付属資料Ｏ参照）。スケーラビリ

ティはビット列が１つの基本レイヤとこれに関係する１つ以上の高品質化レイヤから構成されることを意味する。

基本レイヤは単独で復号できるビット列である。高品質化レイヤは、ピクチャレートの増加やピクチャの品質向上

あるいはピクチャサイズの増加によって知覚される品質を向上させるため、基本レイヤと組合せて復号することが

できる。ＳＮＲスケーラビリティはピクチャの解像度を増やさずに画質を上げるため、高品質化レイヤを参照する。

空間スケーラビリティは水平方向、垂直方向あるいは両方向ともピクチャの解像度を増やすことによって画質を上

げるため、高品質化レイヤを参照する。Ｂピクチャを用いた時間スケーラビリティも提供されている。Ｂピクチャ

は参照レイヤの２枚のピクチャ、即ち現在のピクチャより時間的に前と後のピクチャから双方向予測できるピクチ

ャを含むスケーラビリティ拡張である。Ｂピクチャは、表示する拡張ビデオシーケンスのピクチャレートを増加し、

知覚される画質を向上するために高品質化レイヤ情報を使うことを許容する。このモードは可変の帯域幅の容量を

もつ異種網や、誤り訂正機能との組合せでも有効である。 

 

３．４．１４ 参照ピクチャ再サンプリングモード 
ビデオ画像予測に用いる参照ピクチャを、現在の入力ピクチャ用予測器の作成に先立って再サンプリング処理す

るオプションモードをサポートするためのシンタックスが提供されている（付属資料Ｐ参照）。これによってビデ

オ符号化のための適切な解像度の効率的、動的選択が可能になり、またグローバル動き補償器、あるいは特殊効果

生成器で使用するためのピクチャワープも提供できる。 

 

３．４．１５ 縮小解像度更新モード 
より高解像度の参照ピクチャに対し、縮小解像度への更新を許すオプションモードが提供されている（付属資料

Ｑ参照）。このモードは動きの激しいシーンを符号化する場合に使用されることが期待されており、ピクチャレー

トを増加させてシーン中の動きのある部分を表現し、一方でシーン中のより動きの少ない領域ではより高い解像度

表現を維持することを符号器に許している。 

 

３．４．１６ 独立セグメント復号モード 
ＧＯＢや複数のＧＯＢからなるビデオ画像セグメント、あるいはスライス境界にまたがるあらゆるデータの依存

関係を伴わずにピクチャを作成することを許すオプションモードを提供している（付属資料Ｒ参照）。このモード

はビデオ画像セグメント領域の境界をまたがるような誤りデータの伝播を禁止することで、誤り耐性を提供する。 
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３．４．１７ 代替ＩＮＴＥＲ可変長符号モード 
ピクチャの変化が顕著な場合にＩＮＴＥＲピクチャ符号化の効率を改善するオプションモードを提供している

（付属資料Ｓ参照）。この効率の改善は、もともとＩＮＴＲＡピクチャ用に設計された可変長符号を、複数のＩＮ

ＴＥＲピクチャ係数に対しても同様に使用可能にしたことで得られる。 

 

３．４．１８ 修正量子化モード 
符号化のビットレート制御能力を高め、色差成分の量子化誤差を軽減し、表現可能なＤＣＴ係数の範囲を拡大し、

係数値にはある種の制限を加えるオプションモードを提供している（付属資料Ｔ参照）。このモードは規定される

ステップサイズの変化の範囲を拡大することによって、ビット列の差分量子化ステップサイズの意味を変えるもの

である。これはまた、色差成分データに使用される量子化ステップサイズを小さくすることもできる。ステップサ

イズで許された精度の下であらゆる可能な係数値が符号化できることを保証するため、ＤＣＴ係数レベルの範囲が

広げられている。このモードにおいては誤り検出の性能を向上させ、復号器の複雑さを最小にするため、ある種の

制限が係数にも加えられる。 

 

３．５ ビットレート 
伝送クロックは外部から供給される。ビデオのビットレートは可変である。ビデオのビットレートは、本標準に

より制約を受けることは無いが端末または網により制限される。 

 

３．６ バッファリング 
符号器は付属資料Ｂにおいて定義された仮想標準復号器の要求を満足するように出力ビット列を制御しなけれ

ばならない。ビデオデータは有効なクロックサイクル毎に供給されなければならない。このことは、ＭＣＢＰＣス

タッフ化（表７／ＪＴ－Ｈ２６３、表８／ＪＴ－Ｈ２６３参照）、および前方誤り訂正が用いられる場合は前方誤

り訂正スタッフ化フレーム（付属資料Ｈ参照）により実現される。 

１つのピクチャを符号化することにより生成されるビット数は、１０２４ビットをユニットとして測定されたＢ

ＰＰｍａｘＫｂパラメータにより指定された最大値を越えてはならない。ＢＰＰｍａｘＫｂパラメータの許容され

る最小値は、ビット列で交渉により選択された最大のピクチャサイズに依存する（表１／ＪＴ－Ｈ２６３参照）。

ピクチャサイズは輝度（Ｙ）成分の幅×高さの画素数で測定される。外部の手段、例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４

５により、より大きな値が交渉により最初に選択される場合は、符号器は表１／ＪＴ－Ｈ２６３に指定されたＢＰ

ＰｍａｘＫｂより大きい値を用いることが出来る。 

時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモード（付属資料Ｏ参照）が用いられる場合は、各高品質化レイヤのピク

チャに送られるビット数はＢＰＰｍａｘＫｂで規定された最大値を越えてはならない。 

 

表１／ＪＴ－Ｈ２６３ 異なる情報源画像フォーマットの最小ＢＰＰｍａｘＫｂ  
       （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

画素数単位のＹピクチャサイズ  
（＝ピクチャヘッダで与えられる幅×高さ）

最小ＢＰＰｍａｘＫｂ  

25344まで（あるいはQCIF）  64  
25360から101376（あるいはCIF）  256 

101392から405504（あるいは4CIF）  512 
405520以上  1024 

 

３．７ 伝送の対称性 
コーデックは双方向または片方向のビジュアル通信に用いることが出来る。 

 

３．８ エラー処理 
エラー処理は外部の手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２３）により提供されるべきである。もし外部の手段（例

えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２１）により提供されない場合は、付属資料Ｈに記述されたオプションの誤り訂正符号

とフレーム化が用いられる。 

復号器は、バッファがオーバーフローしないような符号化パラメータで、ＩＮＴＲＡモードである次のピクチャ

の１つ以上のＧＯＢ（あるいは付属資料Ｋを用いるならばスライス）を符号化するようにコマンドを符号器に送る
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ことができる。また復号器はスライス構造モード（付属資料Ｋ参照）が使用されない場合に、空でないＧＯＢのヘ

ッダのみを伝送するように符号器にコマンドを送ることも出来る。これらの信号は外部の手段（例えばＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｈ２４５）により伝送される。 

 

３．９ マルチポイント操作 
切替型マルチポイント操作を提供するのに必要な機能は付属資料Ｃに記述されている。 

 

 

４ 情報源符号器 
 

４．１ 情報源フォーマット 
情報源符号器は、１）１ライン当たりの画素数、１ピクチャ当たりのライン数及び画素アスペクト比によって定

義される画像フォーマット、２）画像クロック周波数（ＰＣＦ）によって定義されるピクチャ間のタイミング、に

よって定義される情報源フォーマットを持つ順次走査画像において動作する。例えば共通中間フォーマット（ＣＩ

Ｆ）は１ライン当たり352画素、１ピクチャ当たり288ライン、画素アスペクト比12:11、毎秒30 000/1001ピクチ

ャの画像クロック周波数を持つ。 

情報源符号器はＣＩＦ ＰＣＦと呼ばれる毎秒30 000/1001(約29.97)回の画像クロック周波数（ＰＣＦ）で発

生する順次走査画像において動作する。外部の手段によってオプションのカスタムＰＣＦ使用の交渉も可能であ

る。カスタムＰＣＦは1 800 000/（クロック除数×クロック変換ファクタ）によって与えられる。ここで、クロ

ック除数は１から127の値をとり、クロック変換ファクタは1000か1001のいずれかの値をとり得る。画像クロック

周波数の許容誤差は±50ppmである。 

各画像は輝度成分と２つの色差成分（Ｙ、ＣB、ＣR）として符号化される。これらの成分およびそれらの標本値

を表す符号は、ＩＴＵ－Ｒ勧告ＢＴ.６０１－５に規定されている。 

 

黒レベル＝１６ 

白レベル＝２３５ 

色差（ゼロ）＝１２８ 

色差（ピーク値）＝１６、及び２４０ 

 

これらの値は公称値であり、符号化アルゴリズムは１から２５４の入力値に対して動作する。 

本標準では、サブＱＣＩＦ、ＱＣＩＦ、ＣＩＦ、４ＣＩＦおよび１６ＣＩＦの５つの画像フォーマットが規定さ

れている。カスタム画像フォーマットの使用を交渉することも可能である。これらの全ての画像フォーマットにお

いて、輝度信号は１ライン当たりｄｘ画素、１ピクチャ当たりｄｙラインで直交格子状に配列される構造で標本化

される。２つの色差成分は、１ライン当たりｄｘ／２画素、１ピクチャ当たりｄｙ／２ラインで直交に標本化され

る。各標準画像フォーマットのｄｘ、ｄｙ、ｄｘ／２、ｄｙ／２の値は、表２／ＪＴ－Ｈ２６３で与えられる。 

 

表２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３の各標準画像フォーマットの  
     （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）       １ライン当たりの画素数とライン数  

画像 

フォーマット 

輝度の１ライン 

当たりの画素数

(dx) 

輝度のライン数 

(dy) 

色差の１ライン 

当たりの画素数

(dx/2) 

色差のライン数 

(dy/2) 

サブQCIF 128 96 64 48 

QCIF 176 144 88 72 

CIF 352 288 176 144 

4CIF 704 576 352 288 

16CIF 1408 1152 704 576 

 

全ての画像フォーマットにおいて、 図２／ＪＴ－Ｈ２６３に示すように、色差信号のブロック境界が輝度信号

のブロック境界と一致するように色差信号は標本化される。各標準画像フォーマットの画素アスペクト比は同じで

あり、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１のＱＣＩＦ、ＣＩＦで定義されたものと同じで、(288/3)：(352/4)であり、こ
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れは互いに素な12：11に約される。サブＱＣＩＦ画像フォーマットを除く全ての標準画像フォーマットのピクチ

ャ領域は４：３のアスペクト比を持つ。 

カスタム画素アスペクト比の使用が、最初に外部の手段によって交渉されるならば、カスタム画像フォーマット

は表３／ＪＴ－Ｈ２６３に示すカスタム画素アスペクト比を持ち得る。ライン数が４で割り切れて[４，...，1152]

の範囲にあり、１ライン当たりの画素数も４で割り切れて[４，...，2048]の範囲にあるならば、カスタム画像フ

ォーマットは任意のライン数と任意の１ライン当たりの画素数とを持ち得る。幅や高さが１６で割り切れない画像

フォーマットについては幅や高さを拡張し、１６で割り切れる最小のサイズであるとみなしてピクチャを復号し、

表示目的のためだけであるが、画像の右端と下端を実際の幅や高さになるように切り取る。 

 

表３／ＪＴ－Ｈ２６３ カスタム画素アスペクト比  
            （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

画素アスペクト比  画素の幅  :  画素の高さ  

正方  1 :1  

CIF 12:11 

4 :3ピクチャ用525 タイプ  10:11 

16:9ピクチャ用CIF 16:11 

16:9ピクチャ用525 タイプ 40:33 

拡張PAR m:n ただしmとnは互いに素  

 

全ての復号器及び符号器はＣＩＦの画像クロック周波数で動作しなければならない。カスタム画像クロック周波

数のサポートはオプションである。全ての復号器はサブＱＣＩＦ画像フォーマットかつＱＣＩＦ画像フォーマット

で動作しなければならない。ＣＩＦ、４ＣＩＦ、１６ＣＩＦ、あるいはカスタム画像フォーマットでの復号器の動

作はオプションである。符号器はサブＱＣＩＦとＱＣＩＦのいずれかの画像フォーマットで動作しなければならな

い。符号器はこれら２つのフォーマットのどちらを用いるかを決めるが、両方のフォーマットで動作する必要はな

い。ＣＩＦ、４ＣＩＦ、１６ＣＩＦ、あるいはカスタム画像フォーマットでの符号器の動作はオプションである。

復号器がどのオプションのフォーマットで、どの画像クロック周波数で処理すべきかは、例えばＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｈ２４５のような、外部の手段により伝達される。可能な画像フォーマットとビデオ符号化アルゴリズムの完全な

概要は、例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２４のような端末記述を参照のこと。 

 

注：ＣＩＦにおいて、１ライン当たりの画素数は、５２５本または６２５本の標準テレビジョン信号の輝度お

よび色差信号の有効領域をそれぞれ６．７５および３．３７５ＭＨｚで標本化したものと実用上は等しい。 こ

れらの周波数はＩＴＵ－Ｒ勧告ＢＴ．６０１－５の標本化周波数と単純な関係を有している。 

 

伝送されるピクチャ間の伝送されないピクチャの最小の数を規定することによって、最大ピクチャレートを制限

する手段を符号器は持たなければならない。この最小の数は、外部の手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５ ）

によって選択される。ＰＢフレームモードでの伝送しないピクチャの最小数の計算において、ＰＢフレームユニッ

トのＰピクチャとＢピクチャは２つの別々のピクチャとして計算される。 
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輝度標本

色差標本

ブロ ッ ク 境界

 

図２／ＪＴ－Ｈ２６３ 輝度信号と色差信号の標本化位置  
           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

４．２ ビデオ情報源符号化アルゴリズム 
情報源符号器の一般的な構成を図３／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。主な構成要素は予測、ブロック変換、量子化であ

る。 
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図３／ＪＴ－Ｈ２６３ 情報源符号器  
               （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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４．２．１ ＧＯＢ、スライス、マクロブロック、ブロック 
各ピクチャは幾つかのグループオブブロック（ＧＯＢ）あるいはスライスに分割される。 

グループオブブロック（ＧＯＢ）はｋ×１６以下のラインから構成され、ｋは画像フォーマットのライン数及び

オプションの縮小解像度更新モードが用いられているか否かに依存する(付属資料Ｑ参照)。その依存関係を表４／

ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ライン数が４００以下でかつオプションの縮小解像度更新モードが用いられていない場

合、ｋ＝１である。ライン数が８００以下でかつオプションの縮小解像度更新モードが用いられている場合、ある

いはライン数が４００より大きい場合、ｋ＝２である。ライン数が８００より大きい場合、ｋ＝４である。カスタ

ムピクチャサイズを使用する場合、ピクチャのライン数がｋ×１６で割り切れなければ、最後（最下段）のＧＯＢ

内のライン数はｋ×１６未満となってもよい。しかし各標準画像フォーマットのライン数はｋ×１６の整数倍であ

るから、各標準画像フォーマットの各ＧＯＢのライン数はｋ×１６ラインである。従って例えばオプションの縮小

解像度更新モードを使わない場合、ピクチャ当たりのＧＯＢの数は、サブＱＣＩＦのとき６、ＱＣＩＦのとき９、

ＣＩＦ、４ＣＩＦ、１６ＣＩＦのとき１８である。ＧＯＢの垂直方向の走査によりＧＯＢの番号割り当てが行われ、

最上段のＧＯＢ（０番）に始まり最下段のＧＯＢで終わる。ＣＩＦ画像フォーマットのピクチャにおけるＧＯＢの

配置を例として図４／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。各ＧＯＢのデータは、ＧＯＢヘッダ（空の可能性もある）とそれに

続くマクロブロックのデータから構成される。ＧＯＢのデータはＧＯＢ番号の昇順にＧＯＢ毎に伝送される。 

 

表４／ＪＴ－Ｈ２６３ ＧＯＢサイズを定義するためのパラメータｋ  
        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

ライン数ｄｙ  ＲＲＵモードでないときのｋ値 ＲＲＵモードのときのｋ値  
4 ,…,400 1  2  
404,…,800 2  2  
804,…,1152 4  4  

 

スライス構造モードは付属資料Ｋに記述されている。スライスは、マルチマクロブロックレイヤシンタックスに

おけるＧＯＢと同様であるがＧＯＢより柔軟な形および使用法があり、ある状態の下でビット列の中にどのような

順序で出現してもよい。 

 
     0       
     1       
     2       
     3       
     4       
     5       
     6       
     7       
     8       
     9       
     10      
     11      
     12      
     13      
     14      
     15      
     16      
     17      

 
図４／ＪＴ－Ｈ２６３ ＣＩＦピクチャにおけるＧＯＢ配置  

          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

各ＧＯＢは幾つかのマクロブロックに分割される。マクロブロック構造は、縮小解像度更新モード（ＲＲＵ）を

使用するかどうかに依存する（付属資料Ｑ参照）。ＲＲＵモードでない場合、各マクロブロックは１６画素×１６

ラインのＹ信号およびこれと空間的に対応する８画素×８ラインのＣBとＣRに相当する。さらに図５／ＪＴ－Ｈ２

６３に示すように、マクロブロックは４つの輝度信号ブロックと空間的に対応する２つの色差信号ブロックから構

成される。各輝度信号、色差信号のブロックは、このようにＹ、ＣB、ＣRの８画素×８ラインに相当する。ＲＲＵ
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モードでない場合、ＧＯＢは サブＱＣＩＦ、ＱＣＩＦ、ＣＩＦでは１マクロブロック列から、４ＣＩＦでは２マ

クロブロック列から、１６ＣＩＦでは４マクロブロック列から構成される。 

ＲＲＵモードの場合、マクロブロックは３２画素×３２ラインのＹ信号およびこれと空間的に対応する１６画素

×１６ラインのＣBとＣRに相当し、各輝度信号、色差信号のブロックは、Ｙ、ＣB、ＣRの１６画素×１６ラインに

相当し、さらに１ＧＯＢは、ＣＩＦ、４ＣＩＦでは１マクロブロック列から、１６ＣＩＦでは２マクロブロック列

から構成される。 

各マクロブロック列について左から右への水平走査を、最上段のマクロブロック列から最下段のマクロブロック

列まで順番に行うことによりマクロブロックの番号は割り当てられる。マクロブロックのデータはマクロブロック

番号の昇順にマクロブロック毎に伝送される。ブロックのデータはブロック番号の昇順にブロック毎に伝送される

（図５／ＪＴ－Ｈ２６３参照）。 

符号化モードとブロックの伝送の選択基準は本標準の範囲外であり、符号化制御の一部として動的に変わっても

よい。伝送されるべきブロックは変換され、その結果の変換係数は量子化されエントロピー符号化される。 

 

1 2 

 5  6 

3 4 

 

 

図５／ＪＴ－Ｈ２６３ マクロブロックにおけるブロック配置  
          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

４．２．２ 予測符号化 
予測は基本的にピクチャ間に対して行われ、動き補償を用いてもよい（４．２．３小節参照）。時間方向予測が

行われる符号化モードをＩＮＴＥＲと呼び、時間方向予測が行われない符号化モードをＩＮＴＲＡと呼ぶ。ピクチ

ャレベル（Ｉピクチャに対するＩＮＴＲＡ、またはＰピクチャに対するＩＮＴＥＲ）にて、もしくはＰピクチャの

マクロブロックレベルにて、ＩＮＴＲＡ符号化モードを通知する。オプションのＰＢフレームモードでは、Ｂピク

チャは常にＩＮＴＥＲモードで符号化される。Ｂピクチャは部分的に双方向予測を用いる（付属資料Ｇ参照）。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３は合計で７つの基本的なピクチャタイプ（最初の２つのみは必須）を持つ。これらは

主に予測構造の点から以下のように定義される。 

 

ＩＮＴＲＡ：ピクチャは予測のための参照ピクチャを持たない（Ｉピクチャとも呼ぶ）。 

ＩＮＴＥＲ：ピクチャは時間的に前の参照ピクチャを使う（Ｐピクチャとも呼ぶ）。 

ＰＢ：フレームは２つのピクチャを再生し、時間的に前の参照ピクチャを持つ（付属資料Ｇ参照）。 

改良ＰＢ：機能的に同様のフレームであるが、ＰＢフレームよりも通常良い（付属資料Ｍ参照）。 

Ｂ：ピクチャは２つの参照ピクチャを持ち、そのうちの一つはＢピクチャより時間的に前にあり、もう１つは

Ｂピクチャより時間的に後ろにあり、同じピクチャサイズを持つ（付属資料Ｏ参照）。 

ＥＩ：ピクチャは時間的に同時である参照ピクチャを持ち、同じかより小さいピクチャサイズを持つ（付属資

料Ｏ参照）。 

ＥＰ：ピクチャは２つの参照ピクチャを持ち、そのうちの一つはＥＰピクチャより時間的に前にあり、もう１

つは時間的に同時であり、同じかより小さいピクチャサイズを持つ（付属資料Ｏ参照）。 

 

ここで使われたように、‘参照’または‘アンカー’ピクチャは、別のピクチャを復号するための基礎として参

照することにより使うことができるデータを含むピクチャである。それが時々逆の時間の方向での使用を実際に指

示することがあるが、参照によるこの用法は‘予測’としてまた知られている。 

 

C R      C B      Y 
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４．２．３ 動き補償 
復号器はマクロブロック当たり１ベクトルを、また拡張予測モードまたはデブロッキングフィルタモードが用い

られる場合はマクロブロック当たり１つまたは４つのベクトルを受け取る（付属資料Ｆ、Ｊ参照）。ＰＢフレーム

が用いられる場合は、Ｂマクロブロック予測の動きベクトルのため、マクロブロック当たりもう１つのデルタベク

トルが伝送される。同様に、改良ＰＢフレームマクロブロック（付属資料Ｍ参照）は、付加的前方動きベクトルを

含むことができる。 Ｂピクチャマクロブロック（付属資料Ｏ参照）は、前方および後方動きベクトルといっしょ

に伝送でき、ＥＰピクチャは前方動きベクトルといっしょに伝送できる。 

動きベクトルの水平・垂直成分は共に整数または０．５単位の値を取り得る。デフォルトの予測モードでは、こ

れらの値は[-16,15.5]の範囲に限られる（このことはＢピクチャの前方および後方動きベクトル成分に対しても

同様である）。しかし無制限動きベクトルモードにおいては、ベクトル成分の最大の範囲は増加する。もしＰＬＵ

ＳＰＴＹＰＥが存在しない場合、その範囲は[-31.5,31.5]である。つまり予測値が[-15.5,16]の範囲である場合

は、各動きベクトル成分は予測値に対して [-16,15.5]の範囲内の値を取らなければならない。またＰＬＵＳＰＴ

ＹＰＥが存在せず予測値が[-15.5,16]の範囲外の場合は、予測値と同じ符号を持つ[-31.5,31.5]の範囲の全ての

値及び０の値を取り得る。ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在する場合、動きベクトルの値は制限されない（付属資料Ｄ参

照）。 

縮小解像度更新モードにおいて、動きベクトルの範囲はおよそ２倍に拡大され、各ベクトル成分は０．５単位か

０の値だけを持つように制限される。それゆえ各動きベクトル成分の範囲は、デフォルトの縮小解像度更新モード

では[-31.5,30.5]であり（付属資料Ｑ参照）、もし無制限動きベクトルモードも使われるならば、より広い範囲

となる（付属資料Ｄ参照）。 

水平または垂直成分の動きベクトルの値が正であることは、参照ピクチャにおいて、予測を行う画素から空間的

に右または下方にある画素から予測が行われることを意味する。 

無制限動きベクトルモード、拡張予測モード、あるいはデブロッキングフィルタモード（付属資料Ｄ、Ｆ、Ｊ参

照）が用いられる場合、あるいは時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモードのＢ、ＥＰピクチャの場合（付属資

料Ｏ参照）を除いて、動きベクトルにより参照される全ての画素は、符号化されたピクチャ領域内に存在するよう

に動きベクトルは制限される。 

 

４．２．４ 量子化 
オプションの拡張ＩＮＴＲＡ符号化モードあるいは修正量子化モードを使わない場合、ＩＮＴＲＡブロックの最

初の係数に対して１種類、その他の係数に対しては３１種類の量子化器を用いる。１つのマクロブロックの中では、

ＩＮＴＲＡブロックの最初の係数を除き、全ての係数に対して同じ量子化器が用いられる。この量子化において、

入力に対する判別しきい値は定義しない。ＩＮＴＲＡブロックの最初の係数は、直流成分でありステップサイズ８

で均一に量子化される。他の３１種は、０を中心とする不感帯を有し、２から６２までの範囲の偶数値のステップ

サイズを持ち、量子化復号レベルが均等な間隔を持つ量子化器である。正確な定義は６．２節参照のこと。拡張Ｉ

ＮＴＲＡ符号化モードで使う量子化に関しては付属資料Ｉ参照。修正量子化モードで使う量子化に関しては付属資

料Ｔ参照。 

 

注：量子化のステップサイズが小さい場合、もしオプションの修正量子化モードを使わないならば、変換係数

の全ダイナミックレンジを完全には表現することはできない。 

 

４．３ 符号化制御 
符号化されたビデオデータの発生量を制御するために、いくつかのパラメータは可変となっている。これらは情

報源符号器入力前の処理系、量子化器、有意ブロック判定、コマ落としの制御を含む。このような全体的な符号化

制御の中でのこれらのパラメータの使用方法は、本標準では規定しない。 

コマ落としは、ピクチャ全体をそのまま廃棄することにより実現される。 

復号器は、ビデオ信号の空間解像度と時間解像度との間のトレードオフについて、その優先権を送信することが

できる。符号器は、呼の始めにデフォルトのトレードオフを送信し、このトレードオフを変更する復号器の要求に

符号器が応答できるかどうか示さなければならない。これらの信号の伝送方法は外部の手段（例えばＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｈ２４５）による。 
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４．４ 強制画面更新 
この機能は、符号化アルゴリズムのＩＮＴＲＡモードを強制的に使用することによって実現される。更新パター

ンは定義されない。逆離散コサイン変換のミスマッチによる誤差の蓄積を抑制するために、Ｐピクチャにおいてマ

クロブロックの係数を伝送するとき、各々のマクロブロックを少なくとも１３２回に1回はＩＮＴＲＡモードで符

号化しなければならない。同様の必要条件は、オプションのＥＰピクチャ（付属資料Ｏ参照）を使うときにも適用

され、その各マクロブロックは、そのマクロブロックに関して係数が伝送されるときに少なくとも１３２回に１回

ＩＮＴＲＡあるいは上方予測モードで符号化しなければならない。 

 

４．５ スタートコードのバイトアライメント 
スタートコードのバイトアライメントは、スタートコードの第１ビットが１バイトの第１ビット（最上位ビット）

となるように、スタートコードの前に８個未満のゼロビットからなるスタッフ符号語を挿入することによって実現

できる。従って、もしその最上位ビットの位置がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３ビット列の第１ビットから数えて８ビ

ットの倍数であるなら、スタートコードはバイトアライメントされている。すべてのピクチャ、スライス、ＥＯＳ

ＢＳスタートコードはバイトアライメントされなければならない。ＧＯＢスタートコードとＥＯＳはバイトアライ

メントしてもよい。 

 

注１：あるピクチャに使われるビット数は可変であるが、常に８ビットの倍数である。 

注２：ピクチャスタートコードを、アダプテーションレイヤに渡される論理情報単位（ＡＬ＿ＳＤＵ）の先頭

に揃えることを、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２４はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３符号器に要求している。 

 

５．シンタックスと意味 
ビデオシンタックスは、４つの基本的なレイヤからなる階層構造状に構成される。各レイヤは上から順に、 

 

(1)  ピクチャ 

(2)  グループオブブロック（ＧＯＢ）あるいはスライス、あるいはビデオピクチャセグメント 

(3)  マクロブロック（ＭＢ） 

(4)  ブロック 

 

である。 

ビデオ多重化部の多重化処理系統図を図６／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。系統図を解釈するためのガイドラインを以

下に示す。 

 

(1)  矢印のパスは、シンタックス要素の可能なフローを示す。ゼロの長さを持ついかなるシンタックス要素も

矢印を用いた図示法によって存在しないものとみなされる。（このように、例えば、ＰＳＴＵＦフィール

ドが必須であるにもかかわらずＰＳＴＵＦフィールドの長さが０であるかもしれないのでＰＳＴＵＦをバ

イパスする矢印のパスがある）。 

(2)  各シンタックス要素に関する略号と意味は、後の節で定義される。 

(3)  太い実線で示されたシンタックス要素と矢印のパスは、オプションの高品質化を使わない‘ベースライン’

モードの操作のシンタックスフローを示す。（このシンタックスは本標準の第１版にも存在したが、とも

かく変更していない）。 

(4)  太い点線で示されたシンタックス要素と矢印のパスは、本標準の第１版と第２版の両方に存在したオプシ

ョンの高品質化のシンタックスフローにおける付加的要素を示す。（このシンタックスはともかく変更し

ていない）。 

(5)  細い実線で示されたシンタックス要素と矢印のパスは、第２版において加えられた付加的オプションの機

能に特有であるオプションの高品質化のシンタックスフローにおける新しい付加的要素を示す。（このシ

ンタックスは第１版には存在しなかった）。 

(6)  四角い枠で示されたシンタックス要素フィールドは固定長フィールドを示し、丸い枠で示された方は可変

長フィールドを示す。あるシンタックス要素（ＤＱＵＡＮＴ）は、可変長と固定長のどちらか一方を持つ

ことができるので、両方のタイプの枠で示される。 
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(7)  固定長フィールドは、フィールド長がそのフィールド自身の内容に関するデータによらないフィールドと

して定義される。このフィールドの長さはいつも同じであるか、シンタックスフローでの前のデータによ

って決定される。 

(8)  ‘レイヤ’の項目は、別個の存在として理解および図示できるシンタックスの部分を参照するために用い

られる。 

 

特に規定しない限り、最上位ビットが最初に伝送される。これは第１ビットであり、本標準の符号表の左端のビ

ットである。特に規定しない限り、すべての未使用ビットまたは予約ビットは“１”にセットされる。予約ビット

は、その使用法がＩＴＵによって規定されるまで使用してはならない。 

 

５．１ ピクチャレイヤ 
各ピクチャのデータは、ピクチャヘッダとそれに続くＧＯＢまたはスライスデータによって構成される。最終的

にオプションのシーケンス終了（ＥＯＳ）符号とスタッフ化ビットが後に続く。この構成をオプションのＰＬＵＳ

ＰＴＹＰＥデータフィールドを含まないピクチャに関する図７／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ＰＳＢＩは、ＣＰＭに指

示された場合にのみ現れる。ＴＲＢとＤＢＱＵＡＮＴは、ＰＴＹＰＥが‘ＰＢフレーム’モードの使用を示す時に

だけ現れる（ＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールドが存在せずＤＢＱＵＡＮＴの使用がそこに示されていない場合）。 

オプションのＰＬＵＳＰＴＹＰＥデータフィールドは、ＰＴＹＰＥの第６～８ビットで示されるとき存在する。

存在するとき、付加されたデータセットはビット列の中のＰＴＹＰＥの直後でかつＰＱＵＡＮＴの直前に含まれ

る。さらに、ＣＰＭとＰＳＢＩフィールドは、ＰＱＵＡＮＴの後に配置されるよりむしろＰＬＵＳＰＴＹＰＥの直

後に現れるので、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在するときピクチャヘッダの中で前に移動される。ＰＬＵＳＰＴＹＰＥ

に続く付加的データのフォーマットを図８／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ＰＬＵＳＰＴＹＰＥの後の付加的ピクチャヘ

ッダデータに関するすべてのフィールドはオプションであり、それが存在するかどうかはＰＬＵＳＰＴＹＰＥの中

で示される。スライス構造モード（付属資料Ｋ参照）が用いられるとき、スライスは図７／ＪＴ－Ｈ２６３で示さ

れる配置の中でＧＯＢの代わりに用いられる。 

ＰＳＵＰＰとＰＥＩの組合せは現れなくてもよく、現れるときは繰り返してもよい。ＥＯＳとＥＯＳＢＳ＋ＥＳ

ＢＩは現れなくてもよく、ＥＯＳまたはＥＯＳＢＳが現れている場合に限りＥＳＴＵＦは現れてもよい。少なくと

もあるピクチャスタートコードが一対のＥＯＳ符号の間に現れなければＥＯＳは繰り返されてはならない。コマ落

としされたピクチャのピクチャヘッダは伝送されない。 
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図６／ＪＴ－Ｈ２６３ ビデオビット列のための多重化処理系統図（１／７）  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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図６／ＪＴ－Ｈ２６３ ビデオビット列のための多重化処理系統図（２／７）  

      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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図６／ＪＴ－Ｈ２６３ ビデオビット列のための多重化処理系統図（３／７）  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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図６／ＪＴ－Ｈ２６３ ビデオビット列のための多重化処理系統図（４／７）  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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図６／ＪＴ－Ｈ２６３ ビデオビット列のための多重化処理系統図（５／７）  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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図６／ＪＴ－Ｈ２６３ ビデオビット列のための多重化処理系統図（６／７）  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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図６／ＪＴ－Ｈ２６３ ビデオビット列のための多重化処理系統図（７／７）  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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PSC TR PTYPE PQUANT CPM PSBI TRB DBQUANT PEI PSUPP PEI GOBデータ ESTUF EOS PSTUF

 図７／ＪＴ－Ｈ２６３        ピクチャレイヤの構成  
          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３） （オプションのＰＬＵＳＰＴＹＰＥ関係のフィールドなし） 
 

 

 

… PLUSPTYPE CPM PSBI CPFMT EPAR CPCFC ETR UUI SSS 
 
 

 

ELNUM RLNUM RPSMF TRPI TRP BCI  BCM 

 

RPRP … 
 

図８／ＪＴ－Ｈ２６３ オプションのＰＬＵＳＰＴＹＰＥに関係するフィールドの構成  
    （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  （存在するときはＰＴＹＰＥ直後に位置する）  

 

５．１．１ ピクチャスタートコード（ＰＳＣ）（２２ビット） 
ＰＳＣは２２ビットの符号語で、その値は“0000 0000 0000 0000 1 00000”である。すべてのピクチャスタ

ートコードはバイトアライメントされなければならない。これは、スタートコードの第１ビットが１バイトの第１

ビット（最上位ビット）になるように、スタートコードの前に必要なビット数のＰＳＴＵＦを挿入することによっ

て実現しなければならない。 

 

５．１．２ テンポラルリファレンス（ＴＲ）（８ビット） 
ＴＲの値は、時間的に前の参照ピクチャヘッダのテンポラルリファレンスに、「画像クロック周波数でスキップ

あるいは参照されないピクチャ数＋１」を加えることによって得られる。ＴＲの解釈は有効な画像クロック周波数

に依存する。標準のＣＩＦ画像クロック周波数のもとでは、ＴＲは２５６の可能な値を取り得る８ビットの数であ

る。この演算はＬＳＢ８ビットでのみ行うものとする。カスタム画像クロック周波数の使用が示された場合、５．

１．８小節の拡張ＴＲ（ＥＴＲ）とＴＲは、８ビットのＬＳＢを格納したＴＲと２ビットのＭＳＢを格納したＥＴ

Ｒにより１０ビットの数となる。この場合、この演算はＬＳＢ１０ビットで行う。オプションのＰＢフレームまた

は改良ＰＢフレームモードでは、ＴＲはＰピクチャのみを指す。ＰＢまたは改良ＰＢフレームのＢピクチャ部分の

テンポラルリファレンスは５．１．２２小節を参照すること。 

 

５．１．３ タイプ情報（ＰＴＹＰＥ）（可変長） 
ピクチャ全体についての情報を示す。 

 

第１ビット スタートコードエミュレーションを避けるために、常に“１”。 

第２ビット ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１との区別のために、常に“０”。 

第３ビット スプリットスクリーンインジケータ。“０”でオフ、“１”でオン。 

第４ビット 書画カメラインジケータ。“０”でオフ、“１”でオン。 

第５ビット 全画面凍結解除。“０”でオフ、“１”でオン。 

第６～８ビット 情報源フォーマット情報。“０００”は禁止、“００１”はサブＱＣＩＦ、 

   “０１０”はＱＣＩＦ、“０１１”はＣＩＦ、“１００”は４ＣＩＦ、 

   “１０１”は１６ＣＩＦ、“１１０”は予約、“１１１”は拡張ＰＴＹＰＥ。 
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第６～８ビットが拡張ＰＴＹＰＥ（ＰＬＵＳＰＴＹＰＥ）を示す“１１１”でない場合、以下の５ビットもＰＴ

ＹＰＥに存在する。 

 

第９ビット ピクチャ符号化タイプ情報。 

   “０”でＩＮＴＲＡ（Ｉピクチャ）、“１”でＩＮＴＥＲ（Ｐピクチャ）。 

第１０ビット 無制限動きベクトルモード（付属資料Ｄ参照）。 

   “０”でオフ、“１”でオン。 

第１１ビット シンタックス算術符号化モード（付属資料Ｅ参照）。 

   “０”でオフ、“１”でオン。 

第１２ビット 拡張予測モード（付属資料Ｆ参照）。 

   “０”でオフ、“１”でオン。 

第１３ビット ＰＢフレームモード（付属資料Ｇ参照）。 

   “０”でＩまたはＰピクチャ、“１”でＰＢフレーム。 

 

スプリットスクリーンインジケータは、復号されたピクチャの上半分と下半分を横並びに表示してもよいことを

指示する信号である。このビットはピクチャの符号化、復号には直接影響はない。 

全画面凍結解除は、（確認応答がない場合の）パケット再送要求または画面更新要求（付属資料Ｃも参照）また

は画面凍結要求（付属資料Ｌも参照）に応答するための符号器からの信号であり、復号器は画面凍結モードから解

除され、通常の状態で復号したピクチャを表示することが許される。 

もし第６～８ビットが直前のピクチャヘッダと異なる情報源フォーマットを指示するならば、そのピクチャはＩ

ピクチャでなければならない。もし拡張ＰＴＹＰＥが第６～８ビットで指示されなければ、オプションの参照ピク

チャ再サンプリングモード（付属資料Ｐ参照）を使うための能力は外部（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）で交

渉されている。 

第１０～１３ビットは、符号器と復号器との交渉の後にだけ使われるオプションモードに関係する（それぞれ付

属資料Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇを参照）。もし第９ビットが“０”にセットされるなら、第１３ビットも同じく“０”にセ

ットされなければならない。 

第６～８ビットは、外部（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）でカスタム情報源フォーマットあるいは拡張ＰＴ

ＹＰＥを使うことによってのみ可能となる一つまたはそれ以上の他のオプションのモード（付属資料Ｉ～Ｋおよび

Ｍ～Ｔ参照）を使うことを許す能力交渉がなされていない場合、拡張ＰＴＹＰＥ（ＰＬＵＳＰＴＹＰＥ）の存在を

示す“１１１”の値を持ってはいけない。第６～８ビットが“１１１”の値を持たない場合はいつも、拡張ＰＴＹ

ＰＥを使うことによってのみ可能となる付加的モードのすべては、‘オフ’の状態にセットされるように考慮しな

ければならない。そしてビット列の中で後で明確にスイッチされなければ‘オフ’のままであると推量しなければ

ならない。 

 

５.１.４ 拡張ＰＴＹＰＥ（ＰＬＵＳＰＴＹＰＥ）（可変長） 
１２または３０ビットの符号は、ＰＴＹＰＥの第６～８ビットで拡張ＰＴＹＰＥの存在が示される場合に存在す

る。 

ＰＬＵＳＰＴＹＰＥは、ＵＦＥＰ、ＯＰＰＴＹＰＥ、ＭＰＰＴＹＰＥの３つのフィールドからなる。ＯＰＰＴＹ

ＰＥはＵＦＥＰが特別な値の場合のみ存在する。 

 

５．１．４．１ 更新全拡張ＰＴＹＰＥ（ＵＦＥＰ）（３ビット） 
３ビットの固定長符号は、ＰＴＹＰＥの第６～８ビットで‘拡張ＰＴＹＰＥ’が指示された場合のみ存在する。

“０００”にセットされたとき、それぞれのピクチャヘッダに表示する必要のあるその拡張ＰＴＹＰＥフィールド

（ＭＰＰＴＹＰＥ）のみが現在のピクチャヘッダに含まれることを示す。“００１”にセットされたとき、現在の

ピクチャヘッダにすべての拡張ＰＴＹＰＥフィールドが含まれることを示す。ピクチャタイプがＩＮＴＲＡまたは

ＥＩの場合、このフィールドは“００１”にセットしなければならない。 

さらに、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが連続する各ピクチャシーケンスに存在する場合、少なくとも５秒間または５ピク

チャタイムアウト周期のどちらかより長い時間間隔で規定される頻度で、このフィールドは“００１”にセットし

なければならない。より明確には、（ＰＬＵＳＰＴＹＰＥがそれぞれのピクチャ間に存在する場合）タイムアウト
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周期は、最後にＵＦＥＰ＝“００１”が発生してから５秒以上の時間間隔を示すテンポラルリファレンスを持つ最

初のピクチャヘッダかまたは、最後にＵＦＥＰ＝“００１”が発生した後の５番目のピクチャのＰＬＵＳＰＴＹＰ

ＥフィールドにＵＦＥＰ＝“００１”が出現するようにする（テンポラルリファレンスによって測られるどちらか

より長い時間の）周期である。 

エンコーダは、エラーの発生しやすい環境ではもっと頻繁にＵＦＥＰを“００１”にセットすべきである。“０

００”と“００１”以外のＵＦＥＰの値は予約されている。 

 

５．１．４．２ ＰＬＵＳＰＴＹＰＥのオプション部分（ＯＰＰＴＹＰＥ）（１８ビット） 
ＵＦＥＰが“００１”の場合、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥに以下のビットが存在する。 

 

 第１～３ビット 情報源フォーマット、“０００”予約、“００１”サブＱＣＩＦ、 

    “０１０”ＱＣＩＦ、“０１１”ＣＩＦ、“１００”４ＣＩＦ、 

    “１０１”１６ＣＩＦ、“１１０”カスタム情報源フォーマット、 

    “１１１”予約。 

 第４ビット オプションのカスタムＰＣＦ、“０”ＣＩＦ ＰＣＦ、 

    “１”カスタムＰＣＦ。 

 第５ビット オプションの無制限動きベクトル（ＵＭＶ）モード（付属資料Ｄ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第６ビット オプションのシンタックス算術符号化（ＳＡＣ）モード（付属資料Ｅ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第７ビット オプションの拡張予測（ＡＰ）モード（付属資料Ｆ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第８ビット オプションの拡張ＩＮＴＲＡ符号化（ＡＩＣ）モード（付属資料Ｉ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第９ビット オプションのデブロッキングフィルタ（ＤＦ）モード（付属資料Ｊ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第１０ビット オプションのスライス構造（ＳＳ）モード（付属資料Ｋ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第１１ビット オプションの参照ピクチャ選択（ＲＰＳ）モード（付属資料Ｎ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第１２ビット オプションの独立セグメント復号（ＩＳＤ）モード（付属資料Ｒ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第１３ビット オプションの代替ＩＮＴＥＲ可変長符号（ＡＩＶ）モード（付属資料Ｓ参 

    照）、“０”オフ、“１”オン。 

 第１４ビット オプションの修正量子化（ＭＱ）モード（付属資料Ｔ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第１５ビット スタートコードエミュレーションを防ぐために“１”にする。 

 第１６ビット 予約、“０”にしなければならない。 

 第１７ビット 予約、“０”にしなければならない。 

 第１８ビット 予約、“０”にしなければならない。 

 

５．１．４．３ ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在するときのＰＬＵＳＰＴＹＰＥの必須部分（ＭＰＰＴＹＰＥ） 
       （９ビット） 

ＵＦＥＰの値にかかわらず、以下の９ビットはＰＬＵＳＰＴＹＰＥにも存在する。 

 

 第１～３ビット ピクチャタイプコード 

    “０００”Ｉピクチャ（ＩＮＴＲＡ）、 

    “００１”Ｐピクチャ（ＩＮＴＥＲ）、 

    “０１０”改良ＰＢフレーム（付属資料Ｍ参照）、 

    “０１１”Ｂピクチャ（付属資料Ｏ参照）、 
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    “１００”ＥＩピクチャ（付属資料Ｏ参照）、 

    “１０１”ＥＰピクチャ（付属資料Ｏ参照）、 

    “１１０”予約、 

    “１１１”予約。 

 第４ビット オプションの参照ピクチャ再サンプリング（ＲＰＲ）モード（付属資料Ｐ 

    参照）、“０”オフ、“１”オン。 

 第５ビット オプションの縮小解像度更新（ＲＲＵ）モード（付属資料Ｑ参照）、 

    “０”オフ、“１”オン。 

 第６ビット 丸めタイプ（ＲＴＹＰＥ）（６．１．２小節参照）。 

 第７ビット 予約、“０”にしなければならない。 

 第８ビット 予約、“０”にしなければならない。 

 第９ビット スタートコードエミュレーションを防ぐために“１”にする。 

 

Ｐピクチャ、改良ＰＢフレーム、ＥＰピクチャは第６ビット（Ｐピクチャの丸めタイプ）に関して動き補償の参

照ピクチャと異なる値を持つので、符号器は丸めタイプを制御すべきである。参照ピクチャがＩまたはＥＩピクチ

ャの場合は、第６ビットは任意の値を持つことができる。第６ビットは第１～３ビットがＰピクチャまたは改良Ｐ

ＢフレームまたはＥＰピクチャを示しているときだけ“１”にセットできる。他のピクチャタイプに関しては、こ

のビットはいつも“０”にセットしなければならない。 

 

５．１．４．４ ＰＬＵＳＰＴＹＰＥの意味 
ＰＬＵＳＰＴＹＰＥの必須の部分は、ピクチャ毎に変更されるような機能から成る。本来これらは、Ｉ、Ｐ、改

良ＰＢ、Ｂ、ＥＩ、ＥＰの何れかのピクチャタイプを示すビットである。（注：ＰＬＵＳＰＴＹＰＥがある場合に

は付属資料ＧのＰＢフレームモードを用いることが出来ず、代わりに付属資料Ｍの改良ＰＢフレームモードを用い

るべきである。）しかし、ＲＰＲとＲＲＵモードは同様にピクチャ毎に変わるかも知れないので、これらの使用の

指示もここに含まれる。 

ピクチャ毎に変更されるのでなく使用され続けるような機能は（５.１.４.５小小節で述べられるような明確な

方法による場合を除いて）、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥのオプション部分に置かれている。ＵＦＥＰが“０００”の場合、

ＵＦＥＰが“００１”である前のＰＬＵＳＰＴＹＰＥの中で送られているピクチャタイプとモード情報から、欠け

ているモード情報が推測される。 

ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在するが、ＵＦＥＰが“０００”の場合、 

 

(1)  Ｐピクチャもしくは改良ＰＢフレームの場合（付属資料Ｍ参照）、画素アスペクト比、ピクチャ幅、ピク

チャ高さは参照ピクチャの場合の値と同じである。 

(2)  高品質化レイヤの時間スケーラビリティＢピクチャの場合（付属資料Ｏ参照）、もし高品質化レイヤで送

られた最後の前のピクチャがＥＩまたはＥＰピクチャであるなら、参照レイヤ番号（ＲＬＮＵＭ）は高品

質化レイヤ番号（ＥＬＮＵＭ）と同じである。もし高品質化レイヤで送られた最後のピクチャがＢピクチ

ャならば、参照レイヤ番号はそのＢピクチャの参照レイヤ番号と同じである。画素アスペクト比、ピクチ

ャ幅、ピクチャ高さは、時間的に後に来る参照レイヤピクチャの値と同じである。 

(3)  時間的に取り囲むＥＩまたはＥＰピクチャがＢピクチャとして同じ高品質化レイヤに存在する場合、（明

示的または暗黙の）ＲＬＮＵＭはＥＬＮＵＭと常に等しくなければならない。（明示的または暗黙の）Ｂ

ピクチャの画素アスペクト比、ピクチャ幅、ピクチャ高さは、時間的に後に来る参照レイヤピクチャの場

合の値と常に等しくなければならない。 

(4)  ＳＮＲ／空間的スケーラビリティＥＰピクチャの場合（付属資料Ｏ参照）、画素アスペクト比、ピクチャ

幅、ピクチャ高さは、同じ高品質化レイヤの時間的に前に来る参照ピクチャの場合の値と同じである。 

 

５．１．４．５ ピクチャタイプにおけるモード制限とモード推測規則 
特定のモードは特定のピクチャタイプには適用されない。特に以下の制限が適用される。 
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(1)  次のモードはＩ（ＩＮＴＲＡ）ピクチャの中では適用されない：無制限動きベクトル（付属資料Ｄ参照）、

拡張予測（付属資料Ｆ参照）、代替ＩＮＴＥＲ可変長符号（付属資料Ｓ参照）、参照ピクチャ再サンプリ

ング（付属資料Ｐ参照）、縮小解像度更新（付属資料Ｑ参照）。 

(2)  次のモードはＢピクチャの中では適用されない（付属資料Ｏ参照）：シンタックス算術符号化（付属資料

Ｅ参照）、デブロッキングフィルタ（付属資料Ｊ参照）、拡張予測（付属資料Ｆ参照）。 

(3)  次のモードはＥＩピクチャの中では適用されない（付属資料Ｏ参照）：無制限動きベクトル（付属資料Ｄ

参照）、シンタックス算術符号化（付属資料Ｅ参照）、拡張予測（付属資料Ｆ参照）、参照ピクチャ再サ

ンプリング（付属資料Ｐ参照）、縮小解像度更新（付属資料Ｑ参照）、代替ＩＮＴＥＲ可変長符号（付属

資料Ｓ参照）。 

(4)  次のモードはＥＰピクチャの中では適用されない（付属資料Ｏ参照）：シンタックス算術符号化（付属資

料Ｅ参照）、拡張予測（付属資料Ｆ参照）。 

 

上記４項目のリストの１つ以上のモードは、そのモードが禁じられているピクチャタイプ（Ｉ、Ｂ、ＥＩ、ＥＰ）

のＰＬＵＳＰＴＹＰＥのオプション部分に、モードフラグ“１”を持ってよい。この条件は許容され、次のパラグ

ラフに述べられるモード推測規則により解釈されなければならない。 

モード状態は以下のモード推測規則による。 

 

(1)  一度モードフラグがＰＬＵＳＰＴＹＰＥのオプション部分で“１”にセットされると、ビット列中の現在

のピクチャと引き続く各ピクチャはそのモードの状態は“オン”に設定されなければならない。 

(2)  現在のピクチャタイプ符号をもつピクチャの中では適用されないどのモードにも、推測された“オフ”状

態が設定されなければならない。しかし、（これが、同じ方法で解決されなければならない明らかな矛盾

を引き起こさなければ）ビット列の中の引き続く各ピクチャはそのモードで推測された“オン”状態を持

たなければならない。階層化スケーラブルビット列の場合（付属資料Ｏ参照）、モード状態は同じレイヤ

のビット列の中からのみ推測されなければならない。 

(3)  ＰＬＵＳＰＴＹＰＥのオプション部分を含むまたはＰＬＵＳＰＴＹＰＥを全く持たない、同じレイヤのピ

クチャが送られるまで、推測された状態は継続しなければならない。もしＰＬＵＳＰＴＹＰＥのオプショ

ン部分を含む新しいピクチャが送られる場合、新しいメッセージで送られた状態は古い状態に取って代わ

らなければならない。もしＰＬＵＳＰＴＹＰＥを持たないピクチャ（ＰＴＹＰＥの第６～８ビットが“１

１１”でないピクチャ）が送られる場合、ＰＴＹＰＥに明示的に“オン”とセットされていないすべての

モードに“オフ”状態が割り当てられなければならず、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥのオプション部分を含む新し

いピクチャが送られるまで、すべてのモードは推測された“オフ”状態を継続しなければならない。 

(4)  次の２つのモードのモードフラグはＰＬＵＳＰＴＹＰＥの必須部分に現れるので、それらのモード状態推

測を必要としない。それらは参照ピクチャ再サンプリングモード（付属資料Ｐ参照）、縮小解像度更新モ

ード（付属資料Ｑ参照）である。現在のピクチャがそのモードの使用を許さないならば、これらどちらの

モードのモードフラグもセットしてはならない。例えば、縮小解像度更新モードビットをＩＮＴＲＡピク

チャにおいてはセットしてはならない。 

 

５．１．４．６ モード相互作用制限 
特定のモードは、他の特定のモードと組み合わせて使うことはできない。 

 

(1)  シンタックス算術符号化モード（付属資料Ｅ参照）は代替ＩＮＴＥＲ可変長符号モード（付属資料Ｓ参照）

または修正量子化モード（付属資料Ｔ参照）と共に用いてはならない。 

(2)  ＰＬＵＳＰＴＹＰＥがある場合は、無制限動きベクトルモード（付属資料Ｄ参照）はシンタックス算術符

号化モード（付属資料Ｅ参照）と共に用いてはならない。 

(3)  独立セグメント復号モード（付属資料Ｒ参照）は参照ピクチャ再サンプリングモード（付属資料Ｐ参照）

と共に用いてはならない。 

(4)  独立セグメント復号モード（付属資料Ｒ参照）は、スライス構造モード（付属資料Ｋ参照）の矩形スライ

スサブモードを同時に使用しないならば、スライス構造モードと共に用いてはならない。 
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５．１．４．７ ＣＰＭ（１ビット）とＰＳＢＩ（２ビット）のピクチャヘッダでの位置 
ピクチャヘッダでのＣＰＭとＰＳＢＩフィールドの位置は、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが有るか無いかによって異なる

（５．１．２０小節、５．１．２１小節参照）。ＰＬＵＳＰＴＹＰＥがある場合、ＣＰＭはピクチャヘッダのＰＬ

ＵＳＰＴＹＰＥの直後に続く。ＰＬＵＳＰＴＹＰＥがない場合、ピクチャヘッダのＰＱＵＡＮＴの直後に続く。Ｐ

ＳＢＩは（もしＣＰＭ＝“１”ならば）常にＣＰＭの直後に続く。 

 

５．１．５ カスタム画像フォーマット（ＣＰＦＭＴ）（２３ビット） 
カスタム画像フォーマットの使用がＰＬＵＳＰＴＹＰＥのなかで通知され、ＵＦＥＰが“００１”である場合の

み存在する、２３ビットの固定長符号語。ＣＰＦＭＴが存在するとき、これは次のビットから成る。 

 

第１～４ビット 画素アスペクト比符号：表５／ＪＴ－Ｈ２６３のＰＡＲ値に対する４ビットのイン

デックス。拡張ＰＡＲに対しては、正確な画素アスペクト比はＥＰＡＲの中で指定

されなければならない（５.１.６小節参照）。 

第５～１３ビット ピクチャ幅インジケーション：範囲[0,…,511]、ライン当たりの画素数＝（ＰＷ

Ｉ＋１）×４ 

第１４ビット スタートコードエミュレーションを防ぐため“１” 

第１５～２３ビット ピクチャ高さインジケーション：範囲[1,…,288]、ライン数＝ＰＨＩ×４ 

 

表５／ＪＴ－Ｈ２６３ ＰＡＲ符号の定義  
              （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

PAR 符号  画素アスペクト比  

0000 禁止  

0001 1 :1  (正方 )  

0010 12:11 (４：３ピクチャ用ＣＩＦ )  

0011 10:11 (４：３ピクチャ用５２５タイプ)  

0100 16:11 (１６：９ピクチャ用伸張ＣＩＦ  )  

0101 40:33 (１６：９ピクチャ用伸張５２５タイプ )  

0110-1110 予約  

1111 拡張  ＰＡＲ  

 

５．１．６ 拡張画素アスペクト比（ＥＰＡＲ）（１６ビット） 
ＣＰＦＭＴが存在し拡張ＰＡＲがそこで指示される場合のみ存在する、１６ビットの固定長符号語。ＥＰＡＲが

存在するとき、これは次のビットから成る。 

 

第１～８ビット  ＰＡＲ幅：“０”は禁止。ＰＡＲ幅の自然２進数表現。  
第９～１６ビット  ＰＡＲ高さ：“０”は禁止。ＰＡＲ高さの自然２進数表現。  

 
ＰＡＲ幅とＰＡＲ高さは互いに素でなければならない。 

 

５．１．７ カスタム画像クロック周波数符号（ＣＰＣＦＣ）（８ビット） 
ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在し、ＵＦＥＰが“００１”であり、画像クロック周波数がＰＬＵＳＰＴＹＰＥで通知

される場合のみ存在する、８ビットの固定長符号語。ＣＰＣＦＣが存在するとき、これは次のビットから成る。 

 

第１ビット   クロック変換符号：“０”はクロック変換ファクタが１０００、“１”は１００１を

示す。  
第２～８ビット  クロック除数：“０”は禁止。クロック除数の自然２進数表現の値。  
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カスタム画像クロック周波数は、1800000/（クロック除数×クロック変換ファクタ）Ｈｚで与えられる。 
 

テンポラルリファレンスカウンタは、秒を単位とした画像クロック周波数の逆数を単位としてカウントしなけれ

ばならない。ＰＣＦが前のピクチャで指定されたものから変わるときは、現在のピクチャのテンポラルリファレン

スは前のＰＣＦで測定され、したがって新しいＰＣＦは未来のピクチャのテンポラルリファレンスの解釈に対して

のみ有効である。 

 

５．１．８ 拡張テンポラルリファレンス（ＥＴＲ）（２ビット） 
カスタム画像クロック周波数が使用される場合のみ（ＵＦＥＰ値に関係なく）存在する、２ビットの固定長符号

語である。これは５.１.２小節に定義された１０ビット番号のＭＳＢ２ビットである。 

 

５．１．９ 非限定無制限動きベクトルインジケータ（ＵＵＩ）（可変長） 
オプションである無制限動きベクトルモードがＰＬＵＳＰＴＹＰＥに指示され、ＵＦＥＰが“００１”の場合の

み存在する、１または２ビットの可変長符号語である。ＵＵＩが存在するとき、用いられる動きベクトルの範囲の

有効な制限を示す。 

 

 ＵＵＩ＝“１”：動きベクトルの範囲は表Ｄ．１／ＪＴ－Ｈ２６３と表Ｄ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に従って

制限される。  
 ＵＵＩ＝“０１”：動きベクトルの範囲はピクチャサイズにのみ制限される。  
 

５．１．１０ スライス構造サブモードビット（ＳＳＳ）（２ビット） 
オプションであるスライス構造モード（付属資料Ｋ参照）がＰＬＵＳＰＴＹＰＥに指示され、ＵＦＥＰが“００

１”の場合のみ存在する、２ビットの固定長符号語である。スライス構造モードが使用されているがＵＦＥＰが“０

０１”でない場合、最後に送られたＳＳＳ値は有効で有り続けなければならない。 

 

 第１ビット 矩形スライス、“０”はフリーランスライス、“１”は矩形スライスを示す。 

 第２ビット 任意スライス順序、“０”は順次、“１”は任意の順序を示す。 

 

５．１．１１ 高品質化レイヤ番号（ＥＬＮＵＭ）（４ビット） 
（ＵＦＥＰ値に関係なく）オプションである時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモードが使用される場合のみ

存在する、４ビットの固定長符号語である。特定の高品質化レイヤは高品質化レイヤ番号ＥＬＮＵＭにより識別さ

れる。レイヤ間のピクチャの一致はテンポラルリファレンスにより達成される。ピクチャサイズは、既存の情報源

フォーマットフィールドを用いて各高品質化レイヤの中に示されるか、または参照レイヤとの関係により推測され

る。基本レイヤの上の第１高品質化レイヤは高品質化レイヤ番号２とされ、基本レイヤは番号１を持つ。 

 

５．１．１２ 参照レイヤ番号（ＲＬＮＵＭ）（４ビット） 
オプションである時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモード（付属資料Ｏ参照）が使用され、ＵＦＥＰが“０

０１”の場合のみ存在する、４ビットの固定長符号語である。参照アンカーとして用いられるピクチャのレイヤ番

号は、参照レイヤ番号（ＲＬＮＵＭ）として識別される。各レイヤの時間の一致はテンポラルリファレンスにより

達成される。 

同じ高品質化レイヤにあり、時間的に取り囲んでいるＥＩまたはＥＰピクチャをもつ高品質化レイヤのＢピクチ

ャの場合、ＲＬＮＵＭはＥＬＮＵＭと等しくなければならない（付属資料Ｏ参照）。 

 

５．１．１３ 参照ピクチャ選択モードフラグ（ＲＰＳＭＦ）（３ビット） 
参照ピクチャ選択モードが使用され、ＵＦＥＰが“００１”の場合のみ存在する、３ビットの固定長符号語であ

る。ＲＰＳＭＦが存在するとき、これは符号器がどのタイプの逆方向チャネルメッセージを必要とするかを示す。

もし参照ピクチャ選択モードが使用されているがＲＰＳＭＦがない場合、最後に送られたＲＰＳＭＦ値が有効であ

り続けなければならない。 
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 １００：ＡＣＫもＮＡＣＫ信号も必要でない。 

 １０１：ＡＣＫ信号が返される必要がある。 

 １１０：ＮＡＣＫ信号が返される必要がある。 

 １１１：ＡＣＫもＮＡＣＫも返される必要がある。 

 ０００～０１１：予約 

 

５．１．１４ 予測用テンポラルリファレンスインジケーション（ＴＲＰＩ）（１ビット） 
（ＵＦＥＰ値に関係なく）オプションである参照ピクチャ選択モードが使用される場合のみ存在する、１ビット

の固定長符号語である。ＴＲＰＩが存在するとき、これは後に来るＴＲＰフィールドの存在を示す。 

 

 ０：ＴＲＰフィールドは存在しない。 

 １：ＴＲＰフィールドは存在する。 

 

ピクチャヘッダがＩまたはＥＩピクチャを示すときはいつでも、ＴＲＰＩは“０”でなければならない。 

 

５．１．１５ 予測用テンポラルリファレンス（ＴＲＰ）（１０ビット） 
ＴＲＰが（ＴＲＰＩに示されるように）存在するときは、Ｂピクチャの場合を除いて、符号器の予測に用いられ

るテンポラルリファレンスを示す。Ｂピクチャに対しては、テンポラルリファレンスＴＲＰをもつピクチャが前方

予測に使われる。（時間的逆方向の予測は常に時間的に直後に来るピクチャを用いる。）ＴＲＰは１０ビットの番

号である。カスタム画像クロック周波数が参照ピクチャで用いられない場合、ＴＲＰのＭＳＢ２ビットはゼロで、

ＬＳＢは参照ピクチャのピクチャヘッダにあるＴＲの８ビットである。カスタム画像クロック周波数が参照ピクチ

ャで用いられた場合、ＴＲＰは参照ピクチャヘッダからのＥＴＲとＴＲの結合から成る１０ビットの番号である。 

参照ピクチャ選択モードでないときのように、ＴＲＰが存在しない場合は、時間的に前の最も最近のアンカーピ

クチャが予測に用いられなければならない。ＴＲＰは、次のＰＳＣ、ＧＳＣまたはＳＳＣまで有効である。 

 

５．１．１６ 逆方向チャネルメッセージインジケーション（ＢＣＩ）（可変長） 
オプションである参照ピクチャ選択モードが使われている場合のみ存在する１または２ビットの可変長フィー

ルドである。ＢＣＩが“１”であることは、その後にオプションである逆方向チャネルメッセージ（ＢＣＭ）フィ

ールドがあることを示す。ＢＣＩが“０１”であることは、ビデオ逆方向チャネルメッセージフィールドが無いこ

と、またはその終わりであることを示す。ＢＣＭとＢＣＩの組み合わせは存在しなくてもよく、また存在する場合

繰り返されてもよい。オプションである参照ピクチャ選択モードのビデオ多重サブモードが使われない場合、ＢＣ

Ｉは“０１”にセットされなければならない。 

 

５．１．１７ 逆方向チャネルメッセージ（ＢＣＭ）（可変長） 
Ｎ.４.２小節に定められるようなシンタックスをもつ逆方向チャネルメッセージであり、前に来るＢＣＩフィー

ルドが存在し、それが“１”にセットされる場合のみ存在する。 

 

５．１．１８ 参照ピクチャ再サンプリングパラメータ（ＲＰＲＰ）（可変長） 
オプションである参照ピクチャ再サンプリングモードビットがＰＬＵＳＰＴＹＰＥにセットされている場合の

み存在する可変長フィールドである。このフィールドは参照ピクチャ再サンプリングモード（付属資料Ｐ参照）の

パラメータを伝える。また符号化された前のピクチャと異なるピクチャサイズをもつＩＮＴＥＲ符号化されたピク

チャのピクチャヘッダの発生により、参照ピクチャ再サンプリングモードを暗黙的に設定することも可能であるこ

とに注意が必要である。その場合ＲＰＲＰフィールドは存在せず、参照ピクチャ再サンプリングモードビットはセ

ットされない。 

 

５．１．１９ 量子化器情報（ＰＱＵＡＮＴ）（５ビット） 
次のＧＱＵＡＮＴあるいはＤＱＵＡＮＴによって更新されるまでピクチャで使われる量子化器ＱＵＡＮＴを示

す、５ビットの固定長符号語である。符号語は、ステップサイズの半分の値で１から３１の範囲の値をとるＱＵＡ

ＮＴ値の自然２進数表現である。 
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５．１．２０ コンティニュアスプレゼンスマルチポイントとビデオ多重（ＣＰＭ）（１ビット） 
オプションのコンティニュアスプレゼンスマルチポイントとビデオ多重モード（ＣＰＭ）の使用を知らせる１ビ

ットの符号語で、“０”でオフ、“１”でオンである。ＣＰＭの使用については付属資料Ｃを参照のこと。ＣＰＭ

は、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在する場合はＰＬＵＳＰＴＹＰＥの直後に続くが、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在しない

場合はピクチャヘッダのＰＱＵＡＮＴに続く。 

 

５．１．２１ ピクチャサブビット列インジケータ（ＰＳＢＩ）（２ビット） 
コンティニュアスプレゼンスマルチポイントとビデオ多重モードがＣＰＭによって指示された場合だけ現れる、

２ビットの固定長符号語である。符号語は、ピクチャヘッダ、および次のピクチャスタートコードあるいはＧＯＢ

スタートコードまで続く全ての情報のサブビット列番号の自然２進数表現である（付属資料Ｃも参照）。ＣＰＭが

“１”の場合、ＰＳＢＩはＣＰＭの直後に続く（ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在するか否かによって、ピクチャヘッダ

内でのＣＰＭとＰＳＢＩの位置は異なる。）。 

 

５．１．２２ ＰＢフレームでのＢピクチャのテンポラルリファレンス（ＴＲB）（３または５ビット） 
ＴＲBは、ＰＴＹＰＥまたはＰＬＵＳＰＴＹＰＥが‘ＰＢフレーム’または‘改良ＰＢフレーム’（付属資料Ｇ

およびＭ参照）を指示した場合に現れる。これは、最後のＰピクチャ、Ｉピクチャ、或いはＰＢまたは改良ＰＢフ

レームのＰ部分から、ＰＢまたは改良ＰＢフレームのＢピクチャ部分の前までに、（２９．９７Ｈｚ、またはＣＰ

ＣＦＣに示されるカスタム画像クロック周波数での）伝送されないまたは参照されないピクチャ数を示す。符号語

は「伝送されないピクチャ数＋１」の自然２進数表現である。標準のＣＩＦ画像クロック周波数に対しては３ビッ

トで、カスタム画像クロック周波数が使われる場合は５ビットに拡張される。伝送されないピクチャの最大数は、

標準ＣＩＦ画像クロック周波数に対しては６、カスタム画像クロック周波数が使われるときは３０である。 

 

５．１．２３ ＰＢフレームでのＢピクチャの量子化情報（ＤＢＱＵＡＮＴ）（２ビット） 
ＤＢＱＵＡＮＴは、ＰＴＹＰＥまたはＰＬＵＳＰＴＹＰＥが‘ＰＢフレーム’または‘改良ＰＢフレーム’（付

属資料ＧおよびＭ参照）を指示した場合に現れる。復号処理においては、量子化パラメータＱＵＡＮＴは各マクロ

ブロック毎に与えられる。ＰＢフレームでは、ＱＵＡＮＴはＰブロックに対して使用され、Ｂブロックに対しては

異なる量子化パラメータＢＱＵＡＮＴが使用される。ＱＵＡＮＴは１から３１までの値をとる。表６／ＪＴ－Ｈ２

６３に定義されるようなＱＵＡＮＴとＢＱＵＡＮＴの関係をＤＢＱＵＡＮＴは示す。この表で“／”は切捨ての除

算を意味する。ＢＱＵＡＮＴは１から３１の範囲の値をとる。つまり表６／ＪＴ－Ｈ２６３の演算の結果、ＢＱＵ

ＡＮＴが３１より大きくなった場合、その値は３１に制限される。 

 

表６／ＪＴ－Ｈ２６３ ＤＢＱＵＡＮＴの符号と、ＱＵＡＮＴとＢＱＵＡＮＴの関係  
    （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

DBQUANT BQUANT 

00 (5×QUANT)/4 

01 (6×QUANT)/4 

10 (7×QUANT)/4 

11 (8×QUANT)/4 

 

５．１．２４ 拡張用挿入情報（ＰＥＩ）（１ビット） 
１ビットの符号で、“１”にセットされる時、後ろにオプションデータ領域が続く。 

 

５．１．２５ 付加拡張情報（ＰＳＵＰＰ）（０／８／１６・・・ビット） 
ＰＥＩが“１”のとき、８ビットのデータ（ＰＳＵＰＰ）及びさらに９ビットの付加拡張情報が続くかどうかを

示すＰＥＩ１ビットからなる９ビットが続き、以下同様に繰り返す。符号器は、付属資料Ｌに規定されるようにＰ

ＳＵＰＰを使用しなければならない。付属資料Ｌに記述されている拡張能力に対応していない復号器は、ＰＥＩが

“１”の時にはＰＳＵＰＰを捨てるように設計されなければならない。このことは拡張能力に利用されるビット列

がこれらの能力に対応していない復号器によって変更されることなく用いられ得るように付属資料Ｌの拡張能力

に対しての後方互換性を可能にする。 
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５．１．２６ スタッフ化（ＥＳＴＵＦ）（可変長） 
８個未満の“０”ビットで構成される可変長符号語。符号器はＥＯＳ符号語の前に直接この符号語を挿入しても

よい。必須なバイトアライメントを達成するために、符号器はＥＯＳＢＳ符号語の直前に必要に応じてこの符号語

を挿入しなければならない。もしＥＳＴＵＦが現れるなら、ＥＳＴＵＦの最終ビットは１バイトの最終ビット（最

下位ビット）でなければならず、これによってＥＯＳあるいはＥＯＳＢＳ符号語の先頭がバイトアライメントされ

る。復号器はＥＳＴＵＦを捨てるように設計されなければならない。ＥＯＳＢＳの記述およびその使用については

付属資料Ｃを参照。 

 

５．１．２７ シーケンス終了情報（ＥＯＳ）（２２ビット） 
２２ビットの符号語で、その値を“0000 0000 0000 0000 1 11111”とする。この符号語を挿入するか否かは

符号器による。ＥＯＳはバイトアライメントされてもよい。これは、ＥＯＳ符号語の第１ビットが１バイトの第１

ビット（最上位ビット）となるようにＥＯＳ符号語の前にＥＳＴＵＦを挿入することによって実現できる。ＥＯＳ

は各々の一対のＥＯＳ符号の間に少なくともひとつのピクチャスタートコードが現れない限りは繰り返されては

ならない。 

 

５．１．２８ スタッフ化（ＰＳＴＵＦ）（可変長） 
８個未満の“０”ビットで構成される可変長符号語。符号器は次のＰＳＣのバイトアライメントのためにこの符

号語を挿入しなければならない。ＰＳＴＵＦを含めたビデオビット列が、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３ビット列の第

１ビットから８ビットの倍数となるように、ＰＳＴＵＦの最終ビットは１バイトの最終ビット（最下位ビット）で

なければならない。復号器はＰＳＴＵＦを捨てるように設計されなければならない。 

もし何らかの理由で符号器がある期間画像の符号化を停止し、その後符号化を再開する場合、前のピクチャの最

後の最大７ビットが、符号器が符号化を再開するまで送信されなくなることを防ぐために、ＰＳＴＵＦは符号器が

止まる前に伝送されなければならない。 

 

５．２ グループオブブロック（ＧＯＢ）レイヤ 
各ＧＯＢデータは、ＧＯＢヘッダと後に続くマクロブロックデータによって構成されている。その構成を図９／

ＪＴ－Ｈ２６３に示す。各ＧＯＢは、１つ、あるいはそれ以上のマクロブロック列を含んでいる。各ピクチャの最

初のＧＯＢ（番号０）では、ＧＯＢヘッダが伝送されてはならない。他の全てのＧＯＢについては、符号器の手法

によってはＧＯＢヘッダは空でもよい。復号器は外部の手段、例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５によって相手側の

符号器に空でないＧＯＢヘッダだけを送信するように通知することができる。ＧＢＳＣが現れる時ＧＳＴＵＦが現

れてもよい。ＧＢＳＣが現れる時、ＧＮ、ＧＦＩＤ、ＧＱＵＡＮＴが現れる。ピクチャヘッダにおいてＣＰＭが“1”

の時、ＧＳＢＩが現れる。 

 

GSTUF GBSC GN GSBI GFID GQUANT ＭＢデータ

図９／ＪＴ－Ｈ２６３ ＧＯＢレイヤの構成  
              （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

５．２．１ スタッフ化（ＧＳＴＵＦ）（可変長） 
８個未満の“０”ビットから構成される可変長符号語。符号器はＧＢＳＣ符号語の前に直接この符号語を挿入し

てもよい。もしＧＳＴＵＦが現れるならば、ＧＢＳＣ符号語の先頭がバイトアライメントされるように、ＧＳＴＵ

Ｆの最終ビットは１バイトの最終ビット（最下位ビット）でなければならない。復号器はＧＳＴＵＦを捨てるよう

に設計されなければならない。 

 

５．２．２ ＧＯＢスタートコード（ＧＢＳＣ）（１７ビット） 
１７ビットの符号語で、その値は“0000 0000 0000 0000 1”である。ＧＯＢスタートコードはバイトアライ

メントされてもよい。これはスタートコードの第１ビットが１バイトの最初のビット（最上位ビット）になるよう

にスタートコードの前にＧＳＴＵＦを挿入することで実現できる。 
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５．２．３ グループ番号（ＧＮ）（５ビット） 
５ビットの固定長符号語。そのビットはＧＯＢ番号の２進数表現である。ＧＯＢ番号０では、ＧＳＴＵＦ、ＧＢ

ＳＣ、ＧＮ、ＧＳＢＩ、ＧＦＩＤ、そしてＧＱＵＡＮＴを含むＧＯＢヘッダは空である。グループ番号０としては

ＰＳＣで使用されている。グループ番号１から１７は標準画像フォーマットのＧＯＢヘッダの中で使用される。グ

ループ番号１から２４はカスタム画像フォーマットのＧＯＢヘッダの中で使用される。ＣＰＭ＝“０”の時グルー

プ番号１６から２８はスライスヘッダの中でエミュレートされ（付属資料Ｋ参照）、ＣＰＭ＝“１”の時グループ

番号２５から２７および２９はスライスヘッダの中でエミュレートされる（付属資料Ｋ参照）。グループ番号３１

はＥＯＳ符号で使用され、グループ番号３０はＥＯＳＢＳ符号の中で使用される。 

 

５．２．４ ＧＯＢサブビット列インジケータ（ＧＳＢＩ）（２ビット） 
２ビットの固定長符号語で、ピクチャヘッダの中でＣＰＭが“１”の時だけ現れる。その符号語は、ＧＯＢヘッ

ダおよびそれに続く、次のピクチャスタートコードかＧＯＢスタートコードまでの全ての情報のためのサブビット

列の番号の自然２進数表現である（付属資料Ｃ参照）。 

 

５．２．５ ＧＯＢフレームＩＤ（ＧＦＩＤ）（２ビット） 
２ビットの固定長符号語。ＧＦＩＤは、与えられたピクチャの全てのＧＯＢ（あるいはスライス）ヘッダで同じ

値を持たなければならない。さらに、もしあるピクチャヘッダのＰＴＹＰＥがその前に伝送されたピクチャのもの

と同じで、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが現われないならば、ＧＦＩＤはその前のピクチャと同じ値を持たなければならな

い。しかし、もしあるピクチャヘッダのＰＴＹＰＥがその前に伝送されたピクチャヘッダのＰＴＹＰＥと異なるな

らば、そのピクチャのＧＦＩＤの値は前のピクチャの値と異ならなければならない。 

もしＰＬＵＳＰＴＹＰＥが現れて、ＰＴＹＰＥ、およびＰＬＵＳＰＴＹＰＥ、そしてＣＰＦＭＴ、ＥＰＡＲ、Ｃ

ＰＣＦＣ、ＳＳＳ、ＥＬＮＵＭ、ＲＬＮＵＭ、ＵＵＩ、ＲＰＳＭＦ、およびＲＰＲＰの中のすべての存在するフィ

ールドが前のピクチャに対して同様に影響し続けるならば、ＧＦＩＤの値は（同一のレイヤ内の）前のピクチャに

対するものと同一の値でなければならない。そうでなければ、ＧＦＩＤは前のピクチャに対するものと異ならなけ

ればならない。 

 

５．２．６ 量子化器情報（ＧＱＵＡＮＴ）（５ビット） 
５ビットの固定長符号語で、次のＧＱＵＡＮＴあるいはＤＱＵＡＮＴによって更新されるまで、ピクチャの残り

の部分で使用される量子化器ＱＵＡＮＴを指示する。符号語はＱＵＡＮＴの値の自然２進数表現であり、ステップ

サイズの半分の値で、１から３１の値を取り得る。 

 

５．３ マクロブロック（ＭＢ）レイヤ 
各マクロブロックのデータは、マクロブロックヘッダと後に続くブロックデータから構成される。その構成を図

１０／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ＣＯＤは、‘ＩＮＴＲＡ’タイプではないピクチャでだけ、そのピクチャ中の各マ

クロブロックに対して現れる。ＭＣＢＰＣは、ＣＯＤによって指示された時、あるいはピクチャが‘ＩＮＴＲＡ’

タイプの時に現れる。ＭＯＤＢは、ＰＴＹＰＥが‘ＰＢフレーム’を指示する時、ＭＢタイプの０から４を表す。

ＣＢＰＹ、ＤＱＵＡＮＴ、ＭＶＤ、ＭＶＤ2 - 4は、ＭＣＢＰＣによって指示された時に現れる。ＣＢＰＢとＭＶＤＢ

は、ＭＯＤＢによって指示された時だけ現れる。ブロックデータは、ＭＣＢＰＣとＣＢＰＹによって指示された時

に現れる。ＭＶＤ2 - 4は拡張予測モード（付属資料Ｆ参照）あるいはデブロッキングフィルタモード（付属資料Ｊ参

照）にある時にだけ現れる。ＭＯＤＢとＣＢＰＢ、ＭＶＤＢはＰＢフレームモードの場合だけ現れる（付属資料Ｇ

参照）。シンタックス算術符号化モードでのシンボルの符号化については付属資料Ｅを参照すること。Ｂ、ＥＩ、

およびＥＰピクチャにおけるマクロブロックレイヤの符号化については付属資料Ｏを参照すること。 

 

COD MCBPC MODB CBPB CBPY DQUANT MVD MVD2 MVD3 MVD4 MVDB ブロックデータ

図１０／ＪＴ－Ｈ２６３ マクロブロックレイヤの構成  
           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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５．３．１ 符号化マクロブロックインジケータ（ＣＯＤ）（１ビット） 
１ビットの符号で、“０”にセットされている時、そのマクロブロックが符号化されていることを表す。もし“１”

にセットされているなら、このマクロブロックについてはそれ以上の情報は伝送されない。この場合復号器は、そ

のマクロブロックをそのブロック全体に対する動きベクトルがゼロで、係数データを持たないＩＮＴＥＲマクロブ

ロックとして扱わなければならない。ＣＯＤは、‘ＩＮＴＲＡ’タイプではないピクチャでだけ、そのピクチャ中

の各マクロブロックに対して現れる。 

 

注：拡張予測モード（付属資料Ｆ参照）において、もしＣＯＤが“１”にセットされるなら、オーバーラップ

ブロック動き補償も実行される。デブロッキングフィルタモード（付属資料Ｊ参照）においてデブロッキング

フィルタは、ＣＯＤが“１”にセットされているマクロブロックの幾つかの画素の値に影響を与えることもあ

り得る。 

 

５．３．２ マクロブロックタイプと色差信号の符号化ブロックパターン（ＭＣＢＰＣ）（可変長） 
ＭＣＢＰＣはマクロブロックタイプと、色差信号の符号化ブロックパターンについての情報を与えている可変長

符号語である。ＭＣＢＰＣの符号語は、表７／ＪＴ－Ｈ２６３と表８／ＪＴ－Ｈ２６３に与えられる。ＭＣＢＰＣ

は符号化されたマクロブロックに常に含まれる。 

ビットスタッフ化のために表中の特別な符号語が利用可能である。この符号語は復号器によって捨てられるべき

である。もし改良ＰＢフレームモードがＭＰＰＴＹＰＥの第１～３ビットによって指示され、カスタム情報源フォ

ーマットがＯＰＰＴＹＰＥの第１～３ビットによって指示されるならば、ＭＢＡは（スタートコードエミュレーシ

ョンを防ぐために）ピクチャの最初のマクロブロックの前でのスタッフ化を指示してはならない。 

 

注：復号器はビット列内のピクチャ、ＧＯＢ、またはスライススタートコードの位置直前のビットスタッフ化

を示すマクロブロックタイプを許容するように設計されるべきである。しかしながら、符号器はマクロブロッ

クレイヤスタッフ化をこのような方法で用いるべきではない（復号器がこれをサポートする必要性が明確化さ

れる以前に設計されたかもしれない復号器との相互接続性のため）。 

 

マクロブロックタイプは、マクロブロックについての情報と、どのデータ要素が現れるかを示す。マクロブロッ

クタイプとそこに含まれたデータ要素を表９／ＪＴ－Ｈ２６３と表１０／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。マクロブロック

タイプ５（表８／ＪＴ－Ｈ２６３のインデックス２１から２４）は、拡張されたＰＴＹＰＥ（ＰＬＵＳＰＴＹＰＥ）

がピクチャヘッダに現れ、かつ拡張予測モード（付属資料Ｆ参照）あるいはデブロッキングフィルタモード（付属

資料Ｊ参照）のいずれかが使用されていない限りは現れてはならない、またピクチャの最初のマクロブロックに対

して現れてはならない。同様に、符号器はスタートコードエミュレーションを防ぐためにビット列の中で７個の連

続する“０”（ＣＯＤ＝“０”がその後に続く特定のＩＮＴＲＡＤＣ符号によって引き起こされることがあり得る）

のすぐ後にマクロブロックタイプ５に対するＭＣＢＰＣ符号が続くことを許してはならない。マクロブロックタイ

プ５に対する符号は（ピクチャの最初でないマクロブロックに対しては）この要求を満たすために必要ならば、ス

タッフ化を先行させることができる。 
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表７／ＪＴ－Ｈ２６３ ＭＣＢＰＣの可変長符号表（Ｉピクチャ用）  
        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス MBタイプ CBPC
(56)

ビット数 符号語 

0 3 00 1  1 

1 3 01 3  001 

2 3 10 3  010 

3 3 11 3  011 

4 4 00 4  0001 

5 4 01 6  0000 01 

6 4 10 6  0000 10 

7 4 11 6  0000 11 

8 スタッフ符号 -- 9  0000 0000 1
 

 

色差信号の符号化ブロックパターンは、オプションの拡張ＩＮＴＲＡ符号化モードが使用されていなければ、少

なくとも１つのＩＮＴＲＡＤＣ以外の変換係数が伝送される時のＣBかつ、またはＣRブロックを意味する（ＩＮＴ

ＲＡＤＣはＩＮＴＲＡブロックの直流係数である。５．４．１小節参照）。符号化ブロックパターンのＣＢＰＣ 5

とＣＢＰＣ6について、もしブロックＮにおいてＩＮＴＲＡＤＣ以外の係数が現れるならばＣＢＰＣNは“１”、そ

れ以外は“０”である。もし拡張ＩＮＴＲＡ符号化が使用されているならば、使用法は似ているが、しかしＩＮＴ

ＲＡＤＣ係数はその他の係数と同じ様に指示される（付属資料Ｉ参照）。ブロックの番号付けは図５／ＪＴ－Ｈ２

６３で与えられる。ＭＣＢＰＣがスタッフ符号の時、マクロブロックレイヤの残りの部分は省略される。この場合、

前のＣＯＤ＝“０”は、どの符号化マクロブロックあるいは符号化されないマクロブロックにも関係なく、それ故

にマクロブロック番号も増加しない。Ｐピクチャでは、ＣＯＤ＝“０”とＭＣＢＰＣ＝スタッフ符号の複数の組に

より複数回のスタッフ化が行われる。表７／ＪＴ－Ｈ２６３および表８／ＪＴ－Ｈ２６３を参照。 
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表８／ＪＴ－Ｈ２６３ ＭＣＢＰＣの可変長符号表（Ｐピクチャ用）  

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

インデックス MBタイプ CBPC 
(56) ビット数 符号語 

0 0 00 1    1 

1 0 01 4    0011 

2 0 10 4    0010 

3 0 11 6    0001 01 

4 1 00 3    011 

5 1 01 7    0000 111 

6 1 10 7    0000 110 

7 1 11 9    0000 0010 1 

8 2 00 3    010 

9 2 01 7    0000 101 

10 2 10 7    0000 100 

11 2 11 8    0000 0101 

12 3 00 5    0001 1 

13 3 01 8    0000 0100 

14 3 10 8    0000 0011 

15 3 11 7    0000 011 

16 4 00 6    0001 00 

17 4 01 9    0000 0010 0 

18 4 10 9    0000 0001 1 

19 4 11 9    0000 0001 0 

20 スタッフ符号 -- 9    0000 0000 1 

21 5 00 11    0000 0000 010 

22 5 01 13    0000 0000 0110 0 

23 5 10 13    0000 0000 0111 0 

24 5 11 13    0000 0000 0111 1 
 

 

表９／ＪＴ－Ｈ２６３ 標準ピクチャのマクロブロックタイプとデータ要素  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

ピクチャタイプ MBタイプ 名称 COD MCBPC CBPY DQUANT MVD MVD2-4 

INTER 符号化しない - X      

INTER 0 INTER X X X  X  

INTER 1 INTER+Q X X X X X  

INTER 2 INTER4V X X X  X X 

INTER 3 INTRA X X X    

INTER 4 INTRA+Q X X X X   

INTER 5 INTER4V+Q X X X X X X 

INTER スタッフ符号 - X X     

INTRA 3 INTRA  X X    

INTRA 4 INTRA+Q  X X X   

INTRA スタッフ符号 -  X     

注：“ｘ”はその項目がマクロブロック中に現れることを意味する。 
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表１０／ＪＴ－Ｈ２６３ ＰＢフレームでのマクロブロックタイプとデータ要素  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
ピクチャ

タイプ MBタイプ 名称 COD MCBPC MODB CBPY CBPB DQUANT MVD MVDB MVD2-4

INTER 符号化しない - X         

INTER 0 INTER X X X X (X)  X (X)  

INTER 1 INTER+Q X X X X (X) X X (X)  

INTER 2 INTER4V X X X X (X)  X (X) X 

INTER 3 INTRA X X X X (X)  X (X)  

INTER 4 INTRA+Q X X X X (X) X X (X)  

INTER 5 INTER4V+Q X X X X (X) X X (X) X 

INTER スタッフ符号 - X X        

注１：“ｘ”はその項目がマクロブロック中に現れることを意味する。 

注２：ＣＢＰＢとＭＶＤＢは、ＭＯＤＢが指示された場合のみ現れる。 

注３：ＰＢマクロブロックのＭＢタイプがＩＮＴＲＡを指示した場合でも、Ｂブロックは常にＩＮＴＥ

Ｒモードで符号化される。 

 

５．３．３ Ｂブロックのマクロブロックモード（ＭＯＤＢ）（可変長） 
ＭＯＤＢは、ＰＴＹＰＥが‘ＰＢフレーム’を示す場合に、ＭＢタイプの０から４に対して現れ、ＣＢＰＢが現

れ（このマクロブロックのＢ係数が伝送されることを指示する）かつ、またはＭＶＤＢが現れるかどうかを指示す

る可変長符号語である。表１１／ＪＴ－Ｈ２６３にＭＯＤＢの符号語を定義する。ＭＯＤＢは改良ＰＢフレームに

対しては付属資料Ｍで定義されるように異なって符号化される。 

 

表１１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＭＯＤＢの可変長符号表  
            （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス CBPB MVDB ビット数 符号語 

0   1 0 

1  x 2 10 

2 x x 2 11 

注：“ｘ”はその項目がマクロブロック中に現れることを意味する。 

 

５．３．４ Ｂブロックの符号化ブロックパターン（ＣＢＰＢ）（６ビット） 
ＰＢフレームモードにおいて、ＭＯＤＢによって指示された場合だけＣＢＰＢが現れる。符号化ブロックパター

ンのＣＢＰＢNの各ビットに対して、もしＮ番目のＢブロックに係数が現れるならばＣＢＰＢNは“１”となり、そ

れ以外は“０”である。ブロックの番号付けは図５／ＪＴ－Ｈ２６３に与えられており、ＣＢＰＢの左端のビット

はブロック番号１に対応している。 

 

５．３．５ 輝度信号の符号化ブロックパターン（ＣＢＰＹ）（可変長） 
拡張ＩＮＴＲＡ符号化モードが使用されていなければ、マクロブロック中で、少なくとも１つのＩＮＴＲＡＤＣ

以外の変換係数が伝送されるＹブロックを示すパターン番号を与えている可変長符号語（ＩＮＴＲＡＤＣは、ＩＮ

ＴＲＡブロックの直流係数である。５.４.１小節参照）。もし拡張ＩＮＴＲＡ符号化が使用されているならば、Ｉ

ＮＴＲＡＤＣは他の係数と同じ方法で指示される（付属資料Ｉ参照）。 

符号化ブロックパターンの ＣＢＰＹNの各ビットに対して、もしＩＮＴＲＡＤＣ以外の係数がブロックＮに現れ

るならばＣＢＰＹNは“１”、それ以外は“０”である。ブロックの番号付けは図５／ＪＴ－Ｈ２６３に与えられ、

ＣＢＰＹの左端のビットはブロック番号１に対応している。表１２／ＪＴ－Ｈ２６３で定義されるように、あるパ

ターンＣＢＰＹNに対し、ＩＮＴＥＲマクロブロックとＩＮＴＲＡマクロブロックで異なった符号語が使われる。 
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表１２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＣＢＰＹの可変長符号表  
             （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス 
CBPY(INTRA)

(12   
  34) 

CBPY(INTER)
(12   
  34) 

ビット数 符号 

0 00 

00 

11 

11 
4  0011 

1 00 

01 

11 

10 
5  0010 1 

2 00 

10 

11 

01 
5  0010 0 

3 00 

11 

11 

00 
4  1001 

4 01 

00 

10 

11 
5  0001 1 

5 01 

01 

10 

10 
4  0111 

6 01 

10 

10 

01 
6  0000 10 

7 01 

11 

10 

00 
4  1011 

8 10 

00 

01 

11 
5  0001 0 

9 10 

01 

01 

10 
6  0000 11 

10 10 

10 

01 

01 
4  0101 

11 10 

11 

01 

00 
4  1010 

12 11 

00 

00 

11 
4  0100 

13 11 

01 

00 

10 
4  1000 

14 11 

10 

00 

01 
4  0110 

15 11 

11 

00 

00 
2  11 

 

５．３．６ 量子化器情報（ＤＱＵＡＮＴ）（２ビットまたは可変長） 
もし修正量子化モードが使用されていなければ、ＤＱＵＡＮＴはＱＵＡＮＴの変化を定義する２ビットの符号で

ある。表１３／ＪＴ－Ｈ２６３に差分値とその符号語を示す。ＱＵＡＮＴは１から３１の値を取り得る。もし差分

値を加えた後のＱＵＡＮＴの値が１より小さい、もしくは３１より大きいならば、それぞれ１と３１に制限される。

もし修正量子化モードが使用されているならば、ＤＱＵＡＮＴは付属資料Ｔで定義されるように可変長の符号語で

ある。 
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表１３／ＪＴ－Ｈ２６３ ＤＱＵＡＮＴ符号とＱＵＡＮＴの差分値  
         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス 差分値 DQUANT 

0 -1 00 

1 -2  01 

2  1 10 

3  2 11 

 

 

５．３．７ 動きベクトルデータ(ＭＶＤ)(可変長) 
ＭＶＤは、全てのＩＮＴＥＲマクロブロック（同様に、ＰＢフレームモードにおけるＩＮＴＲＡマクロブロック）

に含まれ、水平成分の可変長符号語に垂直成分の可変長符号語が続く形で構成される。可変長符号を表１４／ＪＴ

－Ｈ２６３に示す。もし無制限動きベクトルモードが使用され、かつＰＬＵＳＰＴＹＰＥが現れたならば、動きベ

クトルは表１４／ＪＴ－Ｈ２６３ではなくて付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３を用いて符号化される（付属資料Ｄ参

照）。 
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表１４／ＪＴ－Ｈ２６３ ＭＶＤの可変長符号表  
             （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス ベクトル差分値 ビット数 符号 

0  -16 16 13 0000 0000 0010 1 
1  -15.5 16.5 13 0000 0000 0011 1 
2  -15 17 12 0000 0000 0101 
3  -14.5 17.5 12 0000 0000 0111 
4  -14 18 12 0000 0000 1001 
5  -13.5 18.5 12 0000 0000 1011 
6  -13 19 12 0000 0000 1101 
7  -12.5 19.5 12 0000 0000 1111 
8  -12 20 11 0000 0001 001 
9  -11.5 20.5 11 0000 0001 011 
10  -11 21 11 0000 0001 101 
11  -10.5 21.5 11 0000 0001 111 
12  -10 22 11 0000 0010 001 
13  -9.5 22.5 11 0000 0010 011 
14  -9 23 11 0000 0010 101 
15  -8.5 23.5 11 0000 0010 111 
16  -8 24 11 0000 0011 001 
17  -7.5 24.5 11 0000 0011 011 
18  -7 25 11 0000 0011 101 
19  -6.5 25.5 11 0000 0011 111 
20  -6 26 11 0000 0100 001 
21  -5.5 26.5 11 0000 0100 011 
22  -5 27 10 0000 0100 11 
23  -4.5 27.5 10 0000 0101 01 
24  -4 28 10 0000 0101 11 
25  -3.5 28.5 8 0000 0111
26  -3 29 8 0000 1001
27  -2.5 29.5 8 0000 1011
28  -2 30 7 0000 111
29  -1.5 30.5 5 0001 1
30  -1 31 4 0011
31  -0.5 31.5 3 011
32   0 1 1
33   0.5 -31.5 3 010
34   1 -31 4 0010
35   1.5 -30.5 5 0001 0
36  2 -30 7 0000 110
37  2.5 -29.5 8 0000 1010
38  3 -29 8 0000 1000
39  3.5 -28.5 8 0000 0110
40  4 -28 10 0000 0101 10 
41  4.5 -27.5 10 0000 0101 00 
42  5 -27 10 0000 0100 10 
43  5.5 -26.5 11 0000 0100 010 
44  6 -26 11 0000 0100 000 
45  6.5 -25.5 11 0000 0011 110 
46  7 -25 11 0000 0011 100 
47  7.5 -24.5 11 0000 0011 010 
48  8 -24 11 0000 0011 000 
49  8.5 -23.5 11 0000 0010 110 
50  9 -23 11 0000 0010 100 
51  9.5 -22.5 11 0000 0010 010 
52  10 -22 11 0000 0010 000 
53  10.5 -21.5 11 0000 0001 110 
54  11 -21 11 0000 0001 100 
55  11.5 -20.5 11 0000 0001 010 
56  12 -20 11 0000 0001 000 
57  12.5 -19.5 12 0000 0000 1110 
58  13 -19 12 0000 0000 1100 
59  13.5 -18.5 12 0000 0000 1010 
60  14 -18 12 0000 0000 1000 
61  14.5 -17.5 12 0000 0000 0110 
62  15 -17 12 0000 0000 0100 
63  15.5 -16.5 13 0000 0000 0011 0 
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５．３．８ 動きベクトルデータ(ＭＶＤ2-4)(可変長) 
ＰＴＹＰＥおよびＭＣＢＰＣによって指示された場合、３つの符号語ＭＶＤ2 - 4が含まれ、各ベクトルの水平成分

の可変長符号語に垂直成分の可変長符号語が続く形で各々構成される。可変長符号は表１４／ＪＴ－Ｈ２６３で与

えられる。ＭＶＤ2 - 4は、拡張予測モード（付属資料Ｆ参照）あるいはデブロッキングフィルタモード（付属資料Ｊ

参照）の場合のみ含まれる。 

 

５．３．９ Ｂマクロブロックの動きベクトルデータ(ＭＶＤＢ)(可変長) 
ＰＢフレームモードあるいは改良ＰＢフレームモードにおいてＭＯＤＢによって指示された場合のみ、ＭＶＤＢ

は現れ、各ベクトルの水平成分の可変長符号語に垂直成分の可変長符号語が続く形で構成される。可変長符号は表

１４／ＪＴ－Ｈ２６３で与えられる。ＭＶＤＢの使用に関しては、付属資料Ｇおよび付属資料Ｍを参照のこと。 

 

５．４ ブロックレイヤ 
ＰＢフレームモードでない場合、マクロブロックは、４つの輝度ブロックと２種類の色差ブロックを含む（図５

／ＪＴ－Ｈ２６３を参照）。ブロックレイヤの構造を、図１１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ＭＣＢＰＣがＭＢタイプ

３、または４（表７／ＪＴ－Ｈ２６３、および表８／ＪＴ－Ｈ２６３を参照）を指示する場合、ＩＮＴＲＡＤＣは、

マクロブロックの全てのブロックに含まれる。ＭＣＢＰＣ、または、ＣＢＰＹによって示された場合、ＴＣＯＥＦ

が含まれる。 

ＰＢフレームモードにおいて、マクロブロックは、１２のブロックを含む。最初に、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３

のデフォルトのモードで６つのＰブロックのデータが伝送され、続いて６つのＢブロックのデータが伝送される。

ＭＣＢＰＣがＭＢタイプ３または４（表７／ＪＴ－Ｈ２６３、および表８／ＪＴ－Ｈ２６３を参照）を指示する場

合、ＩＮＴＲＡＤＣは、マクロブロックの全てのＰブロックに現れる。ＩＮＴＲＡＤＣはＢブロックには現れない。

ＭＣＢＰＣまたはＣＢＰＹによって指示された場合に、ＴＣＯＥＦはＰブロックに現れ、ＣＢＰＢによって指示さ

れた場合に、ＴＣＯＥＦはＢブロックに現れる。 

シンタックス算術符号化モードにおけるシンボルの符号化に関しては、付属資料Ｅを参照のこと。 

 

INTRADC TCOEF

図１１／ＪＴ－Ｈ２６３ ブロックレイヤの構造  
             （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

５．４．１ ＩＮＴＲＡブロックのＤＣ係数(ＩＮＴＲＡＤＣ)(８ビット) 
８ビットの符号語である。符号“0000 0000”は用いられない。また“1000 0000”は使用されず、再生レベル

の１０２４は“1111 1111”で符号化される（表１５／ＪＴ－Ｈ２６３を参照）。 
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表１５／ＪＴ－Ｈ２６３ ＩＮＴＲＡモードＤＣ係数の再生レベル  
         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス  固定長符号  逆変換の再生レベル

0  0000 0001 (1)  8 

1  0000 0010 (2) 16 

2  0000 0011 (3) 24 

.    . . . 

.    . . . 

126  0111 1111 (127) 1016 

127  1111 1111 (255) 1024 

128  1000 0001 (129) 1032 

.    . . . 

.    . . . 

252  1111 1101 (253) 2024 

253  1111 1110 (254) 2032 

 

５．４．２ 変換係数(ＴＣＯＥＦ)(可変長) 
頻繁に発生するイベントは、表１６／ＪＴ－Ｈ２６３に示す可変長符号によって符号化される。最後についた“s”

は、レベルの正負の符号を表し、正では“０”、負では“１”である。 

イベントは、最後の非ゼロ係数表示（ＬＡＳＴ:このブロックに更に非ゼロ係数が存在する場合“０”、このブ

ロックの最後の非ゼロ係数の場合“１”）、符号化係数に先行する連続するゼロの数（ＲＵＮ）、および非ゼロの

符号化された係数の値（ＬＥＶＥＬ）の組み合わせである。 

その他の（ＬＡＳＴ、ＲＵＮ、ＬＥＶＥＬ）の組み合わせは、７ビットＥＳＣＡＰＥ、１ビットＬＡＳＴ、６ビ

ットＲＵＮ、および、８ビットＬＥＶＥＬの２２ビットワードによって符号化される。表１６／ＪＴ－Ｈ２６３に

示された組み合わせの符号化に２２ビットワードを使用することは禁止しない。ＬＥＶＥＬのための８ビットワー

ドに、符号“0000 0000”は禁止され、また符号“1000 0000”は修正量子化モードが使用されていなければ禁止

される（付属資料Ｔ参照）。ＲＵＮ、およびＬＥＶＥＬの符号を表１７／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。 
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表１６／ＪＴ－Ｈ２６３ ＴＣＯＥＦの可変長符号表  
            （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデ

ックス 
LAST RUN |LEVEL|

ﾋﾞｯﾄ

数 
可変長符号 

インデ

ックス
LAST RUN |LEVEL| 

ﾋﾞｯﾄ

数 
可変長符号 

0 0 0 1 3 10s 58 1 0 1 5 0111 s 

1 0 0 2 5 1111 s 59 1 0 2 10 0000 1100 1s 

2 0 0 3 7 0101 01s 60 1 0 3 12 0000 0000 101s 

3 0 0 4 8 0010 111s 61 1 1 1 7 0011 11s 

4 0 0 5 9 0001 1111 s 62 1 1 2 12 0000 0000 100s 

5 0 0 6 10 0001 0010 1s 63 1 2 1 7 0011 10s 

6 0 0 7 10 0001 0010 0s 64 1 3 1 7 0011 01s 

7 0 0 8 11 0000 1000 01s 65 1 4 1 7 0011 00s 

8 0 0 9 11 0000 1000 00s 66 1 5 1 8 0010 011s 

9 0 0 10 12 0000 0000 111s 67 1 6 1 8 0010 010s 

10 0 0 11 12 0000 0000 110s 68 1 7 1 8 0010 001s 

11 0 0 12 12 0000 0100 000s 69 1 8 1 8 0010 000s 

12 0 1 1 4 110s 70 1 9 1 9 0001 1010 s 

13 0 1 2 7 0101 00s 71 1 10 1 9 0001 1001 s 

14 0 1 3 9 0001 1110 s 72 1 11 1 9 0001 1000 s 

15 0 1 4 11 0000 0011 11s 73 1 12 1 9 0001 0111 s 

16 0 1 5 12 0000 0100 001s 74 1 13 1 9 0001 0110 s 

17 0 1 6 13 0000 0101 0000s 75 1 14 1 9 0001 0101 s 

18 0 2 1 5 1110 s 76 1 15 1 9 0001 0100 s 

19 0 2 2 9 0001 1101 s 77 1 16 1 9 0001 0011 s 

20 0 2 3 11 0000 0011 10s 78 1 17 1 10 0000 1100 0s 

21 0 2 4 13 0000 0101 0001s 79 1 18 1 10 0000 1011 1s 

22 0 3 1 6 0110 1s 80 1 19 1 10 0000 1011 0s 

23 0 3 2 10 0001 0001 1s 81 1 20 1 10 0000 1010 1s 

24 0 3 3 11 0000 0011 01s 82 1 21 1 10 0000 1010 0s 

25 0 4 1 6 0110 0s 83 1 22 1 10 0000 1001 1s 

26 0 4 2 10 0001 0001 0s 84 1 23 1 10 0000 1001 0s 

27 0 4 3 13 0000 0101 0010s 85 1 24 1 10 0000 1000 1s 

28 0 5 1 6 0101 1s 86 1 25 1 11 0000 0001 11s 

29 0 5 2 11 0000 0011 00s 87 1 26 1 11 0000 0001 10s 

30 0 5 3 13 0000 0101 0011s 88 1 27 1 11 0000 0001 01s 

31 0 6 1 7 0100 11s 89 1 28 1 11 0000 0001 00s 

32 0 6 2 11 0000 0010 11s 90 1 29 1 12 0000 0100 100s 

 



 －  51 －  JT-H263 

表１６／ＪＴ－Ｈ２６３ ＴＣＯＥＦの可変長符号表（続き）  
          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデ

ックス 
LAST RUN |LEVEL|

ﾋﾞｯﾄ

数 
可変長符号 

インデ

ックス
LAST RUN |LEVEL| 

ﾋﾞｯﾄ

数 
可変長符号 

33 0 6 3 13 0000 0101 0100s 91 1 30 1 12 0000 0100 101s 

34 0 7 1 7 0100 10s 92 1 31 1 12 0000 0100 110s 

35 0 7 2 11 0000 0010 10s 93 1 32 1 12 0000 0100 111s 

36 0 8 1 7 0100 01s 94 1 33 1 13 0000 0101 1000s 

37 0 8 2 11 0000 0010 01s 95 1 34 1 13 0000 0101 1001s 

38 0 9 1 7 0100 00s 96 1 35 1 13 0000 0101 1010s 

39 0 9 2 11 0000 0010 00s 97 1 36 1 13 0000 0101 1011s 

40 0 10 1 8 0010 110s 98 1 37 1 13 0000 0101 1100s 

41 0 10 2 13 0000 0101 0101s 99 1 38 1 13 0000 0101 1101s 

42 0 11 1 8 0010 101s 100 1 39 1 13 0000 0101 1110s 

43 0 12 1 8 0010 100s 101 1 40 1 13 0000 0101 1111s 

44 0 13 1 9 0001 1100 s 102 ESCAPE   7 0000 011 

45 0 14 1 9 0001 1011 s       

46 0 15 1 10 0001 0000 1s       

47 0 16 1 10 0001 0000 0s       

48 0 17 1 10 0000 1111 1s       

49 0 18 1 10 0000 1111 0s       

50 0 19 1 10 0000 1110 1s       

51 0 20 1 10 0000 1110 0s       

52 0 21 1 10 0000 1101 1s       

53 0 22 1 10 0000 1101 0s       

54 0 23 1 12 0000 0100 010s       

55 0 24 1 12 0000 0100 011s       

56 0 25 1 13 0000 0101 0110s       

57 0 26 1 13 0000 0101 0111s       

 

表１７／ＪＴ－Ｈ２６３ ＲＵＮとＬＥＶＥＬの固定長符号表  
          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス RUN 符号  インデックス LEVEL 符号 

0 0 000 000  - -128 本文参照 

1 1 000 001  0 -127 1000 0001 

2 2 000 010  . . . 

. . .  125 -2 1111 1110 

. . .  126 -1 1111 1111 

63 63 111 111  - 0 禁止 

    127 1 0000 0001 

    128 2 0000 0010 

    . . . 

    253 127 0111 1111 

 

６．復号処理 
 

６．１ 動き補償 
本節では、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のデフォルトの予測モードの動き補償に関して記述する。無制限動きベク

トルモードにおける動き補償の記述に関しては付属資料Ｄを参照のこと。拡張予測モードにおける動き補償の記述
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に関しては付属資料Ｆを参照のこと。解像度削減更新モードにおける動き補償の記述に関しては付属資料Ｑを参照

のこと。 

 

６．１．１ 差分動きベクトル 
マクロブロックベクトルは、ＭＶＤ（表１４／ＪＴ－Ｈ２６３および付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３を参照）で示

されたベクトル差分値に予測値を加えることによって得られる。マクロブロック当たり４つのベクトルの差分符号

化に関しては、付属資料Ｆを参照のこと。マクロブロック当たり１つのベクトルの場合、差分符号化のための候補

予測値は、図１２／ＪＴ－Ｈ２６３で示される周囲の３つのマクロブロックから採用される。予測値は、水平成分、

垂直成分別々に計算される。 

現在のＧＯＢ、スライス、またはピクチャの境界の特別な場合に、次の決定規則が順に適用される。 

 

(1)  予測に用いるマクロブロックが、ＩＮＴＲＡモードで符号化された場合（もし双方向予測のＰＢフレーム

モードでなければ）、または符号化されなかった場合（ＣＯＤ＝“１”）、候補予測値はゼロに設定され

る。 

(2)  予測に用いるマクロブロックがピクチャあるいはスライスの外（左端で）にあるならば、候補予測値ＭＶ

１は、ゼロに設定される。 

(3)  予測に用いるマクロブロックがピクチャの外（上端で）にある場合、もしくは現在のＧＯＢのＧＯＢヘッ

ダが空でなく、現在のＧＯＢの外（上端で）にあるならば、あるいはスライス構造モードでスライスの外

にあるならば、候補予測値ＭＶ２およびＭＶ３は、ＭＶ１に設定される。 

(4)  予測に用いるマクロブロックがピクチャの外（右端で）にあるならば、候補予測値ＭＶ３は、ゼロに設定

される。 

 

各ベクトル成分の予測値は、３つの候補予測値の成分の中央値である。 

 

MV2 MV3

MV1 MV

MV3MV2 MV2

MV1

MV1 MV

MVMV(0,0)

(0,0)

ＭＶ 　 ： 現時点の動き ベク ト ル

ＭＶ １ ： 左の動き ベク ト ル

ＭＶ ２ ： 上の動き ベク ト ル

ＭＶ ３ ： 右上の動き ベク ト ル

:  ピ ク チャ も し く はＧ Ｏ Ｂ の境界

MV1 MV1

 
図１２／ＪＴ－Ｈ２６３ 動きベクトル予測  

              （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

動きベクトル成分値の範囲が制限されているという利点が考慮されている。ＭＶＤの各可変長符号語は、一対の

差分値を表す。一対の片方のみが、許容範囲 [-16, 15.5] の中にあるマクロブロックベクトル成分を生成する。

動きベクトルの水平成分、または垂直成分の正の値は、予測が空間的に予測対象の画素の右、または下の画素位置

の前ピクチャの画素から形成されることを意味する。もし無制限動きベクトルモード（付属資料Ｄ参照）が使用さ

れているならば、動きベクトルの復号はＤ．２小節で定義されているように実行されなければならない。 

動きベクトルは、マクロブロックの４つの輝度ブロックの全ての画素に使用される。両色差ブロックの動きベク

トルは、輝度より低い解像度の色差フォーマットのため、マクロブロックベクトルの成分値を２で割ることにより

得られる。その結果得られた１／４画素解像度ベクトルの成分値は、表１８／ＪＴ－Ｈ２６３に示すように、最も

近い１／２画素位置側に修正される。 
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表１８／ＪＴ－Ｈ２６３ １／４画素解像度色差ベクトル成分の修正  
         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

１／４画素位置 0 1/4 1/2 3/4 1
修正位置 0 1/2 1/2 1/2 1

 

６．１．２ １／２画素予測の補間 
１／２画素位置の画素値は、図１３／ＪＴ－Ｈ２６３に示す双線形補間により得られる。“／”は、切捨ての除

算を示す。 

ＰＴＹＰＥの中の情報源フォーマットフィールド（第６～８ビット）が“拡張ＰＴＹＰＥ”を指示する時、ＲＣ

ＯＮＴＲＯＬの値は、ＭＰＰＴＹＰＥ（５．１．４．３小節参照）の中の丸めタイプ（ＲＴＹＰＥ）ビット（第６

ビット）の値に等しい。それ以外では、ＲＣＯＮＴＲＯＬは暗黙的な値である０を持つ。改良ＰＢフレームのＢ部

分に対しては、ＲＴＹＰＥビットにかかわらず、ＲＣＯＮＴＲＯＬの値は０にセットされる。 

 

整数画素位置

1/2 画素位置

a = A
b = (A + B + 1 - RCONTROL) / 2
c = (A + C + 1 - RCONTROL) / 2
d = (A + B + C + D + 2 - RCONTROL) / 4

a b

c d

A

C D

B

 
図１３／ＪＴ－Ｈ２６３ 双線形補間による１／２画素予測  

           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

６．２ 係数復号 
 

６．２．１ 逆量子化 
オプションの拡張ＩＮＴＲＡ符号化モードが使用されている場合（付属資料Ｉ参照）を除いて、逆量子化処理が

この小節で記述される。ＬＥＶＥＬ＝０ならば、再生レベルＲＥＣ＝０である。ＩＮＴＲＡＤＣの再生レベルは、

表１５／ＪＴ－Ｈ２６３で与えられる。ＩＮＴＲＡＤＣ以外の全ての非ゼロ係数の再生レベルは、次式で与えられ

る。 

 

 ｜ＲＥＣ｜＝ ＱＵＡＮＴ・（２・｜ＬＥＶＥＬ｜＋１）  ＱＵＡＮＴが奇数の場合 

 ｜ＲＥＣ｜＝ ＱＵＡＮＴ・（２・｜ＬＥＶＥＬ｜＋１)－１ ＱＵＡＮＴが偶数の場合 

 

この処理が偶数値を許さないことに注目すること。これは、逆離散コサイン変換ミスマッチ誤差の累積をさける

ためである。｜ＲＥＣ｜の計算の後、ＲＥＣが得られるように正負の符号が付加される。つまり、 

 

 ＲＥＣ＝ sign（ＬＥＶＥＬ）・｜ＲＥＣ｜ 

 

sign（ＬＥＶＥＬ）は、ＴＣＯＥＦ符号（表１６／ＪＴ－Ｈ２６３を参照）の最後のビット、または、表１７

／ＪＴ－Ｈ２６３で与えられる。 

 

６．２．２ 再生レベルのクリッピング 
逆量子化の後、ＩＮＴＲＡＤＣ以外の全ての係数の再生レベルは、範囲 [-2048,2047]に切捨てられる。 
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６．２．３ ジグザグ位置 
量子化された変換係数は、オプションの拡張ＩＮＴＲＡ符号化モードが使用されていなければ（付属資料Ｉ参

照）、図１４／ＪＴ－Ｈ２６３に示す順番に従って、８×８ブロックに置かれる。係数１は、ＤＣ係数である。 

 

1 2 6 7 15 16 28 29

3 5 8 14 17 27 30 43

4 9 13 18 26 31 42 44

10 12 19 25 32 41 45 54

11 20 24 33 40 46 53 55

21 23 34 39 47 52 56 61

22 35 38 48 51 57 60 62

36 37 49 50 58 59 63 64

図１４／ＪＴ－Ｈ２６３ 量子化された変換係数のジグザグ位置  
         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

６．２．４ 逆変換 
係数の逆量子化およびジグザグ走査の後、得られた８×８ブロックは、大きさが８×８の分離可能な２次元逆離

散コサイン変換によって処理される。逆変換の出力は９ビットで表現できるようにクリッピングされるため、 

[-256, 255]の範囲の値を取る。逆変換の変換関数を以下に示す。 

f x y C u C v F u v x u y v
vu

( , ) / ( ) ( ) ( , ) cos[ ( ) / ]cos[ ( ) / ]= + +
==
∑∑1 4 2 1 16 2 1 16

0

7

0

7

π π  

ただし、  u ,  v ,  x ,  y  =  0 ,  1 ,  2 ,  .  .  . ,  7  
 x ,  y = 画素領域における空間座標系  
 u ,  v  =  変換領域における座標系  

 C (u )  =  1 /  2    u  =  0の場合  
 C (v )  = 1 /  2    v  =  0の場合  
 C (u ) ,  C (v )  = 1   上記以外  

  注：変換されるブロック内において、x = 0 はブロックの左端、y = 0 はブロックの上端の画素を参照す

る。 

 

逆変換を計算するための演算処理は定義しない。ただし、付属資料Ａで指定された誤差許容範囲を満足しなけれ

ばならない。 

 

６．３ ブロックの再生 
 

６．３．１ 加算 
動き補償、および係数復号（逆変換を含む）の後、各輝度、色差ブロックに対して再生が行われる。ＩＮＴＲＡ

ブロックでは、再生は逆変換の結果に等しい。ＩＮＴＥＲブロックでは、再生値は、予測値と逆変換の結果を加算

することにより生成される。加算は画素単位で行われる。解像度削減更新モードにおける加算については付属資料

Ｑを参照のこと。 

 

６．３．２ クリッピング 
符号器および復号器ループでの算術演算オーバーフローを引き起こす変換係数の量子化歪みを防ぐために、クリ

ッピング関数が挿入される。クリッピングにより、予測値と再生された予測誤差値の加算によって得られた画素値

が０より小さい、または２５５より大きい場合、それぞれ０と２５５に修正する。 
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付属資料Ａ 

逆変換精度の仕様 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ａ．１ 下記の乱数発生のＣ言語プログラムにより、－Ｌから＋Ｈの範囲の整数画素データを発生させ、８×８の

ブロックにまとめる。（Ｌ＝２５６、Ｈ＝２５５）、（Ｌ＝Ｈ＝５）、（Ｌ＝Ｈ＝３００）の３通りについて１０

０００ブロック分のデータを発生させる。 

 

Ａ．２ それぞれの８×８ブロックについて、６４ビット以上の浮動小数点精度を用いて、分離可能な正規直交形

のマトリックス演算による離散コサイン変換を行う。 

F u v C u C v f x y x u y v
yx

( , ) / ( ) ( ) ( , ) cos[ ( ) / ]cos[ ( ) / ]= + +
==

∑∑1 4 2 1 16 2 1 16
0

7

0

7

π π  

ただし  、 u ,  v ,  x ,  y  =  0 ,  1 ,  2 ,  .  .  . ,7  
x ,  y  =  画素領域における空間座標系  
u ,  v  =  変換領域における座標系  

C (u )  =  1 /  2    u  =  0の場合  
C (v )  = 1 /  2    v  =  0の場合  
C (u ) ,  C (v )  = 1   上記以外の場合  

 

Ａ．３ それぞれのブロックにおいて求めた６４個の変換係数を最も近い整数値にまるめ、値を[-2048,2047]の

範囲に制限する。これを、逆変換への１２ビット精度の入力データとする。 

 

Ａ．４ Ａ．３節のデータについて、６４ビット以上の浮動小数点精度で、分離可能な直交マトリクス演算による

逆離散コサイン変換を行う。求められた画素値を最も近い整数にまるめて値を [-256, 255]の範囲に制限する。

これらの８×８のブロックデータを逆離散コサイン変換出力のデータの基準値とする。 

 

Ａ．５ Ａ．３節のデータについて評価対象の逆離散コサイン変換を行い、その出力を [-256, 255]の範囲に制

限する。これらの８×８のブロックデータを、離散コサイン変換出力の評価値とする。 

 

Ａ．６ それぞれ６４個の逆離散コサイン変換の出力画素と１００００ブロック分のデータセットのそれぞれを用

いて、基準値と評価値の間の最大、平均、平均二乗誤差を測定する。 

 

Ａ．７ 下記の(1)～(5)を確認する。 

(1)  いずれの画素についても、最大誤差が 1を超えない。 

(2)  いずれの画素についても、平均二乗誤差が 0.06を超えない。 

(3)  全画素について求めた平均二乗誤差が 0.02を超えない。 

(4)  いずれの画素についても、平均誤差が 0.015を超えない。 

(5)  全画素について求めた平均誤差が 0.0015を超えない。 

 

Ａ．８ 全ての入力値が０の時は、全て０が出力されなければならない。 
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Ａ．９ Ａ．１節の各画素の正負を反転して、再度評価を行う。 

 

乱数発生のＣ言語プログラム 

/* L and H shall be long, that is 32 bits */ 

long rand  (L,H) 

long    L,H; 

{ 

 static long  randx = 1; /* long is 32 bits  */ 

 static double z = (double) 0x7fffffff; 

 long  i,j; 

 double x;  /* double is 64 bits  */ 

 randx = (randx * 1103515245) + 12345; 

 i = randx & 0x7ffffffe; /* keep 30 bits  */ 

 x = ( (double)i ) /  z; /* range 0 to 0.99999 ... */ 

 x *= (L+H+1);   /* range 0 to < L+H+1  */ 

 j = x;   /* truncate to integer  */ 

 return(j - L);   /* range -L to H  */ 

} 
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付属資料Ｂ 

仮想標準復号器 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

仮想標準復号器（ＨＲＤ）は、次のとおりに定義される。 

 

Ｂ．１ ＨＲＤと符号器は、画像クロック周波数と同じクロック周波数を持ち、同期して動作する。 

 

Ｂ．２ ＨＲＤの受信バッファ容量は、Ｂ＋ＢＰＰｍａｘＫｂ×１０２４ビットである。ここで、ＢＰＰｍａｘＫ

ｂ×１０２４は、ビット列での使用のため交渉された、ピクチャ当たりの最大ビット数である（３．６節参照）。

Ｂは、次式で定義される。 

 

 Ｂ＝４・Ｒm a x / ＰＣＦ 

 

ここで、ＰＣＦは有効な画像クロック周波数、Ｒm a x  は最大ビデオビットレート[bps]である。ピクチャヘッダ

のＣＰＣＦＣフィールド内でカスタムＰＣＦが定義されていなければ、有効な画像クロック周波数は標準のＣＩＦ

画像クロック周波数である。この値はＢとして最小である。外部の手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）によ

って最初に交渉が行われた場合、符号器は、Ｂとして更に大きい値を使ってもよい。 

Ｒm a x  の値は、システム構成（例えばＧＳＴＮ（一般交換電話網）またはＩＳＤＮ、単一リンクまたはマルチリ

ンク）に依存し、物理的リンクによって提供された最大ビットレートと等しくてもよい。Ｒm a x  の交渉は、外部の

手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）によって行われる。 

 

Ｂ．３ ＨＲＤは、最初は空とする。 

 

Ｂ．４ ＨＲＤバッファは、画像クロック間隔（1000/ＰＣＦms)で調べられる。完全な符号化ピクチャが少なく

とも１つバッファ内に存在すれば、即座にビット列順で最初のピクチャデータは、はき出される（例えば付図Ｂ．

１／ＪＴ－Ｈ２６３における ｔ n + 1において）。上記のデータをはき出した直後においては、バッファ占有量はＢ

未満でなければならない。以上が、符号化ピクチャデータ、ＭＣＢＰＣ、ＳＴＵＦスタッフ化を含む符号化出力ビ

ット列（付属資料Ｈに記述されている、誤り訂正フレーム化ビット、フィルインジケータ（Ｆ i）、フィルビット、

誤り訂正パリティ情報は含まない）の要求条件である。 

 上記の定義において、オプションの時間、ＳＮＲ、そして空間スケーラビリティモードが使用されていなければ、

完全な符号化ピクチャとは、ひとつの標準のＩピクチャ、Ｐピクチャ、またはＰＢフレーム、あるいは改良ＰＢフ

レームのことである。 

 時間、ＳＮＲ、そして空間スケーラビリティモードが使用されているならば（付属資料Ｏ参照）、各々の高品質

化レイヤが、完全な符号化ピクチャであるひとつのＥＩ、ＥＰあるいはＢピクチャに対して、付加的なＨＲＤに与

えられる。基本レイヤバッファはピクチャヘッダのビットが到着した時に、そのピクチャが基本レイヤピクチャか

あるいは高品質化レイヤピクチャかを決定するために、また高品質化レイヤの番号を決定するために十分な量のピ

クチャヘッダが到着するまで、それらを保持しなければならない。到着しているピクチャが高品質化レイヤに属す

るものと決定し得る時には、そのピクチャに対するすべてのビットは適切な高品質化レイヤＨＲＤに即座に転送さ

れなければならなく、またそのビット列が別のＨＲＤバッファに再度転送されるべきであることを決定するために

十分な量の新しいピクチャヘッダが到着するまでは、以後到着するすべてのビットは高品質化レイヤＨＲＤに配置

され続けられなければならない。高品質化レイヤの識別手順は即時的かつ非同期であり、画像クロック間隔検査回

数に独立である。 

この要求条件を満たすために（ｎ＋１）番目の符号化ピクチャのビット数ｄ n + 1は、以下の式を満足しなければ

ならない。 

 

d b R t dt Bn n

t

t

n

n

+ ≥ + −
+

∫1

1

( )  
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ここで、ｂnは、時刻ｔnの直後のバッファ占有量、 

 ｔnは、ｎ番目の符号化ピクチャがＨＲＤバッファからはき出される時刻、 

 Ｒ(t)は、時刻ｔにおけるビデオビットレートである。 

 

B

bn

n+1d

t n n+1t

n+1b

t

t

R(t)dt
n

n+1

ＨＲＤバッファ

占有量(ビット)

　時刻

(ＣＩＦ間隔)

（注）時間(tn+1 - tn)はＣＩＦピクチャ間隔の整数倍(1/29.97, 2/29.97, 3/29.97,...：秒)
 

付図Ｂ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＨＲＤバッファ占有量  
             （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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付属資料Ｃ 

マルチポイントへの考慮 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

切替型マルチポイント動作を可能とするために、下記の機能が用意されている。 

 

Ｃ．１ 画面凍結要求 
復号器が表示している画面を、画面凍結解除信号が到着するか、または最小６秒のタイムアウトが発生するまで

凍結させる。画面凍結要求信号の伝送は外部の手段による（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５)。ビデオビット列

のピクチャヘッダの中で付加拡張情報を使って、類似のコマンドが送られてもよいことに注意すること（付属資料

Ｌ、Ｌ．４節参照）。 

 

Ｃ．２ 画面更新要求 
符号器にバッファがオーバーフローしないような符号化パラメータにて、次の画面をＩＮＴＲＡモードで符号化

させる。画面更新要求信号は外部の手段による（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５)。 

 

Ｃ．３ 画面凍結解除 
符号器は画面更新要求に対応し、復号器に画面凍結モードを解除させ、通常の方法で復号したピクチャを表示さ

せる画面凍結解除信号を送出する。この信号は画面更新要求に対応して、最初の符号化ピクチャのピクチャヘッダ

に配置されるＰＴＹＰＥ（５．１．３小節参照）により通知される。 

 

Ｃ．４ コンティニュアスプレゼンスマルチポイントとビデオ多重化（ＣＰＭ） 
注１：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２４では使用されない。 

 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３では、コンティニュアスプレゼンスマルチポイントとビデオ多重化モードを交渉によ

り提供出来る。ここでは最大４個の独立したＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３ビット列をそれぞれ独立の“サブビット列”

とみなし、これらを多重化して新たに一つのビデオビット列を形成する。この時ＰＳＢＩ、ＧＳＢＩ、ＳＳＢＩお

よびＥＳＢＩフィールドを活用する。このモードのための能力情報交換は外部の手段で実施される（例えばＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｈ２４２)。独立したサブビット列に対応する参照ピクチャ選択逆方向チャネルデータがＢＣＰＭとＢ

ＳＢＩフィールドを使ってサポートされる。 

ＣＰＭモードでは、それぞれ独立したＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３サブビット列の中のＣＰＭフィールドは“１”

にセットされなければならない。サブビット列は、各ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３ビット列のピクチャとＧＯＢ、ま

たはスライスとＥＯＳＢＳの各ヘッダ中のサブビット列インジケータ（ＳＢＩ）で使われているストリーム識別子

番号によって識別される。ＳＢＩは、そのヘッダとその構成されたビデオビット列中の次のピクチャまたはＧＯＢ

ヘッダ、またはスライスヘッダまでに続くすべての情報が属するべきＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３ビット列の番号を

示す。 

各サブビット列は通常のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３ビット列と同等に見なされ、それゆえに外部の手段により交

換された能力に従わなければならない。異なるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３ビット列に関する情報は、事前に定めら

れたいかなる方法にても送信されることは無く、ＳＢＩは先行する複数のＳＢＩとは独立にどんな値を持つことが

でき、異なるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３ビット列に対するピクチャレートは異なってもよい。それぞれ個々のビッ

ト列中の情報は、他のビット列中の情報とは完全に独立である。例えば、あるサブビット列中のＧＦＩＤ符号語は

他のサブビット列中のＧＦＩＤやＰＴＹＰＥの符号語には影響されない。同様に、ピクチャヘッダ中の拡張ピクチ

ャタイプ（ＰＬＵＳＰＴＹＰＥ）を使った時のモード推論規則と、その他すべての状況でのビデオビット列操作は、

各サブビット列に対して独立に、かつ別々に動作しなければならない。 

慣例として、若干のリソース要求の衝突が（異なるプライオリティ規則が外部の方法によって確立されないなら）

プライオリティの選択を必要としてもよい状態では、（ＳＢＩで送られた）最も低いサブビット列識別子番号のサ

ブビット列は最も高いプライオリティを持つと考えられる。 

ＣＰＭモードでの各サブビット列の終了を表わすために、シンタックスが付図Ｃ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示すよ

うに規定され、外部の手段によって最初に交渉されるこの付加的なシンタックスを送る能力が規定される（ＣＰＭ
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操作がこの標準の第１版で定義された一方で、サブビット列の終了シンタックスが第２版で追加され、そのためそ

のシンタックスは第１版におけるＣＰＭ操作の一部としてみなされない）。サブビット列の終了シンタックス（Ｅ

ＳＴＵＦ＋ＥＯＳＢＳ＋ＥＳＢＩ）は、ＥＯＳ符号によってなされるようなストリーム全体の終了というよりむし

ろ、各サブビット列の終了を表わす。 

 

注２：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のためにここに定義されるようなＣＰＭサブビット列操作を交渉する能力

が、この標準の第２版作成の前に、（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２４のような）端末に対するどんなＩＴＵ－Ｔ勧

告／ＴＴＣ標準の中にも採用されなかった。そのため、将来のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈシリーズ端末標準に採用さ

れるＣＰＭ操作の外部の交渉は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈシリーズの端末標準で特に指示がない限り、サブビット

列の終了シンタックスに対するサポートを含まなければならない。 

 

サブビット列の終了シンタックスには３つの部分がある。ＥＳＴＵＦを使った必須のバイトアライメントに続い

て、２３ビットのＥＯＳＢＳ符号語が送られる（これはＧＮ＝３０であるＧＯＢヘッダに相当し、これ以外のシン

タックスのなかでは使われない。そして将来の使用のために予約している１ビットの“０”が続く）。そしてＥＯ

ＳＢＳ符号語の後に、どのサブビット列に作用しているかを示す２ビットのＥＳＢＩ符号語が続く。この符号語の

組は、関連するサブビット列のデータの送信終了を意味し、同じサブビット列に対して引き続き送られるいかなる

データもＥＯＳＢＳの前に届いたデータとは完全に独立でなければならないことを意味する。特に、ＥＯＳＢＳ符

号の後のサブビット列に対する次ピクチャは、ＩＮＴＥＲピクチャ、または順方向時間予測を使うことができる他

のいかなるピクチャタイプであってはならない（Ｉピクチャ、あるいはＥＩピクチャは許されるが、Ｐピクチャ、

ＰＢフレーム、改良ＰＢフレーム、Ｂピクチャ、またはＥＰピクチャは許されない）。 

ＥＯＳＢＳとＥＳＢＩのシンタックスは次小節で記述される。ＥＳＴＵＦは５．１．２６小節で記述される。 

 

ESTUF EOSBS ESBI 

 

付図Ｃ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ サブビット列の終了インジケータのシンタックスダイヤグラム  
    （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｃ．４．１ サブビット列終了符号（ＥＯＳＢＳ）（２３ビット） 
ＥＯＳＢＳ符号は２３ビットの符号語である。その値は“0000 0000 0000 0000 1 11110 0”である。この符

号語を挿入するかどうかは符号器による。後に続くＥＳＢＩフィールドに示される同じサブビット列に対して、少

なくとも１つのピクチャヘッダがそれ以前に送られていなければ、ＥＯＳＢＳは送られるべきではない。そしてＥ

ＯＳＢＳを送るための能力が外部の手段によって交渉されていないならば、ＥＯＳＢＳが送られてはならない。Ｅ

ＯＳＢＳ符号はバイトアライメントされなければならない。これは、ＥＯＳＢＳスタートコードの先頭ビットが１

バイトの先頭ビット（最上位ビット）となるように、ＥＯＳＢＳスタートコードの前にＥＳＴＵＦを挿入すること

によって達成される（５．１．２６小節参照）。 

ＥＯＳＢＳ符号は、指定されたサブビット列に対するデータの送信が停止したことを示し、そのサブビット列に

対する他のピクチャスタートコードの発行によって再開されるまで、サブビット列が終了していることを示す。同

じサブビット列識別子番号（ＥＳＢＩ）を持つその後に続くピクチャは、ＥＯＳＢＳ符号の前に送られたピクチャ

と完全に独立でなければならず、いかなる点でもＥＯＳＢＳ符号の前に送られたピクチャに依存してはならない。 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２で送られた画面凍結要求あるいは画面更新要求のような）一般にどのサブビット列

に対してこれらの符号を適用させることを意図しているかの指定が無いビデオビット列に関連した制御およびそ

の他の情報は、すべての‘アクティブ’なサブビット列のみに適用されるものと仮定されるべきである。もし少な

くとも１つのピクチャスタートコードがサブビット列に対して受信され、最後のデータが送られているならば、サ

ブビット列に適用される最後のデータがＥＯＳあるいはＥＯＳＢＳ＋ＥＳＢＩではなかったなら、アクティブであ

ると考えられる。 

 

Ｃ．４．２ サブビット列終了インジケータ（ＥＳＢＩ）（２ビット） 
ＥＳＢＩは、ＥＯＳＢＳのすぐ後に続く２ビットの固定長符号語である。それは終了するサブビット列のサブビ

ット列番号を示す。その値はサブビット列番号の２ビットの自然２進数表現である。 
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付属資料Ｄ 

無制限動きベクトルモード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

本付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプション機能である無制限動きベクトルモードを記述する。ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｈ２６３のこのモードの能力は外部の手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）により通知される。

このモードの使用はＰＴＹＰＥ、またはＰＬＵＳＰＴＹＰＥ内で指示される。 

動きベクトルの範囲と、無制限動きベクトルモードで動きベクトルの差分を符号化するのに使われる可変長符号

表は、ピクチャヘッダのＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールドが存在しているかどうかによる。また、ＰＬＵＳＰＴＹＰ

Ｅが存在する時、動きベクトルの範囲はピクチャサイズとピクチャヘッダ内のＵＵＩフィールドの値に依存する。 

 

Ｄ．１ ピクチャの境界を越えた動きベクトル 
ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のデフォルトの予測モードでは、動きベクトルは予測に用いられる全ての参照画素が

符号化されたピクチャ領域にあるように制約される（４．２．３小節参照）。しかし無制限動きベクトルモードで

は、この制約は解除され、それゆえ、動きベクトルがピクチャの外側を指し示すことが許容される。動きベクトル

により指し示された画素が符号化されたピクチャの外側にあるときは、境界上の画素が代わりに使用される。この

境界上の画素とは、動きベクトルを漸減させた時、符号化されたピクチャ領域の内側に現れる最初の画素である。

動きベクトルの漸減は画素単位に実施され、かつ動きベクトルの水平および垂直の各成分毎に独立に実施される。 

例えば、もし無制限動きベクトルモードがＱＣＩＦピクチャに適用される場合、輝度信号の参照される画素は以

下の式で与えられる。 

 

 Rumv(x,y) = R(x ’,y ’) 
 

ここで、 

 x,y,x ’,y ’ = 画素領域における空間座標 

 Rumv(x,y) = 無制限動きベクトルモードにおける座標（x,y)の参照画素の値 

 R(x ’,y ’) = 無制限動きベクトルモードにおける座標（x ’,y ’)の参照画素の値 

 

 x ’ = 0  x < 0 の場合 

    = 175 x > 175 の場合 

    = x  その他の場合 

 

 y ’ = 0  y < 0の場合 

    = 143 y > 143の場合 

    = y  その他の場合 

 

また、符号化ピクチャ領域R(x ’,y ’)は0≦x ’≦175、0≦y ’≦143である。境界の内側では、(x’,y ’)は１／２画素

単位の位置も取り得るが、境界上では画素は整数の位置のみ取り得る。 

 

Ｄ．１．１ 動きベクトル値の制限 
もしピクチャヘッダ中にＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在するなら、動きベクトル値は、選択された１６×１６（ある

いは８×８）の領域のいかなる要素も符号化されるピクチャ領域の外側の水平方向、または垂直方向に１５画素以

上の距離を持たないように制限されなければならない。これはＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在しない時より小さい外挿

範囲であることを注意すること。 

 

注：ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在しない時、外挿範囲は、無制限動きベクトルモードが使われる時には符号化ピ

クチャ領域の外側に最大３１．５画素であり、無制限動きベクトルモード無しで拡張予測モード（付属資料Ｆ

参照）が使われる時は符号化ピクチャ領域の外側１６画素である。 

注：拡張予測モード（付属資料Ｆ参照）が使われる時には、オーバーラップブロック動き補償のため、各１６

×１６（または８×８）領域の動きベクトルはより大きな領域に影響する。このことにより、拡張予測モード
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の“リモート”動きベクトルの有効な外挿補間範囲を増加させることができる。なせなら、（たとえ各動きベ

クトル値の許容範囲が、拡張予測モードが使われないときと同様に同じままであっても）オーバーラップする

量（４画素、または縮小解像度更新モードも使われる時には８画素）が必要とされる外挿補間の量に加わるか

らである。 

 

Ｄ．２ 動きベクトルの範囲の拡大 
デフォルトの予測モードでは、水平および垂直両成分の動きベクトル値は［-16,15.5]の範囲に制限される（こ

のことはＢピクチャにおける前方予測、後方予測動きベクトル成分にも適用される）。しかし無制限動きベクトル

モードでは、ベクトル成分の最大範囲は拡大される。 

もしＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールドがピクチャヘッダ内に現れなければ、動きベクトルの範囲は、予測値が

［-15.5,16]の範囲にある場合は、各動きベクトル成分に対する予測値に対して［-16,15.5]の範囲の値を取り得

るという制限付きで、［-31.5,31.5]に拡大される。また予測値が［-15.5,16]の間に無い場合には、動きベクト

ルは予測値と同じ符号の［-31.5,31.5]間のすべての値、または０を取り得る。ここで、動きベクトル成分をＭＶ

Ｃとし、それの予測値をＰＣとすると、以下が成立する。 

 
  －31.5    ≦MV C≦  0  －31.5 ≦PC ≦  －16の場合  
－16+ PC ≦MV C≦  15.5+ PC  －15.5 ≦PC ≦     16の場合  
      0       ≦MV C≦31.5    16.5 ≦PC ≦   31.5の場合  

 
無制限動きベクトルモードでは、ＭＶＤ、ＭＶＤ2 - 4、ＭＶＤＢに対する表１４／ＪＴ－Ｈ２６３の解釈は以下の

通りである。 

 

(1)  動きベクトルの各成分の予測値が［-15.5,16]の範囲にある場合には、ベクトル差分値の中の最初の列の

みを適用する。 

(2)  動きベクトルの各成分の予測値が［-15.5,16]の範囲に含まれない場合には、表１４／ＪＴ－Ｈ２６３の

ベクトル差分値の中で動きベクトル成分の値が［-31.5,31.5]に含まれ、かつ、正負の符号が予測値と一

致する（動きベクトル＝０を含む）ベクトル差分値のみを用いねばならない。 

 

ＭＶＤとＭＶＤ2 - 4に対する予測値は６．１．１小節、及びＦ．２節で規定されるベクトルＭＶ１、ＭＶ２、ＭＶ

３の各成分の中央値で定義される。ＭＶＤＢでは、予測値ＰCはＰC＝(ＴＲB×ＭＶ）／ＴＲDで定義される。但し、

ＭＶはＰピクチャ内の輝度信号の８×８の大きさのブロックに対する動きベクトルの各成分を示す（Ｇ．４節も参

照）。 

もしＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在するならば、動きベクトルの範囲は動きベクトル予測値に依存しない。もしＵＵ

Ｉフィールドが“１”にセットされるなら、動きベクトルの範囲は画像フォーマットに依存する。標準化されたＣ

ＩＦまでの画像フォーマットに対する範囲は［-32,31.5］であり、４ＣＩＦまでに対するその範囲は［-64,63.5］、

そして１６ＣＩＦまでの範囲は［-128,127.5］、そしてさらに大きいカスタム画像フォーマットに対する範囲は

［-256,255.5］である。水平および垂直方向の動きベクトル範囲は、カスタム画像フォーマットに対して異なっ

ていてもよい。水平および垂直範囲は付表Ｄ．１／ＪＴ－Ｈ２６３と付表Ｄ．２／ＪＴ－Ｈ２６３で規定される。 

 

付表Ｄ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在し、ＵＵＩ＝“１”の時の  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）      水平方向動きベクトル範囲  

画像の幅 水平方向動きベクトル範囲

4, …, 352 ［-32, 31.5] 

356, …,  704 ［-64, 63.5] 

708, …, 1408 ［-128, 127.5] 

1412,…, 2048 ［-256, 255.5] 
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付表Ｄ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在し、ＵＵＩ＝“１”の時の  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）      垂直方向動きベクトル範囲  

画像の高さ 垂直方向動きベクトル範囲

4, …, 288 ［-32, 31.5] 

292, …,  576 ［-64, 63.5] 

580, …, 1152 ［-128, 127.5] 

 

縮小解像度更新モードで、指定された範囲は疑似動きベクトルに適用される。これは結果として得られる実際の

動きベクトル範囲が約２倍に拡大されていることを意味する（付属資料Ｑも参照）。 

もしＵＵＩが“０１”に設定されているなら、動きベクトルは、Ｄ．１．１小節で説明したように符号化領域境

界までの距離を除いて制限されない。同様の制限が（疑似動きベクトルだけではなく）縮小解像度更新モードでの

実際の動きベクトル範囲に適用される。 

ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在している場合の動きベクトルを符号化するため、付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３が動き

ベクトルと動きベクトル予測値の間の差分を符号化するために使われる。付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３内の全項目

が（表１４／ＪＴ－Ｈ２６３と対照的に）単一の値を持っている。動きベクトル範囲と、動きベクトルデータを符

号化するための付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３の使用は、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在している時、すべてのピクチャ

タイプに適用される。 

動きベクトル差分は、常に一組の水平および垂直方向成分の組として符号化される。もしある組が（0.5,0.5）

に等しいなら、６つの連続した“０”が発生する。スタートコードエミュレーションを防ぐために、この発生（６

つの連続した“０”）の後には“１”に設定された１ビットが続かなければならない。これは追加のゼロ動きベク

トル成分を一つ送信していることに対応する。 

 

付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ ＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在する時の動きベクトル表  
       （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

１／２画素単位のベクトル差分の絶対値 ビット数 符号 

0 1 1 

1 3 0s0 

“x0”+2 (2:3) 5 0x01s0 

“x1x0”+4 (4:7) 7 0x11x01s0 

“x2x1x0”+8 (8:15) 9 0x21x11x01s0 

“x3x2x1x0”+16 (16:31) 11 0x31x21x11x01s0 

“x4x3x2x1x0”+32 (32:63) 13 0x41x31x21x11x01s0 

“x5x4x3x2x1x0”+64 (64:127) 15 0x51x41x31x21x11x01s0 

“x6x5x4x3x2x1x0”+128 (128:255) 17 0x61x51x41x31x21x11x01s0 

“x7x6x5x4x3x2x1x0”+256 (256:511) 19 0x71x61x51x41x31x21x11x01s0 

“x8x7x6x5x4x3x2x1x0”+512 (512:1023) 21 0x81x71x61x51x41x31x21x11x01s0 

“x9x8x7x6x5x4x3x2x1x0”+1024 (1024:2047) 23 0x91x81x71x61x51x41x31x21x11x01s0 

“x1 0x9x8x7x6x5x4x3x2x1x0”+2048 
(2048:4095) 

25 0x1 01x91x81x71x61x51x41x31x21x11x01s0 

 
付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３は規則的に構成されたリバーシブルな表である。各列は１／２画素単位の動きベク

トル差分の間隔を表す。ビット“…x1x0”は、動きベクトル差分の絶対値の２進数表現での、先頭の“１”に続い

ているビットを示す。ビット“ｓ”は動きベクトル差分の符号を示し、正に対しては“０”、負に対しては“１”

をとる。動きベクトル差分の２進数表現は、符号が継続するか、あるいは終了するかを示すビットでインタリーブ

される。例えば、動きベクトル差分-13は、符号s=1と２進数表現1x2x1x0=“1101”を持つ。これは0 x21 x11 x01 

s0=“0 11 01 11 10”として符号化される。最後の２ビットの組の２番目の位置である“０”は符号の終了を示

す。 
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付属資料Ｅ 

シンタックス算術符号化モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｅ．１ 序論 
本標準の５節に記載されているように可変長符号化／復号（ＶＬＣ／ＶＬＤ）では、シンボルは符号器のシンタ

ックスに基づく特定の符号表を用いて可変長符号化される。この表は通常可変長符号語の符号語長と符号語を格納

している。あるシンボルは表検索により表の内容と比較され、そのシンボルに対応する２進符号語が表から読み出

され、通常は受信側へ伝送するための送信側のバッファに入力される。可変長復号においても受信したビット列は

符号器のシンタックスに基づいた特定の表により検索される。この表は、現シンボルを送信側で符号化したものと

全く同一でなければならない。表内で検索された入力信号は元のシンボルに復元される。復元されたシンボルが可

変長復号の最終出力であり、これを用いてピクチャが復元される。この可変長符号化／復号の過程は、各シンボル

が固定、かつ、整数のビット長にて符号化されねばならないことを意味している。各シンボルに対する固定、かつ

整数のビット長というこの制約を取り除くことにより、ビット数を減少できる。制約の除去は算術符号化により実

現できる。 

本付属資料では、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションである、シンタックス算術符号化（ＳＡＣ）モードを

説明する。このモードでは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３の中の総ての可変長符号化／復号が対応するＳＡＣの可変

長符号化／復号に置換される。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のこのモードの能力は外部の手段で通知される（例えば

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）。このモードの使用はＰＴＹＰＥの中で示される。 

 

Ｅ．２ ＳＡＣ符号器の仕様 
ＳＡＣモードでは、シンボルは、符号器のシンタックスに基づくある特定の整数列（またはモデル）を用い、か

つ、Ｃ言語で記述される以下の手順により符号化される。 

 

#define   q1   16384 

#define   q2   32768 

#define   q3   49152 

#define   top  65535 

static long  low, high, opposite_bits, length; 

 

void encode_a_symbol(int index, int cumul_freq[ ]) 

{ 

 length = high - low + 1; 

 high = low - 1 + (length * cumul_freq[index]) / cumul_freq[0]; 

 low += (length * cumul_freq[index+1]) / cumul_freq[0]; 

 for ( ; ; ) {  

  if (high < q2) { 

   send out a bit “0” toPSC_FIFO; 

   while (opposite_bits > 0) {  

    send out a bit “1” to PSC_FIFO;  

    opposite_bits--;  

   } 

  } 

  else if (low >= q2) { 

   send out a bit “1” to PSC_FIFO; 

   while (opposite_bits > 0) {  

    send out a bit “0” to PSC_FIFO;  

    opposite_bits--;  

   } 

   low -= q2;  
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   high -= q2; 

  } 

  else if (low >= q1 && high < q3) { 

   opposite_bits += 1;  

   low -= q1;  

   high -= q1; 

  } 

  else break; 

 

  low *= 2;  

  high = 2*high+1; 

 } 

} 

 

上記のlow、high及びopposite_bitsは各々０、top及び０で各々初期化される。ＰＳＣ＿ＦＩＦＯは算術

符号器からの出力ビットをバッファリングするためのＦＩＦＯである。このモデルはcumul_freq[ ]により規

定される。シンボルはモデル内のインデックスを用いて規定される。 

 

Ｅ．３ ＳＡＣ復号器の仕様 
ＳＡＣ復号器では、シンボルはシンタックスに基づくある特定のモデルを用い、かつＣ言語で記述される以下の

手順を使用することにより復号される。 

 

static long low, high, code_value, bit, length, index, cum; 

 

int decode_a_symbol(int cumul_freq[ ]) 

{ 

 length = high - low + 1; 

 cum = (-1 + (code_value - low + 1) * cumul_freq[0]) / length; 

 for (index = 1; cumul_freq[index] > cum; index++); 

 high = low - 1 + (length * cumul_freq[index-1]) / cumul_freq[0]; 

 low += (length * cumul_freq[index]) / cumul_freq[0]; 

 for ( ; ; ) {   

  if (high < q2) ; 

  else if (low >= q2) { 

   code_value -= q2;  

   low -= q2;  

   high -= q2; 

  } 

  else if (low >= q1 && high < q3) { 

   code_value -= q1;  

   low -= q1;  

   high -= q1; 

  } 

  else break; 

 

  low *= 2;  

  high = 2*high + 1; 

  get bit from PSC_FIFO;  

  code_value = 2*code_value + bit; 

 } 
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 return (index-1); 

} 

 
ここでもモデルはcumul_freq[ ]により規定される。モデル内のインデックスにより復号されたシンボルが

再生される。ＰＳＣ＿ＦＩＦＯは入力されるビット列をバッファリングするためのＦＩＦＯである。算術符号化さ

れたビット列の復号を開始するために、復号器は以下の手順を使用することにより初期化される。 

 

void decoder_reset( ) 

{ 

 code_value = 0; 

 low = 0; 

 high = top; 

 for (int i = 1;   i <= 16;   i++) { 

  get bit from PSC_FIFO;  

  code_value = 2 * code_value + bit; 

 } 

} 

 

Ｅ．４ シンタックス 
ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３の可変長符号表を用いるモードと同様に、シンボルのシンタックスは４レイヤに分類

される。ピクチャ、ＧＯＢ、マクロブロック及びブロックである。上位から３レイヤのシンタックスは全く同様で

ある。ブロックレイヤのシンタックスもまた極めて類似しており、付図Ｅ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す通りである。 

ブロックレイヤ

TCOEF1 TCOEFrTCOEF3TCOEF2INTRADC

 
付図Ｅ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＳＡＣにおけるブロックレイヤの構造  

          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

付図Ｅ．１／ＪＴ－Ｈ２６３において、ＴＣＯＥＦ１,ＴＣＯＥＦ２,ＴＣＯＥＦ３及びＴＣＯＥＦrは５．４．

２小節で定義されるＬＡＳＴ－ＲＵＮ－ＬＥＶＥＬを統合化したシンボルであり、各ブロックレイヤの中の第１、

第２、第３及び残りのシンボルである。ＴＣＯＥＦ１、ＴＣＯＥＦ２、ＴＣＯＥＦ３及びＴＣＯＥＦrは各々１個、

２個、３個またはそれ以上の係数が各ブロックレイヤに現れた時のみ発生する。 

 

Ｅ．５ ＰＳＣ＿ＦＩＦＯ 
符号器または復号器にあるＰＳＣ＿ＦＩＦＯは、１８ビット以上の容量を持つＦＩＦＯである。符号器のＰＳＣ

＿ＦＩＦＯでは、ＰＳＣやＧＢＳＣの非正規なエミュレーションが検出される。そして、ＰＳＣやＧＢＳＣではな

い部分で“０”が１４個連続した後には“１”を挿入する事により非正規のＰＳＣやＧＢＳＣのエミュレーションは
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回避される。復号器のＰＳＣ＿ＦＩＦＯでは“０”が１４個連続した後に現れる最初の“１”は削除する。もし“０”
の１４回連続の後に“０”が現れたなら、それは正規なＰＳＣやＧＢＳＣが検出されたと見なす。ＰＳＣやＧＢＳＣ

の正確な位置はこれらの“０”の連続に続く次の“１”により決まる。 

 

Ｅ．６ ヘッダレイヤのシンボル 
シンタックスのヘッダレイヤは、ブロックレイヤとマクロブロックレイヤの上にあるそれらの構文上の要素であ

ると考えられる（図６／ＪＴ－Ｈ２６３と本文中のシンタックスの記述を参照）。基本となる第１版のシンタック

スのヘッダレベルは次に示す３通りの可能なストリングで構成することができる。 

 

(1)  （ＰＳＴＵＦ）－ＰＳＣ－ＴＲ－ＰＴＹＰＥ－ＰＱＵＡＮＴ－ＣＰＭ－（ＰＳＢＩ）－（ＴＲＢ-ＤＢＱＵ

ＮＡＴ）－ＰＥＩ－（ＰＳＵＰＰ－ＰＥＩ－．．．） 

(2)  （ＧＳＴＵＦ）－ＧＢＳＣ－ＧＮ－（ＧＳＢＩ）－ＧＦＩＤ－ＧＱＵＡＮＴ 

(3)  （ＥＳＴＵＦ）－（ＥＯＳ）－（ＰＳＴＵＦ） 

 

第２版の改定されたシンタックスでは、シンタックスのヘッダレベルは他の構造を持つことができる(図６／Ｊ

Ｔ－Ｈ２６３と本文中のシンタックスの記述を参照)。ヘッダレベルシンタックスのストリングは、符号器側では

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３の通常の可変長符号表モードと同様にＰＳＣ＿ＦＩＦＯに直接書き込まれる。復号器側

では、正規のＰＳＣ、ＧＢＳＣ、ＳＳＣ、ＥＯＳ、またはＥＯＳＢＳが検出された後にＰＳＣ＿ＦＩＦＯから直接

読み出される。 

ビデオセッションの先頭にヘッダが無い場合には、算術符号器はヘッダを送出する前に以下の手順を実行する事

により初期化される必要がある。もし（ＥＳＴＵＦ）－ＥＯＳ（または最終ヘッダが送出されたサブビット列に対

する（ＥＳＴＵＦ）－ＥＯＳＢＳ）が送出されなければ、この手順はビデオセッションの終了時にも同様に実行さ

れなければならない。 

 

void encoder_flush( ) 

{ 

 opposite_bits++; 

 if (low < q1) { 

  send out a bit “0” to PSC_FIFO; 

  while (opposite_bits > 0) {  

   send out a bit “1” to PSC_FIFO;  

   opposite_bits--;  

  } 

 } 

 else { 

  send out a bit “1” to PSC_FIFO; 

  while (opposite_bits > 0) {  

   send out a bit “0” to PSC_FIFO;  

   opposite_bits--;  

  } 

 } 

 low = 0;  

 high = top; 

} 

 

復号器側では、各々の固定長シンボル列の後で、‘decoder_reset’手順が実行される。 

 

Ｅ．７ マクロブロックおよびブロックレイヤのシンボル 
マクロブロックおよびブロックレイヤシンボルのモデルは、Ｅ．８節に含まれる。５節の可変長符号表に記述さ

れた様なインデックスは、このモデルでの整数値のインデックスとして用いられる。 
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ＰピクチャにおけるＣＯＤのモデルはcumf_CODと呼ばれる。ＣＯＤが“０”である場合、インデックスは０、Ｃ

ＯＤが“１”の時はインデックスには１が割り当てられる。ＰピクチャのＭＣＢＰＣに対するモデルは、ピクチャヘ

ッダにＰＬＵＳＰＴＹＰＥが存在し、拡張予測モード(付属資料Ｆ)、またはデブロッキングフィルタモード（付属

資料Ｊ）が使われている場合はcumf_MCBPC_4MVQと呼ばれ、そうでない場合にはcumf_MCBPC_no4MVQと呼ばれる。

ＭＣＢＰＣに対するインデックスは、Ｉピクチャに対しては表７／ＪＴ－Ｈ２６３にて定義され、Ｐピクチャに対

しては表８／ＪＴ－Ｈ２６３に定義される。ＩピクチャにおけるＭＣＢＰＣのモデルはcumf_MCBPC_intraと呼ば

れる。 

ＭＯＤＢのモデルは、付属資料Ｇが使われていればcumf_MODB_G、付属資料Ｍが使われていればcumf_MODB_M

である。ＭＯＤＢのインデックスは表１１／ＪＴ－Ｈ２６３、または付表Ｍ．1／ＪＴ－Ｈ２６３にそれぞれ定義

される。ＣＢＰＢｎ（但しｎ＝１，２，・・，４）のモデルはcumf_YCBPBであり、ＣＢＰＢｎ（但しｎ＝５，６）

のモデルはcumf_UVCBPBである。ここで、ＣＢＰＢｎが“０”の場合のインデックスは０、ＣＢＰＢｎが“１”の

場合のインデックスは１である。 

Ｃ Ｂ Ｐ Ｙ の モ デ ル は 、 Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ マ ク ロ ブ ロ ッ ク で は cumf_CBPY 、 Ｉ Ｎ Ｔ Ｒ Ａ マ ク ロ ブ ロ ッ ク で は

cumf_CBPY_intraである。ＤＱＵＡＮＴに対するモデルはcumf_DQUANTである。ＣＢＰＹやＤＱＵＡＮＴに対す

るインデックスは表１２／ＪＴ－Ｈ２６３と表１３／ＪＴ－Ｈ２６３に各々定義される。 

ＭＶＤ、ＭＶＤ 2 - 4及びＭＶＤＢのモデルはcumf_MVDであり、ＩＮＴＲＡＤＣに対するモデルはcumf_INTRADC

である。これらに対するインデックスは表１４／ＪＴ－Ｈ２６３及び表１５／ＪＴ－Ｈ２６３に各々定義される。 

非エスケープＴＣＯＥＦ係数は、ＴＣＯＥＦ１／２／３／ｒに対するシンボルと、それに引き続くＴＣＯＥＦの

正負の符号を表すシンボルSIGNから構成される。ＩＮＴＥＲブロックにおけるＴＣＯＥＦ１、ＴＣＯＥＦ２、Ｔ

ＣＯＥＦ３、ＴＣＯＥＦrに対するモデルはcumf_TCOEF1、cumf_TCOEF2、cumf_TCOEF3、cumf_TCOEFrである。

ＩＮＴＲＡブロックにおけるモデルは cumf_TCOEF1_intra 、 cumf_TCOEF2_intra 、 cumf_TCOEF3_intra 、

cumf_TCOEFr_intraである。総ての係数に対するインデックスは表１６／ＪＴ－Ｈ２６３に定義される。正負の

符号に対するモデルはcumf_SIGNである。SIGNのインデックスは正の符号では０であり、負の符号では１である。 

エスケープ符号後のＬＡＳＴ、ＲＵＮ、ＬＥＶＥＬに対するモデルは、ＩＮＴＥＲ（ＩＮＴＲＡ）ブロックに対

してそれぞれ、cumf_LAST(cumf_LAST_intra)、cumf_RUN(cumf_RUN_intra)、cumf_LEVEL(cumf_LEVEL_intra)

である。ＬＡＳＴに対するインデックスはＬＡＳＴ＝０に対して０、ＬＡＳＴ＝１に対して１であり、ＲＵＮとＬ

ＥＶＥＬに対するインデックスは表１７／ＪＴ－Ｈ２６３に定義される。 

ＩＮＴＲＡ＿ＭＯＤＥに対するモデルはcumf_INTRA_AC_DCである。そのインデックスは付表Ｉ．1／ＪＴ－Ｈ

２６３に定義される。 

 

Ｅ．８ ＳＡＣモデル 
in t  cumf_COD[3]={16383,  6849,  0};  
 
in t  cumf_MCBPC_no4MVQ[22]={16383,  4105,  3088,  2367,  1988,  1621,  1612,  1609,  1608,  496,  353,  195,  77 ,  22,  
17 ,  12,  5 ,  4 ,  3 ,  2 ,  1 ,  0};  
 
in t  cumf_MCBPC_4MVQ[26]={16383,  6880,  6092,  5178,  4916,  3965,  3880,  3795,  3768,  1491,  1190,  889,  655,  
442,  416,  390,  360,  337,  334,  331,  327,  326,  88 ,  57 ,  26,  0};  
 
in t  cumf_MCBPC_int ra[10]={16383,  7410,  6549,  5188,  442,  182,  181,  141,  1 ,  0};  
 
in t  cumf_MODB_G[4]={16383,  6062,  2130,  0};  
 
in t  cumf_MODB_M[7] =  {16383,  6717,  4568,  2784,  1370,  655,  0};  
 
in t  cumf_YCBPB[3]={16383,  6062,  0};  
 
in t  cumf_UVCBPB[3]={16383,  491,  0};  
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in t  cumf_CBPY[17]={16383,  14481,  13869,  13196,  12568,  11931,  11185,  10814,  9796,  9150,  8781,  7933,  6860,  
6116,  4873,  3538,  0};  
 
in t  cumf_CBPY_int ra[17]={16383,  13619,  13211,  12933,  12562,  12395,  11913,  11783,  11004,  10782,  10689,  
9928,  9353,  8945,  8407,  7795,  0};  
 
in t  cumf_DQUANT[5]={16383,  12287,  8192,  4095,  0};  
 
in t  cumf_MVD[65]={16383,  16380,  16369,  16365,  16361,  16357,  16350,  16343,  16339,  16333,  16326,  16318,  
16311,  16306,  16298,  16291,  16283,  16272,  16261,  16249,  16235,  16222,  16207,  16175,  16141,  16094,  16044,  
15936,  15764,  15463,  14956,  13924,  11491,  4621,  2264,  1315,  854,  583,  420,  326,  273,  229,  196,  166,  148,  137,  
123,  114,  101,  91,  82 ,  76,  66,  59 ,  53,  46 ,  36,  30 ,  26,  24,  18 ,  14,  10 ,  5 ,  0};  
 
in t  cumf_INTRADC[255]={16383,  16380,  16379,  16378,  16377,  16376,  16370,  16361,  16360,  16359,  16358,  
16357,  16356,  16355,  16343,  16238,  16237,  16236,  16230,  16221,  16220,  16205,  16190,  16169,  16151,  16130,  
16109,  16094,  16070,  16037,  16007,  15962,  15938,  15899,  15854,  15815,  15788,  15743,  15689,  15656,  15617,  
15560,  15473,  15404,  15296,  15178,  15106,  14992,  14868,  14738,  14593,  14438,  14283,  14169,  14064,  14004,  
13914,  13824,  13752,  13671,  13590,  13515,  13458,  13380,  13305,  13230,  13143,  13025,  12935,  12878,  12794,  
12743,  12656,  12596,  12521,  12443,  12359,  12278,  12200,  12131,  12047,  12002,  11948,  11891,  11828,  11744,  
11663,  11588,  11495,  11402,  11288,  11204,  11126,  11039,  10961,  10883,  10787,  10679,  10583,  10481,  10360,  
10227,  10113,  9961,  9828,  9717,  9584,  9485,  9324,  9112,  9019,  8908,  8766,  8584,  8426,  8211,  7920,  7663,  7406,  
7152,  6904,  6677,  6453,  6265,  6101,  5904,  5716,  5489,  5307,  5056,  4850,  4569,  4284,  3966,  3712,  3518,  3342,  
3206,  3048,  2909,  2773,  2668,  2596,  2512,  2370,  2295,  2232,  2166,  2103,  2022,  1956,  1887,  1830,  1803,  1770,  
1728,  1674,  1635,  1599,  1557,  1500,  1482,  1434,  1389,  1356,  1317,  1284,  1245,  1200,  1179,  1140,  1110,  1092,  
1062,  1044,  1035,  1014,  1008,  993,  981,  954,  936,  912,  894,  876,  864,  849,  828,  816,  801,  792,  777,  756,  732,  690,  
660,  642,  615,  597,  576,  555,  522,  489,  459,  435,  411,  405,  396,  387,  375,  360,  354,  345,  344,  329,  314,  293,  278 ,  
251,  236,  230,  224,  215,  214,  208,  199,  193,  184,  178,  169,  154,  127,  100,  94 ,  73 ,  37,  36 ,  35 ,  34 ,  33,  32 ,  31 ,  30,  
29 ,  28,  27 ,  26 ,  20,  19 ,  18,  17,  16 ,  15,  9 ,  0};  
 
in t  cumf_TCOEF1[104]={16383,  13455,  12458,  12079,  11885,  11800,  11738,  11700,  11681,  11661,  11651,  
11645,  11641,  10572,  10403,  10361,  10346,  10339,  10335,  9554,  9445,  9427,  9419,  9006,  8968,  8964,  8643,  8627,  
8624,  8369,  8354,  8352,  8200,  8192,  8191,  8039,  8036,  7920,  7917,  7800,  7793,  7730,  7727,  7674,  7613,  7564,  
7513,  7484,  7466,  7439,  7411,  7389,  7373,  7369,  7359,  7348,  7321,  7302,  7294,  5013,  4819,  4789,  4096,  4073,  
3373,  3064,  2674,  2357,  2177,  1975,  1798,  1618,  1517,  1421,  1303,  1194,  1087,  1027,  960,  890,  819,  758,  707,  
680,  656,  613,  566,  534,  505,  475,  465,  449,  430,  395, 358,  335,  324,  303,  295,  286,  272,  233,  215,  0};  
 
in t  cumf_TCOEF2[104]={16383,  13582,  12709,  12402,  12262,  12188,  12150,  12131,  12125,  12117,  12113,  
12108,  12104,  10567,  10180,  10070,  10019,  9998,  9987,  9158,  9037,  9010,  9005,  8404,  8323,  8312,  7813,  7743,  
7726,  7394,  7366,  7364,  7076,  7062,  7060,  6810,  6797,  6614,  6602,  6459,  6454,  6304,  6303,  6200,  6121,  6059,  
6012,  5973,  5928,  5893,  5871,  5847,  5823,  5809,  5796,  5781,  5771,  5763,  5752,  4754,  4654,  4631,  3934,  3873,  
3477,  3095,  2758,  2502,  2257,  2054,  1869,  1715,  1599,  1431,  1305,  1174,  1059,  983,  901,  839,  777,  733,  683,  658,  
606,  565,  526,  488,  456,  434,  408,  380,  361,  327,  310,  296,  267,  259,  249,  239,  230,  221,  214,  0};  
 
in t  cumf_TCOEF3[104]={16383,  13532,  12677,  12342,  12195,  12112,  12059,  12034,  12020,  12008,  12003,  
12002,  12001,  10586,  10297,  10224,  10202,  10195,  10191,  9223,  9046,  8999,  8987,  8275,  8148,  8113,  7552,  7483,  
7468,  7066,  7003,  6989,  6671,  6642,  6631,  6359,  6327,  6114,  6103,  5929,  5918,  5792,  5785,  5672,  5580,  5507,  
5461,  5414,  5382,  5354,  5330,  5312,  5288,  5273,  5261,  5247,  5235,  5227,  5219,  4357,  4277,  4272,  3847,  3819,  
3455,  3119,  2829,  2550,  2313,  2104,  1881,  1711,  1565,  1366,  1219,  1068,  932,  866,  799,  750,  701,  662,  605,  559,  
513,  471,  432,  403,  365,  336,  312,  290,  276,  266,  254,  240,  228,  223,  216,  206,  199,  192,  189,  0};  
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in t  cumf_TCOEFr[104]={16383,  13216,  12233,  11931,  11822,  11776,  11758,  11748,  11743,  11742,  11741,  11740,  
11739,  10203,  9822,  9725,  9691,  9677,  9674,  8759,  8609,  8576,  8566,  7901,  7787,  7770,  7257,  7185,  7168,  6716,  
6653,  6639,  6276,  6229,  6220,  5888,  5845,  5600,  5567,  5348,  5327,  5160,  5142,  5004,  4900,  4798,  4743,  4708,  
4685,  4658,  4641,  4622,  4610,  4598,  4589,  4582,  4578,  4570,  4566,  3824,  3757,  3748,  3360,  3338,  3068,  2835,  
2592,  2359,  2179,  1984,  1804,  1614,  1445,  1234,  1068,  870,  739,  668,  616,  566,  532,  489,  453,  426,  385,  357,  335,  
316,  297,  283,  274,  266,  259,  251,  241,  233,  226,  222,  217,  214,  211,  209,  208,  0};  
 
in t  cumf_TCOEF1_int ra[104]={16383,  13383,  11498,  10201,  9207,  8528,  8099,  7768,  7546,  7368,  7167,  6994,  
6869,  6005,  5474,  5220,  5084,  4964,  4862,  4672,  4591,  4570,  4543,  4397,  4337,  4326,  4272,  4240,  4239,  4212,  
4196,  4185,  4158,  4157,  4156,  4140,  4139,  4138,  4137,  4136,  4125,  4124,  4123,  4112,  4111,  4110,  4109,  4108,  
4107,  4106,  4105,  4104,  4103,  4102,  4101,  4100,  4099,  4098,  4097,  3043,  2897,  2843,  1974,  1790,  1677,  1552,  
1416,  1379,  1331,  1288,  1251,  1250,  1249,  1248,  1247,  1236,  1225,  1224,  1223,  1212,  1201,  1200,  1199,  1198,  
1197,  1196,  1195,  1194,  1193,  1192,  1191,  1190,  1189,  1188,  1187,  1186,  1185,  1184,  1183,  1182,  1181,  1180,  
1179,  0};  
 
in t  cumf_TCOEF2_int ra[104]={16383,  13242,  11417,  10134,  9254,  8507,  8012,  7556,  7273,  7062,  6924,  6839,  
6741,  6108,  5851,  5785,  5719,  5687,  5655,  5028,  4917,  4864,  4845,  4416,  4159,  4074,  3903,  3871,  3870,  3765,  
3752,  3751,  3659,  3606,  3580,  3541,  3540,  3514,  3495,  3494,  3493,  3474,  3473,  3441,  3440,  3439,  3438,  3425,  
3424,  3423,  3422,  3421,  3420,  3401,  3400,  3399,  3398,  3397,  3396,  2530,  2419,  2360,  2241,  2228,  2017,  1687,  
1576,  1478,  1320,  1281,  1242,  1229,  1197,  1178,  1152,  1133,  1114,  1101,  1088,  1087,  1086,  1085,  1072,  1071,  
1070,  1069,  1068,  1067,  1066,  1065,  1064,  1063,  1062,  1061,  1060,  1059,  1058,  1057,  1056,  1055,  1054,  1053,  
1052,  0};  
 
in t  cumf_TCOEF3_int ra[104]={16383,  12741,  10950,  10071,  9493,  9008,  8685,  8516,  8385,  8239,  8209,  8179,  
8141,  6628,  5980,  5634,  5503,  5396,  5327,  4857,  4642,  4550,  4481,  4235,  4166,  4151,  3967,  3922,  3907,  3676,  
3500,  3324,  3247,  3246,  3245,  3183,  3168,  3084,  3069,  3031,  3030,  3029,  3014,  3013,  2990,  2975,  2974,  2973,  
2958,  2943,  2928,  2927,  2926,  2925,  2924,  2923,  2922,  2921,  2920,  2397,  2298,  2283,  1891,  1799,  1591,  1445,  
1338,  1145,  1068,  1006,  791,  768,  661,  631,  630,  615,  592,  577,  576,  561,  546,  523,  508,  493,  492,  491,  476,  475,  
474,  473,  472,  471,  470,  469,  468,  453,  452,  451,  450,  449,  448,  447,  446,  0};  
 
in t  cumf_TCOEFr_int ra[104]={16383,  12514,  10776,  9969,  9579,  9306,  9168,  9082,  9032,  9000,  8981,  8962,  
8952,  7630,  7212,  7053,  6992,  6961,  6940,  6195,  5988,  5948,  5923,  5370,  5244,  5210,  4854,  4762,  4740,  4384,  
4300,  4288,  4020,  3968,  3964,  3752,  3668,  3511,  3483,  3354,  3322,  3205,  3183,  3108,  3046,  2999,  2981,  2974,  
2968,  2961,  2955,  2949,  2943,  2942,  2939,  2935,  2934,  2933,  2929,  2270,  2178,  2162,  1959,  1946,  1780,  1651,  
1524,  1400,  1289,  1133,  1037,  942,  849,  763,  711,  591,  521,  503,  496,  474,  461,  449,  442,  436,  426,  417,  407,  394,  
387,  377,  373,  370,  367,  366,  365,  364,  363,  362,  358,  355,  352,  351,  350,  0};  
 
in t  cumf_SIGN[3]={16383,  8416,  0};  
 
in t  cumf_LAST[3]={16383,  9469,  0};  
 
in t  cumf_LAST_int ra[3]={16383,  2820,  0};  
 
in t  cumf_RUN[65]={16383,  15310,  14702,  13022,  11883,  11234,  10612,  10192,  9516,  9016,  8623,  8366,  7595,  
7068,  6730,  6487,  6379,  6285,  6177,  6150,  6083,  5989,  5949,  5922,  5895,  5828,  5774,  5773,  5394,  5164,  5016,  
4569,  4366,  4136,  4015,  3867,  3773,  3692,  3611,  3476,  3341,  3301,  2787,  2503,  2219,  1989,  1515,  1095,  934,  799,  
691,  583,  435,  300,  246,  206,  125,  124,  97,  57 ,  30,  3 ,  2 ,  1 ,  0};  
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in t  cumf_RUN_int ra[65]={16383,  10884,  8242,  7124,  5173,  4745,  4246,  3984,  3034,  2749,  2607,  2298,  966,  681,  
396,  349,  302,  255,  254,  253,  206,  159,  158,  157,  156,  155,  154,  153,  106,  35 ,  34 ,  33,  32 ,  31 ,  30 ,  29,  28 ,  27 ,  26,  
25 ,  24,  23 ,  22 ,  21,  20 ,  19,  18,  17 ,  16,  15 ,  14,  13 ,  12,  11,  10 ,  9 ,  8 ,  7 ,  6 ,  5 ,  4 ,  3 ,  2 ,  1 ,  0};  
 
in t  cumf_LEVEL[255]={16383,  16382,  16381,  16380,  16379,  16378,  16377,  16376,  16375,  16374,  16373,  16372,  
16371,  16370,  16369,  16368,  16367,  16366,  16365,  16364,  16363,  16362,  16361,  16360,  16359,  16358,  16357,  
16356,  16355,  16354,  16353,  16352,  16351,  16350,  16349,  16348,  16347,  16346,  16345,  16344,  16343,  16342,  
16341,  16340,  16339,  16338,  16337,  16336,  16335,  16334,  16333,  16332,  16331,  16330,  16329,  16328,  16327,  
16326,  16325,  16324,  16323,  16322,  16321,  16320,  16319,  16318,  16317,  16316,  16315,  16314,  16313,  16312,  
16311,  16310,  16309,  16308,  16307,  16306,  16305,  16304,  16303,  16302,  16301,  16300,  16299,  16298,  16297,  
16296,  16295,  16294,  16293,  16292,  16291,  16290,  16289,  16288,  16287,  16286,  16285,  16284,  16283,  16282,  
16281,  16280,  16279,  16278,  16277,  16250,  16223,  16222,  16195,  16154,  16153,  16071,  15989,  15880,  15879,  
15878,  15824,  15756,  15674,  15606,  15538,  15184,  14572,  13960,  10718,  7994,  5379,  2123,  1537,  992,  693,  611,  
516,  448,  421,  380,  353,  352,  284,  257,  230,  203,  162,  161,  160,  133,  132,  105,  104,  103,  102,  101,  100,  99 ,  98,  
97 ,  96 ,  95,  94 ,  93 ,  92,  91,  90 ,  89,  88,  87 ,  86 ,  85,  84,  83 ,  82,  81,  80 ,  79 ,  78,  77,  76 ,  75,  74,  73 ,  72 ,  71,  70,  69 ,  68,  
67 ,  66 ,  65,  64 ,  63 ,  62,  61,  60 ,  59,  58,  57 ,  56 ,  55,  54,  53 ,  52,  51,  50 ,  49 ,  48,  47,  46 ,  45,  44,  43 ,  42 ,  41,  40,  39 ,  38,  
37,  36,  35,  34,  33,  32,  31,  30,  29,  28,  27,  26,  25,  24,  23,  22,  21,  20,  19,  18,  17,  16,  15,  14,  13,  12,  11,  10,  9 ,  8 ,  
7 ,  6 ,  5 ,  4 ,  3 ,  2 ,  1 ,  0};  
 
in t  cumf_LEVEL_int ra[255]={16383,  16379,  16378,  16377,  16376,  16375,  16374,  16373,  16372,  16371,  16370,  
16369,  16368,  16367,  16366,  16365,  16364,  16363,  16362,  16361,  16360,  16359,  16358,  16357,  16356,  16355,  
16354,  16353,  16352,  16351,  16350,  16349,  16348,  16347,  16346,  16345,  16344,  16343,  16342,  16341,  16340,  
16339,  16338,  16337,  16336,  16335,  16334,  16333,  16332,  16331,  16330,  16329,  16328,  16327,  16326,  16325,  
16324,  16323,  16322,  16321,  16320,  16319,  16318,  16317,  16316,  16315,  16314,  16313,  16312,  16311,  16268,  
16267,  16224,  16223,  16180,  16179,  16136,  16135,  16134,  16133,  16132,  16131,  16130,  16129,  16128,  16127,  
16126,  16061,  16018,  16017,  16016,  16015,  16014,  15971,  15970,  15969,  15968,  15925,  15837,  15794,  15751,  
15750,  15749,  15661,  15618,  15508,  15376,  15288,  15045,  14913,  14781,  14384,  13965,  13502,  13083,  12509,  
12289,  12135,  11892,  11738,  11429,  11010,  10812,  10371,  9664,  9113,  8117,  8116,  8028,  6855,  5883,  4710,  4401,  
4203,  3740,  3453,  3343,  3189,  2946,  2881,  2661,  2352,  2132,  1867,  1558,  1382,  1250,  1162,  1097,  1032,  967,  835,  
681,  549,  439,  351,  350,  307,  306,  305,  304,  303,  302,  301,  300,  299,  298,  255,  212,  211,  210,  167,  166,  165,  164 ,  
163,  162,  161,  160,  159,  158,  115,  114,  113,  112,  111,  68 ,  67,  66 ,  65 ,  64,  63 ,  62,  61 ,  60,  59 ,  58,  57,  56 ,  55,  54,  
53 ,  52 ,  51,  50 ,  49 ,  48,  47,  46 ,  45,  44,  43 ,  42 ,  41,  40,  39 ,  38,  37,  36 ,  35 ,  34,  33,  32 ,  31,  30,  29 ,  28 ,  27,  26,  25 ,  24,  
23 ,  22,  21 ,  20 ,  19,  18 ,  17,  16,  15 ,  14,  13 ,  12,  11 ,  10,  9 ,  8 ,  7 ,  6 ,  5 ,  4 ,  3 ,  2 ,  1 ,  0};  
 
in t  cumf_INTRA_AC_DC[4]={16383,  9229,  5461,  0};  
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付属資料Ｆ 

拡張予測モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｆ．１ 序論 
この付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションである拡張予測モード、すなわちオーバーラップブロ

ック動き補償およびマクロブロック当たり４本の伝送可能な動きベクトルを記述したものである。このモードの能

力は外部の手段により通知される（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）。このモードの使用はＰＴＹＰＥで示す。

拡張予測モードでは、動きベクトルは無制限動きベクトルモードと同様にピクチャの境界を越えることができる

（この技法の記述についてはＤ．１節参照）。無制限動きベクトルモードにおける動きベクトルの範囲を拡大する

機能は、拡張予測モードに常に含まれているわけではなく、無制限動きベクトルモードが選択された場合のみ有効

である。拡張予測モードをＰＢフレームモードと併せて用いる場合、オーバーラップ動き補償はＢピクチャではな

くＰピクチャの予測のみに使われる。 

 

Ｆ．２ マクロブロック当たり４本の動きベクトル 
ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３では、拡張予測モードまたはデブロッキングフィルタモード以外では、マクロブロッ

ク当たり１本の動きベクトルが用いられる。このモードでは１本のベクトルかまたは４本のベクトルかを、各マク

ロブロックのＭＣＢＰＣ符号語で示している。あるマクロブロックで１本の動きベクトルのみが送られる場合、４

本のベクトルは同じ値とする。ＭＣＢＰＣが、このマクロブロックに４本の動きベクトルがあることを示している

場合、１番目の動きベクトルはＭＶＤの符号語で送られ、残り３本の動きベクトルはＭＶＤ 2 - 4 (５．３．７小節、

５．３．８小節参照)の符号語で送られる。 

６．１．１小節での記述に従い、ベクトルはマクロブロック当たり１本の動きベクトルが存在する場合と同様に、

予測値にＭＶＤ及びＭＶＤ2 - 4で示された差分値を加算することで得られる。予測値は、水平および垂直の成分毎に

計算される。候補予測値ＭＶ１、ＭＶ２、ＭＶ３は付図Ｆ．１／ＪＴ－Ｈ２６３で示したように再定義される。マ

クロブロック当たり１本のベクトルのみの場合、ＭＶ１、ＭＶ２、ＭＶ３は図５／ＪＴ－Ｈ２６３の番号１の８×

８ブロックに関して定義される (この定義は、付図Ｆ．１／ＪＴ－Ｈ２６３の４つの構成図の左上で与えられる)。 

ＭＶ １ ＭＶ １

ＭＶ １ ＭＶ １ ＭＶＭＶ

ＭＶ ２

ＭＶ ２ＭＶ ２

ＭＶ ２

ＭＶ

ＭＶ ３

ＭＶ

ＭＶ ３

ＭＶ ３

ＭＶ ３

 
付図Ｆ．１／ＪＴ－Ｈ２６３   マクロブロック中の各輝度ブロックに対する候補予測値  

      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）            ＭＶ１、ＭＶ２、ＭＶ３の再定義  

 
４本のベクトルを使用する場合、それぞれの動きベクトルは、マクロブロック中の４つの輝度ブロックのうちの

１つのブロックの全ての画素に使われる。動きベクトルの番号付けは図５／ＪＴ－Ｈ２６３で示した４つの輝度ブ
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ロックの番号付けと同じである。２つの色差ブロックに対する動きベクトルＭＶＤC H Rは、４本の輝度ブロックの

動きベクトルを合計し、８で割って求める。結果として得た１／１６画素精度のベクトルは、付表Ｆ．１／ＪＴ－

Ｈ２６３で示したように最も近い１／２画素精度の位置のベクトルに修正される。 

 

付表Ｆ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ １／１６画素精度の色差ベクトル成分の修正  
        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

1 /16画素精度における位置  0 1  2  3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 /16

修正位置  0 0  0  1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  2  2 /2

 

１／２画素の値は６．１．２小節に記述があるように双線形補間で求める。拡張予測モードでは、輝度の予測は

Ｆ．３節記述のオーバーラップ動き補償により行われる。色差の予測は、（デフォルトの予測モードと同様に）２

つの色差ブロックの全画素に対して動きベクトルＭＶＤC H Rを適用することにより行われる。 

 

Ｆ．３ 輝度成分に対するオーバーラップ動き補償 
８×８の輝度予測ブロックの各画素は３つの予測値を重み付け加算し、８で割って（丸めて）求められる。３つ

の予測値を生成するために３本の動きベクトルを用いる。すなわち現在の輝度成分のブロックに対する動きベクト

ルと、４本の“リモート”ベクトルの内の２本である。２本のベクトルとは、 

 

(1)  現在の輝度成分のブロックの左あるいは右側のブロックの動きベクトル 

(2)  現在の輝度成分のブロックの上または下のブロックの動きベクトル 

 

各画素に対して、２つの最も近いブロック境界のブロックのリモート動きベクトルを使う。ブロックの上半分に

対しては現在のブロックの上のブロックの動きベクトルを使い、下半分に対しては現在のブロックの下のブロック

の動きベクトルを使う（付図Ｆ．３／ＪＴ－Ｈ２６３参照）。同様に、ブロックの左半分に対しては、現在のブロ

ックの左側のブロックの動きベクトルを使い、右半分に対しては右側のブロックの動きベクトルを使う（付図Ｆ．

４／ＪＴ－Ｈ２６３参照）。 

 

),( yx は整数画素単位で求めたピクチャ中の位置を表すものとする。 

),( nm はピクチャ中の整数ブロックインデックスで、以下のように与えられる。 

 

 8/xm =  

 8/yn =  

 

ここで、“／”は切り捨て除算を示す。 

),( ji は８×８ブロック内での整数画素位置を示し、以下のように与えられる。 

 

 

結果として、以下の関係となる。 

 

)8,8(),( jnimyx +⋅+⋅=

8⋅−= mxi

8⋅−= nyj
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),( k
y

k
x MVMV は動きベクトル（ｋ＝０、１、または２）で、１画素、または１／２画素のオフセットを含んで

もよい。例えば、 ),( k
y

k
x MVMV は(-7.0,13.5)とすることができる。ここで、 ),( 00

yx MVMV は現在のブロック

),( nm の動きベクトルを示し、 ),( 11
yx MVMV  は上あるいは下のブロックの動きベクトルを示し、 ( , )MV MVx y

2 2

は、現在のブロック ),( nm の、左あるいは右の動きベクトルを示す（ｍ、ｎは先に定義した）。 

ブロックインデックス ),( nm の８×８の輝度成分予測ブロックの各画素値 ),( yxP は次の式で決定される。 

 

8/)4),(),(),(),(),(),((),( 210 +⋅+⋅+⋅= jiHyxsjiHyxrjiHyxqyxP  

 

ここで、 ),( yxq 、 ),( yxr および ),( yxs は以下の式で定義される参照ピクチャからの予測値である。 

),(),(

),(),(

),(),(

22

11

00

yx

yx

yx

MVyMVxpyxs

MVyMVxpyxr

MVyMVxpyxq

++=

++=

++=

 

ここで、 ),( k
y

k
x MVyMVxp ++ は参照ピクチャ中の位置 ),( k

y
k

x MVyMVx ++ における予測値である。注意

として、 ),( k
y

k
x MVyMVx ++ はピクチャの外側でもよく、１画素または、１／２画素位置を取ることができる。

１／２画素の動きベクトルを使っている場合、 ),( k
y

k
x MVyMVxp ++ は６．１．２小節に記載された内挿処理を

適用して得られた値を参照する。 

行列 H i j0 ( , ) 、 H i j1 ( , ) 、 H i j2 ( , )は付図Ｆ．２／ＪＴ－Ｈ２６３、付図Ｆ．３／ＪＴ－Ｈ２６３、付図Ｆ．

４／ＪＴ－Ｈ２６３で定義される。ここで ( , )i j はそれぞれ行列の列と行を表す。 

スライス構造モード（付属資料Ｋ参照）も独立セグメント復号モード（付属資料Ｒ参照）もどちらも使われてい

ない時、他のビデオピクチャセグメントからのリモート動きベクトルが、現在のＧＯＢ内のリモート動きベクトル

と同じように使われる。もし、スライス構造モードか独立セグメント復号モードのいずれかが使われているならば、

他のビデオピクチャセグメントからの対応するブロックのリモート動きベクトルが、次の段落で記述された他の状

態にかかわらず、現在のブロックの動きベクトルに設定される（ビデオピクチャセグメントの定義は付属資料Ｒ参

照のこと）。 

周囲のマクロブロックの一つが符号化されていない場合、対応するリモート動きベクトルはゼロとする。周囲の

ブロックの一つがＩＮＴＲＡモードの場合、対応するリモート動きベクトルは、ＰＢフレーム以外では、現在のブ

ロックの動きベクトルで置き換えられる。ＰＢフレームのＩＮＴＲＡモードの場合、ＩＮＴＲＡブロックの動きベ

クトルを用いる（付属資料Ｇ参照）。現在のブロックがピクチャの境界にあり周囲のブロックが存在しない場合、

対応するリモート動きベクトルは現在の動きベクトルで置き換えられる。更に、現在のブロックがマクロブロック

の下側である場合（図５／ＪＴ－Ｈ２６３におけるブロック番号３あるいは４）、現在のマクロブロックの下のマ

クロブロックの、８×８の輝度成分ブロックのリモート動きベクトルは、現在のブロックの動きベクトルで置き換

えられる。 

予測値の重みを、付図Ｆ．２／ＪＴ－Ｈ２６３、付図Ｆ．３／ＪＴ－Ｈ２６３、付図Ｆ．４／ＪＴ－Ｈ２６３に

示す。 
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4 5  5 5 5 5 5 4

5 5  5 5 5 5 5 5

5 5  6 6 6 6 5 5

5 5  6 6 6 6 5 5

5 5  6 6 6 6 5 5

5 5  6 6 6 6 5 5

5 5  5 5 5 5 5 5

4 5  5 5 5 5 5 4
 

付図Ｆ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ 現在の輝度成分ブロックの動きベクトルを用いた予測値に対する重み、H 0  

  （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

2 2  2  2  2  2  2  2  

1  1  2  2  2  2  1  1  

1  1  1  1  1  1  1  1  

1  1  1  1  1  1  1  1  

1  1  1  1  1  1  1  1  

1  1  1  1  1  1  1  1  

1  1  2  2  2  2  1  1  

2  2  2  2  2  2  2  2  
 

付図Ｆ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ 現在の輝度成分ブロックの上あるいは下の輝度成分のブロックの 

      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）           動きベクトルを用いた予測値に対する重み、 H1 

 

2 1  1  1  1  1  1  2  

2  2  1  1  1  1  2  2  

2  2  1  1  1  1  2  2  

2  2  1  1  1  1  2  2  

2  2  1  1  1  1  2  2  

2  2  1  1  1  1  2  2  

2  2  1  1  1  1  2  2  

2  1  1  1  1  1  1  2  
 

付図Ｆ．４／ＪＴ－Ｈ２６３ 現在の輝度成分ブロックの左あるいは右の輝度成分のブロックの 

      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）          動きベクトルを用いた予測値に対する重み、 H2 
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付属資料Ｇ 

ＰＢフレームモード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｇ．１ 序論 
この付属資料はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションであるＰＢフレームモードを記述したものである。この

モードの能力は外部の手段により通知される（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）。このモードの使用はＰＴＹＰ

Ｅで示される。 

ＰＢフレームは１つのユニットとして符号化した２つのピクチャからなる。ＰＢという名称はＰピクチャとＢピ

クチャがあるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６２のピクチャタイプの名前に由来している。ＰＢフレームは、以前に復号さ

れたＰピクチャから予測するＰピクチャと、以前に復号されたＰピクチャ及び現在復号しているＰピクチャの両方

から予測する一枚のＢピクチャからなる。Ｂピクチャの名称は、Ｂピクチャの一部分は過去と未来のピクチャから

双方向予測されることから来ている。付図Ｇ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に予測方法を図示している。 

ＰＢフレームモードの改良版が、“改良ＰＢフレームモード”として付属資料Ｍで記述される。この付属資料で

記述されるＰＢフレームモードは改良ＰＢフレームモードの採用より以前に設計されたシステムとの互換性とい

う目的のためだけにここに残される。この理由のため、この付属資料で記述されたＰＢフレームモードはＰＬＵＳ

ＰＴＹＰＥの使用を必要とするシンタックスの追加機能とともに使うことができない。 

 

PB フレームＰ｀

ＰＢフレーム

ＰＰ Ｂ

 
 

付図Ｇ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＰＢフレームモードにおける予測  
           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｇ．２ ＰＢフレームとＩＮＴＲＡブロック 
ＰＢフレームでは、ＩＮＴＲＡ符号化モードは次の意味を持つ（５．３．２小節参照）。 

 

(1)  ＰブロックはＩＮＴＲＡ符号化されている。 

(2)  ＢブロックはＩＮＴＥＲブロックと同様にＩＮＴＥＲ予測符号化されている。 

 

ＰＢフレームでは、ＰＴＹＰＥがＩＮＴＥＲを示しているピクチャのＩＮＴＲＡマクロブロックにも動きベクト

ルのデータ(ＭＶＤ)が存在する。この場合、ベクトルはＢブロックにのみ用いられる。符号語ＭＶＤ 2 - 4は、ＩＮ

ＴＲＡには使われない（表１０／ＪＴ－Ｈ２６３参照）。拡張予測モードとＰＢフレームモードの両方が使われ、

かつ周囲のブロックの一つがＩＮＴＲＡで符号化された場合、対応するリモート動きベクトルは現在のブロックの

動きベクトルでは置き換えされない。その代わりに、リモート“ＩＮＴＲＡ”動きベクトルを用いる。 
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Ｇ．３ ブロックレイヤ 
ＰＢフレームでは、マクロブロックは１２のブロックにより構成される。最初に６つのＰブロックのデータをＴ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のデフォルトのモードで送り、次に６つのＢブロックのデータを送る（５．４節参照）。

ブロックレイヤの構造を図１１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ＭＣＢＰＣがＭＢタイプ３または４（表７／ＪＴ－Ｈ２

６３及び表８／ＪＴ－Ｈ２６３参照）の時、マクロブロックのすべてのＰブロックにＩＮＴＲＡＤＣが存在する。

ＩＮＴＲＡＤＣはＢブロックにはない。ＭＣＢＰＣあるいはＣＢＰＹでＰブロックのＴＣＯＥＦの存在を示す。Ｃ

ＢＰＢでＢブロックのＴＣＯＥＦの存在を示す。 

 

Ｇ．４ ＰＢフレームでのＢピクチャのベクトル計算 
Ｂピクチャのベクトルは以下のように計算される（６．１．１小節参照）。Ｐピクチャでのベクトル成分ＭＶが

１／２画素精度とする（ＭＶは８×８の輝度ブロックのベクトル成分を表しているとする。マクロブロック当たり

１本のベクトルのみが送られる場合、ＭＶは４つの８×８輝度ブロックの各々に対し同じ値となる）。Ｂピクチャ

を予測するためには、前方及び後方ベクトル、ＭＶFとＭＶBが必要である。これらの前方及び後方ベクトルはＭＶ、

及びＭＶＤＢで与えられるデルタベクトルから計算する。 

 

 ＴＲD: 最後のピクチャヘッダ（５．１．２小節参照）からの、テンポラルリファレンスＴＲの増分（ある

いはカスタムの画像クロック周波数が使われている時の改良ＰＢフレームモードでの拡張テンポラルリフ

ァレンスＥＴＲとテンポラルリファレンスＴＲ）。もしＴＲDが負であるならＴＲD =ＴＲD＋ｄ。ここでＣ

ＩＦ画像の周波数ならばｄ＝２５６、カスタム画像クロック周波数に対してはｄ＝１０２４である。 

 ＴＲB: ５．１．２１小節参照。 

 

ＭＶＤをＭＶＤＢによって与えらたデルタベクトル成分とし、ベクトル成分ＭＶに対応しているとする。ＭＶＤ

Ｂが存在しない場合、ＭＶＤはゼロにする。ＭＶＤＢが存在する場合、ＭＶＤＢで与えられたのと同じＭＶＤをマ

クロブロック内の４つの輝度成分Ｂブロックに使う。 

このとき、ＭＶFとＭＶBは以下の式で１／２画素単位で与えられる。 

 

ＭＶF ＝（ＴＲB × ＭＶ）／ ＴＲD ＋ ＭＶD 

ＭＶB ＝（（ＴＲB － ＴＲD）× ＭＶ) ／ ＴＲD  ＭＶDがゼロの場合 

ＭＶB ＝ ＭＶF - ＭＶ ＭＶDがゼロでない場合 

 

ここで、“／”は、切捨ての除算を意味する。スケーリングはＰ及びＢピクチャの実際の時間的位置を反映してい

る。ＭＶFの値の範囲が限定されている利点を利用する。ＭＶＤＢに対する各可変長符号語は、一対の異なった値

を表す。一対の値の片方のみが許容範囲内にあるＭＶFの値となる（デフォルトでは［-16,15.5]、無制限動きベ

クトルモードでは［-31.5,31.5]）。ＭＶFとＭＶBに対する演算式は、ＩＮＴＲＡブロックにおいて、Ｂブロック

を予測するためにベクトルデータを用いる場合にも使われる。 

色差ブロックに対しては、 ＭＶFは４つの対応する輝度成分のＭＶFベクトルを合計し、その合計を８で割って

求める。結果として得られた１／１６画素精度のベクトル成分は、付表Ｆ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示すように最も

近い１／２画素の位置へ変換される。 ＭＶBは４つの対応する輝度成分のＭＶBベクトルを合計し、その合計を８

で割って求める。結果として得られた１／１６画素精度のベクトル成分は、付表Ｆ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示すよ

うに最も近い１／２画素の位置へ変換される。 

動きベクトルの水平および垂直成分の正の値は、予測される画素の空間的に右あるいは下の参照ピクチャの画素

を用いて予測することを表す。 

 

Ｇ．５ ＰＢフレームでのＢブロックの予測 
この節では、ブロックとは８×８のブロックを表す。以下の手順は輝度と色差両方のブロックに適用される。最

初に、前方と後方ベクトルを計算する。Ｐマクロブロック（輝度と色差）は、最初に復号、再構築され、クリップ

されるものとする（６．３．２小節参照）。このマクロブロックはＰR E Cと呼ばれる。ＰR E CとＰR E Cの予測値に基

づき、Ｂブロックに対する予測値を計算する。 

Ｂブロックに対する予測値には２つのモードがあり、それぞれブロックの異なる部分に使われる。 
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(1)  ＰR E C の内部を指している後方ベクトルＭＶBを有する画素に対しては双方向予測を行う。これは、前に

復号したピクチャに関連するＭＶFを用いた前方予測値と、ＰR E Cに関連するＭＶBを用いた後方予測値を平

均して求める。平均は、２つの予測値を合計し２で割って（切捨て）計算する。 

(2)  他の画素は、以前に復号したピクチャに対するＭＶFを用いて前方予測して得る。 

 

付図Ｇ．２／ＪＴ－Ｈ２６３は、ブロックのどの部分が双方向予測されるか（Ｂブロックの影付きの部分）、あ

るいは前方予測のみか（Ｂブロックの残りの部分）を示している。 

 

Ｂブロック

Ｐマクロブロック

後方ベクトル

前方予測

双方向予測

 
付図Ｇ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ Ｂブロックの前方、双方向予測 

           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３） 

 

双方向予測は、ＰR E C  の内部を指す後方ベクトルＭＶBを有する画素に使われる。これらの画素は、Ｃ言語で示

される次の手順で定義される。 

 

 定義: nh: マクロブロック内のブロックの水平位置（０または１） 

  nv: マクロブロック内のブロックの垂直位置（０または１） 

  mh(nh,nv): １／２画素精度で表したブロック(nh,nv)の水平ベクトル成分 

  mv(nh,nv): １／２画素精度で表したブロック(nh,nv)の垂直ベクトル成分 

  mhc: 水平色差ベクトル成分 

  mvc: 垂直色差ベクトル成分 

 

輝度に対する手順 

 

for (nh = 0; nh <= 1; nh++) { 

 for (nv = 0; nv <= 1; nv++) { 

  for (i = nh*8 + max(0,(-mh(nh,nv)+1)/2 - nh*8); 

    i <= nh*8 + min(7,15-(mh(nh,nv)+1)/2 - nh*8); i++) { 

   for (j = nv*8 + max(0,(-mv(nh,nv)+1)/2 - nv*8); 

     j <= nv*8 + min(7,15-(mv(nh,nv)+1)/2 - nv*8); j++) { 

    画素 (i,j)を双方向予測； 

   } 
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  } 

 } 

} 

 

色差に対する手順 

 

for (i = max(0,(-mhc+1)/2); i <= min(7,7-(mhc+1)/2); i++) { 

 for (j = max(0,(-mvc+1)/2); j <= min(7,7-(mvc+1)/2); j++) { 

  画素 (i,j)を双方向予測； 

 } 

} 

 

双方向予測しない画素は、前方予測のみを行う。 
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付属資料Ｈ 

符号化されたビデオ信号に対する前方誤り訂正 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｈ．１ 序論 
この付属資料はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３で符号化したビデオデータを伝送するためのオプションの前方誤り

訂正方法（符号とフレーム化）を記述している。この前方誤り訂正は、前方誤り訂正が外部の手段、例えば多重化

あるいはシステムレベルなど、で提供されない場合に用いられるであろう。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２４では使わな

い。フレーム化と前方誤り訂正符号は両方ともＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６１と同じである。 

 

Ｈ．２ 誤り訂正フレーム化  
復号器でビデオデータと誤り訂正パリティの情報を識別するために、誤り訂正フレーム化のパターンが含まれて

いる。このパターンは８フレームのマルチフレームからなり、各フレームは１ビットのフレーム化ビット、１ビッ

トのフィルインジケータ (Ｆ i)、符号化データ（あるいはすべて１で埋めた）４９２ビット、そして１８ビットの

パリティで構成されている（付図Ｈ．１／ＪＴ－Ｈ２６３）。各マルチフレームにおいて、８フレームそれぞれの

フレーム化ビットからなるフレームアライメントパターンは以下である。 

 

(S1S2S3S4S5S6S7S8) = (00011011) 

 

フィルインジケータ (Ｆ i)は符号器でゼロにセットしても良い。この場合、４９２の（すべて１の）連続したフ

ィルビットを、４９２ビットの符号化したデータの代わりに用いる。これはスタッフ化データとして使うことがで

きる（３．６節参照）。 

 

Ｈ．３ 誤り訂正符号 
誤り訂正符号は、ＢＣＨ（５１１、４９３）前方誤り訂正符号である。復号器でのこの使用はオプションである。

パリティは４９３ビットの符号、すなわち１ビットのフィルインジケータ(Ｆ i)と４９２ビットの符号化したビデ

オデータに対して計算される。 

生成多項式は次式で与えられる。 

 

 ｇ（ｘ）＝（ｘ９＋ｘ４＋１）（ｘ９＋ｘ６＋ｘ４＋ｘ３＋１） 

 

例：入力データが“01111...11”（４９３ビット）の場合、訂正パリティビットは“011011010100011011” 
(１８ビット)となる。 

 

Ｈ．４ 誤り訂正フレーム化の再ロック時間 
３つの連続した誤り訂正フレームアライメントパターン（２４ビット）を受信することによりフレームロックが

実現したとみなす。復号器は、誤り訂正のフレーム化の位相が変化した後、フレームロックが34000ビット内に再

確立するように設計されなければならない。 

 

注：これは再ロック期間内に、誤り訂正フレーム化シーケンスの３つの正しい位相のエミュレーションをビデ

オデータが含んでいないと仮定している。 
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伝送順序

データ パリ ティ

符号化データ

フィル (すべて“1”)

(S1S2S3S4S5S6S7S8) = (00011011)

S1 S2 S3 S7 S8

S1

1 493 18

1

0

1 492

 

付図Ｈ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ 誤り訂正フレーム  
              （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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付属資料Ｉ 

拡張ＩＮＴＲＡ符号化モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

この付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションである拡張ＩＮＴＲＡ符号化モードを記述したもので

ある。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のこのモードの能力は外部の手段により通知される（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ

２４５）。このモードの使用は、ピクチャヘッダのＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールドで示される。 

 

Ｉ．１ 序論 
このオプションであるモードは、‘ＩＮＴＲＡ’タイプのマクロブロックの復号を変える（他のタイプのマクロ

ブロックには影響を与えない）。ＩＮＴＲＡマクロブロックの符号化効率は以下の手段を用いることにより改善さ

れる。 

 

(1)  隣接ＩＮＴＲＡブロックを使用した（Ｙ，ＣＢ，ＣＲ）の同じ成分同志でのＩＮＴＲＡブロック予測 

(2)  ＩＮＴＲＡ係数の修正逆量子化 

(3)  ＩＮＴＲＡ係数のための個別の可変長符号 

 

ある特定のＩＮＴＲＡ符号化ブロックは、現在復号しているブロックの上部のブロック、現在復号しているブロ

ックの左側のブロック、もしくは両方のブロックから予測してもよい。隣接ブロックがＩＮＴＲＡ符号化されてい

ない状況、または同じビデオピクチャセグメントでないような状況では特別な場合が存在する。ブロック予測は、

現在復号しているブロックと同じ輝度または色差成分（Ｙ，ＣＢ，ＣＲ）のデータをいつでも使用する。予測にお

いてはＤＣ係数はある方法でいつも予測される。ＡＣ係数の第１行が上部のブロックの第１行のＡＣ係数から予測

されるか、またはＡＣ係数の第１列が左側のブロックの第１列のＡＣ係数から予測されるか、またはＤＣ係数だけ

が上部と左側のブロックの平均値として予測され、これらの予測はマクロブロック毎に通知される。残りのＡＣ係

数は決して予測されない。ＩＮＴＲＡＤＣ係数には固定ステップサイズ８が使われる本標準の本文とは異なり、量

子化ステップサイズを変更してもよいようにＩＮＴＲＡＤＣ係数の逆量子化が修正される。すべてのＩＮＴＲＡ係

数の逆量子化は量子化再生空間の不感帯なしで実行される。 

 

Ｉ．２ シンタックス  
拡張ＩＮＴＲＡ符号化モードを使用するとき、マクロブロックレイヤのシンタックスは付図Ｉ．１／ＪＴ－Ｈ２

６３で規定されるように置き換えられる。付図Ｉ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示すシンタックスはＩＮＴＲＡマクロブ

ロックに付加的なＩＮＴＲＡ＿ＭＯＤＥを挿入する点を除いて５．３節に定義されたものと同様である。ＭＣＢＰ

ＣがＩＮＴＲＡタイプのマクロブロック（マクロブロックタイプ３または４）を示す場合にだけＩＮＴＲＡ＿ＭＯ

ＤＥは存在する。予測モードは付表Ｉ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す可変長符号により符号化される。ＩＮＴＲＡマ

クロブロックにつきひとつの予測モードが伝送される。 

 

 

COD  MCBPC  INTRA_MODE MODB CBPB CBPY DQUANT  

 

MVD MVD 2  MVD 3 MVD 4 MVDB ブロックデータ  

 
付図Ｉ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ マクロブロックレイヤの構成  

            （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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付表Ｉ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＩＮＴＲＡ＿ＭＯＤＥの可変長符号  
           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス  予測モード  可変長符号  

0  0  (DC のみ )  0  

1  1  (垂直方向のＤＣとＡＣ )  10  

2  2  (水平方向のＤＣとＡＣ )  11  

 

Ｉ．３ 復号処理 
ジグザグ走査に加え２種類の走査が採用される。追加された２種類の走査を付図Ｉ．２／ＪＴ－Ｈ２６３の(a)、

(b)に示す。ジグザグ走査は図１４／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。 

ＩＮＴＲＡ符号化ブロックでは、予測モード０の場合、図１４／ＪＴ－Ｈ２６３に示すジグザグ走査がマクロブ

ロックのすべてのブロックに対して選択され、そうでない場合は、予測方向がマクロブロック走査の選択に使用さ

れる。 

予測モード１は、予測を行なう場合に垂直方向に隣接するブロックを使用する。この予測モードは強い水平周波

数成分が支配的であるＩＮＴＲＡブロックのために設計されており、垂直方向に隣接するブロックが現在のブロッ

クの水平周波数成分を予測するために使用され、垂直ＡＣ成分を表す全ての係数はゼロ予測される。この時、交互

水平走査を使用して、強い水平周波数成分を垂直周波数成分より優先して走査する走査パタンが選ばれる。 

予測モード２は、予測を行う場合に水平方向の隣接ブロックを使用する。この予測モードは強い垂直周波数成分

が支配的であるＩＮＴＲＡブロックのために設計されており、水平方向に隣接するブロックが現在のブロックの垂

直周波数成分を予測するために使用され、水平ＡＣ成分を表す全ての係数はゼロ予測される。この時、交互垂直走

査を使用して、強い垂直周波数成分を水平周波数成分より優先して走査する走査パタンが選ばれる。 

ＩＮＴＲＡでないブロックは、８×８のブロックの変換係数は図１４／ＪＴ－Ｈ２６３に示される‘ジグザグ’

走査により走査される。 

 

1  2  3  4  1 1  1 2  1 3  1 4  1  5  7  2 1 2 3 3 7  3 9  5 3  

5  6  9  1 0 1 8  1 7  1 6  1 5  2  6  8  2 2 2 4 3 8  4 0  5 4  

7  8  2 0  1 9 2 7  2 8  2 9  3 0  3  9  2 0 2 5 3 5 4 1  5 1  5 5  

2 1  2 2  2 5  2 6 3 1  3 2  3 3  3 4  4  1 0 1 9 2 6 3 6 4 2  5 2  5 6  

2 3  2 4  3 5  3 6 4 3  4 4  4 5  4 6  1 1 1 8 2 7 3 1 4 3 4 7  5 7  6 1  

3 7  3 8  4 1  4 2 4 7  4 8  4 9  5 0  1 2 1 7 2 8 3 2 4 4 4 8  5 8  6 2  

3 9  4 0  5 1  5 2 5 7  5 8  5 9  6 0  1 3 1 6 2 9 3 3 4 5 4 9  5 9  6 3  

5 3  5 4  5 5  5 6 6 1  6 2  6 3  6 4  1 4 1 5 3 0 3 4 4 6 5 0  6 0  6 4  

          (a)  交互水平走査                   (b)交互垂直走査  (ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６２参照 )  
付図Ｉ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ 拡張ＩＮＴＲＡ符号化における交互ＤＣＴ走査パタン  

       （ＩＴＵ－T Ｈ．２６３）  
 

全てのＩＮＴＲＡＤＣ及びＩＮＴＲＡＡＣ係数のために別々の可変長符号テーブルが使用される。このテーブル

は付表Ｉ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に規定される。付表Ｉ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に使用されている可変長符号語エント

リは、拡張ＩＮＴＲＡ符号化が使用されていない時に使われる通常のＴＣＯＥＦテーブル（表１６／ＪＴ－Ｈ２６

３）で使われているものと同じであるが、ＬＥＶＥＬやＲＵＮの解釈は異なり、またＬＡＳＴの変更はないこと注

意すること。 

ＩＮＴＲＡ＿ＭＯＤＥの値によるが、以下に述べるような予測器に加えなければならない予測誤差である係数が

１個または８個ある。付図Ｉ．３／ＪＴ－Ｈ２６３は同じ成分（Ｙ，ＣＢまたはＣＲ）の最終的に再生されたＤＣ

Ｔレベルの３個の８×８ブロックを示し、それらはRecA ’(u,v),RecB ’(u,v),RecC ’(u,v)と表示される。ここで

u,vはそれぞれ行（水平方向）と列（垂直方向）を示す。再生処理は６．２．１小節で記述した処理とは異なる。

表１５／ＪＴ－Ｈ２６３を使用する方法に対して、ＩＮＴＲＡＤＣ誤差は可変ステップサイズを使用する異なった
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方法で再生され、最終的な再生係数の値を得るために予測器に誤差が加えられる。６．２．１小節での記述とは異

なり、ＩＮＴＲＡＤＣ以外のＩＮＴＲＡ係数もまた不感帯のない再生空間を用いることにより再生され、いくつか

の場合、最終の再生係数の値を得るために予測器に加算する。ブロックはＤＣおよびＡＣ予測誤差を含んでもよい。 

ＭＣＢＰＣとＣＢＰＹの定義は、拡張ＩＮＴＲＡ符号化が使用されている場合には変更される。拡張ＩＮＴＲＡ

符号化が使用されている場合、ＩＮＴＲＡＤＣ変換係数は別個の場合としては扱われず、ＭＣＢＰＣやＣＢＰＹに

関するＡＣ係数と同様な方法で取り扱われる。これは、０のＩＮＴＲＡＤＣはＬＥＶＥＬとして符号化されないで、

単に次に続くＡＣ係数のランを増やすことを意味する。 

改良ＰＢフレーム（付属資料Ｍ参照）のＢ部分の逆量子化処理は、拡張ＩＮＴＲＡ符号化モードの使用によって

変更されることはない。 

 

         u 0 1 2 3 4 5 6 7  

         •   

           

          ブロックA 

          RecA’(u ,v)

           

           

           

           

           

 v           

 0  •       •   

 1           

ブロックB 2         ブロックC 

RecB’(u,v)  3          RecC’(u,v)

 4           

 5           

 6           

 7           
 

付図Ｉ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ ＤＣＴ領域での３個の近傍ブロック  
          （ＩＴＵ－T Ｈ．２６３）  

 

RecC（u,v）は、現在のブロックの再生された係数の誤差として定義される。すべてのＩＮＴＲＡ係数について

再生誤差の値は以下の式で与えられる。 

 RecC(u,v)  =  2  *  QUANT * LEVEL(u,v)   u=0,  …, 7 ,  v=0,  …, 7 .  
 （上記式中のLEVEL(u,v)は、大きさと符号を持つ量を示していることに注意） 

 

RecC ’(u,v)は、現在のブロックの最終的な再生された係数の値として定義される。（これは、予測のための修

正、次に示す奇数化処理及びクリッピング処理後の値である） ＩＮＴＲＡ＿ＭＯＤＥフィールドにおいて通知さ

れる適切な予測にRecC(u,v)を加え、奇数化処理が必要な場合にはＤＣ係数の最下位ビットを変更し、クリッピン

グ処理を行うことで最終的な再生係数値RecC ’(u,v)が得られる。 

RecA ’(u,v)は、現在のブロックのすぐ上のブロックの最終再生係数の値を示す。RecB ’(u,v)は、現在のブロッ

クのすぐ左側のブロックの最終再生係数の値を示す。 

ブロックＣの係数値予測においてブロックＡ、ブロックＢの再生係数を使用することができるかどうかは、ブロ

ックＣと同じビデオピクチャセグメントにブロックＡ、ブロックＢが含まれているかどうかに依存する。次に示さ
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れた条件を満たす場合にだけ、あるブロックは他のブロックと同じ‘ビデオピクチャセグメント’に属するブロッ

クと定義される。 

 

(1)  関連したブロックがピクチャの境界内にある場合。 

(2)  スライス構造モード（付属資料Ｋ参照）でないとき、関連したブロックが同じＧＯＢにあるか、あるいは

ＧＯＢヘッダが現在のＧＯＢに存在しない場合。 

(3)  スライス構造モードのとき、関連するブロックは同じスライス内にある場合。 

 

復号されるブロックＣは、以下に示すとおりブロックＣと同じビデオピクチャセグメントにあるＩＮＴＲＡブロ

ックからのみ予測される。 

予測モード０（ＤＣ予測のみ）で、ブロックＡとＢがともにブロックＣと同じビデオピクチャセグメントにある

ＩＮＴＲＡブロックである場合は、ブロックＣのＤＣ係数はブロックＡとブロックＢのＤＣ係数の平均（切り捨て

による）から予測される。2個のブロックＡとＢのどちらか一方がブロックＣと同じビデオピクチャセグメントに

あるＩＮＴＲＡブロックである場合は、2個のブロックのうちこの１個のブロックのＤＣ係数が予測モード０に対

する予測値として使用される。２個のブロックＡ、ＢのどちらもブロックＣと同じビデオピクチャセグメントのＩ

ＮＴＲＡブロックでない場合は、予測はＤＣ係数の予測値として値１０２４を使用する。 

 予測モードが１または２（垂直ＤＣ及びＡＣまたは水平ＤＣ及びＡＣ予測）で、参照ブロック（ブロックＡま

たはブロックＢ）がブロックＣと同じビデオピクチャセグメントのＩＮＴＲＡブロックでない場合は、ブロックＣ

の予測にＤＣ係数の予測値として値１０２４、ＡＣ係数の予測値として値０が使用される。 

‘奇数化処理’は、ＩＤＣＴミスマッチ誤差の影響を最小限にとどめるためにＤＣ係数に対して行われる。ある

係数値、特に(0,0),(0,4),(4,0),(4,4)の係数値は、異なるＩＤＣＴ実現手段間において丸め誤差ミスマッチを

引き起こす可能性がある。例えば、ある整数kに対する8k+4のＤＣ係数は固定値 k+0.5の値をもった逆変換ブロッ

クを発生させ、このわずかな誤差は異なる実現手段の異なる方向への丸め誤差を引き起こす。 

–2048から2047の範囲に制限する関数として、clipAC()を定義する。0から2047の範囲に制限する関数として、

clipDC()を定義する。oddifyclipDC(ｘ)関数は次のように定義する。 

 

    I f  (ｘが偶数である )  {  
           resul t  =  c l ipDC(x+1)  
    }  e l se  {  
           resul t  =  c l ipDC(x)  
    }  

 

各ＩＮＴＲＡ予測モードに対する再生を次のように定義する。演算子“／”は、切り捨てを行なう除算である。 

 

モード０：ＤＣ予測だけ 

    RecC’(u ,v)  = c l ipAC( RecC(u,v)  )  (u ,v)  ≠  (0 ,0) ,  u  = 0 ,  …, 7 ,  v  = 0 ,  …, 7 .  
    I f  (ブロックＡ、Ｂが共にＩＮＴＲＡ符号化され、ブロックＣと同じビデオピクチャセグメントにある )  {  
        t empDC = RecC(0,0)  + (  RecA’(0,0)   +  RecB’(0,0)   )  /  2  
    }  e l se  {  
        I f  (ブロックＡがＩＮＴＲＡ符号化され、ブロックＣと同じビデオピクチャセグメントにある )  {  
            t empDC = RecC(0,0)  + RecA’(0 ,0)   
        }  e l se  {  
            I f  (ブロックＢがＩＮＴＲＡ符号化され、ブロックＣと同じビデオピクチャセグメントにある )  {  
                tempDC = RecC(0,0)  +  RecB’(0 ,0)   
            }  e l se  {  
                tempDC = RecC(0,0)  +  1024 
            }  
        }  
    }  
    RecC’(0 ,0)  =  oddifycl ipDC( tempDC )  
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モード１：上部ブロックからのＤＣ、ＡＣ予測 

    I f  (ブロックＡがＩＮＴＲＡ符号化され、ブロックＣと同じビデオピクチャセグメントにある )  {  
        t empDC = RecC(0,0)  +  RecA’(0,0)  
        RecC’(u ,0)  = c l ipAC( RecC(u,0)  + RecA’(u ,0)  )        u  = 1,  …, 7,  
        RecC’(u ,v)  =  c l ipAC( RecC(u,v)  )  u  =  0,  …,  7,  v  =  1,  …,  7.  
    }  e l se  {  
        t empDC = RecC(0,0)  +  1024 
        RecC’(u ,v)  =  c l ipAC( RecC(u,v)  )  (u ,v)  ≠  (0 ,0) ,  u  = 0 ,  …,7,  v  = 0 ,  …, 7  
    }  
    RecC’(0 ,0)  =  oddifycl ipDC( tempDC )  
 

モード２：左ブロックからのＤＣ、ＡＣ予測 

    I f  (ブロックＢがＩＮＴＲＡ符号化され、ブロックＣと同じビデオピクチャセグメントにある )  {  
        t empDC = RecC(0,0)  +  RecB’(0,0)  
        RecC’(0 ,v)  =  c l ipAC( RecC(0,v)  +  RecB’(0,v)  )    v  =  1,  …,  7,  
        RecC’(u ,v)  =  c l ipAC( RecC(u,v)  )  u  =  1,  …,  7,  v  =  0,  …,  7.  
    }  e l se  {  
        t empDC = RecC(0,0)  +  1024 
        RecC’(u ,v)  =  c l ipAC( RecC(u,v)  )  (u ,v)  ≠  (0 ,0) ,  u  = 0 ,  …, 7 ,  v  = 0 ,  …, 7  
    }  
    RecC’(0 ,0)  =  oddifycl ipDC( tempDC )  
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付表Ｉ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＩＮＴＲＡ   ＴＣＯＥＦの可変長符号表  
         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

ｲﾝﾃﾞ   
ｯｸｽ  LAST RUN |LEVEL|

ﾋﾞｯﾄ

数  可変長符号
ｲﾝﾃﾞ  
ｯｸｽ

LAST RUN |LEVEL| 
ﾋﾞｯﾄ

数  可変長符号

0 0 0 1 3 10s 58 1 0 1 5 0111 s

1 0 1 1 5 1111 s 59 1 14 1 10 0000 1100 1s 

2 0 3 1 7 0101 01s 60 1 20 1 12 0000 0000 101s 

3 0 5 1 8 0010 111s 61 1 1 1 7 0011 11s 

4 0 7 1 9 0001 1111 s 62 1 19 1 12 0000 0000 100s 

5 0 8 1 10 0001 0010 1s 63 1 2 1 7 0011 10s 

6 0 9 1 10 0001 0010 0s 64 1 3 1 7 0011 01s 

7 0 10 1 11 0000 1000 01s 65 1 0 2 7 0011 00s 

8 0 11 1 11 0000 1000 00s 66 1 5 1 8 0010 011s 

9 0 4 3 12 0000 0000 111s 67 1 6 1 8 0010 010s 

10 0 9 2 12 0000 0000 110s 68 1 4 1 8 0010 001s 

11 0 13 1 12 0000 0100 000s 69 1 0 3 8 0010 000s 

12 0 0 2 4 110s 70 1 9 1 9 0001 1010 s 

13 0 1 2 7 0101 00s 71 1 10 1 9 0001 1001 s 

14 0 1 4 9 0001 1110 s 72 1 11 1 9 0001 1000 s 

15 0 1 5 11 0000 0011 11s 73 1 12 1 9 0001 0111 s 

16 0 1 6 12 0000 0100 001s 74 1 13 1 9 0001 0110 s 

17 0 1 7 13 0000 0101 0000s 75 1 8 1 9 0001 0101 s 

18 0 0 3 5 1110 s 76 1 7 1 9 0001 0100 s 

19 0 3 2 9 0001 1101 s 77 1 0 4 9 0001 0011 s 

20 0 2 3 11 0000 0011 10s 78 1 17 1 10 0000 1100 0s 

21 0 3 4 13 0000 0101 0001s 79 1 18 1 10 0000 1011 1s 

22 0 0 5 6 0110 1s 80 1 16 1 10 0000 1011 0s 

23 0 4 2 10 0001 0001 1s 81 1 15 1 10 0000 1010 1s 

24 0 3 3 11 0000 0011 01s 82 1 2 2 10 0000 1010 0s 

25 0 0 4 6 0110 0s 83 1 1 2 10 0000 1001 1s 

26 0 5 2 10 0001 0001 0s 84 1 0 6 10 0000 1001 0s 

27 0 5 3 13 0000 0101 0010s 85 1 0 5 10 0000 1000 1s 

28 0 2 1 6 0101 1s 86 1 4 2 11 0000 0001 11s 

29 0 6 2 11 0000 0011 00s 87 1 3 2 11 0000 0001 10s 

30 0 0 25 13 0000 0101 0011s 88 1 1 3 11 0000 0001 01s 

31 0 4 1 7 0100 11s 89 1 0 7 11 0000 0001 00s 

32 0 7 2 11 0000 0010 11s 90 1 2 3 12 0000 0100 100s 

（以下に続く）  
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付表Ｉ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＩＮＴＲＡ   ＴＣＯＥＦの可変長符号表（続き）  
        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

ｲﾝﾃﾞ  

ｯｸｽ 
LAST RUN LEVEL 

ﾋﾞｯﾄ

数 
可変長符号

ｲﾝﾃﾞ

ｯｸｽ
LAST RUN LEVEL 

ﾋﾞｯﾄ

数 
可変長符号 

33 0 0 24 13 0000 0101 0100s 91 1 1 4 12 0000 0100 101s

34 0 0 8 7 0100 10s  92 1 0 9 12 0000 0100 110s 

35 0 8 2 11 0000 0010 10s  93 1 0 8 12 0000 0100 111s 

36 0 0 7 7 0100 01s  94 1 21 1 13 0000 0101 1000s 

37 0 2 4 11 0000 0010 01s  95 1 22 1 13 0000 0101 1001s 

38 0 0 6 7 0100 00s  96 1 23 1 13 0000 0101 1010s 

39 0 12 1 11 0000 0010 00s  97 1 7 2 13 0000 0101 1011s 

40 0 0 9 8 0010 110s  98 1 6 2 13 0000 0101 1100s 

41 0 0 23 13 0000 0101 0101s  99 1 5 2 13 0000 0101 1101s 

42 0 2 2 8 0010 101s  100 1 3 3 13 0000 0101 1110s 

43 0 1 3 8 0010 100s  101 1 0 10 13 0000 0101 1111s 

44 0 6 1 9 0001 1100 s  102 ESCAPE   7 0000 011 

45 0 0 10 9 0001 1011 s        

46 0 0 12 10 0001 0000 1s        

47 0 0 11 10 0001 0000 0s        

48 0 0 18 10 0000 1111 1s        

49 0 0 17 10 0000 1111 0s        

50 0 0 16 10 0000 1110 1s        

51 0 0 15 10 0000 1110 0s        

52 0 0 14 10 0000 1101 1s        

53 0 0 13 10 0000 1101 0s        

54 0 0 20 12 0000 0100 010s        

55 0 0 19 12 0000 0100 011s        

56 0 0 22 13 0000 0101 0110s        

57 0 0 21 13 0000 0101 0111s        
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付属資料Ｊ 

デブロッキングフィルタモード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｊ．１ 序論 
この付属資料はオプション機能である符号化ループ内のブロック境界フィルタの使用方法を規定する。ブロック

境界フィルタの主な目的はブロックによる人工的な影響を軽減する事である。フィルタは８×８の大きさのブロッ

ク境界を単位に行われる。動きベクトルは、８×８または16×16の解像度を持ってもよい（Ｊ．２節参照）。こ

の付属資料で規定される処理はＰ、Ｉ、ＥＰ、ＥＩピクチャ、又は改良ＰＢフレームのＰピクチャにのみ適用され

る。（Ｂピクチャまたは改良ＰＢフレームのＢピクチャへのフィルタリングの適用も有り得るが、これらへの適用

は本標準の範囲外である。しかし、画質改善のためにある種類のフィルタリングの採用が推奨される）。このモー

ドの能力は外部手段（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）により通知される。このモードの使用は、ピクチャヘ

ッダ部のＰＬＵＳＰＴＹＰＥのフィールド内において指示される。 

 

注：ＩＤＣＴミスマッチ問題は、小さい量子化ステップサイズを用いて付属資料Ｊを使い、符号器及び復号器

の両方において付属資料ＷのＩＤＣＴを使わない時、悪化し得る。場合によっては、丸め誤差ミスマッチの量

は付属資料Ｊフィルタ処理の使用によりむしろ増幅されるかもしれない。符号器は、例えば量子化ステップサ

イズが非常に小さい時は付属資料Ｊを使わないことにより、この問題を避けるべきである。 

 

Ｊ．２ ＵＭＶとＡＰモードとの関係（付属資料Ｄ、Ｆ） 
デブロッキングフィルタが単独で使用された場合、付属資料Ｆで規定されたオーバーラップ動き補償（ＯＢＭＣ)

と同様の画質改善効果がある。両技術が同時に使用された時には、さらなる画質改善効果が達成できる。拡張予測

モード（付属資料Ｆ参照）は３つの要素から成り立つ。 

 

(1)  Ｆ．２節に規定されている、マクロブロックあたり４個の動きベクトル 

(2)  Ｆ．３節に規定されている、輝度信号に対するオーバーラップ動き補償 

(3)  Ｄ．１節に規定されているピクチャの領域外を参照する動きベクトル 

 

装置の複雑さに関する制約から、拡張予測モードの一部であるＯＢＭＣの使用が困難である場合がある。このよ

うな場合にも最大限の効果を発揮するために、デブロッキングフィルタモードにおいては、マクロブロックあたり

4個の動きベクトルを使用する機能やピクチャの領域外を参照する動きベクトルを使用する機能も活用できるよう

になっている。 

要約すると、付属資料Ｄ、Ｆ、Ｊに規定されている3個のオプションは以下の５個の符号化要素を含んでいる。 

 

(1)  ピクチャの領域外を参照する動きベクトル（Ｄ．１節） 

(2)  動きベクトル範囲の拡大（Ｄ．２節） 

(3)  マクロブロックあたり4個の動きベクトル（Ｆ．２節） 

(4)  輝度信号のためのオーバーラップ動き補償（Ｆ．３節） 

(5)  デブロッキングフィルタ（Ｊ．３節） 

 

付属資料Ｄ、Ｆ、Ｊに規定される３個のオプションのどれを使用するかにより、上記５種類のどの符号化要素が

適用されるかを付表Ｊ．１／ＪＴ－Ｈ２６３は示している。 
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付表Ｊ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＵＭＶ、ＡＰ及びデブロッキングフィルタに対する符号化要素  
    （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

無制限動き 

ベクトル 

モード 

拡張予測 

モード 

デブロッキン

グフィルタモ

ード 

ピクチャの領

域外を参照す

る動きベクト

ル 

動きベクトル

範囲の拡大 

マクロブロッ

クあたり4個

の動きベクト

ル 

輝度信号のた

めのオーバー

ラップ動き補

償 

デブロッキン

グ境界フィル

タ 

OFF OFF OFF OFF OFF OFF  OFF OFF 

OFF OFF ON ON OFF ON OFF ON 

OFF ON OFF ON OFF ON ON OFF 

OFF ON ON ON OFF ON ON ON 

ON OFF OFF ON ON OFF  OFF OFF 

ON OFF ON ON ON ON OFF ON 

ON ON OFF ON ON ON ON OFF 

ON ON ON ON ON ON ON ON 

 

Ｊ．３ デブロッキングフィルタの定義 
フィルタ操作は符号器、復号器ともに８×８のブロック境界を越えて行われる。再生されたピクチャデータ（予

測値と再生された予測誤差との和）は、６．３．２小節に示される様に、０から２５５までの範囲にクリップされ

る。その次にフィルタが適用され、その結果が将来の予測に使うためにピクチャメモリに格納される。フィルタ操

作には、最終的な画素値が０から２５５の範囲に入る様にさらなるクリッピング処理が含まれる。ピクチャの境界

を越えてのフィルタ処理は行われない。そして、独立セグメント復号モードが採用されている場合、スライス構造

モードが採用されている時（付属資料Ｋ、Ｒ参照）にはスライスの境界を越えたフィルタ操作は行われず、スライ

ス構造モードが採用されていない時（付属資料R参照）には、ＧＯＢヘッダが有るＧＯＢの上側の境界を越えたフ

ィルタ操作は行われない。色差信号は輝度と同様にフィルタ操作される。 

この付属資料に記載されているモードが付属資料ＭのＰＢフレームモードと同時に使用される時は、クリッピン

グ処理の後であるがデブロッキング境界フィルタ処理の前に、再生された（Ｇ．５節ではＰRECと命名された）Ｐマ

クロブロックを用いてＢマクロブロックの後方予測は行われる。Ｂマクロブロックの前方予測には復号済みの直前

のピクチャにフィルタリング操作された信号が用いられる（Ｐマクロブロックの予測に用いられるピクチャ信号と

同一）。 

デブロッキングフィルタは、水平又は垂直に並ぶ（クリップ済みの）４個の復号されたピクチャの画素値を用い

て行われる。その４個の信号をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄと呼び、Ａ、Ｂはブロック１の内部に有り、Ｃ、Ｄはブロック１の

下側あるいは右側に隣接するブロック２の内部に有る。付図Ｊ．１／ＪＴ－Ｈ２６３にこれらの画素の位置関係を

例示する。 
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  付図Ｊ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ フィルタ処理された画素の配置の例  
  （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

下記の条件の１個、または２個が満たされる時のみ、特定の境界を越えてフィルタを適用しなければならない。 

 

条件１：ブロック１が符号化されたマクロブロックに属す場合 

    （ＣＯＤが０、又はＭＢタイプがＩＮＴＲＡの場合） 

条件２：ブロック２が符号化されたマクロブロックに属す場合 

    （ＣＯＤが０、又はＭＢタイプがＩＮＴＲＡの場合） 

 

フィルタリングが境界を越えて適用される場合、画素Ａ、Ｂ、Ｃ、ＤはＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１に置換されなけ

ればならない。ここで、 

 

Ｂ１＝ｃｌｉｐ（Ｂ＋ｄ１）  
Ｃ１＝ｃｌｉｐ（Ｃ－ｄ１）  
Ａ１＝Ａ－ｄ２  
Ｄ１＝Ｄ＋ｄ２  
ｄ＝（Ａ－４Ｂ＋４Ｃ－Ｄ）／８  
ｄ１＝ＵｐＤｏｗｎＲａｍｐ（ｄ，ＳＴＲＥＮＧＴＨ）  
ｄ２＝ｃｌｉｐｄ１（（Ａ－Ｄ）／４，ｄ１／２）  
ＵｐＤｏｗｎＲａｍｐ（ｘ，ＳＴＲＥＮＧＴＨ）＝  
                      ＳＩＧＮ（ｘ）＊（ＭＡＸ（０，ａｂｓ（ｘ）－  
                      ＭＡＸ（０，２＊ａｂｓ（ｘ）－ＳＴＲＥＮＧＴＨ）））  
ＳＴＲＥＮＧＴＨはＱＵＡＮＴに依存し、フィルタの強さを規定する。 

ＱＵＡＮＴとＳＴＲＥＮＧＴＨとの関係は付表Ｊ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。 

ＱＵＡＮＴ＝ブロック２の量子化パラメータ（ブロック２が符号化マクロブロックに属す場合）、または 

ＱＵＡＮＴ＝ブロック１の量子化パラメータ（ブロック２が符号化マクロブロックに属さず、ブロック１のみ

が符号化マクロブロックに含まれる場合） 

 

関数ｃｌｉｐ（ｘ）は６．３．２小節で定義され、関数ｃｌｉｐｄ１（ｘ，ｌｉｍ）は、ｘをレンジ±ａｂｓ（ｌ

ｉｍ）にクリップする。記号“／”は、０方向切り捨ての除算である。 

付図Ｊ．２／ＪＴ－Ｈ２６３は、変数ｄに対するｄ１の値を示す。従って、フィルタはｄが２＊ＳＴＲＥＮＧＴ

Ｈより小さい時のみ（＝０を除いて）効果が有る。これは、ピクチャ信号内の強い真の境界をフィルタで平滑化さ

ブロック境界

 A

 B

 C

D  A   B    C   D 

水平ブロック境界

上でフィルタ処理

される画素の例  

垂 直 ブ ロ ッ ク

境 界 上 で フ ィ

ル タ 処 理 さ れ

る画素の例  

ブロック１

ブロック１  ブロック２
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れる事を防ぐためである。しかし、縮小解像度更新モードが使われている場合は、ＳＴＲＥＮＧＴＨ＝∞が適用さ

れ、ｄ１は常にｄと等しくなる（付属資料ＱのＱ．７．２小節参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
付図Ｊ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ デブロッキングフィルタモードにおけるｄに対するパラメータｄ１の値  
 （ＩＴＵ－Ｔ   Ｈ．２６３）  

 
付表Ｊ．２／ＪＴ－Ｈ２６３   ＱＵＡＮＴとフィルタのＳＴＲＥＮＧＴＨの関係  

        （ＩＴＵ－Ｔ   Ｈ．２６３）  

QUANT STRENGTH QUANT STRENGTH 

1 1  17  8  

2  1  18  8  

3  2  19  8  

4  2  20  9  

5  3  21  9  

6  3  22  9  

7  4  23  10 

8  4  24  10 

9  4  25  10 

10 5  26  11 

11 5  27  11 

12 6  28  11 

13 6  29  12 

14 7  30  12 

15 7  31  12 

16 7    

 
ｄ１の定義は符号器、復号器間の小さな不整合が小さいまま保たれ、複数のピクチャシーケンスに於いて不整合

が増大しない事を保証する様に設計されている。例えば、符号器、復号器間でｄの±１の大きさの不一致により符

d1 

d
Strength  2*Strength
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号器側ではフィルタが入り、復号器側では無し（その逆も同様）となるので、単にフィルタの入り切りを切り替え

る条件が大きな問題となる。 

丸め効果のため、フィルタを適用する境界の順番を規定しなければならない。 

 

水平の境界を超えるフィルタリング： 

 基本的にこの処理が最初に行われる。より正確に言えば、水平の境界を越えるフィルタリングに 

 

        Ａ 

        Ｂ 

用いられる画素 Ｃ は、垂直境界を越える前のフィルタリング処理に影響されてはならない。 

        Ｄ 

 

 

垂直境界を越えるフィルタリング： 

 画素（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）を用いる垂直境界を越えるフィルタリングの前に、画素（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）は

水平方向の境界を越えるフィルタリングが行われて画素値の修正がなされていなければならない。 

 

もし、フィルタリング処理に用いられる画素（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）の中の1個又は複数個がピクチャ領域の外側に

ある時は、フィルタリング処理は行われない事に注意すべきである。同様に独立セグメント復号モード（付属資料

Ｒ参照）が採用されており、かつフィルタリング処理に使用される画素の中の1個又は複数個が異なるピクチャセ

グメントに属する場合（同一ピクチャセグメント中にブロックが有ると考えられる場合に関しては付属資料Ｉの

Ｉ．３節を参照）にも、フィルタリング処理は行われない。 
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付属資料Ｋ 

スライス構造モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｋ．１ 序論 
この付属資料はオプションであるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のスライス構造モードを記述している。ＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｈ２６３のこのモードの能力は外部の手段により通知される（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）。このモ

ードの使用は、ピクチャヘッダのＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールドで示される。いろいろな環境で最適な使用方法を

簡単に使えるようにするために、このモードは外部の手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）により通知される

ことが可能な２個のサブモードを含む。２個のサブモードは、矩形スライスが使用されるかどうか、スライスが順

番に送信されるかまたは任意の順序で送信されるかどうか、あるいはこれら両方が行われるかどうかを示すために

使用される。 

スライスは、スライスヘッダとそれに続く走査順に連続したマクロブロックとして定義される。ピクチャのビッ

ト列中のピクチャスタートコードの直後に続くスライス（必ずしもマクロブロック０で始まるスライスである必要

はない）に対しては例外がある。この場合、Ｋ．２節に記述しているようにスライスヘッダの一部だけが送信され

る。スライスレイヤはビデオピクチャセグメントを定義し、またこれはオプションであるこのモードにおいてＧＯ

Ｂレイヤの代わりに使用される。スライスビデオピクチャセグメントは、ピクチャのマクロブロックの境界から始

まり、複数のマクロブロックを含む。同じピクチャの異なるスライスは互いに重なりあってはならず、またすべて

のマクロブロックはただひとつのスライスに属さなければならない。 

このモードは２個のサブモードをもち、ピクチャヘッダのＳＳＳフィールドで示される。 

 

(1)  矩形スライスサブモード（ＲＳ） 

ＲＳが使用されるとき、スライスはスライスヘッダの中でマクロブロック単位で表されるＳＷＩパラメー

タにより規定される幅をもつ矩形領域を占有しなければならず、また矩形領域の中に走査順の複数のマク

ロブロックを含む。矩形スライスサブモードが使用されない場合は、スライスヘッダにはＳＷＩフィール

ドはなく、スライスはピクチャ全体で走査順の複数のマクロブロックを含む。 

(2)  任意スライス順序サブモード（ＡＳＯ） 

ＡＳＯが使用されるとき、スライスはビット列中にどんな順序で現われてもよい。ＡＳＯが使用されない

場合は、スライスは決まった順序（ただ一つに決まった順序）で送信されなければならず、このときスラ

イスヘッダのＭＢＡフィールドはピクチャにおいて各スライスからそれらの次のスライスまで厳密に増加

する。 

 

スライスの境界は、ビット列中のスライスヘッダの位置をビットエラーやパケット損失回復のための再同期点と

して動作させるために、またピクチャの中で任意の順番でスライスの復号ができるようにするために、単純マクロ

ブロック境界とは異なって扱われる。このようにデータ依存性は現在のピクチャ内のスライス境界を横切ることは

できないが、例外として、独立セグメント復号モードのないデブロッキングフィルタモードでは、フィルタはピク

チャ内のブロック境界を横切る。しかしオプションの独立セグメント復号モードが使用されなければ、スライス内

の動きベクトルにより、予測のために使われる参照ピクチャのスライス境界を横切るデータ依存性が発生し得る。 

以下に、スライス境界の位置が再同期点として機能し、付加的な復号遅延を引き起こすことなくスライスを任意

の順序で送信することを確実にするために採用された規則を示す。 

 

(1)  動きベクトルの予測は、あたかもＧＯＢヘッダが存在するという場合（６．１．１小節参照）と同じであ

り、スライス中での動きベクトルの予測のために現在のスライス外にあるブロックの動きベクトルを使用

することを禁止する。 

(2)  拡張ＩＮＴＲＡ符号化モード（付属資料Ｉ参照）ではスライス境界を、あたかもＩＮＴＲＡブロックのＤ

ＣＴ係数の予測に関するピクチャ境界のように取り扱う。 

(3)  拡張予測モードでのオーバーラップブロック動き補償で使用するリモート動きベクトルの指定において

は、現在のスライス外にあるブロックの動きベクトルをリモート動きベクトルとして使用することを禁止

する（Ｆ．３節参照）。 
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Ｋ．２ スライスレイヤの構造 
ピクチャのビット列中のスタートコード直後のスライスを除いて、全てのスライスに適用されるスライスレイヤ

のシンタックス構造を付図Ｋ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ピクチャスタートコードに続くスライスは、エミュレ

ーション防止ビット（以下に規定するようなＳＥＰＢ１、ＳＥＰＢ３、及び条件によってはＳＥＰＢ２）及びＭＢ

Ａフィールドのみが含まれ、ＲＳサブモードの場合はさらにＳＷＩフィールドが含まれる。 

 

SSTUF SSC SEPB1 SSBI MBA SEPB2 SQUANT SWI SEPB3 GFID マクロブロックデータ

付図Ｋ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ スライスレイヤの構成  
              （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

ＧＦＩＤについては５．２．５小節を、マクロブロックレイヤの記述については５．３節を参照のこと。 

 

Ｋ．２．１ スタッフ化（ＳＳＴＵＦ）（可変長） 
８ビット以下からなる可変長の符号語。ＳＳＣのバイトアライメントを確保する必要がある場合は常に、符号器

は直接ＳＳＣ符号語の前にこの符号語を挿入しなければならない。ＳＳＴＵＦがある場合には、ＳＳＴＵＦの最後

のビットはバイトの最後（最下位）ビットでなければならず、これによりＳＳＣ符号語の開始はバイトアライメン

トされる。復号器はＳＳＴＵＦを取り去るように設計されなければならない。ＳＳＴＵＦのスタッフ化には０が使

用されることに注意すること。 

 

Ｋ．２．２ スライススタートコード（ＳＳＣ）（１７ビット） 
１７ビットの符号語である。値は、“0000 0000 0000 0000 1”である。スライススタートコードはバイトア

ライメントされなければならない。これはスタートコードの最初のビットがバイトの先頭ビット（最上位ビット）

となるようにスタートコードの前にＳＳＴＵＦを挿入することにより達成される。スライススタートコードはピク

チャスタートコードに続くスライスには付かない。  

 

Ｋ．２．３ スライスエミュレーション防止ビット１（ＳＥＰＢ１）（１ビット） 
“１”の値を常にもつ１ビットで、スタートコードエミュレーションを防ぐために含まれている。 

 

Ｋ．２．４ スライス サブビット列 インジケータ（ＳＳＢＩ）（４ビット）  
４ビットの符号語で、ピクチャヘッダのＣＰＭが“１”の場合にだけ付けられる。ＳＳＢＩは付属資料Ｃに説明

されているコンティニュアスプレゼンスマルチポイントやビデオ多重化操作のためのスライスに対するサブビッ

ト列番号を示す。ＳＳＢＩの値からサブビット列番号への対応関係を付表Ｋ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ＳＳＢ

Ｉはピクチャスタートコードに続くスライスには付かない。 

 

Ｋ．２．５ マクロブロックアドレス（ＭＢＡ）（５／６／７／９／１１／１２／１３／１４ビット） 
符号語は、現在のピクチャサイズと縮小解像度更新モード（付属資料Ｑを参照）が有効になっているかによって

決まる符号長をもつ。この複数のビットは、左上隅のマクロブロック番号を０として始め、走査順でピクチャの起

点から数えた時の、現在のスライスにおける最初のマクロブロックのマクロブロック番号の２進数表現である。Ｍ

ＢＡは、現在のスライスの先頭のマクロブロックがピクチャ中のどのマクロブロックかを一意に規定する。この符

号語の符号長を付表Ｋ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。カスタムピクチャサイズのＭＢＡフィールド幅は、そのマク

ロブロックの数以上をもつ、表における第１エントリにより与えられる。ＭＢＡの最大値は現在のピクチャの中の

マクロブロック数から１を引いた値となる。縮小解像度更新モードの場合、適切なピクチャサイズはピクチャヘッ

ダに示されたピクチャサイズではなく、解像度の低い更新されたピクチャサイズとなる（付属資料Ｑを参照）。 

 

Ｋ．２．６ スライスエミュレーション防止ビット２（ＳＥＰＢ２）（１ビット） 
常に“１”の値をもつ１ビットで、ある条件のときにスタートコードエミュレーションを防ぐために付けられる。

ピクチャスタートコードに続くスライス以外のスライスに対して、ＭＢＡフィールド幅が１１ビットより大きくピ
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クチャヘッダのＣＰＭの値が“０”の場合、もしくはＭＢＡフィールド幅が９ビットより大きくピクチャヘッダの

ＣＰＭの値が“１”の場合にだけ、ＳＥＰＢ２は付けられる。ピクチャスタートコードに続くスライスに対しては、

ＳＥＰＢ２は矩形スライスサブモードが使用されている場合にだけ付けられる。 

 

Ｋ．２．７ 量子化情報（ＳＱＵＡＮＴ）（５ビット） 
後続のＤＱＵＡＮＴによって更新されるまで、そのスライスに使用される量子化器ＱＵＡＮＴを示す５ビットの

固定長符号語である。符号語は、ステップサイズの半分の値をもつＱＵＡＮＴ値の自然２進表現で、範囲が１から

３１までである。ＳＱＵＡＮＴは、ピクチャスタートコードに続くスライスには存在しない。 

 

Ｋ．２．８ マクロブロックを単位とするスライス幅インジケーション（ＳＷＩ）（３／４／５／６／７ビット） 
矩形スライスサブモードが有効な場合にだけ存在する符号語である。符号長は、付表Ｋ．３／ＪＴ－Ｈ２６３に

示すように現在のピクチャサイズと縮小解像度更新モードが有効であるかどうかに依存する。カスタムピクチャサ

イズにおけるフィールド幅は、その幅がカスタムピクチャサイズ以上で最も近い標準フォーマットサイズ（ＱＣＩ

Ｆ、ＣＩＦ、．．．）によって与えられ、最大値はピクチャを横切るマクロブロック総数から１を引いた値である。

表の最後の行は１６ＣＩＦより大きいピクチャサイズに対するフィールド幅を示している。ＳＷＩは、ＭＢＡによ

り規定される第１マクロブロック（左上のもの）を持つ現在の矩形スライス幅を参照する。実際のスライス幅の計

算は次式で与えられる。 

 

     実際のスライス幅＝ＳＷＩ＋１ 

 

縮小解像度更新モードの場合、関連するピクチャサイズはピクチャヘッダに示されたピクチャサイズではなく、

更新情報におけるより低い解像度のピクチャサイズである。 

 

Ｋ．２．９ スライス エミュレーション防止ビット３（ＳＥＰＢ３）（１ビット） 
常に“１”の値をもつ１ビットで、スタートコードエミュレーションを防ぐために付けられる。 

 

付表Ｋ．１／ＪＴ―Ｈ２６３ サブビット列番号とＳＳＢＩの値  
           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

サブビット列番号  SSBIフィールド値
エミュレート  
されたＧＮ値  

0  1001 25 

1  1010 26 

2  1011 27 

3  1101 29 
 

付表Ｋ．２／ＪＴ―Ｈ２６３ ＭＢＡパラメータ規定  
             （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 デフォルト  RRU モード  

画像  

フォーマット  
最大値  フィールド幅  最大値  フィールド幅  

サブQCIF 47 6  11  5  

QCIF 98 7  29 6  

CIF 395 9  98 7  

4CIF 1583 11 395 9  

16CIF 6335 13 1583 11 

2048×1152 9215 14 2303 12 
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付表Ｋ．３／ＪＴ―Ｈ２６３ ＳＷＩパラメータ規定  
             （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 デフォルト  RRU モード  

画像  

フォーマット  
最大値  フィールド幅  最大値  フィールド幅  

サブQCIF 7  4  3  3  

QCIF 10 4  5  3  

CIF 21 5  10 4  

4CIF 43 6  21  5  

16CIF 87 7  43  6  
1412. . .2048 

画素の幅  

127 7  63  6  
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付属資料Ｌ 

付加拡張情報仕様 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｌ．１ 序論 
本付属資料はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のピクチャレイヤのＰＳＵＰＰフィールドで送信される付加拡張情報

のフォーマットを記述する。復号器が本付属資料で記述するいくつかまたは全ての拡張能力を提供できるかどうか

は外部の手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）により送信してもよい。拡張能力を提供しない復号器はビット

列に現れるＰＳＵＰＰ情報ビットを単純に破棄してもよい。この付加拡張情報の存在はＰＥＩで示され、追加のＰ

ＥＩビットはＰＳＵＰＰデータの各オクテット間に挿入される（５．１．２４小節と５．１．２５小節で記述）。 

本付属資料では“復号ピクチャ”と“表示ピクチャ”を区別する。本付属資料の目的でもあるが、“表示ピクチ

ャ”とは現在のピクチャのためにビデオビット列シンタックスのピクチャレイヤによって定められたものと同様の

画像フォーマットを有するピクチャである。本付属資料に記載されている様に、“表示ピクチャ”は復号ピクチャ、

前に表示されたピクチャ、ここに記述されている付加拡張情報、そしてある場合には外部で制御される背景ピクチ

ャの一部から構成される。 

 

Ｌ．２ ＰＳＵＰＰフォーマット 
ＰＳＵＰＰデータは４ビットの機能タイプ指示ＦＴＹＰＥと、それに続く４ビットのパラメータデータサイズを

決定するＤＳＩＺＥ、さらにそれに続く機能パラメータデータＤＳＩＺＥオクテットから構成され、オプションで

別の機能タイプ指示が続くことが出来る。１つの機能タイプ指示値は将来の拡張性、すなわち１５以上の別機能を

定義できるようにエスケープコードとして定義される。復号器はその復号器がサポートしない機能タイプ指示を受

信した場合、その機能に対する機能パラメータデータを破棄し、後続のサポートできそうな機能タイプ指示を調べ

る。定義されたＦＴＹＰＥ値を表Ｌ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。 

 

付表Ｌ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＦＴＹＰＥ機能タイプ値  
             （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

0 予約 

1 “無動作” 

2 全画面凍結要求 

3 部分画面凍結要求 

4 サイズ変更部分画面凍結要求 

5 部分画面凍結解除要求 

6 全画面スナップショットタグ 

7 部分画面スナップショットタグ 

8 ビデオ時間セグメント開始タグ 

9 ビデオ時間セグメント終了タグ 

10 プログレッシブ高画質化セグメント開始タグ 

11 プログレッシブ高画質化セグメント終了タグ 

12 クロマキー情報 

13 予約 

14 予約 

15 拡張機能タイプ 

 

Ｌ．３  “無動作” 
“無動作”機能によって、何も動作しないことが要求される。この機能はスタートコードエミュレーションを防

止するために使用される。前のＰＳＵＰＰオクテットの最終オクテットの終り５ビット以上が全てゼロで、他のＰ

ＳＵＰＰ機能要求を送信しない場合はいつでも、スタートコードエミュレーションの可能性を防止するために“無

動作”機能をＰＳＵＰＰに挿入しなければならない。“無動作”機能は前文で述べた規定により要求されない場合

においても送信してよい。無動作機能のＤＳＩＺＥはゼロでなければならない。 
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Ｌ．４  全画面凍結要求 
全画面凍結要求機能は直前に表示したビデオピクチャの全内容を、現在の復号したピクチャ内容を用いて更新す

ることなく保持しなければならないことを示す。その後、表示ピクチャは現在または後続のＰＴＹＰＥ中の画面凍

結解除ビットが“１”にセットされるか、タイムアウト発生のいずれかが最初に起こるまで更新されずに保持され

なければならない。この要求は、５秒後もしくは５枚後のピクチャのいずれか長い時間のタイムアウトにより失効

しなければならない。タイムアウト時間終了時またはそれ以前に別の全画面凍結要求を発行することでタイムアウ

トを防ぐことができる。（例：発行後５秒以上の時間間隔を示すテンポラルリファレンスを持つ最初のピクチャの

ヘッダで繰り返し要求する、または発行後５枚めのピクチャのヘッダで繰り返し要求する。）全画面凍結要求機能

のＤＳＩＺＥはゼロでなければならない。 

 

Ｌ．５  部分画面凍結要求 
部分画面凍結要求機能は直前に表示したビデオピクチャ内容の特定矩形領域を、現在の復号した同領域のピクチ

ャ内容によって更新することなく保持しなければならないことを示す。その後、表示ピクチャの特定領域は現在ま

たは後続のＰＴＹＰＥ中の画面凍結解除ビットが“１”にセットされるか、該当領域に影響を与える部分画面凍結

解除要求を受信するか、またはピクチャヘッダ中で定められた情報源フォーマットが以前のフォーマットと異なる

か、またはタイムアウト発生のいずれかが最初に起こるまで更新されずに保持されなければならない。画像情報源

フォーマットに何らかの変更が生じたら全ての有効な部分画面凍結要求は解除されなければならない。この要求

は、５秒後もしくは５枚後のピクチャのいずれか長い時間のタイムアウトにより失効しなければならない。タイム

アウト時間終了時またはそれ以前に同じ部分画面凍結要求を発行することでタイムアウトを防ぐことができる

（例：発行後５秒以上の時間間隔を示すテンポラルリファレンスを持つ最初のピクチャのヘッダで繰り返し要求す

る、または発行後５枚めのピクチャのヘッダで繰り返し要求する）。部分画面凍結要求のＤＳＩＺＥは４でなけれ

ばならない。それに続くＰＳＵＰＰの４オクテットには凍結された矩形画面の左上の水平・垂直位置と矩形の幅・

高さが含まれ、それぞれに８ビットを用い８画素単位で表現される。例えばビデオ表示の左上端から２４画素幅と

１６画素高さの領域は４つのパラメータで（０，０，３，２）と定義される。 

 

Ｌ．６  サイズ変更部分画面凍結要求 
サイズ変更部分画面凍結要求機能は直前に表示したビデオピクチャの特定矩形領域の内容をより小さい面積で

表示するようにサイズ変更し、現在の復号したピクチャ内容で表示ピクチャの特定領域を更新することなく保持し

なければならないことを示す。表示ピクチャの特定領域は現在または後続のＰＴＹＰＥ中の画面凍結解除ビットが

“１”にセットされるか、該当領域の部分画面凍結解除要求を受信するか、またはピクチャヘッダ中で定められた

情報源フォーマットが以前のフォーマットと異なるか、またはタイムアウト発生のいずれかが最初に起こるまで更

新されずに保持されなければないらない。画像情報源フォーマットに何らかの変更が生じたら全ての有効な部分画

面凍結要求は解除されなければならない。この要求は、５秒後もしくは５枚後のピクチャのいずれか長い時間のタ

イムアウトにより失効しなければならない。タイムアウト時間終了時またはそれ以前に同一の部分画面凍結要求を

発行することでタイムアウトを防ぐことができる（例：部分画面凍結要求発行後５秒以上の時間間隔を示すテンポ

ラルリファレンスを持つピクチャのヘッダの中で要求を発行する、または発行後５枚めのピクチャのヘッダで要求

を発行する）。サイズ変更部分画面凍結要求のＤＳＩＺＥは８でなければならない。それに続くＰＳＵＰＰデータ

の８オクテットには該当する表示ピクチャの矩形領域を特定するために使用する３２ビットが含まれ、次の３２ビ

ットはそれに対する復号ピクチャの矩形領域を特定するために用いられる。復号ピクチャ中の矩形領域の幅と高さ

はいずれも表示ピクチャの矩形領域の幅と高さの２i倍に等しくなければならない。ここでｉは１～８の範囲の整

数である。これら２つの矩形領域のそれぞれ位置とサイズは、部分画面凍結要求機能で領域が定められたフォーマ

ットと同様のフォーマットを使用して指定される。 

 

Ｌ．７  部分画面凍結解除要求 
部分画面凍結解除要求機能は表示されたビデオピクチャの特定矩形領域の内容が現在と後続の復号ピクチャに

よって更新されなければならないことを示す。部分画面凍結解除要求のＤＳＩＺＥは４でなければならない。それ

に続くＰＳＵＰＰデータの４オクテットは部分画面凍結要求機能で領域が定められたフォーマットと同様のフォ

ーマットにて表示ピクチャの矩形領域を指定する。 
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Ｌ．８  全画面スナップショットタグ 
全画面スナップショットタグ機能は外部で使用するためにビデオ内容の静止画スナップショットとして現在の

ピクチャにラベル付けすることを示す。全画面スナップショットタグ機能のＤＳＩＺＥは４でなければならない。

それに続くＰＳＵＰＰデータの４オクテットは外部用途のためのスナップショット識別番号を指定する。 

 

Ｌ．９  部分画面スナップショットタグ 
部分画面スナップショットタグ機能は外部で使用するためにビデオ内容の静止画スナップショットとして現在

のピクチャの特定矩形領域にラベル付けすることを示す。部分画面スナップショットタグ機能のＤＳＩＺＥは８で

なければならない。それに続くＰＳＵＰＰデータの始め４オクテットは外部用途のためのスナップショット識別番

号を指定し、残り４オクテットは部分画面凍結要求機能で領域が定められたフォーマットと同様のフォーマットに

て復号ピクチャの矩形領域を指定する。 

 

Ｌ．１０  ビデオ時間セグメント開始タグ 
ビデオ時間セグメント開始タグ機能は外部で使用するためにビデオデータの特定のサブシーケンスの始まりが

ビデオ内容の有用なセクションとしてラベル付けされ、それが現在のピクチャから始まることを示す。タグ付けさ

れたビデオデータのサブシーケンスは、対応するビデオ時間セグメント終了タグ機能の受信により停止されるか、

タイムアウトのいずれかが最初に起こるまで継続されなければならない。タグ付けされたサブシーケンスは、５秒

後もしくは５枚後のピクチャのいずれか長い時間のタイムアウトにより終了しなければならない。タイムアウト時

間終了時またはそれ以前に同一のビデオ時間セグメント開始タグ機能を発行することでタイムアウトを防ぐこと

ができる（例：ビデオ時間セグメント開始タグ機能発行後５秒以上の時間間隔を示すテンポラルリファレンスを持

つ最初のピクチャのヘッダの中で繰り返し要求する、または要求発行後５枚めのピクチャのヘッダで繰り返し要求

する）。ビデオ時間セグメント開始タグ機能のＤＳＩＺＥは４でなければならない。それに続くＰＳＵＰＰデータ

の４オクテットは外部用途のためのビデオ時間セグメント識別番号を指定する。 

 

Ｌ．１１  ビデオ時間セグメント終了タグ 
ビデオ時間セグメント終了タグ機能は外部で使用するためにビデオデータの特定のサブシーケンスの終了がビ

デオ内容の有用なセクションとしてラベル付けされ、直前のピクチャで終了することを示す。ビデオ時間セグメン

ト終了タグ機能のＤＳＩＺＥは４でなければならない。それに続くＰＳＵＰＰデータの４オクテットは外部用途の

ためのビデオ時間セグメント識別番号を指定する。 

 

Ｌ．１２  プログレッシブ高画質化セグメント開始タグ 
プログレッシブ高画質化セグメント開始タグは、連続する動画シーンの表現ではなく、むしろ「現在のピクチャ

を高画質化するための０以上の一連のピクチャが後続する現在のピクチャ」としてラベル付けされるビデオデータ

の特定のサブシーケンスの開始を意味する。タグ付けされたビデオデータのサブシーケンスは対応するプログレッ

シブ高画質化セグメント終了タグ機能の受信により停止されるか、タイムアウトのいずれかが最初に起こるまで継

続されなければならない。タグ付けされたサブシーケンスは、５秒後もしくは５枚後のピクチャのいずれか長い時

間のタイムアウトにより終了しなければならない。タイムアウト時間終了時またはそれ以前に同一のプログレッシ

ブ高画質化セグメント開始タグ機能を発行することでタイムアウトを防ぐことができる（例：プログレッシブ高画

質化セグメント開始タグ機能発行後５秒以上の時間間隔を示すテンポラルリファレンスを持つ最初のピクチャの

ヘッダの中で繰り返し要求する、または発行後５枚めのピクチャのヘッダで繰り返し要求する）。プログレッシブ

高画質化セグメント開始タグ機能のＤＳＩＺＥは４でなければならない。それに続くＰＳＵＰＰデータの４オクテ

ットは外部用途のためのプログレッシブ高画質化識別番号を指定する。 

 

Ｌ．１３ プログレッシブ高画質化セグメント終了タグ 
プログレッシブ高画質化セグメント終了タグは、「初期ピクチャを高画質化するための０以上の一連のピクチャ

が後続する初期ピクチャ」としてラベル付けされるビデオデータの特定のサブシーケンスの終了を示し、直前のピ

クチャで終了する。プログレッシブ高画質化セグメント終了タグ機能のＤＳＩＺＥは４でなければならない。それ

に続くＰＳＵＰＰデータの４オクテットは外部用途のためのプログレッシブ高画質化セグメント識別番号を指定

する。 
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Ｌ．１４  クロマキー情報 
クロマキー情報機能（ＣＫＩＦ）は“クロマキー”技術が復号ビデオピクチャにおいて“透過”画素や“半透過”

画素を表現するのに使用されることを示す。ディスプレイに表示される際“透過”画素は表示されない。その代わ

りに前の参照ピクチャまたは外部から制御されたピクチャである背景ピクチャが表示される。半透過画素は現在の

ピクチャの画素値と背景ピクチャでのそれに対応する画素の値とを混合することによって表示される。１オクテッ

トはクロマキーに使われる各色成分（Ｙ，ＣＢまたはＣＲ）のキーカラー値の表示に使用される。“半透過”な画

素を表現するには二つのしきい値（Ｔ１とＴ２とする）を使用する。αを画素の透過度とすると、α＝２５５はそ

の画素が不透明であることを示し、α＝０はその画素が透過することを示す。その他の値αに対して、結果として

得られる画素値は現在のピクチャの画素値と（外部で規定される）背景ピクチャの画素値を重み付けし結合したも

のであるべきである。α値は“アルファマップ”と呼ばれるイメージを形成するのに用いられてもよい。それゆえ

それぞれの成分の結果として得られる値は、次式で与えられる。 

 

 ［α・Ｘ＋（２５５－α）・Ｚ］／２５５ 

 

ここでＸは復号した画素の成分値（Ｙ，ＣＢまたはＣＲ）で、Ｚは背景ピクチャの対応する画素の成分値である。 

α値は次のように計算される。まずキーカラー値と画素カラーの距離を計算する。 

 

 ｄ ＝ ＡＹ（ＸＹ－ＫＹ）２ ＋ ＡＢ（ＸＢ－ＫＢ）２ ＋ＡＲ（ＸＲ－ＫＲ）２ 

 

ここでＸＹ，ＸＢ，ＸＲはＹ，ＣＢ，ＣＲ の復号画素カラー値であり、ＫＹ，ＫＢ，ＫＲはそれに対応するキーカラーパ

ラメータ、そしてＡＹ，ＡＢ，ＡＲはキーフラグビットで、どの色成分がキーとして使われているかを示している。

一度距離ｄを計算すれば、α値は次の擬似符号で定められる式で算出してもよい。 

 

 各々の画素に対して 

 if (d<T1)   then  α = 0; 

 else  if (d>T2) then  α = 255;   

 else  α =  [255・(d－ T1)] / (T2－ T1) 

 

しかし、復号器のクロマキー操作を実行する厳密な方法はここでは定義しない。それはその方法の標準的定義が

相互接続性にとって必要ないからである。ここに示した処理過程はデータパラメータの意図する解釈法を伝えるた

めに説明の目的で提示した。 

得られたα値は単純にＸＹ，ＸＢ，ＸＲの関数であるから、上記の操作を達成するためにルックアップテーブル（Ｌ

ＵＴ）を作ることができる。そのようなＬＵＴは全ての画素値に対応して、２８×Ｎのエントリーをもつ。ここでＮ

はキーとして使われる色成分の数である。そのためＬＵＴの各エントリーは対応したα値を含むだろう。 

クロマキーのＤＳＩＺＥはＣＫＩＦと共に送信されるデータ量に従って１から９（を含む）の範囲でなければな

らない。１ピクチャに２つ以上のＣＫＩＦを送信してはならない。 

ＤＳＩＺＥオクテットに続く最初のオクテットは現在のピクチャの表現順序を含まなければならない。つまり、

低い表現順序をもつストリームは高い表現順序をもつストリームの背景ピクチャを形成すると仮定される。 

もしＤＳＩＺＥが１より大きければ、表現順序オクテット後のオクテットは以下に定める６つのフラグビットを

送信するのに使用されなければならない。 

 

 第１ビット：ＡＹ： 輝度Ｙ値に対するキーパラメータＫＹの存在を示すフラグビット 

 第２ビット：ＡＢ： 色差ＣＢ値に対するキーパラメータＫＢの存在を示すフラグビット 

 第３ビット：ＡＲ： 色差ＣＲ値に対するキーパラメータＫＲの存在を示すフラグビット 

 第４ビット：Ａ１： 透過度に対するしきい値パラメータＴ１の存在を示すフラグビット 

 第５ビット：Ａ２： 不透過度に対するしき値いパラメータＴ２の存在を示すフラグビット 

 第６ビット：ＲＰＢ： 背景ピクチャとしての参照ピクチャの使用を示すフラグビット 

 第７ビット：予約 

 第８ビット：予約 
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ＤＳＩＺＥは１であるか、または１にセットされたＡＹ、ＡＢ、ＡＲのフラグビット数に２を加え、さらに１にセ

ットされたＡ１、Ａ２のビット数の２倍を加えたものでなければならない。もしＤＳＩＺＥが１より大きい場合、

１にセットされたそれぞれのフラグビットＡＹ、ＡＢ、ＡＲに対して色成分の値を規定するためにそれぞれ追加の１

オクテットを送らなければならない。また、おのおのＴ１、Ｔ２に対してフラグが立てられたしきい値を規定する

ためにおのおの追加の２オクテットを送らなければならない。これらのオクテットはフラグビットと同じ順序で続

く。 

もしＤＳＩＺＥが１であるか３つ全てのキーカラーフラグビットＡＹ、ＡＢ、ＡＲが０であるなら、前のキーピク

チャに使用したキーフラグビットＡＹ、ＡＢ、ＡＲとキーカラーＫＹ、ＫＢ、ＫＲを現在のピクチャにも使用すべきで

ある。もしビデオシーケンスに対して前の値が送られていない場合、デフォルトのキーフラグビットＡＹ＝１、Ａ

Ｂ＝１、ＡＲ＝１とデフォルトのキーカラーＫＹ＝５０、ＫＢ＝２２０、ＫＲ＝１００を前の値として使用すべきで

ある。 

もしＤＳＩＺＥが１であるか、キーしきいフラグビットＡ１とＡ２の両方が０であるなら、前のキーピクチャに

使用したキーしきい値Ｔ1とＴ2を現在のピクチャにも使用すべきである。もしビデオシーケンスに対して前の値が

送られていない場合、デフォルトのしきい値Ｔ1＝４８とＴ2＝７５を前の値として使用すべきである。 

画素が“半透過”（すなわちＴ1＜ｄ＜Ｔ2）である部分では一般に、復号した画素はクロマキーを使用している

成分においてクロマキーカラーを含む。これによりある人工的な色を生じるかもしれない。この問題を解決するた

めに、これらの画素値を背景色と混合する前に調整してもよい。このような修正処理を、フラグビットにより示さ

れたクロマキー操作で使用されている色成分に適応してもよい。その処理を次に示す。 

 

 Ｘ’＝Ｋ＋（Ｔ２／ｄ）（Ｘ－Ｋ）  

 

ここでＸは元の復号画素成分値で、Ｘ’は修正された値である。 

調整された画素値Ｘ ’Ｙ、Ｘ ’Ｂ、Ｘ ’ＲはＸＹ、ＸＢ、ＸＲの関数であるから、ＬＵＴを用いて色修正をすることがで

きる。このＬＵＴは全ての画素値に対応して２８×Ｎのエントリーをもつ。ここでＮはキーとして使われる色成分の

数である。そのため各エントリーは対応した修正値を含んでいる。 

もし参照ピクチャ背景（ＲＰＢ）フラグビットが１にセットされるならば、これは（現在のピクチャに対して実

行される付属資料Ｐの再サンプリング以前の）時間的に前の参照ピクチャはＲＰＢフラグが“１”である別のピク

チャを受信して入れ替えるまで、現在のピクチャ及びその後の全てのクロマキーピクチャの（不透明な）背景とし

て保持すべきであることを示す。もし現在のピクチャが時間的に前にある参照ピクチャを持たない場合（すなわち、

現在のピクチャがＩＮＴＲＡまたはＥＩタイプのピクチャの場合）、ＲＰＢフラグビットが参照するピクチャは、

もし現在のピクチャがＩＮＴＥＲやＥＰタイプであったなら通常参照ピクチャとなっていただろうピクチャであ

る。もしＲＰＢフラグビットが“０”であるならば、これは背景は前もって（外部制御により、またはＲＰＢが１

の前のピクチャを受信したときに前もって保存した参照ピクチャを用いて）制御されたままであるべきであること

を示す。 

クロマキー情報機能の発行によって引き起こされるクロマキーの使用は現在のピクチャから開始しなければな

らず、その後ＩＮＴＲＡまたはＥＩタイプのピクチャが発生するか、タイムアウト期間が完了するかどちらかが先

に生じるまで継続しなければならない。クロマキーの使用は、５秒後または５枚のピクチャ更新のいずれか長い時

間のタイムアウトにより終了しなければならない。タイムアウト期間内に同一のクロマキー情報機能を発行するこ

とによってタイムアウトを防ぐことができる（例えば、発行から５秒以上の時間間隔を示すテンポラルリファレン

スを持つ最初のピクチャのヘッダで、または発行後５枚目のピクチャのヘッダでクロマキー情報機能を繰り返す）。

それぞれＩＮＴＲＡもしくはＥＩタイプのピクチャの発生時とそれぞれのタイムアウト間隔以内に行われる完全

な再同期のために、符号器はクロマキー情報機能を含む十分な情報を送信しなければならない（符号器は蓄積され

た、またはデフォルトのキーカラー値やしきい値の使用に頼るべきでなはい）。 

 

Ｌ．１５  拡張機能タイプ 
拡張機能タイプ指示は引き続くＰＳＵＰＰオクテットに拡張機能が含まれることを知らせるために使用される。

拡張機能の使用は、より多くの後方互換性のあるＰＳＵＰＰデータ機能を今後定義できるように予約されている。

拡張機能タイプ指示のＤＳＩＺＥは０でなければならない。拡張機能タイプ指示の将来の使用にあたり後方互換性

を可能とするため、復号器は拡張機能タイプ指示に続くオクテット中の後半４ビットをＤＳＩＺＥ値として扱わな
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ければならない。このときＤＳＩＺＥ値は、拡張機能パラメータデータのためにスキップされるべき後続のＰＳＵ

ＰＰのオクテット数を表し、その拡張機能パラメータデータに別のＦＴＹＰＥ指示が続いてもよい。 
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付属資料Ｍ 

改良ＰＢフレームモード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｍ．１ 序論 
この付属資料はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションである改良ＰＢフレームを規定する。付属資料Ｇに定義

されている従来のＰＢフレームに代わり、改良ＰＢフレームを採用する事により、より多くの改善がなされる様に

考慮されている。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３の中のこのモードの能力は別の手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４

５）で通知される。このモードの使用はピクチャヘッダの中のＰＬＵＳＴＹＰＥフィールドの中で通知される。 

このオプションの大部分は、付属資料Ｇで規定されたＰＢフレームのオプションと同一である。 

付属資料Ｏで規定されるＢピクチャとの混同を避けるために、本付属資料ではＢピクチャ、Ｂマクロブロック、

Ｂブロックの言葉は使用しない。その代わりにＢP Bなる用語を改良ＰＢフレームのＢ部分として用いる。付属資料

Ｇを参照する場合は、Ｂピクチャ、Ｂブロックは、ＢP Bピクチャ、ＢP Bブロックと読み替えなければならない。 

従来のＰＢフレームモードと改良ＰＢフレームモードの主な違いは、改良ＰＢフレームのＢP Bマクロブロックで

は双方向予測に加えて、前方予測、後方予測モードが可能な事である。この付属資料では、ＭＶＤＢ（存在する場

合には）は前方予測を意味する（付属資料Ｇでは、ＭＶＤＢは単なる前方動きベクトルという意味ではなく、双方

向予測のために重み付けされた前方又は後方ベクトルの補正という意味で使われていた）。 

付属資料Ｇとの違いは全てこの付属資料に記述されている。記述されていない項目は全て、付属資料Ｇで記述さ

れている処理過程が使われる事を意味する。 

 

Ｍ．２  ＢPBマクロブロック予測モード 
ＢP Bマクロブロックの符号化には３通りの異なる方法がある。どの符号化モードを用いるかはパラメータＭＯＤ

Ｂにて指定される。ＢP Bマクロブロックの符号化方法は以下の通りである。 

 

Ｍ．２．１  双方向予測 
双方向予測モードでは、ＢP Bピクチャの前後の参照ピクチャを用いて予測される（改良ＰＢフレームのシーケン

スでは、時間的に直前にある改良ＰＢフレームのＰピクチャ部と、現在の改良ＰＢフレームのＰピクチャ部の事で

ある）。ＭＶD＝０の時にはこの予測は付属資料Ｇに規定されている予測と等価である。このモードでは（かつこ

のモードのみ）、ＰマクロブロックがＩＮＴＲＡ符号化の場合でも、ＰＢマクロブロック内に、動きベクトルデー

タ（ＭＶＤ）が含まれなければならないことに注意すべきである（ＭＶＤ、即ち動きベクトルデータと、ＭＶD、

即ち付属資料Ｇで規定されているデルタベクトルの違いに注意すること）。 

 

Ｍ．２．２  前方予測 
前方予測モードでは、ＭＶＤＢに含まれるベクトル値は、直前の参照ピクチャ（ＩＮＴＲＡ、ＩＮＴＥＲピクチ

ャ、またはＰＢや改良ＰＢフレームのＰピクチャ部分）からの前方予測に使われる。この事は、この予測モードで

は、ＢP Bマクロブロックに対して、１６×１６の動きベクトルが常にただ１個存在する事を意味する。 

前方動きベクトルの符号化に対しては、単純な予測器が使われる。この予測器の規則は以下の通りである。現在

のマクロブロックがピクチャやスライスの左端では無く、かつ左側のマクロブロックが前方動きベクトルを持つ場

合には、現在のマクロブロックの前方動きベクトル予測器には左側のブロックの前方動きベクトルが設定され、他

の場合は０が設定される。予測器と所望の動きベクトルの差分はＰピクチャで使われるベクトルデータ（ＭＶＤ）

と同一の方法で可変長符号化される。 

Ｄ．１節に規定されるピクチャ境界を越える動きベクトルに関しては、この特徴が採用されるならば、ここで記

述された技術は前方ＢP Bベクトルにも適用される（この考え方は前方予測と双方向予測モードに適用される）。 

 

Ｍ．２．３  後方予測 
後方予測モードではＢP Bマクロブロックの予測はＧ．５節で規定されたＰR E Cと同一である。後方予測では、動

きベクトルのデータは使用しない。 
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Ｍ．３  Ｂマクロブロックの双方向予測におけるベクトルの計算 
双方向予測が採用される時、ＭＶD=０の場合は付属資料Ｇに記載された様に重み付けられた前方、後方ベクトル

が計算される。 

 

Ｍ．４  ＭＯＤＢ表 
ＭＯＤＢの新しい定義（表１１／ＪＴ－Ｈ２６３を置換して）を付表Ｍ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。この表は

ＢP Bブロックに対して適用可能な符号化モードを示す。 

 

付表Ｍ．１／ＪＴ－Ｈ２６３   改良ＰＢフレームモードにおけるＭＯＤＢ表  
         （ＩＴＵ－Ｔ   Ｈ．２６３）  

インデックス  ＣＢＰＢ  ＭＶＤＢ  符号語長  符号語  符号化モード  

0   1 0 双方向予測 

1 X  2 10 双方向予測 

2  X 3 110 前方予測 

3 X X 4 1110 前方予測 

4   5 11110 後方予測 

5 X  5 11111 後方予測 

注：Xは関連するシンタックス要素が存在する事を示す。  
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付属資料Ｎ 

参照ピクチャ選択モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｎ．１ 序論 
この付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションである参照ピクチャ選択モードについて記述したもの

で、これは“ＮＥＷＰＲＥＤ”と呼ばれる改良されたフレーム間予測手法を使用して動作する。ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｈ２６３のこのモードの能力は、外部の手段により通知される（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）。符号器のメ

モリ管理を助けるために、復号器で設けられる付加ピクチャメモリの量も外部の手段により通知してよい。このモ

ードは、復号器でどのピクチャのどの部分が正しく復号されているかを符号器に知らせるために、復号器から符号

器へ送信される逆方向チャネルメッセージを使用することができる。このモードの使用は、ピクチャヘッダのＰＬ

ＵＳＰＴＹＰＥフィールドに示される。このモードは２つの逆方向チャネルモードスイッチを有しており、それら

は、逆方向チャネルが使用されるかどうか、および復号器からどのようなメッセージが逆方向チャネルに返される

かを定義する。そして、このモードは逆方向チャネルメッセージのためのチャネルについて定義したもう一つのサ

ブモードを有する。 

このモードの２つの逆方向チャネルモードスイッチは、逆方向チャネル上で送られるメッセージのタイプを決定

しており、そのメッセージのタイプはＡＣＫ（確認メッセージ）かＮＡＣＫ（非確認メッセージ）のどちらが送ら

れるのかを指定している。併せて、この２つのスイッチは４つの基本的な動作方法を定義する。 

 

(1)  ＮＥＩＴＨＥＲ： 復号器から符号器へ返される逆方向チャネルデータがない 

(2)  ＡＣＫ： 復号器は確認メッセージのみを返す 

(3)  ＮＡＣＫ： 復号器は非確認メッセージのみを返す 

(4)  ＡＣＫ＋ＮＡＣＫ： 復号器は確認メッセージと非確認メッセージの両方を返す 

 

上記概要のように送られるメッセージの特定のタイプは、ピクチャヘッダの中で示される。 

また、逆方向チャネルメッセージのためのチャネルに関しては２つの動作方法がある。 

 

(1)  独立論理チャネルモード：この動作方法は、システムの多重化レイヤの独立した論理チャネルを通して逆

方向チャネルデータを伝達する。 

(2)  ビデオ多重モード：この動作方法は、符号化されたビデオストリームの順方向ビデオデータ内で、受信さ

れたビデオに対する逆方向チャネルデータを伝達する。 

 

この付属資料は、順方向チャネルメッセージと逆方向チャネルメッセージのシンタックスを定義する。 

 

Ｎ．２ ビデオ情報源符号化アルゴリズム 
このモードの情報源符号器の一般的な構成を付図Ｎ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。この図は数個のピクチャメモ

リを使用する構成を示している。情報源符号器は、フレーム間予測符号化による時間的な誤り伝播を抑制するため

に、これらのピクチャメモリの一つを選択してもよい。ＧＯＢやスライスのようなピクチャよりも小さい単位にこ

のモードが適用される場合には、ＧＯＢ境界またはスライスの境界をまたがった動き補償による誤り伝播を防ぐた

めに、空でないヘッダを有するＧＯＢ境界またはスライスの境界をピクチャ境界として取り扱う独立セグメント復

号モード（付属資料Ｒ参照）を使用することができる。予測のためにどのピクチャが選択されているかを知らせる

情報は、符号化されたビット列内に含まれている。予測に使用するピクチャを選択するために符号器が用いる方法

については、本標準の範囲外である。 
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付図Ｎ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＮＥＷＰＲＥＤのための情報源符号器  
          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｎ．３ 逆方向チャネルメッセージ用のチャネル 
このモードは、逆方向チャネルメッセージのためのチャネルタイプについて、２つの動作方法を有する。ひとつ

は独立論理チャネルモードであり、もうひとつはビデオ多重モードである。独立論理チャネルモードは推奨される

モードであり、専用の論理チャネルを通してＮ４．２節で定義される逆方向チャネルメッセージを伝える。ビデオ

多重モードは、チャネルの組み合わせ数の制約により逆方向チャネルメッセージ用に独立した別チャネルを備える

ことのできないシステムのために用意されている。ビデオ多重モードは反対方向にある順方向ビデオデータと同じ

論理チャネルを通して、逆方向チャネルメッセージを伝える。 

 

Ｎ．３．１ 独立論理チャネルモード 
独立論理チャネルモードは、逆方向チャネルメッセージの目的にのみ開かれる専用の論理チャネルを通して逆方

向メッセージを伝える。ビデオデータを伝える順方向チャネルと連携した機構は、外部の手段（例えばＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｈ２４５）により提供される。この中で定義された逆方向チャネルシンタックスは同期フラグワードを含ま

ないため、独立論理チャネル動作は、逆方向チャネル内のメッセージ同期のための外部フレーミング機構を必要と

する。 

 

Ｎ．３．２ ビデオ多重モード 
ビデオ多重モードは、反対方向にある順方向ビデオデータと同じ論理チャネルを通して、逆方向チャネルメッセ

ージを伝える。多重化されたビット列のシンタックスは、Ｎ．４．１小節で定義される。逆方向チャネルメッセー
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ジは、逆方向チャネルメッセージインジケーション（ＢＣＩ）を用いることによってＧＯＢヘッダまたはスライス

ヘッダ内に挿入されてもよい。 

 

Ｎ．４ シンタックス 
Ｎ．４．１ 順方向チャネル 

圧縮されたビデオ信号を伝送する順方向チャネルデータのシンタックスは、グループオブブロック（ＧＯＢ）レ

イヤまたはスライスレイヤの中だけで変更される。 

ＧＯＢレイヤのシンタックスを付図Ｎ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ＴＲＩ、ＴＲ、ＴＲＰＩ、ＴＲＰ、ＢＣＩ、

ＢＣＭのフィールドが図９／ＪＴ－Ｈ２６３に追加される。 

 

GSTUF GBSC GN GSBI GFID GQUANT ＭＢデータ

       

TRI TR TRPI TRP BCI BCM

                      

 
付図Ｎ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＮＥＷＰＲＥＤのためのＧＯＢレイヤの構成  

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

オプションのスライス構造モード（付属資料Ｋ参照）を使っている場合、スライスレイヤのシンタックスはＧＯ

Ｂレイヤと同じ方法で変更される。シンタックスを付図Ｎ．３／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。 

 

SSTUF SSC SEPB1 SSBI MBA SEPB2 SQUANT SWI SEPB3 GFID ＭＢデータ

TRI TR TRPI TRP BCI BCM

 
付図Ｎ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ ＮＥＷＰＲＥＤのためのスライスレイヤの構成  

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

Ｎ．４．１．１ ＴＲＩ（テンポラルリファレンスインジケータ）（１ビット） 
ＴＲＩは、次に来るＴＲフィールドが存在するかどうかを示す。 

 

 ０：ＴＲフィールドは存在しない 

 １：ＴＲフィールドは存在する 

 

Ｎ．４．１．２ テンポラルリファレンス（ＴＲ）（８／１０ビット） 
ＴＲが存在するとき、カスタム画像クロック周波数が使用されていない場合は、ＴＲは８ビットの数であり、使

用されている場合は、ピクチャヘッダのＥＴＲとＴＲの結合からなる１０ビットの数である。 

 

Ｎ．４．１．３ ＴＲＰＩ（予測用テンポラルリファレンスインジケータ）（１ビット） 
ＴＲＰＩは、次に来るＴＲＰフィールドが存在するかどうかを示す。 

 

 ０：ＴＲＰフィールドは存在しない 

 １：ＴＲＰフィールドは存在する 

 

ＴＲＰＩは、ピクチャがＩピクチャまたはＥＩピクチャであればいつでも“０”でなければならない。 
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Ｎ．４．１．４ 予測用テンポラルリファレンス（ＴＲＰ）（１０ビット） 
ＴＲが存在するとき（ＴＲＰＩで示されるが）、これはＢピクチャおよび改良ＰＢフレームのＢピクチャ部の場

合を除き、ＴＲＰは符号化時の予測に用いられるテンポラルリファレンスを示す。Ｂピクチャまたは改良ＰＢフレ

ームのＢピクチャ部については、テンポラルリファレンスＴＲＰを有するピクチャが、前方予測に用いられる。（逆

時間方向の予測には常に、時間的にすぐ後のピクチャを使う。）ＴＲＰは１０ビットの数である。参照ピクチャに

カスタム画像クロック周波数が使用されていない場合は、ＴＲＰのＭＳＢ２ビットは“０”であり、ＬＳＢには参

照ピクチャのピクチャヘッダ内にある８ビットのＴＲを含んでいる。参照ピクチャにカスタム画像クロック周波数

が使用されている場合は、ＴＲＰは参照ピクチャヘッダからのＥＴＲとＴＲの結合からなる１０ビットの数であ

る。 

参照ピクチャ選択モードでないときのように、ＴＲＰが存在しない場合は、時間的に前の最も最近のアンカーピ

クチャが予測に用いられなければならない。ＴＲＰは、次のＰＳＣ、ＧＳＣまたはＳＳＣまで有効である。 

 

Ｎ．４．１．５ 逆方向チャネルメッセージインジケーション（ＢＣＩ）（可変長） 
このフィールドは１または２ビットを含んでおり、“１”が設定された場合は、次に来るビデオ逆方向チャネル

メッセージ（ＢＣＭ）フィールドが存在することを示している。もしそうでなければ、フィールド値は“０１”で

あり、ビデオ逆方向チャネルメッセージフィールドが存在しないこと、あるいはその終わりであることを示してい

る。ＢＣＭとＢＣＩの組合わせは存在しなくてもよいし、存在する場合には繰り返されてもよい。もしビデオ多重

モードが使用されていないならば、ＢＣＩは常に“０１”に設定されなければならない。 

 

Ｎ．４．１．６ 逆方向チャネルメッセージ（ＢＣＭ）（可変長） 
逆方向チャネルメッセージはＮ．４．２小節で定義するシンタックスを有しており、前にあるＢＣＩフィールド

が“１”に設定されている場合のみ存在する。 

 

Ｎ．４．２ 逆方向チャネルメッセージ（ＢＣＭ）のシンタックス 
確認／非確認メッセージを伝送する逆方向チャネルのシンタックスは、付図Ｎ．４／ＪＴ－Ｈ２６３に示される。

このメッセージは、順方向チャネルデータが正しく復号されたかどうかを伝えるために、復号器から符号器へ返さ

れる。 

 

BT URF TR ELNUMI ELNUM BCPM BSBI BEPB1 GN/MBA BEPB2 RTR BSTUF

 

付図Ｎ．４／ＪＴ－Ｈ２６３ ＮＥＷＰＲＥＤのための逆方向チャネルメッセージ  
       （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）          （ＢＣＭ）シンタックスの構成  

 

Ｎ．４．２．１ 逆方向チャネルメッセージタイプ（ＢＴ）（２ビット） 
逆方向チャネルメッセージタイプは、符号化されたメッセージの対応する部分が正しく復号されたかどうかを示

している。符号器がどのメッセージタイプを要求しているのかは、順方向チャネルのピクチャヘッダ内で示される。 

 

 ００：将来のための予約 

 ０１：将来のための予約 

 １０：ＮＡＣＫ 順方向チャネルデータの対応する部分が、誤って復号されたことを示す 

 １１：ＡＣＫ  順方向チャネルデータの対応する部分が、正しく復号されたことを示す 

 

Ｎ．４．２．２ アンリライアブルフラグ（ＵＲＦ）（１ビット） 
ＴＲまたはＧＮ／ＭＢＡとして信頼できる値を復号器が利用できない場合、アンリライアブルフラグは１に設定

される。（ＢＴがＮＡＣＫの場合、信頼できるＴＲは復号器で利用できなくてもよい。） 

 

 ０：信頼できる 

 １：信頼できない 
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Ｎ．４．２．３ テンポラルリファレンス（ＴＲ）（１０ビット） 
テンポラルリファレンスは、逆方向チャネルメッセージ内でＡＣＫ／ＮＡＣＫが示されるビデオピクチャセグメ

ントのＴＲ情報を含んでいる。（注：ここで使用される“ビデオピクチャセグメント”という言葉の意味は、付属

資料Ｒで定義されている。） 参照ピクチャにカスタム画像クロック周波数が使われていない場合は、ＴＲのＭＳ

Ｂ２ビットは“０”であり、ＬＳＢには参照ピクチャのピクチャヘッダ内にある８ビットのＴＲを含んでいる。参

照ピクチャにカスタム画像クロック周波数が使われている場合は、ＴＲは参照ピクチャヘッダからのＥＴＲとＴＲ

の結合からなる１０ビットの数である。 

 

Ｎ．４．２．４ 高品質化レイヤ番号インジケーション（ＥＬＮＵＭＩ）（１ビット） 
オプションである時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモード（付属資料Ｏ参照）が順方向チャネルデータで使

用されており、かつ順方向チャネルのいくつかの高品質化レイヤがひとつの論理チャネル上で結合されており、か

つ逆方向チャネルメッセージが（基本レイヤではなく）高品質化レイヤを参照する場合、高品質化レイヤ番号指示

は“１”でなければならず、そうでない場合には高品質化レイヤ番号指示は“０”である。 

 

Ｎ．４．２．５ 高品質化レイヤ番号（ＥＬＮＵＭ）（４ビット） 
高品質化レイヤ番号は、ＥＬＮＵＭＩが“１”の場合にのみ存在し、この場合には逆方向チャネルメッセージ内

で参照される高品質化レイヤのレイヤ番号を含んでいる。 

 

Ｎ．４．２．６ ＢＣＰＭ（１ビット） 
ＢＣＰＭは、順方向チャネルデータ内でＣＰＭモードが使用されていない場合は“０”であり、使用されている

場合は“１”である。もしＢＣＰＭが“１”であれば、ＢＳＢＩが存在することを示している。 

 

Ｎ．４．２．７ 逆方向チャネルサブビット列インジケータ（ＢＳＢＩ）（２ビット） 
ＢＣＰＭが“１”の場合にのみ存在する２ビットの固定長符号である。ＢＳＢＩは５．２．４小節および付属資

料Ｃで記述されているように、逆方向チャネルメッセージ内でＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが示される順方向チャ

ネルデータにおける適切なサブビット列番号の自然２進数表現である。 

 

Ｎ．４．２．８ 逆方向チャネルエミュレーション防止ビット１（ＢＥＰＢ１）（１ビット） 
ビデオ多重モードが使用されている場合にのみ存在するフィールドである。スタートコードエミュレーションを

防ぐため、このフィールドは常に“１”が設定される。 

 

Ｎ．４．２．９ ＧＯＢ番号／マクロブロックアドレス（ＧＮ／ＭＢＡ）（5/6/7/9/11/12/13/14 ビット） 
このフィールドには、ＧＯＢ番号またはマクロブロックアドレスが存在する。オプションのスライス構造モード

（付属資料Ｋ参照）が使用されていない場合、このフィールドには、逆方向チャネルメッセージ内でＮＡＣＫ／Ａ

ＣＫメッセージが示されたビデオピクチャセグメントの先頭のＧＯＢ番号を含んでいる。オプションのスライス構

造モードが使用されている場合、このフィールドには、逆方向チャネルメッセージ内でＮＡＣＫ／ＡＣＫメッセー

ジが示されたスライスの開始のマクロブロックアドレスを含んでいる。このフィールドの長さは、ＧＮまたはＭＢ

Ａに関して本標準内の他の箇所で定義した長さとなる。 

 

注：このフィールドがビデオ多重モード内で受信された時、オプションのスライス構造モードの使用とは、Ｂ

ＣＭが適用されるビデオビット列内でのそのモードの使用をいうのであって、ＢＣＭデータを伝送するビデオ

ビット列内のことではない。 

 

Ｎ．４．２．１０ 逆方向チャネルエミュレーション防止ビット２（ＢＥＰＢ２）（１ビット） 
ビデオ多重モードが使用されている場合にのみ存在するフィールドである。スタートコードエミュレーションを

防ぐため、このフィールドは常に“１”が設定される。 
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Ｎ．４．２．１１ 要求テンポラルレファレンス（ＲＴＲ）（１０ビット） 
要求テンポラルリファレンスは、ＢＴがＮＡＣＫの場合にのみ存在する。ＲＴＲは、ＮＡＣＫに対応したＧＯＢ

またはスライスの要求テンポラルリファレンスを示している。通常それは、復号器におけるＮＡＣＫに対応する位

置での最後に正しく復号されたビデオピクチャセグメントのＴＲである。要求された参照ピクチャにカスタム画像

クロック周波数が使われていない場合は、ＲＴＲのＭＳＢ２ビットは“０”であり、ＬＳＢには要求された参照ピ

クチャのピクチャヘッダ内にある８ビットのＴＲを含んでいる。要求された参照ピクチャにおいてカスタム画像ク

ロック周波数が使われている場合は、ＲＴＲは要求された参照ピクチャヘッダからのＥＴＲとＴＲの結合からなる

１０ビットの数である。 

 

Ｎ．４．２．１２ スタッフ化（ＢＳＴＵＦ）（可変長） 
このフィールドは、独立論理チャネルモードが使用されており、逆方向チャネルメッセージが外部フレームの最

後である場合にのみ存在する。ＢＳＴＵＦは、ゼロビット以上の値“０”からなる可変長の符号である。このフィ

ールドは、外部フレームの最後にのみ存在する。 

 

Ｎ．５ 復号処理 
このモードの復号器は、正しく復号されたビデオ信号とそれらのテンポラルリファレンス（ＴＲ）情報を蓄積す

るために、追加のピクチャメモリを必要としてもよい。順方向チャネルデータにＴＲＰフィールドが存在する場合、

復号器はフレーム間復号における参照ピクチャとして、最新の復号ピクチャの代わりに、ＴＲがＴＲＰである蓄積

されたピクチャを使用する。ＴＲがＴＲＰであるピクチャが復号器で使えない場合、復号器は強制ＩＮＴＲＡ更新

信号を外部の手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）によって符号器に送信してもよい。もしそれと異なるピク

チャ蓄積方法が外部の手段によって交渉されない場合には、正しく復号されたビデオピクチャセグメントはそれ以

後参照ピクチャとして使用するために、付図Ｎ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示すようなファーストインファーストアウ

トの原理でメモリに蓄積されなければならない（ただし参照ピクチャとして使われないＢピクチャは除く）。そし

て、正しく復号されていないと検知されたビデオピクチャセグメントは、このメモリ領域にある正しく復号された

ビデオピクチャセグメントと、置き換えられるべきではない。 

確認メッセージ（ＡＣＫ）と非確認メッセージ（ＮＡＣＫ）は、逆方向チャネルメッセージとして定義される。

復号器がビデオピクチャセグメントの復号に成功した場合にはＡＣＫを返してもよい。復号器がビデオピクチャセ

グメントの復号に失敗した場合にはＮＡＣＫを返してもよく、要求したＴＲＰまたはＩＮＴＲＡ更新を含む期待す

る順方向チャネルデータを復号器が受信するまでＮＡＣＫを返し続けてもよい。どのタイプのメッセージを送るべ

きかは、順方向チャネルデータのピクチャヘッダのＲＰＳＭＦフィールドに示される。 

“ビデオ冗長符号化”として知られている使用シナリオでは、（通常は異なる参照ピクチャを使用して）時間的

に同じ瞬間の画像シーンに対して１つ以上の表現を送るという方法で、ある符号器は参照ピクチャ選択モードを使

用してもよい。参照ピクチャ選択モードが使用されており、ビット列で隣接したピクチャが同じテンポラルリファ

レンスを持つ場合には、復号器はこのことを、ほぼ同じ画像シーンの内容の冗長である複写が送られたことを示し

ていると見なさなければならず、後に続く冗長であるピクチャを捨て、このような最初に受信したピクチャを復号

し使用しなければならない。 
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付属資料Ｏ 

時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

本付属資料は時間、ＳＮＲ及び空間スケーラビリティをサポートするＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションモ

ードについて記述する。本モードは誤り制御の仕組みと関連しても使われてもよい。本モードの能力及びそのモー

ドの特徴がサポートされる範囲は、（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５のような）外部の手段で通知される。この

モードの使用方法はＰＬＵＳＰＴＹＰＥの中で示される。 

 

Ｏ．１ 序論 
スケーラビリティは一つ以上の品質レベルにおけるシーケンスの復号を許す。これは、ピクチャの階層及び一つ

以上のレイヤに分割された高品質化ピクチャを用いることにより行われる。スケーラビリティに使用されるピクチ

ャには３つのタイプがある、すなわち以下で説明するＢ、ＥＩ及びＥＰピクチャである。これらのおのおのは、ど

のレイヤに属するかを示す高品質化レイヤ番号ＥＬＮＵＭ及び、その予測にどのレイヤが使われるかを示す参照レ

イヤ番号ＲＬＮＵＭを持つ。最も低いレイヤは基本レイヤと呼ばれ、レイヤ番号１を持つ。 

スケーラビリティは３つの基本的な方法により実現される。すなわち、時間、ＳＮＲ及び空間高画質化である。 

 

Ｏ．１．１ 時間スケーラビリティ 
時間スケーラビリティは双方向予測ピクチャつまりＢピクチャを使用することにより実現される。Ｂピクチャ

は、参照レイヤにおける、前と、その次の再生ピクチャのどちらかあるいは両方からの予測が許される。この特性

は一般的にＰピクチャと比べて圧縮効率が向上する。ビット列において別々のものであるという意味で、これらの

ＢピクチャはＰＢ（あるいは改良ＰＢ）フレーム（付属資料Ｇ及びＭ参照）のＢピクチャ部分とは異なる。これら

はシンタックスにおいては次のＰ（あるいはＥＰ）ピクチャと混合されない。 

Ｂピクチャ（及びＰＢまたは改良ＰＢフレームのＢの部分）は、他のピクチャを予測するための参照ピクチャと

して使用されない。この特性は、必要ならば次のピクチャに悪影響を与えることなくＢピクチャが廃棄されること

を許し、このように時間スケーラビリティを提供している。付図Ｏ．１／ＪＴ－Ｈ２６３はＰ及びＢピクチャの予

測構造を説明している。 

 

Ｉ１ Ｂ２ Ｐ３ Ｂ４ Ｐ５

 

付図Ｏ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ Ｂピクチャ予測依存の説明  
            （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

ビット列中のＢピクチャの位置は、厳密な時間的順序よりもむしろデータに依存する順序に従う。（この規則は、

ビット列中における他のピクチャの並びとは矛盾しないが、しかしＢピクチャではないすべてのピクチャタイプに

とっては、データに依存する順序と時間的順序の間にはそのような矛盾は起こらない。）例えば、もしビデオシー

ケンスのピクチャに１,２,３,...という番号がふられると、符号化されたビット列の順序はＩ1,Ｐ3, Ｂ2,Ｐ5,Ｂ

4,…となる。ここで、添え字は付図Ｏ．１／ＪＴ－Ｈ２６３で説明した元のピクチャの番号を示す。 

参照レイヤにおいて参照ピクチャの対の間に挿入されるＢピクチャの数に制限はない（ピクチャヘッダ内のテン

ポラルリファレンスフィールドのオーバフローによる時間的な不明確さが生じることを防ぐ必要性を除き）。しか

しそのようなピクチャの最大数を、（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５の）外部の手段により通知してもよい。 

Ｂピクチャのピクチャの高さ、幅及び画素アスペクト比は、時間的に次の参照レイヤのピクチャと常に等しくな

らなければならない。 
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動きベクトルはＢピクチャのピクチャの境界を超えることを許している。 

 

Ｏ．１．２ ＳＮＲスケーラビリティ 
スケーラビリティを実現する他の基本的方法は、空間／ＳＮＲ高画質化を通して行われる。空間スケーラビリテ

ィとＳＮＲスケーラビリティは、簡単に述べるが補間の使い方を除いては等価である。圧縮は人工的雑音と歪みを

もたらすため、符号器での再生ピクチャと入力された元のピクチャとの差分は（ほとんど常に）零でない値のピク

チャとなり、符号化誤りと呼ばれるものを含んでいる。通常、この符号化誤りは符号器で失われ、決して回復はで

きない。ＳＮＲスケーラビリティを用いれば、これらの符号化誤りのあるピクチャを符号化でき、復号器に送るこ

とができ、復号したピクチャを高画質化することができる。余分なデータはピクチャのＳＮ比を上げるために役立

つ。それゆえ、これをＳＮＲスケーラビリティと呼ぶ。付図Ｏ．２／ＪＴ－Ｈ２６３はＳＮＲスケーラビリティに

おけるデータの流れを説明する。下位レイヤからの垂直の矢印は、高品質化レイヤにおけるピクチャが参照（下位）

レイヤにおいて再生された近似ピクチャから予測されることを説明している。 

もし予測が下位レイヤのみから行われれば、高品質化レイヤのピクチャはＥＩピクチャとして呼ばれる。一方、

先の高品質化レイヤピクチャと時間的に同時の下位レイヤの参照ピクチャの両方を用いる修正双方向予測ピクチ

ャを生成することが可能である。このピクチャのタイプはＥＰピクチャあるいは拡張Ｐピクチャと呼ばれる。ＥＩ

及びＥＰピクチャの予測の流れを付図Ｏ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。（付図Ｏ．２／ＪＴ－Ｈ２６３には特に示

していないが、高品質化レイヤにおけるＥＩピクチャは下位レイヤ参照ピクチャとしてのＰピクチャを持ってもよ

く、ＥＰピクチャは下位レイヤ参照ピクチャとしてのＩピクチャを持ってもよい。） 

ＥＩ及びＥＰピクチャ共に、参照レイヤからの予測で動きベクトルを使わない。しかし、普通のＰピクチャのよ

うに、ＥＰピクチャは同じレイヤにおける時間的に前の参照ピクチャからの予測では動きベクトルを使う。 

 

Ｉ ＰＰ

高品質化レイヤ

基本レイヤ

ＥＩ ＥＰ ＥＰ

 

付図Ｏ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＳＮＲスケーラビリティの説明  
           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｏ．１．３ 空間スケーラビリティ 
時間、ＳＮＲ及び空間スケーラビリティモードにおいて、３番目そして最後のスケーラビリティ手法は空間スケ

ーラビリティであり、それはＳＮＲスケーラビリティとかなり関連する。唯一の違いは、空間高品質化レイヤにお

けるピクチャを予測するために参照レイヤのピクチャが使われる前に、水平または垂直のどちらか（１次元の空間

スケーラビリティ）あるいは水平及び垂直両方（２次元の空間スケーラビリティ）に係数２で内挿補間されること

である。この操作のための内挿補間フィルタはＯ．６節で定義される。空間スケーラビリティのいくつかの形態を

可能とする復号器は、カスタム画像フォーマットを使用できる能力が必要であるかもしれない。例えば、もし基本

レイヤがサブＱＣＩＦ（１２８×９６）の場合、２次元の空間高品質化レイヤピクチャは２５６×１９２となり、

これは標準画像フォーマットと一致しないであろう。他の例は、基本レイヤが１２：１１の標準画素アスペクト比

を持つＱＣＩＦ（１７６×１４４）の場合であろう。このとき一次元の空間高品質化レイヤは、２４：１１の画素

アスペクト比を持つ３５２×１４４の画像フォーマットを持つであろう。このように、これらの場合においては高

品質化レイヤでカスタム画像フォーマットが使用されるべきであろう。カスタム画像フォーマットを必要としない
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例は、ＣＩＦの二次元空間高品質化レイヤをもつＱＣＩＦの基本レイヤを使う場合であろう。空間スケーラビリテ

ィは付図Ｏ．３／ＪＴ－Ｈ２６３で説明される。 

符号化処理のための参照として使う前に、参照レイヤのピクチャサイズを大きくするためのアップサンプリング

処理を必要とする以外は、空間スケーラビリティピクチャの処理とシンタックスは、ＳＮＲスケーラビリティピク

チャのそれと機能的には同一である。 

ＳＮＲスケーラビリティを使用したピクチャと、空間スケーラビリティを使用したピクチャでは、シンタックス

での相違点は非常に小さいため、両方の目的で使われるピクチャはＥＩ、ＥＰピクチャと呼ばれる。 

ＥＩまたはＥＰピクチャの上方予測のために使われる基本レイヤにおけるピクチャは、Ｉピクチャ、Ｐピクチャ、

ＰＢまたは改良ＰＢフレームのＰ部分であってもよい（しかし、Ｂピクチャ、ＰＢまたは改良ＰＢフレームのＢ部

分であってはならない）。 

 

Ｉ ＰＰ

高品質化レイヤ

基本レイヤ

ＥＩ ＥＰ ＥＰ

 

付図Ｏ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ 空間スケーラビリティの説明  
            （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｏ．１．４ 多階層スケラビリティ 

ＳＮＲまたは空間高品質化ピクチャのいづれかで構成する場合であろうと、ＢピクチャはＩ、Ｐ、ＰＢ及び改良

ＰＢのピクチャタイプの間だけでなく、ＥＩ、ＥＰのピクチャタイプの間にも時間的に挿入することができる。ま

た、基本レイヤと関連する２つ以上のＳＮＲあるいは空間高品質化レイヤを持つこともできる。このように、多階

層スケーラブルビット列はＳＮＲレイヤ、空間レイヤ、及びＢピクチャの組み合わせとなり得る。しかし、レイヤ

番号が増加してもピクチャサイズを小さくすることはできない。それは、ひとつの次元かあるいは両方の次元にお

ける係数２により、ピクチャサイズは同じであるかあるいは増加する。付図Ｏ．４／ＪＴ－Ｈ２６３は多階層スケ

ーラブルビット列を説明している。 
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ＥＩ ＥＰ

高品質化レイヤ２

高品質化レイヤ１

ＥＩ Ｂ

Ｉ Ｐ基本レイヤ

ＥＰ

ＥＩ

Ｐ

ＥＰ

ＥＰ

Ｐ

 

付図Ｏ．４／ＪＴ－Ｈ２６３ 多階層スケーラビリティの説明  
           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

多階層スケラビリティの場合、ＥＩあるいはＥＰピクチャの上方予測に使われる参照レイヤにおけるピクチャは

Ｉ、Ｐ、ＥＩまたはＥＰピクチャであるか、または基本レイヤにおけるＰＢまたは改良ＰＢフレームのＰ部分でも

よい（しかし、Ｂピクチャ、ＰＢまたは改良ＰＢフレームのＢ部分であってはならない）。 

二つのレイヤの場合、Ｂピクチャはどこのレイヤに現れてもよい。しかし、参照レイヤにおけるＢピクチャと同

時の高品質化レイヤにおけるピクチャはＢピクチャ、ＰＢまたは改良ＰＢフレームのＢピクチャ部分でなければな

らない。これはＢピクチャは廃棄可能である性質を保存する。しかし、Ｂピクチャが下位レイヤにおいて関係する

ピクチャを持たないレイヤにおいても発生してもよいことに注意する必要がある。これは、符号器に、下位レイヤ

よりも高いピクチャレートの高品質化ピクチャを送ることを可能とする。 

各高画質化ピクチャ（Ｂ、ＥＩあるいはＥＰ）の高品質化レイヤ番号と参照レイヤ番号は、（もしあれば）ピク

チャヘッダのＥＬＮＵＭ及びＲＬＮＵＭフィールドでおのおの指定される。これらのフィールドがない場合には、

５．１．４．４小小節で述べられた推測規則を参照すること。もし、時間的に囲まれたＳＮＲ又は空間スケーラビ

リティピクチャが現れる高品質化レイヤにＢピクチャが現れる場合、Ｂピクチャの参照レイヤ番号（ＲＬＮＵＭ）

は高品質化レイヤ番号（ＥＬＮＵＭ）と同じでなければならない。 

Ｂピクチャのピクチャの高さ、幅及び画素アスペクト比は常に時間的に続く参照レイヤピクチャのものと常に同

じでなければならない。 

 

Ｏ．２ ピクチャの伝送順序 
他のピクチャに依存するピクチャは、依存するピクチャの後のビット列の中に位置しなければならない。 

ビット列シンタックスの順序は、参照ピクチャ（例えば、Ｉ、Ｐ、ＥＩ、ＥＰ、ＰＢまたは改良ＰＢのＰ部分の

タイプを持つピクチャになる）が次の二つの規則に従わなければならないように規定される。 

 

(1)  同じテンポラルリファレンスを持つすべての参照ピクチャは、高品質化レイヤの下位レイヤから順に（お

のおのの下位レイヤ参照ピクチャは、上位レイヤ参照ピクチャを復号するために必要であるため）現れな

ければならない。 

(2)  前１項で述べたすべての時間的に同時に起こる参照ピクチャは、（Ｂピクチャの参照として必要とされる

すべての参照ピクチャの復号遅延を減らすため）これらのいかなる参照ピクチャが、Ｂピクチャのある参

照レイヤにおける時間的に最初に次に続く参照ピクチャである、いかなるＢピクチャにも先行して、ビッ

ト列の中に現れなければならない。 
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それゆえ、より早いテンポラルリファレンスを持つＢピクチャが続かなければならない（おのおのの高品質化レ

イヤの中で時間的順序で）。 

各Ｂピクチャのビット列での位置は以下の規則に従わなければならない。 

 

(1)  （Ｂピクチャの復号は一般的にその参照レイヤでの先行する復号に依存するため）Ｂピクチャのビット列

の位置は、参照レイヤの中で時間的に最初に続く参照ピクチャの後でなければならない。 

(2)  （Ｂピクチャの参照に必要なすべての参照ピクチャの復号遅延を減らすため）Ｂピクチャのビット列の位

置は、参照レイヤの中の時間的に最初に続く参照ピクチャと時間的に同時のすべての参照ピクチャの後で

なければならない。 

(3)  Ｂピクチャのビット列の位置は、その参照レイヤの中のＢピクチャ以外に付随する時間的に続くいかなる

ピクチャの位置に先行しなければならない（そうしなければ、参照レイヤのピクチャのために必要なピク

チャ蓄積用メモリを増やすため）。 

(4)  Ｂピクチャのビット列の位置は、時間的に最初に続く参照ピクチャと時間的に同時であるすべてのＥＩ及

びＥＰピクチャの後でなければならない。 

(5)  Ｂピクチャのビット列の位置は、同じ高品質化レイヤ内のすべての時間的に続くピクチャの位置よりも先

行しなければならない（そうしなければ、不必要な遅延を招き、高品質化レイヤのために必要なピクチャ

蓄積用メモリを増やすため）。 

 

付図Ｏ．５／ＪＴ－Ｈ２６３は、そこで示された階層化構造のための上記の規則によって与えられる２つの可能

なピクチャ伝送順序を示す（点線の箱の番号はビット列の順序を示し、２つの選択がある場合はカンマで区切って

ある）。 

 

ＥＩ ＥＰＢ

高品質化レイヤ２

高品質化レイヤ１

I PB基本レイヤ

Ｂ Ｂ

１，１

２，２

３，３

４，４

５，６

６，７

７，８

８，５

 

付図Ｏ．５／ＪＴ－Ｈ２６３ ピクチャ伝送順序の例  
             （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｏ．３ ピクチャレイヤのシンタックス 
高品質化レイヤ番号（ＥＬＮＵＭ、５．１．１１小節参照）は、いかなる高品質化ピクチャ（Ｂ、ＥＩ又はＥＰ）

の中にも常に現われ、Ｉ、Ｐピクチャ、又はＰＢ、改良ＰＢフレームの中には現れてはならない。５．１．１２小

節に示すように、参照レイヤ番号（ＲＬＮＵＭ、５．１．１２小節参照）はある高品質化ピクチャに現われ、他の

高画質化ピクチャに対しては推測される。 

明らかに一つの基本レイヤがあり、そのＥＬＮＵＭ、ＲＬＮＵＭは１である。ＲＬＮＵＭは、ＥＩ及びＥＰピク

チャに対しては上方参照ピクチャの高画質化レイヤ番号を、Ｂピクチャに対しては前方及び後方参照ピクチャの高
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品質化レイヤ番号を与える。基本レイヤの参照ピクチャは、ピクチャヘッダのなかにＥＬＮＵＭ又はＲＬＮＵＭ（こ

れらの値は暗黙的に１である）を含まないＩ、ＰＢ、改良ＰＢ及びＰピクチャから構成されてもよい。 

ＢピクチャのＲＬＮＵＭは、ＥＬＮＵＭ以下でならなければならない。一方、ＥＩ及びＥＰピクチャのＲＬＮＵ

Ｍは、ＥＬＮＵＭより小さくならなければならない。 

ＥＬＮＵＭは、システムレベルで使われるレイヤ番号とは異なってもよい。Ｂピクチャは、それら自身に依存す

る他のピクチャを持たないため、それらはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３以外のシステム構成要素（例えばＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｈ２４５及びＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２３）による別の高画質化レイヤに委ねられてもよい。さらに、高画質

化ピクチャが別の映像チャネルで送られるか基本レイヤピクチャと一緒に多重化されたままで送られるかは、実装

者による。 

５．１．４．５小小節で述べたように、デブロッキングフィルタモード（付属資料Ｊ参照）はＢピクチャにおい

ては適用されない。これは、Ｂピクチャが他のどのピクチャの予測にも使われず、そしてこのように、これらピク

チャのデブロッキングフィルタの適用は、本標準の規定範囲外の完全にポストプロセッシング技術に関するもので

あるためである。しかし、Ｂピクチャにあるタイプのデブロッキングフィルタを使用することは奨励され、そのよ

うな使用目的では付属資料Ｊで述べられるようなフィルタは、実際良い設計となるかもしれない。 

テンポラルリファレンス（ＴＲ）（５．１．１１小節参照）はＩ及びＰピクチャのために厳密に規定される。 

Ｂ、ＥＩ、ＥＰピクチャのピクチャヘッダの中には、ＴＲＢ（５．１．２２小節参照）又はＤＢＱＵＡＮＴ（５．

１．２３小節参照）フィールドは存在してはならない。 

 

Ｏ．４ マクロブロックレイヤのシンタックス 
Ｂ及びＥＰピクチャのマクロブロックレイヤのシンタックスは、おのおのが類似する方法によりふたつの参照ピ

クチャを使うため、同じである。しかし、その解釈はピクチャタイプにより少し異なる。付図Ｏ．６／ＪＴ－Ｈ２

６３はＢ及びＥＰのシンタックスを示している。ＭＢＴＹＰＥフィールドは、直接モード予測、前方予測、後方/

上方予測又は双方向予測のいづれがあるかを示している。ＭＢＴＹＰＥは以下に示すように、Ｂ及びＥＰピクチャ

で異なる定義がされる。 

 

固定長符号 可変長符号

COD MBTYPE CBPC MVDFW MVDBW
ブロック
レイヤ

CBPY DQUANT

 

付図Ｏ．６／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＰ及びＢピクチャのマクロブロックシンタックス  
       （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

直接予測モードはＢピクチャについてのみ利用できる。それは、改良ＰＢフレームモード（付属資料Ｍ）におけ

る双方向予測モードに似た双方向予測モードである。唯一の違いは、完全な後方予測ピクチャは復号器において既

知であるため、どの画素が後方予測されるかについて制約がないことである。双方向予測モードは、前方及び後方

予測の別々の動きベクトルを使用する。直接及び双方向モードにおいて、予測画素値は前方及び後方予測画素の平

均をとることにより計算される。平均は二つの予測の和を2で割ること（端数を切り捨てによる割り算）により算

出される。直接モードにおいては、参照マクロブロックにおいて４つの動きベクトルがある場合、４つのすべての

動きベクトルは、改良ＰＢフレームモード（付属資料Ｍ）においてと同じように使われる。 

Ｂピクチャにとって、前方予測は参照レイヤの前の参照ピクチャからの予測であることを意味する。後方予測は

参照レイヤの時間的に後の参照ピクチャからの予測であることを意味する。 
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ＥＰピクチャにとって、前方予測は同じ参照レイヤの前のＥＩ又はＥＰピクチャからの予測であることを意味す

る。一方、上方予測は、参照レイヤにおいて、時間的に同時である（おそらく補間された）参照ピクチャからの予

測を意味する。前方予測のために動きベクトルは使用されるが、上方予測（シンタックスにおいてはＢピクチャの

後方予測と同じ位置にある）では、動きベクトルは使用されない。 

ＥＩピクチャにおけるマクロブロックのシンタックスは少し異なっている。付図Ｏ．７／ＪＴ－Ｈ２６３に示す

ようにＭＢＴＹＰＥ及びＣＢＰＣはＭＣＢＰＣフィールドに結合される。前方予測は使用されない。参照レイヤに

おいて、時間的に同時の参照ピクチャからの上方予測のみ使われる。動きベクトルは使われない。 

Ｂ及びＥＰピクチャでは、（もし無制限動きベクトルモードもまた使われるならば、Ｄ．２節で記述されるよう

に、拡張動きベクトル範囲のみが有効となるが）付属資料ＤのＤ．１節に記述されるように、ピクチャの境界を越

える動きベクトルが使われてもよい。 

符号器は、直接予測モードを用いて予測されたものを含む全てのマクロブロックに対して、Ｄ．１．１小節への

適合を保証しなければならない。すなわち、直接予測モードは、直接モード予測処理により推測された動きベクト

ル値が符号化ピクチャ領域外に１５画素より大きい水平または垂直距離をもつ１６×１６（または８×８）予測領

域の要素をひとつも生じないのでない限り、符号器により選択されてはならない。 

固定長符号 可変長符号

COD MCBPC
ブロック
レイヤ

CBPY DQUANT

 

付図Ｏ．７／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＩピクチャにおけるマクロブロックシンタックス 

       （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

Ｏ．４．１ 符号化されたマクロブロック指示（ＣＯＤ）（１ビット） 
ビットが“０”ならばマクロブロックは符号化されている。もしそれが“１”ならばマクロブロックのためのそ

の他の情報は伝送されず、マクロブロックは下に示すように、スキップしたものとして扱われる。 

 

Ｏ．４．２ ＭＢＴＹＰＥ/ＭＣＢＰＣ(可変長符号) 
Ｂ及びＥＰピクチャには異なるＭＢＴＹＰＥの表がある。ＥＩピクチャには、代わりにＭＣＢＰＣの表がある。

付表Ｏ．１／ＪＴ－Ｈ２６３は、ＢピクチャのためのＭＢＴＹＰＥの表である。付表Ｏ．２／ＪＴ－Ｈ２６３は、

ＥＰピクチャのためのＭＢＴＹＰＥの表である。付表Ｏ．３／ＪＴ－Ｈ２６３は、ＥＩピクチャのＭＣＢＰＣの表

である。 

Ｂピクチャでは、“直接（スキップ）”予測タイプは、そのマクロブロックではＭＢＴＹＰＥもどのデータも伝

送されず、復号器が前方及び後方動きベクトル及び対応する双方向予測を導出することを示している。これは、Ｃ

ＯＤビットにより通知される。Ｂピクチャの“前方（テクスチャなし）”、“後方（テクスチャなし）”及び“双

方向（テクスチャなし）”予測タイプは、係数がない前方、後方及び双方向予測を示し、また前方、後方予測では

一つの動きベクトルが伝送され、双方向予測では二つの動きベクトルが伝送されることを示す。 

ＥＰピクチャでは、“直接（スキップ）”予測タイプは、マクロブロックのための付加情報が伝送されないこと

を示し、よって復号器はゼロ動きベクトルを持ち係数なしの前方予測を使うべきである。ＥＰピクチャでは、“上

方（テクスチャなし）”及び“双方向（テクスチャなし）”予測タイプは、ゼロ動きベクトルを持ち係数なしの上

方及び双方向予測を示す。 

ＥＩピクチャでは、“上方（スキップ）”予測タイプはマクロブロックのために付加情報を送らないことを示し、

したがって復号器はゼロ動きベクトルを持ち係数なしの上方予測を使うべきである。 
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付表Ｏ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＢピクチャのＭＢＴＹＰＥ可変長符号  
          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
インデ

ックス 
予測タイプ ＭＶＤＦＷ ＭＶＤＢＷ

ＣＢＰＣ＋

ＣＢＰＹ  ＤＱＵＡＮＴ  ＭＢＴＹＰＥ
ビッ

ト数

— 直接(スキップ)     (COD=1) 0 

0 直接   X  11 2 

1 直接 + Q   X X 0001 4 

2 前方(テクスチャなし) X    100 3 

3 前方 X  X  101 3 

4 前方 + Q X  X X 0011 0 5 

5 後方(テクスチャなし)  X   010 3 

6 後方  X X  011 3 

7 後方 + Q  X X X 0011 1 5 

8 双方向(テクスチャなし) X X   0010 0 5 

9 双方向 X X X  0010 1 5 

10 双方向 + Q X X X X 0000 1 5 

11 ＩNTRA   X  0000 01 6 

12 ＩNTRA + Q   X X 0000 001 7 

13 スタッフ化     0000 0000 1 9 

 

付表Ｏ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＰピクチャのＭＢＴＹＰＥ可変長符号  
         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
インデ

ックス 
予測タイプ ＭＶＤＦＷ ＭＶＤＢＷ

ＣＢＰＣ＋

ＣＢＰＹ 
ＤＱＵＡＮＴ ＭＢＴＹＰＥ

ビッ

ト数

— 前方(スキップ)     (COD=1) 0 

0 前方 X  X  1 1 

1 前方 + Q X  X X 001 3 

2 上方(テクスチャなし)     010 3 

3 上方   X  011 3 

4 上方 + Q   X X 0000 1 5 

5 双方向(テクスチャなし)     0001 0 5 

6 双方向 X  X  0001 1 5 

7 双方向 + Q X  X X 0000 01 6 

8 ＩNTRA   X  0000 001 7 

9 ＩNTRA + Q   X X 0000 0001 8 

10 スタッフ化     0000 0000 1 9 
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付表Ｏ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＩピクチャのＭＶＢＰＣ可変長符号  
          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデ

ックス 
予測タイプ 

符号化ブック

パターン(56)
ＣＢＰＹ ＤＱＵＡＮＴ ＭＣＢＰＣ 

ビッ

ト数

— 上方(スキップ)    (COD = 1) 0 

0 上方 00 X  1 1 

1 上方 01 X  001 3 

2 上方 10 X  010 3 

3 上方 11 X  011 3 

4 上方 + Q 00 X X 0001 4 

5 上方 + Q 01 X X 0000 001 7 

6 上方 + Q 10 X X 0000 010 7 

7 上方 + Q 11 X X 0000 011 7 

8 ＩNTRA 00 X  0000 0001 8 

9 ＩNTRA 01 X  0000 1001 8 

10 ＩNTRA 10 X  0000 1010 8 

11 ＩNTRA 11 X  0000 1011 8 

12 ＩNTRA + Q 00 X X 0000 1100 8 

13 ＩNTRA + Q 01 X X 0000 1101 8 

14 ＩNTRA + Q 10 X X 0000 1110 8 

15 ＩNTRA + Q 11 X X 0000 1111 8 

16 スタッフ化    0000 0000 1 9 

 

Ｏ．４．３ 色差の符号化ブロックパターン（ＣＢＰＣ）（可変長） 
ＣＢＰＣがある時、それは付表Ｏ．４／ＪＴ－Ｈ２６３で記述されるような色差ブロックの符号化ブロックパタ

ーンを示す。ＣＢＰＣは、その存在がＭＢＴＹＰＥ（付表Ｏ．１／ＪＴ－Ｈ２６３及びＯ．２／ＪＴ－Ｈ２６３参

照）により示される場合、ＥＰ及びＢピクチャでのみ現れる。 

 

付表Ｏ．４／ＪＴ－Ｈ２６３ ＣＢＰＣ可変長符号  
              （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス 
符号化ブロック

パターン(56) 
ＣＢＰＣ ビット数 

0 00 0 1 

1 01 10 2 

2 10 111 3 

3 11 110 3 

 

Ｏ．４．４ 輝度の符号化ブロックパターン（ＣＢＰＹ）（可変長） 
ＣＢＰＹはもしあれば、それはマクロブロックの輝度部分におけるブロックが存在することを示す。ＣＢＰＹは

ＭＢＴＹＰＥ（付表Ｏ．１、Ｏ．２及びＯ．３／ＪＴ－Ｈ２６３参照）によりその存在が示される場合にのみ存在

する。ＣＢＰＹは５．３．５小節及び表１２／ＪＴ－Ｈ２６３で記述されるように符号化される。ＥＩ、ＥＰピク

チャにおける上方予測マクロブロック、ＥＰピクチャにおける双方向予測マクロブロック及びＥＩ、ＥＰ、Ｂピク

チャにおけるＩＮＴＲＡマクロブロックは、ＩＮＴＲＡマクロブロックのためのＣＢＰＹ定義を使用し、ＥＩ、Ｅ

Ｐ、Ｂピクチャにおける他のマクロブロックタイプはＩＮＴＥＲマクロブロックのためのＣＢＰＹ定義を使用す

る。 
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Ｏ．４．５ 量子化情報（ＱＤＵＡＮＴ）（２ビット／可変長） 
ＤＱＵＡＮＴは他のピクチャのマクロブロックタイプの場合と同様に使用される。５．３．６小節及び付属資料

Ｔ参照。 

 

Ｏ．４．６ 動きベクトルデータ（ＭＶＤＦＷ、ＭＶＤＢＷ）（可変長） 
ＭＶＤＦＷはもしあれば、それは前方ベクトルのための動きベクトルデータである。（Ｂピクチャでのみ許され

るが）ＭＶＤＢＷはもしあれば、それは後方ベクトルのための動きベクトルデータである。可変長符号語は表１４

／ＪＴ－Ｈ２６３で与えられるが、無制限動きベクトルモードが使われるなら付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３で与え

られる（付属資料Ｄ参照）。 

 

Ｏ．５ 動きベクトルの復号 
 

Ｏ．５．１ 差分動きベクトル 
前方、後方又は双方向予測ブロックにおける動きベクトルは差分符号化される。マクロブロック動きベクトルを

回復するため、予測が動きベクトルの差分に加えられる。前方動きベクトルは周囲のマクロブロックの前方動きベ

クトルからのみ予測され、後方動きベクトルは周囲のマクロブロックの後方動きベクトルからのみ予測されること

を除けば、予測は、６．１．１小節で述べられたのと似た方法で作られる。６．１．１小節で述べたように、ピク

チャ、ＧＯＢあるいはスライスの境界での特別な場合に同じ決定規則が適用される。もし、近傍のマクロブロック

が、（前方又は後方の）同じタイプの動きベクトルを持たなければ、そのマクロブロックの候補予測値はその動き

ベクトルタイプではゼロとなる。 

 

Ｏ．５．２ 直接モードの動きベクトル 
直接モードで符号化されたマクロブロックでは、ベクトルの差分は伝送されない。その代わり前方及び後方動き

ベクトルは、ＭＶDが常にゼロという制限の下でＧ．４節に述べられた時間的に続くＰベクトルから直接算出され

る。これらの得られたベクトルは他の動きベクトルの予測では使われない。もし時間的に後続する参照ピクチャの

対応する領域がＩＮＴＲＡモードで符号化されるならば、直接モードに対する予測処理における使用のためにその

領域に割り当てられる前方及び後方動きベクトルは、値ゼロを持たなければならない。 

 

Ｏ．６ 内挿補間フィルタ 
二次元スケーラビリティのためにピクチャを内挿補間する方法を付図Ｏ．８／ＪＴ－Ｈ２６３及び付図Ｏ．９／

ＪＴ－Ｈ２６３に示す。最初の図は内部の画素を補間する方法を示し、２番目の図はピクチャ境界近傍の画素を補

間する方法を示す。これは、付属資料Ｐのいくつかの場合及び付属資料Ｑで使われるのと同じ技術である。一次元

空間スケーラビリティにおいてピクチャを補間する方法を付図Ｏ．１０／ＪＴ－Ｈ２６３及び付図Ｏ．１１／ＪＴ

－Ｈ２６３に示す。付図Ｏ．１０／ＪＴ－Ｈ２６３は水平方向における内部画素の補間を示す。垂直方向の補間に

ついても同様である。付図Ｏ．１１／ＪＴ－Ｈ２６３はピクチャ境界の画素補間方法を示す。また垂直方向の補間

についても同様である。これは、付属資料Ｐのいくつかの場合で使われるのと同じ技術である。 
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a b

c d

A B

C D

a =(9A+3B+3C+D+8)/16

b =(3A+9B+C+3D+8)/16

c =(3A+B+9C+3D+8)/16

d =(A+3B+3C+9D+8)/16

元の画素位置

補間された画素位置  

 
付図Ｏ．８／ＪＴ－Ｈ２６３ 二次元スケーラビリティにおける画素補間方法  

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

 

a b c

d

e

A B

C D

a = A

b = (3*A +B + 2) / 4

c = (A + 3*B + 2) / 4

画像境界

d = (3*A + C + 2) / 4

e = (A + 3*C + 2) / 4

元の画素位置

補間された画素位置

画像境界

 

 
付図Ｏ．９／ＪＴ－Ｈ２６３ 境界における二次元画素補間方法  

           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

 

a bA B
a =(3A + B + 2)/4

b =(A + 3B + 2)/4

元の画素位置

補間された画素位置
 

 
付図Ｏ．１０／ＪＴ－Ｈ２６３ 一次元スケーラビリティの画素補間方法  

         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

 

a A B a = A

元の画素位置

補間された画素位置

画像境界

画像境界
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付図Ｏ．１１／ＪＴ－Ｈ２６３ ピクチャ境界の一次元画素補間方法  

          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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付属資料Ｐ 

参照ピクチャ再サンプリング 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｐ．１ 序論 
この付属資料は、現在のピクチャの予測に使用する「ワープ」ピクチャを生成するために、前に復号された参照

ピクチャに適用される再サンプリングプロセスの使用とシンタックスを記述したものである。この再サンプリング

シンタックスは、異なった情報源フォーマットを持つ先行するピクチャに対する現在のピクチャの関係を指定する

ことが出来、また現在のピクチャに対する前のピクチャの形、サイズ、位置の「グローバル動き」ワープ変更を指

定することができる。特に、符号化している間にピクチャの解像度を適応的に変更するために参照ピクチャ再サン

プリングモードを使用することが出来る。双線形内挿補間係数の生成するために高速アルゴリズムが使用される。

このモードを使用する能力とその特徴がサポートされる程度は、外部で交渉される（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２

４５）。このモードは、能力交換（例えば、“ファクター４”ピクチャのサイズ変更のみ、１／２画素解像度ピク

チャのワープのみ、あるいは任意のイメージサイズのサイズ変更と変位のサポート）する間に定義してもよい限定

されたシナリオにおいて使用される。 

 

注：ピクチャ領域のエッジ及び輝度と色差標本の相対的な位置の空間アライメントを維持するために、異なる

解像度のピクチャ間のデフォルトのイメージ変換が定義される。符号器で様々な解像度のピクチャを生成

するため及び復号後様々な解像度のピクチャの表示（特に再サンプリングにおいて引き起こされる位相シ

フトにより発生する空間位置におけるシフトについて）のために用いられる再サンプリング操作の設計におい

て、このことが関連してもよい。またこのモードを動的適応ピクチャ解像度変更に使用することが出来るので、

ピクチャ表示のサイズ変更をすることなく符号化されたピクチャサイズを切り替えることを許容するために、

符号化されたピクチャサイズより高い解像度で復号ピクチャを表示するための外部の交渉をこのモードの操

作で利用してもよい。 

 

もし、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールド中の参照ピクチャ再サンプリングビットがセットされていないがＰＬＵＳ

ＰＴＹＰＥが存在し、ピクチャがＩＮＴＥＲかＢかＥＰピクチャ又は改良ＰＢフレームであり、時間的に前に符号

化されたピクチャとピクチャサイズが異なる場合には、ワープパラメータ（Ｐ．２．２節参照）が０に、フィルモ

ード（Ｐ．２．３節参照）がclipに、変位精度（Ｐ．２．１節参照）が
1

16
の精度にセットされた、参照ピクチャ

再サンプリングモードが起動される。これにより、再サンプリングプロセスはピクチャ解像度における予想的に符

号化された変化として容易に動作する。ＣＩＦと４ＣＩＦ間の遷移のような簡単な“ファクター４”解像度変更の

場合、丸め制御の適用を除き空間スケーラビリティ（付属資料Ｏ）あるいは縮小解像度更新（付属資料Ｑ）に適用

されるのと同一の簡単なフィルタに再サンプリングプロセスは縮小される。 

そのピクチャがＥＰピクチャであり、参照ピクチャ再サンプリングビットが参照レイヤのピクチャヘッダのＰＬ

ＵＳＰＴＹＰＥフィールドにセットされている場合には、このビットは、高品質化レイヤのＥＰピクチャのピクチ

ャヘッダにもセットされなければならない。 

Ｂピクチャにおいて参照ピクチャ再サンプリングモードが用いられるならば、時間的に後に引き続くピクチャで

なく時間的に前のアンカーピクチャに再サンプリングプロセスは適用されなければならない。再サンプリングプロ

セスが適用される時間的に前のアンカーピクチャは復号ピクチャ（すなわち、このモードが後続の参照ピクチャに

対しても実施されるなら、参照ピクチャ再サンプリングモードが適用されるどの再サンプリングよりも前）でなけ

ればならない。時間的に後のアンカーピクチャはＢピクチャと同じピクチャサイズを持たなければならない。  
改良ＰＢフレームに対して参照ピクチャ再サンプリングモードが呼び出されるならば、ワープパラメータ一式が

送信され、再サンプリング参照ピクチャは改良ＰＢフレームのＢ、Ｐ部分の両方の参照として用いられる。  
参照ピクチャ再サンプリングモードは、現在のピクチャの全てのピクチャ、ＧＯＢ、スライスヘッダのＴＲＰＩ

及びＴＲＰの値が同じ参照ピクチャの使用を指定するのでない限り（その場合、指示された参照ピクチャは、参照

ピクチャ再サンプリング処理が暗黙に呼び出されるかどうかを決定するピクチャであり、かつ、再サンプリング処

理が適用されなければならないピクチャである）、参照ピクチャ選択モード（付属資料Ｎ参照）が使用されている

時に呼び出されてはならない。 
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参照ピクチャ再サンプリングは、現在のピクチャ領域の４つのコーナーの変位に関して定義される。水平方向サ

イズＨと垂直方向サイズＶをもつ現在のピクチャの輝度フィールドにおいて、ピクチャのそれぞれ左上、右上、左

下、右下のコーナーに対して４つの概念的な動きベクトル 00v , 0Hv , Vv 0 , HVv が定義される。付図Ｐ．１／Ｊ

Ｔ－Ｈ２６３に示すように、これらのベクトルは現在のピクチャのコーナーを前の復号ピクチャの対応するコーナ

ーにマッピングするために現在のピクチャのコーナーをどのように動かすかを記述するものである。これらのベク

トルの単位は、参照ピクチャ格子内での単位と同じである。現在のピクチャ内部の真の値の位置（x､y）における

ベクトル ),( yxv を生成するために、双線形内挿補間の近似が使われる。すなわち、 

 .111),( 0000 ⎥
⎦

⎤
⎢
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⎛+⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ −⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ −= HVVH v

H
xv

H
x

V
yv

H
xv

H
x

V
yyxv  

 

v00 vH0

v0V

vHV

 
付図Ｐ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ワープに使用される動きベクトルの概念例 

               （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

現在のピクチャの水平方向サイズHと垂直方向サイズV、参照ピクチャの水平方向サイズH R と垂直方向サイズV R 

は、これらの値が16で割り切れるか否かに関わらず、ピクチャヘッダによって示される。ピクチャ幅または高さが

16で割り切れない場合には、再サンプリングプロセスで使用されるのと同じフィルモードを用いて再サンプリング

ピクチャに画素を付加することにより付加的領域を生成しなければならない。 

簡潔な記述のため、再サンプリングベクトルr0,rx,ry,rx yを以下のように定義する。 

 

000 vr =  

000 vvr Hx −=  

000 vvr Vy −=  

HVVHxy vvvvr +−−= 0000 . 

 

この定義を用いて、双線形内挿補間の式は以下のように書き直すことができる。 
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v x y r x
H

r y
V

r x
H

y
V

rx y xy( , ) = + ⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

+ ⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

+ ⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟
⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

0  

 

ワープを目的として、ピクチャ領域の左上コーナーの座標は (x ,y )=(0 ,0)であり、それぞれの画素は高さと幅を持

ち、その画素の中心は (x,  y )=( i L  +  
1

2
,  j L  +  

1

2
)  （  i L  =  0 ,  …,  H  –  1  及び  j L   =  0 ,  …,  V  –  1）に位置すると仮定する。

ここで下添字Lは、 i Lと j Lが輝度フィールドに属していることを示している。（画素のアスペクト比は通常一定で

あるかあるいはアスペクト比の変換はこの再サンプリングで実行されるため、ワープのために実際の画素アスペク

ト比を考慮する必要はない。） この規定により、参照ピクチャの輝度フィールドの各位置でのｘとｙの変位は次

のようになる。 

( ) ( ) ( )( )[ ]v i j
HV

HVr i Vr j Hr i j rx L L x L x
x

L x
y

L L x
xy( , ) = + + + + + + +

1 0 1
2

1
2

1
2

1
2  

( ) ( ) ( )( )[ ]v i j
HV

HVr i Vr j Hr i j ry L L y L y
x

L y
y

L L y
xy( , ) = + + + + + + +

1 0 1
2

1
2

1
2

1
2  

 

すべての位置と位相は、座標（x,y)＝（
1

2
，

1

2
）である左上コーナーの画素の中心との比較で算出しなければな

らないので、基本的に重要な量は次のようになる。 

  x i j i v i jR L L L x L L( , ) ( , )− = +⎛
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2
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2
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⎠⎟

+ + +⎛
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HVr i HV Vr j Hr i j rx L x

x
L x

y
L L x

xy( )  
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+ −
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HVr j Vr j HV Hr i j ry L y
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L y
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L L y

xy( )  

これらの近似式を使用して、前に復号された参照ピクチャにおける位置が決定されると、再サンプリングされた

画素の値を生成するために、後でこの付属資料の中で指定される双線形内挿補間を使用しなくてはならない。  
それぞれの再サンプリングベクトルは、幾何学的なワープを記述する第１成分と、予測されるピクチャ（水平方

向サイズHと垂直方向サイズV）と参照ピクチャ（水平方向サイズ  H Rと垂直方向サイズV R）のサイズの相違を説

明する第２成分の２つの成分に分解される。  
このベクトルの分解値は次の通りである。 

v v v v

v v v v H H

v v v v V V

v v v v H H V V

warp size warp

H warp
H

size
H

warp
H

R

V warp
V

size
V

warp
V

R

HV warp
HV

size
HV

warp
HV

R R

00 00 00 00

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

0

0

     

     

      

    

= + = +

= + = + −

= + = + −

= + = + − −

( , )

( , )

( , )

( , )

 

 

Ｐ．２ シンタックス 
ピクチャヘッダのＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールドに参照ピクチャ再サンプリングビットがセットされる時はい

つでも、ピクチャヘッダのＲＰＲＰフィールドは参照ピクチャ再サンプリングプロセスを制御するパラメータを含
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む。この節で記述されるように、このパラメータは２ビットのワープ変位精度（ＷＤＡ）フィールドを含み、８個

のワープパラメータあるいは１ビットのワープパラメータ拡張を含んでもよく、またフィルモードを含む。  
 

Ｐ．２．１ ワープ変位精度（ＷＤＡ）（２ビット） 
２ビットのワープ変位精度フィールドＷＤＡはビット列の中のＲＰＲＰフィールドの最初に現れ、それぞれの画

素の変位精度を示す。“１０”はそれぞれの画素のxとy変位が1/2画素精度で量子化されることを示す。“１１”

は、変位が
1

16
画素精度で量子化されることを示す。その他の値は将来のために予約されている。 

 

Ｐ．２．２ ワープパラメータ（可変長） 
ＩＮＴＥＲ、Ｂピクチャまたは将来のＰＢフレームにおいて参照ピクチャ再サンプリングパラメータが送信され

るとき、付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３に示す可変長符号を用いた８個のワープパラメータがピクチャヘッダに含ま

れる。ＳＮＲスケーラビリティを用いるＥＰピクチャでは、下位レイヤのワープパラメータが使われワープパラメ

ータは送信されない。もし空間スケーラビリティを用いるＥＰピクチャにおけるピクチャヘッダのＰＬＵＳＰＴＹ

ＰＥフィールドに参照ピクチャ再サンプリングビットがセットされているならば、下位レイヤのそれぞれのアップ

サンプリングされた次元量（下添字xかつあるいはyをもつワープパラメータ）を２倍し、さらにワープパラメータ

のＬＳＢを定義するために関連するワープパラメータの位置に置かれて送られるもう１ビットの値を加えること

により、下位レイヤのワープパラメータは現在のレイヤに必要な精度に更新される。  
８つの整数値のワープパラメータ（あるいはそれらの１ビットの詳細）は、次の順序で送られる。 

 

w w w w w w wx y x
x

y
x

x
y

y
y

x
xy0 0, , , , , , , wy

xy
 

 

これらのパラメータが１ビットの詳細ではないとき、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥがある時の無制限動きベクトルモード

での動きベクトル差分と類似した方法で、すなわちパラメータ範囲の制限（つまり−4095から+4095の範囲）が無

い付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３を用いてこれらのパラメータは送られる。動きベクトル差分の対を符号化するとき

のように、各対のワープパラメータ送信後必要に応じてエミュレーション防止ビットを付加しなければならない。

つまり、表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３のオールゼロの符号語（1/2画素単位での+1の値）が( wx
0
と wy

0
， wx

x
と wy

y
、

あるいは wx
xy
と wy

xy
)の対で両方のワープパラメータに対して用いられる場合、スタートコードエミュレーション

を防ぐために値が１である１ビットが１対の符号語の後に続く。  
これらの８つのワープパラメータは、再サンプリングベクトルのサイズ変更成分を取り除くことにより推測され

る変位と比較してのピクチャコーナー変位として解釈される。現在のピクチャの輝度フィールドで1/2画素オフセ

ットを表現するため、ワープパラメータの大きさが変えられる。これらのパラメータ値の範囲は、 -4095～+4095
である。ワープパラメータは、次の関係式により再サンプリングベクトルを使用して定義される。 

 

w rx x
0 02=  w ry y

0 02=  

( )w r H Hx
x

x
x

R= − −2 ( )  w ry
x

y
x= 2  

w rx
y

x
y= 2  ( )w r V Vy

y
y
y

R= − −2 ( )  

w rx
xy

x
xy= 2  w ry

xy
y
xy= 2  

 

Ｐ．２．３ フィルモード（ＦＩＬＬ＿ＭＯＤＥ）（２ビット） 
ＩＮＴＥＲあるいはＢピクチャあるいは改良ＰＢフレームで、ピクチャヘッダにおいて直後に続く可変長符号化

されたワープパラメータは、参照ピクチャにおいて計算された位置が参照ピクチャ領域外にある画素の値に対して
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取られるフィルモード動作を定義する２ビットである。２ビットの意味は付表Ｐ．１／ＪＴ－Ｈ２６３において、

またそれらの位置は付図Ｐ．２／ＪＴ－Ｈ２６３において示される。ＥＰピクチャでは、フィルモード動作は参照

レイヤと同じであり、フィルモードビットの２ビットは送信されない。 

 

付表Ｐ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ フィルモードビット／動作  
            （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

フィルモード  
ビット  フィル動作  

0  0 Color 

0 1 Black 

1 0 Gray 

1 1 Clip 

 
フィルモードがclipの場合、前の参照ピクチャの領域外の画素値がイメージ境界画素の値から外挿補間により推

測されるように、前の参照ピクチャでの位置座標は無制限動きベクトルモードにおける場合のように独立に制限さ

れる。フィルモードがBlackの場合、前の参照ピクチャの領域外の輝度画素はY=16の値が割り当てられ、色差画

素はCＢ=CＲ=128の値が割り当てられる。フィルモードがGrayの場合、輝度と色差値は、Y=CＢ=CＲ=128の値が設

定される。フィルモードがColorの場合、次の節で記述されるようにフィルカラーを指定するために追加のフィー

ルドが送られる。 

 

Ｐ．２．４  フィルカラー仕様（Y_FILL, CB_EPB, CB_FILL, CR_EPB, CR_FILL)（２６ビット） 
フィルモードがColorでありピクチャがＥＰピクチャでないならば、フィルカラーを正確に指定する３つの８ビ

ット整数、y_f i l l、CＢ_fi l l、CＲ_fi l lがビット列においてフィルモードビットの後に続く。３つの８ビット整数の

間には、各々値が１である２つのエミュレーション防止ビット (CＢ_EPBとCＲ_EPB)が置かれる。フィルモードが

Colorである時だけ存在するこの色仕様のフォーマットは、付図Ｐ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に示される。それぞれの

８ビット整数フィールドは自然表現により送られる。ＥＰピクチャでは、フィルモード動作（とフィルカラー）は

リファレンスレイヤのものと同じである、そしてフィルカラー仕様は送信されない。  
 

FILL_MODE Y_FILL CB_EPB CB_FILL CR_EPB CR_FILL 

 
付図Ｐ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ フィルモードとフィルカラーの表示データのフォーマット  

     （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

Ｐ．３  再サンプリングアルゴリズム 
この節で記述される方法は、再サンプリングされた参照ピクチャの標本の生成に使用される方法と結果として数

学的に同等でなければならない。整数ワープパラメータ w w w w w w wx y x
x

y
x

x
y

y
y

x
xy0 0, , , , , , , wy

xy を用いて、
1

32 画素精度（実

際の変位は32で除算することで得られる）での輝度フィールドのコーナーのｘ，ｙ変位を表す整数パラメータ

u ,u ,u ,u ,u ,u ,ux
00

y
00

x
H0

y
H0

x
0V

y
0V

x
HV

, uy
HV

は、以下のように定義される。 

 

( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )

u w u w
u w w H H u w w

u w w u w w V V

u w w w w H H u w w w w V V

x
00

x y
00

y

x
H0

x x
x

R y
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y y
x

x
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x x
y

y
0V

y y
y

R

x
HV

x x
x

x
y

x
xy

R y
HV

y y
x

y
y

y
xy

R

= =

= + + − = +

= + = + + −

= + + + + − = + + + + −

16 16
16 2 16

16 16 2

16 2 16 2

0 0

0 0

0 0

0 0

( )

( )

( ) ( )    
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次に、仮想フレームの水平方向と垂直方向のサイズを示すH’とV’は、次の条件を満たす最小の整数として定義

される。 

 は正の整数とnmVHVVHH nm   ,2' ,2' ,' ,' ==≥≥  

双線形外挿補間を輝度フィールドのコーナーベクトルに適用することにより、
1

32 画素精度（実際の変位は32で

除算することで得られる）での仮想ポイント (x ,y )  =(0,0) ,  (H ’ ,0 ) ,  (0 ,V ’ ) , (H ’ ,V ’ )  における輝度フィールドのｘ，

ｙ変位を表す整数パラメータ u ,u ,u ,u ,u ,u ,ux
LT

y
LT

x
RT

y
RT

x
LB

y
LB

x
RB , uy

RB
は、以下のように定義される。 

 

( ) ( )
( ) ( )

( )

u u u u
u H H u H u // H u H H u H u // H

u V V u V u // V u V V u V u // V

u V V H H u H u V H H u H

x
LT

x
00

y
LT

y
00

x
RT

x
00

x
H0

y
RT

y
00

y
H0

x
LB

x
00

x
0V

y
LB

y
00

y
0V

x
RB

x
00

x
H0

x
0V

= =

= − + = − +

= − + = − +

= − − + + − +

         
                  

             

( ' ) ' ( ' ) '

( ' ) ' ( ' ) '

( ' ) ( ' ) ' ' ( ' )( )( )
( ) ( )( )

' ( )

( ' ) ( ' ) ' ' ( ' ) ' ( )

u // HV

u V V H H u H u V H H u H u // HV

x
HV

y
RB

y
00

y
H0

y
0V

y
HV

  

  = − − + + − +

 

 
ここで、「//」は、商に最も近い整数に丸めかつ1/2整数値を０から遠い値に丸める整数による除算を意味する。 

この付属資料の残りにおいて、輝度と色差フィールドともに画素のセンターはポイント（x,y）=（i+
1

2
,j+

1

2
）

にあると仮定する。整数パラメータi,jは、以下のように定義される。 

 

(1)  i = 0, …, H – 1 かつ j = 0, …, V – 1 ：輝度, 

(2)  i = 0, …, 
H
2 – 1 かつ j = 0, …, 

V
2 – 1 ：色差 

 

これは、付図Ｐ．３／ＪＴ－Ｈ２６３で示すように輝度と色差に対して異なる座標系が使われることを意味する。

色差のための座標系を用いることにより、上記に定義される整数パラメータ u ,u ,u ,u ,u ,u ,ux
LT

y
LT

x
RT

y
RT

x
LB

y
LB

x
RB , uy

RB
を、

1
64 画 素 精度 （実 際 の変 位は 64 でこ れら の 値を 除算 す るこ とで 得 られ る） で の仮 想ポ イ ント (x,y)=(0, 

0),(H ’/2,0),(0,V ’/2)と(H ’/2,V ’/2)における色差フィールドのｘとy変位と見なすこともできる。これらのパラ

メータ及び輝度では２色差では１に定義されている付加パラメータＳを用いて、輝度と色差フィールドの再サンプ

リングアルゴリズムは共通の方程式を使用して定義される。 



 －  130 －  JT-H263 

輝度画素

色差画素

ピクチャの境界

x

y

0 1 2 3 4 5

0

1

2

3

4

5

x

y

0 1 2

0

1

2

輝度 色差

 
 

付図Ｐ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ 輝度と色差フィールドの座標系  
           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

S
64 画素精度（実際の変位は、64/Sでこれらの値を除算することによって得られる）において、(x,y)=(0,j+

1

2
)

と(SH ’/2,j+
1

2
)でのピクチャフィールドのxとy変位を示す整数パラメータ u j ,u j ,u j ,x

L
y
L

x
R( ) ( ) ( ) u jy

R ( ) は、１次元線

形内挿補間を用いて以下のように定義される。  
 

( ) ( )
( ) ( )

u j SV j u j u // SV u j SV j u j u // SV

u j SV j u j u // SV u j SV j u j u // SV

x
L

x
LT

x
LB

y
L

y
LT

y
LB

x
R

x
RT

x
RB

y
R

y
RT

y
RB

( ) ( ' ) ( ) ( ) ( ' ) ( )

( ) ( ' ) ( ) ( ) ( ' ) ( )

= − − + + = − − + +

= − − + + = − − + +

2 1 2 1 2 1 2 1

2 1 2 1 2 1 2 1

  ( ' )         ( ' )

  ( ' )         ( ' )
 

 

ここで、「//」は、商に最も近い整数に丸めかつ1/2整数値を０から遠い値に丸める整数による除算を意味する。 

最終的に、参照ピクチャにおける変換位置を指定するパラメータは、 

 

( )
( )

I i j Pi SH' i u j i u j H' P /// H' P

J i j Pj SH' i u j i u j H' P /// H' P

i i j I i j /// P j i j J i j /// P
I i j I

R x
L

x
R

R y
L

y
R

R R R R

x R R

( , ) ( ) ( ) ( ) ( )

( , ) ( ) ( ) ( ) ( )

( , ) ( , ) ( , ) ( , )
( , ) (

= + − − + + +

= + − − + + +

= =
∅ = −

2 1 2 1 32 64

2 1 2 1 32 64

/   ( / )

/   ( / )

    
( , ) ) ( , ) ( ( , ) )i j /// P P J i j J i j /// P Py R R    ∅ = −

 

 

ここで、「 / / /」：  負の無限方向への切り捨てを行う整数値による除算  
 「/」：  整数値による除算（精度を失うことのない結果の場合） 

  P：   xとy変位精度（ＷＤＡが“１０”の場合Ｐ＝２、ＷＤＡが“１１”または存在しない場合、

Ｐ＝１６。ワープ配置精度（ＷＤＡ）の定義についてはＰ．２．１小節を参照） 

( , )
( , ) ( , )I i j

P

J i j

P
R R+ +

1

2

1

2
：位置 (x ,y )の変換位置（I R ( i , j )とJ R ( i , j )ともに整数である）  
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( ( , ) , ( , ) )i i j j i jR R+ +
1

2

1

2
：位置（x,y）の変換された位置に近いサンプリング点（ I R ( i , j )と JR ( i , j )と共に整

数である） 

( , ):∅ ∅x y 変換された位置の双線形内挿補間係数（ ∅x と ∅y は共に整数である。） 

 

Ｐ＝１６のとき64H’ /P =2m + 2  ,Ｐ＝２のとき64H ’ /P=2 m + 5であるので、除算をシフト演算に置換する事によりこ

の式の計算を簡単にすることができる。これらのパラメータを使うと、再サンプリングされたピクチャにおいて、

(x ,  y )=( i+ 1
2 , j+ 1

2 )に位置する画素の標本値E P ( I , j )は双線形内挿補間を使って次のように得られる。 

 

 
( )(

( ) )
E i j P P E i j E i j

P E i j E i j P RCRPR P

P y x R R R x R R R

y x R R R x R R R

( , ) ( ) ( ) ( , ) ( , )

( ) ( , ) ( , ) / /

= − ∅ − ∅ + ∅ +

+ ∅ − ∅ + + ∅ + + + − +

1

1 1 1 2 12 2                  
 

 

ここで、「 /」は切り捨てによる除算、iRとjRはiR(i,j)とjR(i,j)の簡素化した記述、ER(iR,jR)は必要に応じて適

切なフィルモードを使用しての外挿補間を行った後の参照ピクチャでの(x,y)=(iR+
1
2 ,jR+

1
2 )に位置する画素の

標本値を示す。パラメータＲＣＲＰＲの値は、次のように定義される。  
 

(1)  時間的に引き続くアンカーピクチャとしてＰピクチャを持つＢピクチャ（あるいは改良ＰＢフレームのＢ

部分）では、ＲＣＲＰＲは、時間的に後のＰピクチャのＭＰＰＴＹＰＥ（５．１．４．３小小節を参照）

での丸めタイプ（ＲＴＹＰＥ）ビットと等しい。これは改良ＰＢフレームのＲＣＰＲがＰ部分とＢ部分と

で同じ値を持っていることを意味する。 

(2)  他のタイプのピクチャでは、ＲＰＲＰＲは現在のピクチャのＲＴＹＰＥビットと等しい。 

 

Ｐ．４  実装方法の例 
この節では、前の節で記述されたアルゴリズムの実装例が疑似コードとして提供される。 

 

Ｐ．４．１ 仮想のポイントの変位 

大きいピクチャが符号化されるとき、Ｐ．３節で示されるパラメータ ux
RB

と uy
RB

を得るための方程式の簡単な実

装には、２進数表現で３２ビット以上を必要とする変数の使用が必要となるかもしれない。容易に６４ビットの整

数あるいは浮動小数点レジスタを使用できないシステムに対しては、ux
RB

と uy
RB

の算出のために３２ビット以上の

変数を必要としないアルゴリズムの例を以下に示す。 

H,V,H’,V’が４で割ることが出来るので、 ux
RB

の定義は次のように書き直すことができる。 

( ) ( )( )u V V H H u H u V H H u H u // Ax
RB

Q Q Q Q x
00

Q x
H0

Q Q Q x
0V

Q x
HV= − − + + − +( ' ) ( ' ) ' ' ( ' ) '    

 

ここで、HQ=H/4, VQ=V/4, HQ ’=H ’/4, VQ ’=V ’/4, A=HQVQであり、「 / /」は、商に最も近い整数に丸めかつ1/2整数

値を０から遠い値に丸める整数による除算を意味する。次に記述の簡略化のために、パラメータTTとTB は以下の

ように定義される。  

T H H u H u

T H H u H u

T Q Q x
00

Q x
H0

B Q Q x
0V

Q x
HV

= − +

= − +

( ' ) '

( ' ) '
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負の無限方向に切り捨てられた整数での除算を示す演算子「///」と、a % b =a −(a /// b) bで定義される演

算子「％」を使うと、 ux
RB

の値は次の疑似コードによって得られる。 

q = (V Q    −  V Q ’)*(T T   / / /  A)+  V Q ’*(TB   / / /  A) + ((V Q    −  V Q’)*(T T    % A)+  V Q ’  *(T B    %  A))  / / /  A;  
r = ((V Q    −  V Q ’)*(T T    % A)+  V Q ’  *(T B    %  A))  % A;  
if (q < 0) 

  ux
RB  = q+(r+(A-1)/2)/A;  

else  

  ux
RB  = q+(r+A/2)/A; 

  

uy
RB

の値も、このアルゴリズムを使って計算される。 

 

Ｐ．４．２ 再サンプリングアルゴリズム 
アルゴリズムの記述を簡略化するために、関数pr ior_sampleを定義する。その目的は、前の参照ピクチャのサン

プリング格子に対しての、任意の整数位置（ iＰ， jＰ  ）における画素値を生成することである。 

clip(xmi n, x, xm a x) { 

  if (x < xm i n) { 

    return xm i n; 

  } else if (x > xma x) { 

    return xm a x; 

  } else { 

    return x; 

  } 

} 

prior_sample( ) {

  if (FILL_ MODE =  ) {

    clip( * /2 1);

    clip( * /2 1);

    return prior_ref[ ];

  } else {

    if (( ) OR ( * /2-1) OR ( ) OR ( * /2-1)) {

      return fill_ value;

    } else {

      return prior_ref[ ];

    }

  }

}

i j

i i S H

j j S V

i j

i i S H j j S V

i j

p p

c p R

c p R

c c

p p R p p R

p p

,

,

,

clip

= −

= −

0

0

, ,

, ,

< 0 > < 0 >  

 

疑似コードにおいて、prior_ref［i，j］は時間的に前の参照ピクチャでの行iと列jの標本を示す。 

次に、Ｐ．３節で記述される双線形内挿補間を実行するフィルタ関数が定義される。次の関数の全引数は整数で

あり、双線形内挿補間係数、ØxとØyは、０からＰ－１（両端を含む）の範囲で量子化されると仮定する。  
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( ) {

( ) ( ) ( ) ( )( )
( ) ( ) ( )( )

}

filter  

  return prior_sample prior_sample

             prior_sample prior_sample

          ;

x y

[ P P x y x  y

P x y x  y

P RCRPR] P

x y

y x x

y x x

0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

2 2

1

1 1 1

2 1

, , ,

, ,

, ,

/ /

∅ ∅

− ∅ ⋅ − ∅ ⋅ + ∅ ⋅ + +

∅ ⋅ − ∅ ⋅ + + ∅ ⋅ + + +

− +

 

 

最終的に、現在のピクチャの予測を生成する参照ピクチャのワープの方法は、これらの関数により定義される。

予測ピクチャの画素はラスター走査順序で生成される。 u j , u j , u j ,x
L

y
L

x
R( ) ( ) ( ) と u jy

R ( ) の値はすでに算出され、変数

u , u , u ,x
L

y
L

x
R uy

R
にロードされているものと仮定する。パラメータDをD=64H’/Pと定義し、H’=2 mと記述すると、再

サンプルされたフィールド（最上位ラインは第０番目のラインと定義される）の j番目のラインの画素標本値は、

次の疑似コードによって得られる  

ax
i  = D * P + 2 * ( ux

R  − ux
L ); 

ay
i  = 2 * ( uy

R   − uy
L ); 

ax  = ux
L  * S * 2 m + ( ux

R  − ux
L )+ D / 2; 

ay  = j * D * P + uy
L  * S * 2 m + ( uy

R  − uy
L )+ D / 2; 

for ( i   =   0; i   <  S * H / 2; i++) {  

 I R = ax  / / / D; 

 J R = ay  / / / D; 

 i R = I R / / / P; 
 j R = J R / / / P; 

 Øx = I R − ( i R * P); 
 Øy = J R − ( j R * P); 
 new_ref[ i, j] = filter( i R, j R, Øx, Øy); 

 ax  += ax
i ; 

 ay  += ay
i ; 

} 

 

ここで、このコードで使用されるすべての変数は整数変数であり、new_ref［ｉ ,ｊ］は、再サンプルされた参照ピ

クチャでの行ｉと列ｊのために生成される標本を示す。パラメータの定義により、このコードでのすべての除算は、

２進数シフト操作に置き換えることが出来る。例えば、Ｐ＝１６のとき、 

 

 I R = ax  / / / D; 

 J R = ay  / / / D; 

 i R = I R / / / P; 
 j R = J R / / / P; 
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 Øx = I R − ( i R  * P); 
 Øy = J R − ( j R  * P); 

 

は、aＸ , aＹ , IＲとJＲが２の補数表現で２進符号化される整数変数であると仮定して、次のように書き直すことができ

る。  
 

 I R = ax  >> (m+2); 

 J R = ay  >> (m+2); 

 i R = I R >> 4; 

 j R = J R >> 4; 

 Øx = I R & 15; 

 Øy = J R & 15; 

 

ここで、「>> N s h i f t」は、N s h i f tビット（N s h i f tは正の整数である）の右方向への２進算術シフト演算を示し、「&」

は、ビット毎のＡＮＤ演算を示す。 

 

Ｐ．５ “ファクター４”再サンプリング 

２または
1
2 の係数によってピクチャの水平、垂直方向のサイズを変換する“ファクター４”再サンプリングは、

Ｐ．３節で記述される再サンプリングアルゴリズムの特別な場合である。この特別な場合の再サンプリングアルゴ

リズムの簡略化した記述はこの節で規定される。  
以下の図で使われるパラメータＲＣＲＰＲ値は、Ｐ．３節で記述されるようにＭＰＰＴＹＰＥ（５．４．１．３

小小節参照）の丸めタイプ（ＲＴＹＰＥ）ビットにより決定される。さらに、以下の図の「  /  」は、切捨ての除算

を示す。 

 

Ｐ．５．１ “ファクター４”アップサンプリング 
内部の画素のために“ファクター４”アップサンプリングで使用される画素値内挿補間方法は、付図Ｐ．４／Ｊ

Ｔ－Ｈ２６３で示される。選択されたフィルモード（Ｐ．２．３小節とＰ．２．４小節参照）に従い、ピクチャの

外に画素が存在すると仮定することによって、境界画素に同じ内挿補間方法が応用される。フィルモードとして

clipが選択されるときの境界画素の内挿補間方法は、付図Ｐ．５／ＪＴ－Ｈ２６３に示される。正確な“ファクタ

ー４”アップサンプリングは、少なくとも
1
4 画素精度でのxとy変位を必要とするので、Ｐ．２．１小節で規定され

るワープ変位精度（ＷＤＡ）フィールドは、“１１”にセットされなくてはならない、もしくはこのアップサンプ

リング方法を使うために再サンプリングが暗黙的に呼び出されなければならない。 
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a b

c d

A B

C D

a =(9A+3B+3C+D+7+RCRPR)/16

b =(3A+9B+C+3D+7+RCRPR)/16

c =(3A+B+9C+3D+7+RCRPR)/16

d =(A+3B+3C+9D+7+RCRPR)/16

参照ピクチャの画素位置

アップサンプリングされた予測ピクチャの画素位置  
 

付図Ｐ．４／ＪＴ－Ｈ２６３  ピクチャ内画素“ファクター４”アップサンプリング  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

a b c

d

A B

C D

a =A

b =(3A+B+1+RCRPR)/4

c =(A+3B+1+RCRPR)/4

d =(3A+C+1+RCRPR)/4

参照ピクチャの画素位置

アップサンプリングされた予測ピクチャの画素位置

画像

境界

画像

境界

e e =(A+3C+1+RCRPR)/4

 
 

付図Ｐ．５／ＪＴ－Ｈ２６３ ピクチャ境界画素の“ファクター４”アップサンプリング  
                （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）      （Ｆｉｌｌモード＝制限）  

 
Ｐ．５．２  “ファクター４”ダウンサンプリング 

“ファクター４”ダウンサンプリングのための画素値内挿補間方法は、付図Ｐ．６／ＪＴ－Ｈ２６３で示される。

1
2 画素精度でのxとy変位は正確な“ファクター４”ダウンサンプリングに十分であるため、Ｐ．２．１小節で規定

される変位精度（ＷＤＡ）フィールド（もし存在するなら）の値として、“１０”と“１１”が共に許容される。 
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a

A B

C D

a =(A+B+C+D+1+RCRPR)/4

参照ピクチャの画素位置

ダウンサンプリングされた予測ピクチャの画素位置  
 

付図Ｐ．６／ＪＴ－Ｈ２６３ “ファクター４”ダウンサンプリング  
                         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 



 －  137 －  JT-H263 

付属資料Ｑ 

縮小解像度更新モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である）  

 

Ｑ．１ 序論 
この付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションである縮小解像度更新モードを記述したものである。

このモードの使用は、外部の手段により通知される（たとえばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）。このモードの使用は

ピクチャヘッダのＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールドで示す。  
縮小解像度更新モードは、動きの大きなシーンの符号化における使用が期待され、主観的に十分な画質を保ちつ

つ符号化ピクチャレートを増加できる見込みがある。このモードにおいては、高解像度の最終的なピクチャを生成

するために、高解像度の参照ピクチャを保持しつつ、符号器は低解像度で符号化したピクチャに対する更新情報を

送信する。  
このモードにおけるビット列のシンタックスは、本モード以外の符号化シンタックスと同じであるが、ビット列

の意味や解釈が少々異なる。このモードにおいて、マクロブロックにより覆われるピクチャの小領域の高さおよび

幅は、それぞれ２倍となる。よって、マクロブロックの数は、このモードでない場合の約４分の１である。動きベ

クトルデータはまた、高さおよび幅が普通の２倍のブロック、すなわち通常の１６×１６および８×８の代わりに、

それぞれ３２×３２および１６×１６のブロックを参照する。一方、ＤＣＴあるいはテクスチャデータは、低解像

度のピクチャにおける８×８のブロックを表すものとして考えるべきである。最終的なピクチャを生成するため

に、テクスチャデータは低解像度で復号され、フル解像度のピクチャへとアップサンプリングされる。アップサン

プリングの後、表示用および後続の参照用となるピクチャを生成するために、フル解像度のテクスチャピクチャが

（すでにフル解像度で）動き補償されたピクチャと加算される。  
このモードにおいては、ピクチャヘッダにおいて示される水平サイズＨと垂直サイズＶを持つピクチャが、表示

のための最終的なピクチャとして生成される。  
このモードでは、予測のために使用され、後続の復号のために生成される参照ピクチャは、４．１節に記述され

るデフォルトモードの場合と同様の水平サイズＨＲと垂直サイズＶＲを持つ。すなわち、ＨＲおよびＶＲは、次式で

計算される。  
 

ＨＲ＝（（Ｈ＋１５）／１６）×１６  
ＶＲ＝（（Ｖ＋１５）／１６）×１６  

 
ここで、ＨとＶはピクチャヘッダにおいて示される水平サイズと垂直サイズを表し、“／”は切捨ての除算を表

す。  

またこの付属資料においては、次式で計算される高さＨＣと幅ＶＣの縮小解像度でテクスチャは符号化される。  
 

ＨＣ＝（（ＨＲ＋３１）／３２）×３２ 

ＶＣ＝（（ＶＲ＋３１）／３２）×３２ 

 

ここで、“／”は切捨ての除算を表す。  

ＱＣＩＦフォーマットの場合のように、ＨＣとＨＲあるいはＶＣとＶＲが同じ値でない場合は、参照されたピクチ

ャは拡張されて、幅と高さがＨＣとＶＣである場合と同様の方法でピクチャは復号される。そして、復号の結果と

して得られた３２×３２のマクロブロックで覆われているピクチャは、幅ＨＲと高さＶＲになるように右端と下端

が切り取られ、右端と下端が切り取られたピクチャは後続の復号における参照ピクチャとして保存される。  

ＨとＶが、結果として得られるピクチャの幅ＨＣと高さＶＣに等しい場合、このピクチャは表示に使用される。

そうでない場合は、サイズが幅Ｈ×高さＶになるようにさらに切り取られ、表示目的のみに使用される。  
時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモード（付属資料Ｏ参照）あるいは参照ピクチャ再サンプリングモード（付

属資料Ｐ参照）が、このオプションと併用される場合、現在のピクチャの情報源フォーマットは参照ピクチャのフ

ォーマットとは異なるかもしれない。この場合には、参照ピクチャ再サンプリングは、復号の前に行われなければ

ならない。  
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注：このオプションが使用されるとき、参照ピクチャ（参照ピクチャ再サンプリングモードにより可能な再サ

ンプリング後の参照ピクチャ）のサイズは現在のピクチャヘッダに示されるサイズと同じであるので、このモ

ードは修正なしで参照ピクチャ選択モード（付属資料Ｎ参照）との併用が可能である。  
 

Ｑ．２ 復号処理 
付図Ｑ．１／ＪＴ－Ｈ２６３は縮小解像度更新モードにおけるブロック復号のブロック図を示している。  
 

８×８係数

ブロック

逆変換の結果

１６×１６再生

予測誤差ブロック

１６×１６

予測ブロック

係数

復号
アップサン

プリング

１６×１６

再生ブロック

再生

ベクトル

疑似

ベクトル

動き補償拡大

ビット列

ブロックレイヤ

　　　復号

マクロブロックレイヤ

復号

 
付図Ｑ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ 縮小解像度更新モードにおけるブロック復号のブロック図  

     （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 
復号手順を以下の小節で述べる。  
 

Ｑ．２．１ 参照ピクチャの準備 
利用可能な参照ピクチャのサイズがＨＣとＶＣと異なる場合がある。その場合には、Ｑ．２．１．１小小節また

はＱ．２．１．２小小節による復号手順の前に、参照ピクチャを変換しなければならない。  
 

Ｑ．２．１．１ 参照ピクチャ再サンプリング 
時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモード（付属資料Ｏ参照）、あるいは参照ピクチャ再サンプリングモード

（付属資料Ｐ参照）がこのオプションと併用された場合は、現在のピクチャと参照ピクチャの情報源フォーマット

とは異なる可能性がある。この場合には、まず参照ピクチャ再サンプリングを、各付属資料に従って行わなければ

ならない。  
 

Ｑ．２．１．２ 参照ピクチャの拡張 
ＱＣＩＦフォーマットのように、ＨＲまたはＶＲが３２で割り切れない場合は、参照ピクチャは拡張される。こ

の拡張の詳細な手順は、Ｑ．３節で定義される。  
 

Ｑ．２．２ マクロブロックレイヤ復号 
復号は、輝度においては３２×３２のサイズに、色差においては１６×１６のサイズに“拡大された”ブロック

上の操作として考えることができる。Ｑ．２．２．１小小節およびＱ．２．２．２小小節の記述のように、それぞ

れの拡大ブロックのテクスチャおよび動きデータは復号され、３２×３２の動きブロックおよび３２×３２のテク

スチャブロックを生成する。Ｑ．２．２．３小小節の記述のように、これらの動きブロックとテクスチャブロック

は、その後加算される。  
 



 －  139 －  JT-H263 

Ｑ．２．２．１ 動き補償 
はじめに、マクロブロック動きベクトル（または４本のマクロブロック動きベクトル）のそれぞれの成分は、Ｍ

ＶＤ（および場合によりＭＶＤ２－４）で構成される。改良ＰＢフレームモードにおいては、ＢピクチャのＭＶＦと

ＭＶＢはＭＶＤＢから構成される。この動きベクトルの構成の詳細な手順は、Ｑ．４節で定義される。現在のピク

チャのモードがＢピクチャまたはＥＰピクチャの場合においても、Ｑ．４節の手順で前方向および後方向の動きベ

クトルが得られる。  
マクロブロックの２つの色差ブロックの動きベクトルは、６．１．１小節の手順でマクロブロックの動きベクト

ルから得られる。拡張予測モードまたはデブロッキングフィルタモードのいずれかが使用され、そのためにマクロ

ブロックに４本の動きベクトルが定義されている場合、両方の色差ブロックの動きベクトルはＦ．２節の手順で４

本の動きベクトルから得られる。改良ＰＢフレームモードの場合、色差ベクトルの生成は付属資料Ｍで記述される。

ＢピクチャまたはＥＰピクチャが使用されている場合、色差ベクトルの生成は付属資料Ｏで述べられている。  
次に、予測ブロックが、ＩＮＴＥＲマクロブロックの動きベクトルから生成される。４つの１６×１６輝度予測

ブロックがマクロブロック動きベクトルから得られ、２つの１６×１６色差予測ブロックが色差動きベクトルから

得られる。サブ画素予測のための内挿補間については、６．１．２小節に示す。拡張予測モードと併用される場合

は、拡大オーバーラップ動き補償が実施され、拡大重み付けマトリックスを用いて４つの１６×１６輝度予測ブロ

ックが得られる。そのための詳細な手順はＱ．５節で定義される。現在のピクチャが、改良ＰＢフレーム、Ｂピク

チャ、あるいはＥＰピクチャの場合は、予測ブロックのサイズが８×８ではなく１６×１６であることを除いて、

他の関連付属資料の手順で予測ブロックが得られる。  
 

Ｑ．２．２．２ テクスチャ復号 
はじめに、５．４節の手順でブロックレイヤのビット列が復号される。そして、係数が復号され、６．２節の逆

変換の結果として、再生された縮小解像度の８×８予測誤差ブロックが得られる。  
次に、再生された縮小解像度の８×８予測誤差ブロックのアップサンプリングにより、１６×１６再生予測誤差

ブロックが得られる。それぞれの１６×１６再生予測誤差ブロックの端に位置する画素の生成には、そのブロック

に属する画素のみが使用される。詳細な手順はＱ．６節で定義される。  
 

Ｑ．２．２．３ ブロックの再生 
それぞれの輝度、色差ブロックに対し、予測値と予測誤差の加算が実施される。ブロックのサイズが８×８では

なく１６×１６であること以外は、手順は６．３．１小節と同じである。そして、６．３．２小節によりクリッピ

ングが行われる。  
次に、ブロック境界フィルタが、再生された１６×１６ブロックの境界画素に適用される。詳細な手順はＱ．７

節で定義される。  
 

Ｑ．２．３ ピクチャの保存 
ＣＩＦフォーマットのようにＨＲとＶＲの両方が３２で割り切れる場合、Ｑ．２．２小節に記述されるように、

再生された結果得られたピクチャは、それ以降の復号のためにそのまま参照ピクチャとして保存される。ＱＣＩＦ

フォーマットのように割り切れない場合、３２×３２のマクロブロックでちょうど覆われる再生されたピクチャ

は、幅ＨＲ、高さＶＲになるように右端と下端が切り取られ、この切り取られたピクチャがそれ以降の復号のため

の参照ピクチャとして保存される。  
 

Ｑ．２．４ 表示 
ＨとＶの両方がＨＣとＶＣに等しい場合、Ｑ．２．２小節において得られたピクチャは、そのまま表示に使用さ

れる。そうでなければ、この得られたピクチャはＨ×Ｖのサイズまでさらに切り取られ、切り取られたピクチャは

表示のみに使用される。  
 

Ｑ．３ 参照ピクチャの拡張 
ＱＣＩＦフォーマットのようにＨＲとＶＲが３２で割り切れない場合、マクロブロック／ブロックレイヤの復号

の前に参照ピクチャの拡張が行われる。輝度のために拡張された参照ピクチャの幅と高さは、３２で割り切れる次

に大きなサイズであり、色差のために拡張された参照ピクチャは１６で割り切れる次に大きなサイズである。  
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注：幅と高さが１６で割り切れる次に大きなサイズで、ピクチャは復号されなければならないため、デフォル

トモードにおける参照ピクチャの幅と高さは、画像フォーマットの幅と高さが１６で割り切れない場合におい

ても、常に１６で割り切れるサイズに拡張される（４．１節参照）。  
 
無制限動きベクトルモード、拡張予測モード、デブロッキングフィルタモードのいずれも、このオプションと併

用されていない場合、拡張された画素は復号されたピクチャの参照画素として再生や表示のために使用されること

がないので、拡張された画素は任意の値を取ることができる。  
無制限動きベクトルモード、拡張予測モード、デブロッキングフィルタモードのいずれかが、このオプションと

併用されている場合、動きベクトルがピクチャの右端や下端の外を指す場合の復号を確実にするために、参照ピク

チャの端の画素を複製することにより参照ピクチャの拡張が行われる。  
例えば、縮小解像度更新モードがＱＣＩＦに対して使用された場合、参照ピクチャの幅は１７６で高さは１４４

であり、これらは３２で割り切れない。ＱＣＩＦピクチャを３２×３２のサイズのマクロブロックで覆うためには、

マクロブロックの横列の数は６、マクロブロックの縦列は５でなければならない。よって、拡張された参照ピクチ

ャの幅は１９２、高さは１６０となる。  
 

176

144

192
 = 32*6

160
 = 32*5

拡張された参照ピクチャ

参照ピクチャ

 
付図Ｑ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＱＣＩＦピクチャサイズの参照ピクチャの拡張  

         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 
付図Ｑ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に、ＱＣＩＦにおける参照ピクチャの拡張を示す。輝度のための拡張された参照ピ

クチャは、次式により与えられる。  
 

ＲＲＲＵ（ｘ，ｙ）＝Ｒ（ｘ’，ｙ’）  
 
ここで、  
ｘ，ｙ    ＝画素領域における拡張された参照ピクチャの空間座標  
ｘ’，ｙ’   ＝画素領域における参照ピクチャの空間座標  

ＲＲＲＵ（ｘ，ｙ）＝拡張された参照ピクチャの（ｘ，ｙ）における画素値  
Ｒ（ｘ’，ｙ’）＝参照ピクチャの（ｘ’，ｙ’）における画素値  
 
ｘ’  ＝１７５  ｘ＞１７５かつｘ＜１９２の場合  
  ＝ｘ   上記以外  
 
ｙ’  ＝１４３  ｙ＞１４３かつｙ＜１６０のとき  
  ＝ｙ   上記以外  

 
色差のための参照ピクチャも、同様に拡張される。  
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Ｑ．４ 動きベクトルの再生 
縮小解像度更新モードにおいては、動きベクトルの範囲が縦横の両方向とも約２倍に拡大される。表１４／ＪＴ

－Ｈ２６３に定義されるＭＶＤの可変長符号を用いて、拡大された範囲を実現するために、各ベクトルの成分は１

／２画素値または０の値のみに制限される。よって、デフォルトの縮小解像度更新モードにおける各動きベクトル

の成分の範囲は、[-31.5,30.5]となる。無制限動きベクトルモードが使用されている場合は、Ｄ．２節に定義さ

れ るベ クトル の範 囲 [-limit,limit] が 疑似 動きベ クト ルに当 ては まり、 動き ベクト ルの ために [-(2 ×

limit-0.5),2×limit-1.5]に変換される。ＣＩＦでは、疑似動きベクトルの範囲が[-32,31.5]、動きベクトル

の範囲が[-63.5,62.5]であることを意味する。ＵＵＩフィールドが“０１”に設定される場合、動きベクトルは

無制限となる。しかし、動きベクトル（疑似動きベクトルだけでなく）は、Ｄ．１．１小節に述べられるように符

号化領域の１５画素より外を指さないように常に制限される。付図Ｑ．３／ＪＴ－Ｈ２６３は、  値が（０，０）

のベクトル周辺において、マクロブロックの動きベクトルまたは４本の動きベクトル予測がとり得る位置を図示し

ている。破線は整数の座標を示す。  
Ｂピクチャにおいて、マクロブロックに対し差分動きベクトルを用いると、前方および後方予測のための動きベ

クトルが独立に得られる。縮小解像度更新モードでは、輝度ブロックの動きベクトル成分ＭＶＣは、以下のように

してＭＶＤおよびＭＶＤ２－４から再生される。  
 

(1)   疑似予測ベクトル成分“疑似ＰＣ”を、予測ベクトル成分ＰＣから生成する。 

 

  疑似ＰＣ＝０  ＰＣ＝０の場合  
  疑似ＰＣ＝sign（ＰＣ）×（｜ＰＣ｜＋０.５）／２.０ ＰＣ≠０の場合  
 

“／”は浮動小数点精度の割り算（正確さの損失なし）を示す。予測ベクトル成分ＰＣは、６．１．１

小節およびＦ．２節で定義されるように、ベクトル成分ＭＶ１、ＭＶ２、ＭＶ３の中央値として定義され

る。  
 

(2)   疑似マクロブロックベクトル成分“疑似ＭＶＣ”を、表１４／ＪＴ－Ｈ２６３による差分動きベクトル

ＭＶＤ（およびＭＶＤ２－４）と疑似ＰＣの加算により求める。 

デフォルトの縮小解像度更新モードにおいては、疑似ＭＶＣの値は[-16,15.5]の範囲に制限される。唯

一の組合わせが、許容範囲に収まる疑似ＭＶＣを生成する。６．１．１小節に定義されている方法と似た

方法で、手順が実行される。  
無制限動きベクトルモードが縮小解像度更新モードと併用される場合、付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３か

ら定まる差分動きベクトルＭＶＤ（およびＭＶＤ２－４）の加算により、疑似ＭＶＣが得られる。  
４本の動きベクトルが存在する場合、Ｆ．２節で定義される方法と似た方法で、この手順が実行される。 
 

(3)   動きベクトル成分ＭＶＣを、疑似ＭＶＣから次式により求める。 

 

  ＭＶＣ＝０  疑似ＭＶＣ＝０の場合  
  ＭＶＣ＝sign（疑似ＭＶＣ）×（２.０×｜疑似ＭＶＣ｜－０.５）  疑似ＭＶＣ≠０場合  
 
結果として、各ベクトルの成分は１／２画素値または０の値に制限され、各ベクトルの成分の範囲は疑

似動きベクトルの範囲の約２倍に拡大される。  
 

(4)   現在のピクチャが改良ＰＢフレームモードの場合、あるいはＢピクチャにおいてＭＢＴＹＰＥがダイレ

クトモードを示している場合は、前方および後方予測のための動きベクトル成分ＭＶＦかつ、またはＭＶＢ

を生成する。  
 

はじめに、疑似動きベクトル成分“疑似ＭＶＦ”かつ、または“疑似ＭＶＢ”を、付属資料Ｏまたは付属資料Ｍ

で定義される予測モードの規則に基づき計算する。  
改良ＰＢフレームモード（Ｍ．２．１小節参照）における双方向予測の場合、あるいはＢピクチャ（Ｏ．５．２

小節参照）においてＭＢＴＹＰＥがダイレクトモードを示している場合は、付属資料Ｇおよび付属資料Ｍで定義さ
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れるように、疑似ＭＶＤを０、疑似ＭＶＣをＭＶと仮定し、疑似ＭＶＦおよび疑似ＭＶＢを疑似ＭＶＤおよび疑似Ｍ

ＶＣから計算する。  
改良ＰＢフレームモード（Ｍ．２．２小節参照）における前方予測の場合、表１２／ＪＴ－Ｈ２６３による可変

長符号ＭＶＤＢにより疑似ＭＶＤＢが得られる。そして、疑似ＭＶＤＢを疑似予測値に加算することにより、疑似Ｍ

ＶＦが得られる。疑似予測値を生成するために、付属資料ＭのＭ．２．２小節で定義される手順により得られる予

測値を、この節の (1)項に定義される式により疑似予測値ベクトルに変換する。 

改良ＰＢフレームモード（Ｍ．２．３小節参照）における後方予測の場合は、疑似ＭＶＢは０に設定される。 

そして、この節の(3)項で定義される式により疑似ＭＶＦかつ、または疑似ＭＶＢから、前方および後方予測のた

めの動きベクトルＭＶＦかつ、またはＭＶＢが得られる 

 

(0, 0)

 

付図Ｑ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ 動きベクトルの再生  
              （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｑ．５ 輝度信号用の拡大オーバーラップ動き補償 
縮小解像度更新モードと拡張予測モードが併用されている場合、オーバーラップ動き補償を実施するために、拡

大された重み付けマトリックスが使用される。各ブロックおよび重み付けマトリックスのサイズが１６×１６であ

ること以外、予測ブロックの生成手順は付属資料ＦのＦ．３節の記述と同じである。 

１６×１６の輝度予測のための拡大された重み付けマトリックスは、付図Ｑ．４／ＪＴ－Ｈ２６３、付図Ｑ．５

／ＪＴ－Ｈ２６３、および付図Ｑ．６／ＪＴ－Ｈ２６３で与えられる。 

 

4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4
4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4
5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5
5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5
5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5
5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5
5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5
5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5
5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5
5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5
5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4
4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4

付図Ｑ．４／ＪＴ－Ｈ２６３ 現在の１６×１６輝度ブロックの動きベクトルを用いた  
      （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）      予測値に対する重み付けＨ０  
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2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1
1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1
1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

付図Ｑ．５／ＪＴ－Ｈ２６３ 現在の１６×１６輝度ブロックの上または下に位置する１６×１６輝度  
  （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）   ブロックの動きベクトルを用いた予測値に対する重み付けＨ１  

 
2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2
2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2
2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

付図Ｑ．６／ＪＴ－Ｈ２６３ 現在の１６×１６輝度ブロックの左または右に位置する１６×１６輝度  
  （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）   ブロックの動きベクトルを用いた予測値に対する重み付けＨ２  

 

Ｑ．６ 縮小解像度再生予測誤差のアップサンプリング 
８×８縮小解像度再生予測誤差ブロックをアップサンプリングすることにより、１６×１６再生予測誤差ブロッ

クが得られる。簡単な実装を実現するために、フィルタ機能はブロック内で閉じており、ブロック単位での個々の

アップサンプリングが可能である。付図Ｑ．７／ＪＴ－Ｈ２６３は標本の位置を示している。１６×１６再生予測

誤差ブロック内部の輝度および色差画素のアップサンプリング手順は、Ｑ．６．１小節で定義される。１６×１６

再生予測誤差ブロック境界部の輝度および色差画素を生成するための手順は、Ｑ．６．２小節で定義される。色差

ブロックも輝度ブロック同様アップサンプリングされる。付図Ｑ．８／ＪＴ－Ｈ２６３および付図Ｑ．９／ＪＴ－

Ｈ２６３内の“／”は、切捨ての除算を表す。 
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ブロック境界

８×８縮小解像度再生予測誤差

ブロックの標本位置

１６×１６再生予測誤差ブロックの

標本位置

 

付図Ｑ．７／ＪＴ－Ｈ２６３ ８×８縮小解像度再生予測誤差ブロックおよび  
        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  １６×１６再生予測誤差ブロックの標本位置  

 

Ｑ．６．１ １６×１６再生予測誤差ブロック内部画素のアップサンプリング手順 
ブロック内部の画素に対する再生予測誤差の生成方法を、付図Ｑ．８／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。“／”は切捨て

の除算を表す。 

 

a b

c d

A B

C D

a =(9A+3B+3C+D+8)/16

b =(3A+9B+C+3D+8)/16

c =(3A+B+9C+3D+8)/16

d =(A+3B+3C+9D+8)/16

縮小解像度再生予測誤差

再生予測誤差
 

付図Ｑ．８／ＪＴ－Ｈ２６３ ブロック内部の画素に対する再生予測誤差の生成  
       （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｑ．６．２ １６×１６再生予測誤差ブロック境界部画素に対するアップサンプリング手順 
１６×１６ブロックの画素に対する再生予測誤差の生成方法を、付図Ｑ．９／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。 
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a b c

d ｈ

e

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

a = A

b = (3*A +B + 2) / 4

c = (A + 3*B + 2) / 4

d = (3*A + C + 2) / 4

e = (A + 3*C + 2) / 4

縮小解像度再生予測誤差

再生予測誤差

ブロック

境界

ブロック

境界

 
付図Ｑ．９／ＪＴ－Ｈ２６３ ブロック境界の画素に対する再生予測誤差の生成  

       （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

Ｑ．７ ブロック境界フィルタ 
復号器と同様に符号器においても、再生された１６×１６ブロックの境界に沿って、このフィルタ処理は実施さ

れる。デブロッキングフィルタモードが使用されるか否かによる、２つの選択可能なフィルタがある。 

縮小解像度更新モードにおけるデフォルトのフィルタ処理は、Ｑ．７．１小節に従って実施される。 

デブロッキングフィルタモードが縮小解像度更新モードと併用された場合には、Ｑ．７．２小節に従ってフィル

タ処理される。 

どちらの場合においても、後続の予測のためピクチャメモリにデータを保存する前に、完全に再生されたピクチ

ャに対してフィルタ処理される。ピクチャの境界や、スライス構造モード（付属資料Ｋ参照）におけるスライスの

境界、あるいは独立セグメント復号モード（付属資料Ｒ参照）においてＧＯＢヘッダを持つＧＯＢ境界に対しては、

フィルタ処理されない。色差も輝度データ同様、フィルタ処理される。 

 

Ｑ．７．１ デフォルトブロック境界フィルタの定義 
縮小解像度更新モードにおいては、この小節に従ってデフォルトフィルタ処理される。 

ＡおよびＢが、再生ピクチャの水平あるいは垂直な同一ライン上にある２つの画素値であり、Ａは１６×１６ブ

ロックのブロック１に属し、Ｂはブロック１の右または下に隣接する１６×１６ブロックのブロック２に属すると

仮定する。付図Ｑ．１０／ＪＴ－Ｈ２６３は、これらの画素の位置の例を表す。 

 

 A

B A
垂直なブロ ッ ク 境界上で

フ ィ ルタ 処理さ れる 画素

の例 水平なブロ ッ ク 境界上で

フ ィ ルタ 処理さ れる 画素

の例

ブロ ッ ク 境界
 B

ブロ ッ ク １ ブロ ッ ク ２

ブロ ッ ク １

 
付図Ｑ．１０／ＪＴ－Ｈ２６３ デフォルトブロック境界フィルタ  

           （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

ある境界に対してフィルタ処理するためには、次の条件を満たさなければならない。 

 

(1)  ブロック１は符号化マクロブロック（ＣＯＤが０、又はＭＢタイプがＩＮＴＲＡ）に属する、または 

(2)  ブロック２は符号化マクロブロック（ＣＯＤが０、又はＭＢタイプがＩＮＴＲＡ）に属する 
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ＡはＡ１に、ＢはＢ１に置き換えられなければならない。“／”は切捨ての除算を表す。  
 
 Ａ１＝（３×Ａ＋Ｂ＋２）／４  
 Ｂ１＝（Ａ＋３×Ｂ＋２）／４ 

 

境界にフィルタ処理する順序は、付属資料ＪのＪ．３節の記述と同じである。 

 

Ｑ．７．２ デブロッキングフィルタが使用されている場合のブロック境界フィルタの定義 
デブロッキングフィルタ（付属資料Ｊ参照）が縮小解像度更新モードと併用されている場合、Ｑ．７．１小節で

記述されたフィルタ処理の代わりに、付属資料Ｊで定義されるフィルタ処理に１箇所変更を施したフィルタ処理

が、１６×１６の輝度および色差ブロックの境界画素に対して実施される。付属資料Ｊのフィルタ処理に対する１

箇所の変更点は、パラメータＳＴＲＥＮＧＴＨが正の無限大の値で与えられることである。Ｊ．３節で定義される

関数ＵｐＤｏｗｎＲａｍｐ（ｘ，ＳＴＲＥＮＧＴＨ）がｘの線形関数になることを意味している。 

結果として、Ｊ．３節で定義されるデブロッキングフィルタの手順は、次のように再定義される。 

 

 Ｂ１＝ｃｌｉｐ（Ｂ＋ｄ１）  
 Ｃ１＝ｃｌｉｐ（Ｃ－ｄ１）  
 Ａ１＝Ａ－ｄ２  
 Ｄ１＝Ｄ＋ｄ２  
 ｄ１＝（Ａ－４Ｂ＋４Ｃ－Ｄ）／８  
 ｄ２＝ｃｌｉｐｄ１（（Ａ－Ｄ）／４，ｄ１／２）  
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付属資料Ｒ 

独立セグメント復号モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｒ．１ 序論 
この付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションである、独立セグメント復号モードについて記述した

ものである。このモードでは、スライス境界を越えて、あるいは空でないＧＯＢヘッダを持つＧＯＢの境界を越え

てデータ従属性が存在しないときに、復号することを許可する。ピクチャヘッダのＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールド

において、このモードの使用を宣言する。このオプションモードを使用する能力は、外部の手段（例えば、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｈ２４５）により通知される。 

このモードの使用が宣言されると、ビデオピクチャセグメントの境界（スライスの境界で定義されるもの、ある

いはＧＯＢヘッダが送られたＧＯＢの上部の境界で定義される、あるいはピクチャの境界で定義される、どれであ

っても最小の方法で領域に接しているもの）は、それらの境界を横切る動きベクトルの扱いを含む復号時には、ピ

クチャ境界として扱われる。（その境界は、無制限動きベクトルモード、拡張予測モード、デブロッキングフィル

タモードあるいは時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモードが使用されるとき、境界での外挿補間となり、それ

らオプションのモードのどれも使われていないとき、禁止される。） 

 

Ｒ．２ 動作モード 
ビデオピクチャセグメントは以下のように定義される。 

もしスライス構造モード（付属資料Ｋ参照）が使用されていないならば、１つのＧＯＢあるいは連続する複数の

ＧＯＢにより、１つのビデオピクチャセグメントは形成される。各々のビデオピクチャセグメントの先端の位置は、

空でないＧＯＢヘッダ、あるいはピクチャの先端の位置うち、後ろに位置するもので示される。空でないＧＯＢヘ

ッダでは、ビデオピクチャセグメントの境界は、ヘッダが存在するＧＯＢ内のマクロブロックの直前に位置する。

各ビデオピクチャセグメントの後端の位置は、次のビデオピクチャセグメントの先端、あるいはピクチャの後端の

うち、前に位置するもので示される。 

もしスライス構造モード（付属資料Ｋ参照）が使用されていれば、各々のスライスにより、１つのビデオピクチ

ャセグメントが形成される。 

独立セグメント復号モードでは、個々のビデオピクチャセグメントは、全ての他のビデオピクチャセグメントと、

完全に独立なものとして復号される。そして、（１つあるいは複数の）参照ピクチャの中では、同じ位置にあるビ

デオピクチャセグメントの外側にある全てのデータに対しても独立である。このことは、以下を含む。 

 

(1)  動きベクトル予測（６．１．１小節のような）において、現在のビデオピクチャセグメントの外側の動き

ベクトルは使用しない。 

(2)  拡張予測モードが使用されているとき（Ｆ．３節参照）、オーバーラップブロック動き補償に対するリモ

ート動きベクトルとして、現在のビデオピクチャセグメントの外側の動きベクトルは使用しない。 

(3)  ビデオピクチャセグメントの境界を越えて、デブロッキングフィルタは働かない（Ｊ．３節参照）。 

(4)  無制限動きベクトルモード（付属資料Ｄ参照）、拡張予測モード（付属資料Ｆ参照）、デブロッキングフ

ィルタモード（付属資料Ｊ参照）あるいは時間、ＳＮＲ、空間スケーラビリティモード（付属資料Ｏ参照）

を使うことがないなら、現在のビデオピクチャセグメントの外側のデータを参照する動きベクトルは使用

しない。この場合、境界外側の領域を参照する画素の予測を行うために、前のピクチャにおける現在のビ

デオピクチャセグメントの境界は、付属資料Ｄで述べられている方法で外挿補間される。 

(5)  空間スケーラビリティＥＩ、ＥＰピクチャ（付属資料Ｏで定義されるように）の上方予測のために、現在

のビデオピクチャセグメントに対応する１／４サイズあるいは１／２サイズ領域の境界を越えて、双線形

補間を行うことはない。 

(6)  縮小解像度更新モード（付属資料Ｑ）が使用されているとき、ビデオピクチャセグメントの境界を越えて、

ブロック境界フィルタは働かない。 

(7)  独立セグメント復号モードといっしょに、参照ピクチャ再サンプリングモードは使えない。 
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Ｒ．３ 使用制約 
独立セグメント復号モードを使用するときには、ビデオ符号化シンタックスの他の立場により、いくつかの制限

が発生する。これらの制限は、もし制限がなければ独立セグメント復号モードの働きを難しくしてしまう２つの異

常な場合を避けるために設けられている。 

 

Ｒ．３．１ セグメント形状の制約 
矩形スライスサブモード（Ｋ．１節）を用いないスライス構造モード（付属資料Ｋ）を使用した場合、ビデオピ

クチャセグメントの形状が凸でない場合（「内側に角を持つ」あるいは２つの別個の離れた領域を含んでしまうこ

とさえある）が起こりうる。 

それゆえ、独立セグメント復号モードは、スライス構造モードの矩形スライスサブモード（付属資料Ｋ参照）を

同時に使用しないスライス構造モードとは一緒に使用してはならない。この制約は、個々のビデオピクチャセグメ

ントの外挿補間を、どのようにいつ実行すべきかということを決定するために、困難で特別な場合の扱いが必要と

なることを防ぐよう命じている。 

 

Ｒ．３．２ セグメント形状変更の制約 
もしビット列内でピクチャからピクチャへなんらかの方法でビデオピクチャセグメントの形状を変更すること

が許されるなら、ビット列の復号が困難になってしまうことが起こりうる。これは、そのような場面において、ビ

ット列内の動きベクトルが現れる前に個々のビデオピクチャセグメントの形状を決定するには、ビット列の内容が

不十分となるからである。動きベクトルを適切に解釈するためには、ビデオピクチャセグメントの形状が必要であ

る。 

それゆえ、独立セグメント復号モードでは、時間方向予測（すなわち全てのＰ、Ｂ、ＥＰピクチャとすべての改

良ＰＢフレーム）が許可されている全てのピクチャとフレームにおけるビデオピクチャセグメントは、時間方向参

照ピクチャで用いられるものと同じでなければならない。また、独立セグメント復号モードでは、すべてのＥＩピ

クチャのビデオピクチャセグメントは、参照ピクチャにおいて用いられるビデオピクチャセグメントと同じである

か、または参照ピクチャでのビデオピクチャセグメントをさらに分割することが異なるだけでなければならない。

また、現在のピクチャに対する全ての（１つあるいは複数の）参照ピクチャで、独立セグメント復号モードが使わ

れなければ、参照ピクチャ（ＩＮＴＲＡを除くすべてのピクチャタイプ）を使用しているピクチャあるいはフレー

ムにおいて、独立セグメント復号モードを使ってはならない。この制約の結果、独立セグメント復号モードでのビ

デオピクチャセグメントの形状は、ＩとＥＩピクチャ（ＥＩピクチャ内でセグメンテーションが変化できることは、

それ自身幾らか、制約を受けている）での変化を除いて、ピクチャからピクチャにおいて変化することはあっては

ならない。 
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付属資料Ｓ 

代替ＩＮＴＥＲ可変長符号モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｓ．１ 序論 
この付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションである、代替ＩＮＴＥＲ可変長符号モードについて記

述したものである。このモードでは、ピクチャ内において重要な変化が明らかな時に、ＩＮＴＥＲピクチャの符号

化の効率を改善する。この効率の改善は、本来ＩＮＴＲＡピクチャ用に設計された可変長符号を、ＩＮＴＥＲピク

チャの係数とＣＢＰＹデータとに同様に使用することを許可することで得られている。ピクチャヘッダのＰＬＵＳ

ＰＴＹＰＥフィールドにおいて、このモードを使用することを宣言する。このオプションモードを使用する能力は、

外部の手段（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）により通知される。このモードでは２つのシンタックスの選択

を含む。一つはＩＮＴＥＲ係数の符号化に対してであり、もう一つはＩＮＴＥＲ  ＣＢＰＹ値に対するものである。 

 

Ｓ．２ 係数用の代替ＩＮＴＥＲ可変長符号 
付属資料ＩにおけるＩＮＴＲＡ可変長符号の表の設計で背景となる概念は、元のＩＮＴＥＲ可変長符号と同じ符

号語を使用するがＬＥＶＥＬとＲＵＮの解釈が異なる、というものである。多くのかつ／あるいは大きな値の係数

があるときには、ＩＮＴＲＡ可変長符号の方がより適している。 

符号語がＩＮＴＥＲおよびＩＮＴＲＡ両方の表において同じＬＡＳＴ値（０か１）を持つように、ＩＮＴＲＡ可

変長符号は作られている。それゆえ、ＬＡＳＴが同じ値を持つ符号語の意味を「再編成」することによって、ＩＮ

ＴＲＡの表は作られる。さらにＩＮＴＲＡの表は、大きな｜ＬＥＶＥＬ｜を持つイベントに対して、ＩＮＴＥＲの

表の中では大きなＲＵＮを持つ符号語を使用している。大きな値の係数をたくさん持つＩＮＴＥＲブロックでは

時々、ＩＮＴＥＲの表よりもＩＮＴＲＡの表を使用する方がより効果的である。そのようないくつかの場合には、

可変長符号表の選択が復号器にとって明白なものとすることが出来る。なぜなら、ＩＮＴＥＲの表を用いた復号で

は、１つのブロックに対して６４個以上の係数が存在するように見えるほどＲＵＮ値が大きくなるからである。そ

のような状況では、ＩＮＴＥＲの符号化の効率を改善するのに、ＩＮＴＲＡの表を用いることができる。 

 

Ｓ．２．１ 符号器の動作 
復号器はその使用を検出できる時、言い換えれば、ＩＮＴＥＲ可変長符号の表を用いた復号で、ブロックの６４

個の係数の外側の係数が指し示されてしまう時はいつでも、符号器はＩＮＴＥＲブロックの符号化にＩＮＴＲＡ可

変長符号の表を使用してもよい。 

上記の条件が満たされたときだけでなく、ＩＮＴＲＡ可変長符号の使用により同じ係数値に対してＩＮＴＥＲ可

変長符号を使うよりもビット数が少なくなるときも、符号器は通常ＩＮＴＥＲブロックの符号化にＩＮＴＲＡ可変

長符号の表を用いることを選択するであろう。ＩＮＴＲＡ可変長符号が作られた方法に起因し、多くの大きな値の

係数が存在するときが、しばしばこの場合に相当するだろう（なぜなら、大きな係数の振幅値を含んでいるＩＮＴ

ＲＡ可変長符号表における符号語と同じ符号語に対して、通常のＩＮＴＥＲ可変長符号の表では、より長いランレ

ングスを含んでいるからである）。 

 

Ｓ．２．２ 復号器の動作 
復号は以下のように行われる。 

 

(1)  復号器はまず、ブロックの全ての係数符号を受信する。 

(2)  符号語は、ＩＮＴＥＲ可変長符号が使われていると仮定して解釈される。もし係数の位置がブロックの６

４個の係数の内部に存在するならば、可変長符号の復号は終了する。 

(3)  もし係数がブロックの外側に位置する場合には、符号語はＩＮＴＲＡ可変長符号を用いて解釈されなけれ

ばならない。 

 

Ｓ．３ ＣＢＰＹ用の代替ＩＮＴＥＲ可変長符号 
ＩＮＴＥＲ ＣＢＰＹ符号語（表１２／ＪＴ－Ｈ２６３）は、少なくとも１つの非０係数を持ったＹブロックよ

りもすべてが０係数であるＹブロックの方が多い、ということを仮定して設計されている。ＣBとＣRとの両方のブ
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ロックが少なくとも１個の非０係数を持っている場合、すなわちＣＢＰＣ 5＝ＣＢＰＣ6＝１の場合、この仮定はも

はや成り立たない。この理由で、代替ＩＮＴＥＲ可変長符号モードが用いられているとき、ＣＢＰＣ 5＝ＣＢＰＣ6

＝１のときはいつでも、ＩＮＴＲＡマクロブロックに対して表１２／ＪＴ－Ｈ２６３で定義されているＣＢＰＹ符

号語が、ＩＮＴＥＲマクロブロックに対しても使用されなければならない。 
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付属資料Ｔ 

修正量子化モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｔ．１ 序論 
この付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションである、修正量子化モードについて記述したものであ

る。このモードでは、量子化器の動作を変更している。ピクチャヘッダのＰＬＵＳＰＴＹＰＥフィールドにおいて、

このモードを使用することを宣言する。このオプションモードを使用する能力は、外部の手段（例えば、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｈ２４５）により通知される。 

このモードでは、４つの鍵となる特徴がある。 

 

(1)  ＤＱＵＡＮＴフィールドのシンタックスを切り替えることにより、符号化でのビットレート制御能力が改

善される。 

(2)  輝度データ対するステップサイズより細かなステップサイズを色差データに定義することにより、色差の

精度が改善される。 

(3)  可能性のある係数の真値を、量子化ステップサイズで許される精度で表現できるように、係数値の表現で

きる範囲が拡張されている。 

(4)  エラー検出を改良し復号の複雑さを軽減するために、量子化された係数レベルの範囲を合理的に起り得る

範囲に制限する。 

 

Ｔ．２ 修正ＤＱＵＡＮＴの更新 
このモードでは、ＤＱＵＡＮＴフィールドの意味を変更している。このモードを利用して、小さな値を加えるか

減ずることによりＱＵＡＮＴを修正するため、またはある特定の新しいＱＵＡＮＴ値を知らせるために、ＤＱＵＡ

ＮＴを用いることができる。小さな値による修正量は、現在のＱＵＡＮＴ値に依存する。このモードを使用するこ

とにより、ＤＱＵＡＮＴフィールドで量子化ステップサイズのより柔軟な制御を定めることができる。 

このモードでのＤＱＵＡＮＴの符号語は、もはや２ビットの固定長フィールドではない。２ビットあるいは６ビ

ット長の可変長フィールドである。２ビットであるか、あるいは６ビットであるかは、符号の最初のビットに依存

する。以下の記述は、最初のビットにより２つの部分に分かれる。 

 

Ｔ．２．１ 小ステップＱＵＡＮＴ切り換え 
ＤＱＵＡＮＴフィールドの最初のビットが“１”のとき、付加的な１ビットだけがＤＱＵＡＮＴにより送られる。

付加的な１ビットは差分値としてＱＵＡＮＴの修正に用いられる。付表Ｔ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示すように、Ｑ

ＵＡＮＴ値の変化は、ＤＱＵＡＮＴの２番目のビットとＱＵＡＮＴの以前の値に依存する。 

 

例：ＱＵＡＮＴの以前の値が２９で、ＤＱＵＡＮＴが符号語“１１”を伝えた場合、差分値は＋２となり、結果として新

しいＱＵＡＮＴの値は３１になる。 
 

付表Ｔ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ 小ステップＱＵＡＮＴ切り替えにおける意味  
        （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 ＱＵＡＮＴの変化 

前のＱＵＡＮＴ ＤＱＵＡＮＴ＝１０ ＤＱＵＡＮＴ＝１１ 

１ ＋２ ＋１ 

２－１０ －１ ＋１ 

１１－２０ －２ ＋２ 

２１－２８ －３ ＋３ 

２９ －３ ＋２ 

３０ －３ ＋１ 

３１ －３ －５ 
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Ｔ．２．２ 任意のＱＵＡＮＴ選択 
ＤＱＵＡＮＴフィールドの最初のビットが“０”のとき、付加的な５ビットがＤＱＵＡＮＴにより送られる。続

く５ビットは、５．１．１９小節で定義されているような新しいＱＵＡＮＴの値を表現する。 

 

例：ＱＵＡＮＴの現在の値に関わらず、もしＤＱＵＡＮＴが符号語“００１１１１”を知らせた場合、新しいＱＵＡＮＴ

の値は１５である。 
 

Ｔ．３ 色差係数用の変更量子化ステップサイズ 
修正量子化モードが使われているとき、色差係数の量子化パラメータは輝度の量子化パラメータと異なる。輝度

の量子化パラメータはビット列の中で知らされる。これはＱＵＡＮＴと呼ばれる。このモードが使用されていると

きは、ＱＵＡＮＴ＿Ｃと呼ばれる異なる量子化パラメータを色差係数の逆量子化に用いる。ＱＵＡＮＴとＱＵＡＮ

Ｔ＿Ｃとの間の関係は、付表Ｔ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に示した関係にある。もしデブロッキングフィルタモード（付

属資料Ｊ参照）が用いられているときは、ＱＵＡＮＴ＿Ｃは色差データへのデブロッキングフィルタの適用におい

ても利用されなければならない。他のいかなる状況においてＱＵＡＮＴが論じられるときも、それは輝度の量子化

ステップサイズを意味しなければならない。 

 

付表Ｔ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＱＵＡＮＴとＱＵＡＮＴ＿Ｃとの関係  
          （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

ＱＵＡＮＴの範囲 ＱＵＡＮＴ＿Ｃの値 

１－６ ＱＵＡＮＴ＿Ｃ＝ＱＵＡＮＴ 

７－９ ＱＵＡＮＴ＿Ｃ＝ＱＵＡＮＴ－１ 

１０－１１ ９ 

１２－１３ １０ 

１４－１５ １１ 

１６－１８ １２ 

１９－２１ １３ 

２２－２６ １４ 

２７－３１ １５ 

 

Ｔ．４ 修正された係数の範囲 
修正量子化モードが使用されているとき、１２７より大きな量子化レベルの量子化ＤＣＴ係数もビット列で表現

することができる。これは２つの利点がある。 

 

(1)  表現される可能性のある係数値の真の全範囲が許されることにより、符号器の性能が改善される。 

(2)  他の方法で表現できない大きな係数値に出くわした時に、量子化ステップサイズを増加する必要性を除去

することにより、符号器の複雑さを減少させる。 

 

符号器内で量子化以前のＤＣＴ係数の正しい値は、２０４０の大きさになりうる。したがって、量子化パラメー

タＱＵＡＮＴあるいはＱＵＡＮＴ＿Ｃが８未満のときはいつでも、存在しうる係数値の全ての範囲をＬＥＶＥＬの

－１２７から＋１２７でカバーするのは不十分である。真の係数値がより適切に符号化されるように、拡張された

係数範囲はＬＥＶＥＬの範囲を広げる。 

修正量子化モードが使用されているとき、ＥＳＣＡＰＥ符号（５．４．２小節に従い、“００００ ０１１”）

に続くＬＥＶＥＬフィールドの意味を変更する。このモードでは、ビットシーケンス“１０００ ００００”は禁

じられているのではなく、ＥＸＴＥＮＤＥＤ＿ＥＳＣＡＰＥを表すのに用いられる。１２７を超える大きさのＡＣ

係数は、１１ビット固定長のＥＸＴＥＮＤＥＤ－ＬＥＶＥＬフィールドを直後に伴うＥＸＴＥＮＤＥＤ－ＥＳＣＡ

ＰＥ符号を送信することで表現される。拡張された係数値は、ＬＥＶＥＬを２の補数表現し、そこから下位１１ビ

ットを取り出し、５ビット右に循環ローテーションして、ＥＸＴＥＮＤＥＤ－ＬＥＶＥＬフィールドに符号化され

る。このローテーションは、スタートコードエミュレーションを防ぐのに必要である。循環ローテーションは、付

図Ｔ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示してある。 
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ＬＥＶＥＬフィールドのビット 

ｂ１１ ｂ１０ ｂ９ ｂ８ ｂ７ ｂ６ ｂ５ ｂ４ ｂ３ ｂ２ ｂ１ 

 

ＥＸＴＥＮＤＥＤ－ＬＥＶＥＬフィールドのビット 

ｂ５ ｂ４ ｂ３ ｂ２ ｂ１ ｂ１１ ｂ１０ ｂ９ ｂ８ ｂ７ ｂ６ 

 

付図Ｔ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ 係数の表現における循環ローテーション  
         （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｔ．５ 使用制約 
修正量子化モードを使用しているとき、符号化係数値にいくつかの制限が生じる。 

これにより、いくつかの利点がある。 

 

(1)  特定の不当な係数値を禁止することにより、ビットエラーの検出が改良される。したがって、そのような

値は復号器でビットエラーとして認識することができる。 

(2)  クリッピング以前の逆量子化で必要となるワード長が短くなるため、復号器の複雑さが軽減される。 

(3)  Ｔ．４節で述べたＥＸＴＥＮＤＥＤ－ＥＳＣＡＰＥの方法を係数符号化に用いることで、スタートコード

エミュレーションを防ぐことができる。 

 

制限事項は、以下の通りである。修正量子化モードを使っている時に、 

 

(1)  任意の係数に対し、ＱＵＡＮＴあるいはＱＵＡＮＴ＿Ｃの現在値を適切に用いて６．２．１小節で述べら

れた逆量子化プロセスにより生成された再生レベル振幅｜ＲＥＣ｜、及び符号化されたＬＥＶＥＬの値は、

４０９６より小さくならなければならない。ＥＸＴＥＮＤＥＤ－ＥＳＣＡＰＥのメカニズムを用いて係数

が送られるか否かに関わらず、この追加の制限事項はすべての係数に適用される。 

(2)  適用可能な可変長符号の表である表１６／ＪＴ－Ｈ２６３（５．４．２小節）あるいは付表Ｉ．２／ＪＴ

－Ｈ２６３（Ｉ．３節）にある登録された符号語がある、ＬＡＳＴ、ＲＵＮ、ＬＥＶＥＬの組の符号化を

行うのに、ビット列は通常のＥＳＣＡＰＥ符号あるいはＥＸＴＥＮＤＥＤ－ＥＳＣＡＰＥ符号を使用して

はならない。 

(3)  係数の量子化パラメータ（ＱＵＡＮＴあるいはＱＵＡＮＴ＿Ｃ）が８未満であるときだけ、ＥＸＴＥＮＤ

ＥＤ－ＥＳＣＡＰＥを使用しなければならない。 

(4)  範囲－１２７から＋１２７の外側にあるＬＥＶＥＬの値を表現するＥＸＴＥＮＤＥＤ－ＬＥＶＥＬフィー

ルドが後ろに続くときにのみ、ＥＸＴＥＮＤＥＤ－ＥＳＣＡＰＥを使わなければならない。 
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付属資料Ｕ 

拡張参照ピクチャ選択モード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｕ．１ 序論 
この付属資料では、本標準にあるオプションの拡張参照ピクチャ選択（ＥＲＰＳ）モードについて述べる。この

オプションモードを用いることができるかどうかは、外部の手段（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）によって

交渉される。ＥＲＰＳ処理のために復号器に実装されるピクチャメモリの大きさも、外部の手段によって通知され

るべきである。ＰＬＵＳＰＴＹＰＥのオプション部分（ＯＰＰＴＹＰＥ）の予め予約された第１６ビットを“１”

にセットすることにより、このモードを使用することが示されなければならない。このモードは、参照ピクチャの

メモリバッファを用いることにより、誤り耐性及び符号化効率の双方に対して有効である。 

ＥＲＰＳモードのサブモードの１つにサブピクチャ除去がある。サブピクチャ除去の目的は、複数参照ピクチャ

を格納するのに必要なメモリ量を削減することである。メモリの削減はそれぞれの参照ピクチャをサブピクチャと

呼ばれるより小さな矩形単位に分割することによって実現される。符号器は復号器に対して、特定の参照ピクチャ

の特定のサブピクチャ領域が後続のピクチャの予測の参照として用いられないことを指示することができる。それ

ゆえ、復号器に実装されたこれらの領域を格納するためのメモリを、他の参照ピクチャからのデータの格納に用い

ることができる。このサブモードと、ここで定義されたサブピクチャ除去のための、ピクチャメモリの最小ピクチ

ャ単位（ＭＰＵｓ）への分割のサポートは、外部の手段（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）によって交渉され

る。 

ＥＲＰＳモードのサブモードの１つは、Ｂピクチャにおいて２つのピクチャの後方予測を可能にする。このサブ

モードは、前方予測に複数の参照を用いるだけでなく、後方予測に２つ以上の参照ピクチャを用いる能力をＢピク

チャのために符号器に与えることによって性能を高めることができる。このモードのサポートは、外部の手段（例

えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）によって交渉される。 

誤り耐性のために、ＥＲＰＳモードは逆方向チャネルメッセージを用いることができる。これは、どのピクチャ

が、あるいはピクチャのどの部分が誤って復号されたかを符号器に知らせるために、復号器から符号器へ送られる

外部の手段（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）によって通知される。ＥＲＰＳモードは、付属資料Ｎで定義さ

れている参照ピクチャ選択（ＲＰＳ）モードと比べて、より性能が強化されている。ＥＲＰＳモードはＲＰＳモー

ドと同時に用いてはならない（ＥＲＰＳモードは、ＲＰＳモードと本質的に同様の機能を提供するように使うこと

ができる。）。 

符号化効率を上げるために、動き補償を複数のピクチャからの予測に拡張することができる。マルチピクチャ予

測への動き補償の拡張は、複数参照ピクチャのいずれかにおける動き補償のためのマクロブロックあるいはブロッ

ク予測領域を識別するのに用いられるピクチャ参照パラメータによって、各動きベクトルを拡張することで実現さ

れる。ピクチャ参照パラメータは、相対的なバッファインデックスを示す可変長符号である。参照ピクチャは、符

号器によって制御されるバッファリング方式により蓄積される。 

シンタックス算術符号化モード（付属資料Ｅ参照）またはデータパーティションスライスモード（付属資料 Ⅴ 参

照）において、ＥＲＰＳモードを用いてはならない。 

ＥＲＰＳモードを一旦アクティブにしたら、ＩピクチャかＥＩピクチャで最初に非アクティブにしてから、Ｉピ

クチャかＥＩピクチャでバッファリセット（ＲＥＳＥＴ＝“１”）によって再びアクティブにしない限り、ビット

列中の後続のピクチャにおいてＥＲＰＳモードを非アクティブにしてはならない。非アクティブにした場合、ＥＲ

ＰＳマルチピクチャバッファの内容全体を“使用されない”状態にしなければならない。 

 

Ｕ．２ ビデオ情報源符号化アルゴリズム  
このモードの情報源符号器の一般的な形態を付図Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。この図では、複数のピクチャ

メモリを用いた構成を示している。 

このビデオ情報源符号化アルゴリズムは、マルチピクチャ動き補償への拡張が可能である。マクロブロックレベ

ルでの参照ピクチャの選択を許容することで、符号化効率の改善が達成されるであろう。相対的インデックスを用

いたピクチャバッファリング方式は、このマルチピクチャバッファにおけるピクチャの効率的なアドレス指定に用

いられる。このマルチピクチャバッファの制御は、異なる２種類の操作で動作してもよい。 

２種類の操作のうちの１番目の、時間に対する“スライディングウィンドウ”は、バッファ制御装置によって実

現することができる。Ｍ個のピクチャメモリＰＭ０,．．．,ＰＭＭ－１を用いるバッファリング方式において、最も
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最近に復号され再構築された（Ｍ個までの）ピクチャが、ピクチャメモリに格納され、復号のための参照として用

いることが可能である。マルチピクチャバッファに蓄積できる最大ピクチャ数がＭで、ｍが０≦ｍ≦Ｍ－１である

なら、ピクチャｍを符号化する時の動き推定にはｍ個のピクチャが利用可能である。また、ｍ≧Ｍのとき、ピクチ

ャｍの符号化にはピクチャの最大数Ｍが利用可能である。一方、２番目の“適応メモリ制御”操作は、単純な“ス

ライディングウィンドウ”方式を用いた場合よりも柔軟で特殊なピクチャメモリの制御のために用いることが可能

である。 

このＥＲＰＳモードの操作により、復号器に送信済の複数のピクチャ、あるいは複数のサブピクチャ領域に“使

用されない”状態を割り当てる。一旦、あるピクチャ、あるいは、ピクチャのある領域に“使用されない”状態が

割り当てられたならば、ビット列は、それ以降のピクチャの予測にその“使用されない”領域を参照するいかなる

データも含んではならない。符号器は、先行するピクチャの“使用されない”状態の割り当てを管理することで、

後続のピクチャの表示のために必要な全てのデータを格納できる十分なメモリが復号器に残っていることを保証

しなければならない。全バッファサイズとその構成は、ビット列によって復号器へ伝えられる。さらに符号器は、

“使用されない”状態が割り当てられていない格納されたピクチャデータによって、指定された総容量を超えない

ようバッファを制御しなければならない。 

この情報源符号器は、ＩＮＴＥＲピクチャの符号化により引き起こされる時間方向の誤り伝播を抑制するために

１つあるいは複数のピクチャメモリを選択してもよい。このモードが、例えばＧＯＢやスライスのようなピクチャ

より小さい単位に適用されるとき、ＧＯＢまたはスライスの境界を越える動き補償による空間方向の誤り伝播を避

けるために、空でないヘッダをもつ、ＧＯＢやスライスの境界をピクチャ境界として扱う独立セグメント復号モー

ド（付属資料Ｒ参照）を用いることが可能である。予測のためにどのピクチャが選択されたかを示す情報は、符号

化されたビット列に含まれる。 

予測のためにピクチャあるいは複数のピクチャを符号器が選択する方法については、本標準の範囲外である。 
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付図Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ 拡張参照ピクチャ選択モードの情報源符号器  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｕ．３ 順方向チャネルのシンタックス 
このシンタックスは、ピクチャ、グループオブブロック（ＧＯＢ）、スライスレイヤで異なる。パラメータＭＲ

ＰＡに“１”がセットされている場合、このシンタックスはマクロブロックレイヤでも異なる。ピクチャ、ＧＯＢ、

スライスレイヤにおいては、拡張参照ピクチャ選択レイヤ（ＥＲＰＳレイヤ）が挿入される。マクロブロックレイ

ヤにおいては、マルチピクチャ動き補償を可能にする条件の下で、ピクチャ参照パラメータが挿入される。 

 

Ｕ．３．１ ピクチャ、ＧＯＢ、スライスレイヤのシンタックス 
ＰＬＵＳヘッダにおける拡張参照ピクチャ選択のシンタックスを付図Ｕ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に示す（その他は

図８／ＪＴ－Ｈ２６３に示される）。ＲＰＳＭＦ、ＰＮフィールド、およびＥＲＰＳレイヤが、ＰＬＵＳヘッダの

中に挿入される。ＴＲＰＩ、ＴＲＰ、ＢＣＩ、およびＢＣＭフィールドは存在しない（これらは、ＥＲＰＳモード

がアクティブな場合は許可されない付属資料ＮのＲＰＳモードでのみ必要であるため）。 
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PLUSPTYPE CPM PSBI CPMFT EPAR CPCFC ETR UUI SSS ELNUM RLNUM 

 
 
 

 RPSMF PN ERPS レイヤ  RPRP レイヤ

 
 

付図Ｕ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＲＰＳモードのＰＬＵＳヘッダ構造  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

ＧＯＢレイヤのシンタックスを付図Ｕ．３／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ＰＮＩ、ＰＮ、ＮＯＥＲＰＳＬフィールド

およびＥＲＰＳレイヤがシンタックスに追加される（その他は図９／ＪＴ－Ｈ２６３で定義）。 

 

GSTUF GBSC GN GSBI GFID GQUANT

MB レイヤ

PN

ERPS レイヤNOERPSL

PNI

 

付図  Ｕ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＲＰＳモードのＧＯＢレイヤ構造  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

オプションのスライス構造モード（付属資料Ｋ参照）を使用する場合、スライスレイヤのシンタックスはＧＯＢ

レイヤと同じ方法で修正される。スライスレイヤのシンタックスを付図Ｕ．４／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ビット列

中のピクチャスタートコードの直後に続くスライスもまた、追加されたＰＮＩ、ＰＮ、ＮＯＥＲＰＳＬフィールド

およびＥＲＰＳレイヤの全てを含む。 
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付図Ｕ．４／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＲＰＳモードのスライスレイヤ構造  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

ＥＲＰＳレイヤを付図Ｕ．５／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。 
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付図Ｕ．５／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＲＰＳレイヤ構造  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

ＡＤＰＮ、ＬＰＩＲ、ＭＬＩＰ１、ＤＰＮ、ＬＰＩＮ、ＳＰＴＮ、ＰＲ、ＰＲ０、ＰＲ２、ＰＲ３、ＰＲ４、ＰＲ

ＢおよびＰＲＦＷフィールドの可変長符号は付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３で与えられる。 

 

付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＡＤＰＮ、ＬＰＩＲ、ＭＬＩＰ１、ＤＰＮ、ＬＰＩＮ、ＳＰＴＮ、ＰＲ、ＰＲ０  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）    ＰＲ２、ＰＲ３、ＰＲ４、ＰＲＢ、ＰＲＦＷの可変長符号  

絶対位置  ビット数 符号  
0 1  1  

"x0"+1 (1:2)  3  0x00 
"x1x0"+3 (3:6)  5  0x11x00 

"x2x1x0"+7 (7 :14)  7  0x21x11x00 
"x3x2x1x0"+15 (15:30)  9  0x31x21x11x00 

"x4x3x2x1x0"+31 (31:62)  11  0x41x31x21x11x00 
"x5x4x3x2x1x0"+63 (63:126)  13  0x51x41x31x21x11x00 

"x6x5x4x3x2x1x0"+127 (127:254)  15  0x61x51x41x31x21x11x00 
"x7x6x5x4x3x2x1x0"+255 (255:510)  17  0x71x61x51x41x31x21x11x00 

"x8x7x6x5x4x3x2x1x0"+511 (511:1022)  19  0x81x71x61x51x41x31x21x11x00 
"x9x8x7x6x5x4x3x2x1x0"+1023 (1023:2046)  21  0x91x81x71x61x51x41x31x21x11x00 

"x10x9x8x7x6x5x4x3x2x1x0"+2047 (2047:4094) 23 0x101x91x81x71x61x51x41x31x21x11x00
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Ｕ．３．１．１ 参照ピクチャ選択モードフラグ（ＲＰＳＭＦ）（３ビット） 
ＲＰＳＭＦは、（ＵＦＥＰの値に関わらず）ＥＲＰＳモード使用時に必ずＰＬＵＳヘッダ中に現れる３ビットの

固定長符号語である。ＲＰＳＭＦはＧＯＢやスライスレイヤに存在してはならない。このフラグが存在するとき、

ＲＰＳＭＦは符号器がどのタイプの逆方向チャネルメッセージを必要としているかを示す。ＲＰＳＭＦの値は５．

１．１３小節の定義に従わなければならない。 

 

Ｕ．３．１．２ ピクチャ番号インジケータ（ＰＮＩ）（１ビット） 
ＰＮＩは１ビットの固定長符号語で、ＥＲＰＳモードが使用されるときＧＯＢやスライスレイヤには必ず存在

し、ＰＬＵＳヘッダには存在しない。ＰＮＩは後続のＰＮフィールドが存在するか否かを示す。 

 

 “０”: ＰＮフィールドは存在しない 

 “１”: ＰＮフィールドが存在する 

 

Ｕ．３．１．３ ピクチャ番号（ＰＮ）（１０ビット） 
ＰＮは１０ビットの固定長符号語であり、ＥＲＰＳモードが使われているときはＰＬＵＳヘッダに常に存在し、

ＰＮＩによって示される時のみＧＯＢやスライスレイヤに存在する。 

ＰＮは、符号化され、かつ伝送された全てのピクチャについて、直前に蓄積されたピクチャのＰＮに対し、１０

ビットのモジュロ演算で値を１だけ増加させなければならない。“蓄積されたピクチャ”は、Ｕ．３．１．５．７

小小小節で定義される。ＥＩおよびＥＰピクチャについては、同一のスケーラビリティ高品質化レイヤにおける直

前に蓄積されたＥＩまたはＥＰピクチャの値からＰＮを増加させなければならない。Ｂピクチャについては、この

Ｂピクチャの参照レイヤ内で時間的に最も新しく蓄積された非Ｂピクチャ（ビット列順序ではこのＢピクチャより

前にあり、時間的にはこのＢピクチャの後のピクチャ）の値からＰＮを増加させなければならない。Ｂピクチャは

後続のピクチャの参照として用いられることはないため、マルチピクチャバッファには蓄積されない。従って、Ｂ

ピクチャの参照レイヤにおけるこのＢピクチャの直後のピクチャ、または同じ高品質化レイヤにおいてあるＢピク

チャの直後の別のＢピクチャは、このＢピクチャと同じＰＮを持たねばならない。同様に、蓄積されない非Ｂピク

チャがビット列中に存在する場合、（付属資料Ｏの操作の場合は、同じ高品質化レイヤにおいて）この非Ｂピクチ

ャに続くピクチャも蓄積されない非Ｂピクチャと同じＰＮを持たねばならない。 

“ビデオ冗長符号化”として知られる使用シナリオにおいては、ＥＲＰＳモードは、同一時刻の画像シーンにつ

いて２つ以上の表現（たいていの場合、異なる参照ピクチャを用いる）を送出する方法を、符号器で用いてもよい。

ＥＲＰＳモードを用いる場合、および同じテンポラルリファレンスかつ同じピクチャ番号をビット列内の隣接ピク

チャが持つような場合、復号器はこれをほぼ同一の画像シーン内容の冗長なコピーが送られたとみなし、最初に受

信したピクチャを復号し使用するが、後続する冗長なピクチャは破棄しなければならない。 

ＰＮは、マルチピクチャバッファに蓄積された各ピクチャに対して（付属資料Ｏの操作の場合は特定の高品質化

レイヤについて）、１０２４枚の符号化および蓄積されたピクチャの範囲内で固有のＩＤとして働く。よって、以

下に記載される長期間ピクチャのインデックスが割り当てられない限り、（付属資料Ｏの操作の場合は同じ高品質

化レイヤにおいて）あるピクチャの１０２４枚以上の後続するピクチャが符号化および蓄積された後に、そのピク

チャがバッファに残っていることはない。符号器は、ビット列が１０２４枚以上の後続の蓄積されたピクチャの後

にいかなる短期間ピクチャの保持も示唆しないことを保証しなければならない。復号器は、現在のピクチャのピク

チャ番号が、マルチピクチャバッファに短期間蓄積されたある他のピクチャのピクチャ番号と同じであることを発

見した場合（付属資料Ｏの操作での同じ高品質化レイヤの場合、また前の段落で記述したビデオ冗長符号化を除い

た場合において）、この状態を誤りとして取り扱うべきである。 

 

Ｕ．３．１．４ 拡張参照ピクチャ選択レイヤ無効（ＮＯＥＲＰＳＬ）（１ビット） 
ＮＯＥＲＰＳＬは１ビットの固定長符号語で、ＥＲＰＳモードが使用されるときには必ずＧＯＢまたはスライス

レベルに存在する。ＰＬＵＳヘッダには存在しない。ＮＯＥＲＰＳＬの値は以下でなければならない。 

 

 “０”:ＥＲＰＳレイヤが送信される 

 “１”:ＥＲＰＳレイヤは送信されない 
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ＮＯＥＲＰＳＬが“１”の場合には、ＧＯＢまたはスライスレイヤのデータに続く関連するビデオピクチャセグ

メントに対しても、このピクチャに対して有効な全てのＥＲＰＳ設定および再マッピングを適用しなければならな

い。ＧＯＢまたはスライスレベルで送信されるＥＲＰＳレイヤ情報は、ＧＯＢまたはスライスレベルのデータに続

くビデオピクチャセグメントに対する復号処理を支配し、他のいずれのビデオピクチャセグメントの復号処理にも

影響を及ぼさない（ビデオピクチャセグメントの定義については付属資料Ｒを参照）。 

 

Ｕ．３．１．５ 拡張参照ピクチャ選択レイヤ（ＥＲＰＳ）（可変長） 
ＥＲＰＳレイヤは、ＥＲＰＳモードが使用されるときにはピクチャレベルに常に存在し、また、ＮＯＥＲＰＳＬ

が“０”の場合にはＧＯＢまたはスライスレベルに存在する。ＥＲＰＳレイヤは現在のピクチャまたはビデオピク

チャセグメントを復号するために使用されるバッファのインデックスを指定し、ピクチャバッファの内容を管理す

る。 

 

Ｕ．３．１．５．１ 複数参照ピクチャアクティブ（ＭＲＰＡ）（１ビット） 
ＭＲＰＡは１ビットの固定長符号語で、ピクチャ符号化タイプがＰピクチャ、ＥＰピクチャ、改良ＰＢフレーム

またはＢピクチャの場合にのみ存在する。もし存在する場合は、ＭＲＰＡはＥＲＰＳレイヤにおける最初の要素で

ある。ＭＲＰＡは、現在のピクチャまたはビデオピクチャセグメントの前方予測復号または後方予測復号のための

アクティブな参照ピクチャ数が１より大きいか否かを指定する。ＭＲＰＡの値は以下でなければならない。 

 

 “１”:２つ以上の参照ピクチャが前方または後方動き補償に使用され得る。 

 “０”:１つの参照ピクチャのみが前方または後方動き補償に使用される。この場合、Ｕ．３．２小節に

指定されるマクロブロックレイヤのシンタックスの拡張は適用されない。 

 

ＭＲＰＡは、異なるビデオピクチャセグメントが異なる数の参照ピクチャを指示し得るように、ビデオピクチャ

セグメント毎に変更されてもよい。 

ＭＲＰＡは、参照ピクチャ再サンプリングモード（付属資料Ｐを参照）を起動するどのピクチャにおいても“０”

でなければならず、また、このような現在のピクチャに対してはいずれも、ピクチャおよびＧＯＢまたはスライス

レベルにおいて使用される前方参照ピクチャとして、同一のピクチャを指示しなければならない。現在のピクチャ

がＢピクチャの場合、後方参照ピクチャは現在のピクチャと同一のサイズでなければならず、参照ピクチャの再サ

ンプリング処理はいずれも、前方参照ピクチャに対してのみ適用されねばならない。再サンプリングされた前方参

照ピクチャを格納するための十分な“使用されない”容量がマルチピクチャバッファにある場合にのみ、参照ピク

チャ再サンプリングを起動させなければならないが、再サンプリングされた参照ピクチャが現在のピクチャの復号

処理に使用された後には、再サンプリングされた前方参照ピクチャをマルチピクチャバッファに格納してはならな

い。 

 

Ｕ．３．１．５．２ ピクチャ番号インジケータの再マッピング（ＲＭＰＮＩ）（可変長） 
ＲＭＰＮＩは可変長符号語で、そのピクチャがＰ、ＥＰ、改良ＰＢ、またはＢピクチャである場合にＥＲＰＳレ

イヤに存在する。ＲＭＰＮＩは、任意のデフォルトのピクチャインデックスが現在のピクチャ、またはビデオピク

チャセグメントの動き補償に対して再マッピングされているかどうか、およびマルチピクチャバッファ中の相対的

インデックスの再マッピングがもし表示されているならどのように定められているのかを示す。ＲＭＰＮＩは付表

Ｕ．２／ＪＴ－Ｈ２６３を使って伝送される。もしＲＭＰＮＩがＡＤＰＮもしくはＬＰＩＲフィールドの存在を示

すなら、追加のＲＭＰＮＩフィールドがＡＤＰＮもしくはＬＰＩＲフィールドの直後に続く。 

ピクチャ参照パラメータは、整列されたピクチャのセットに対する相対的インデックスである。ＲＭＰＮＩ、Ａ

ＤＰＮ、およびＬＰＩＲフィールドは、特定のピクチャまたはビデオピクチャセグメントの復号のため、デフォル

トのインデックスによる順序から一時的に変更されるマルチピクチャバッファ内の相対的インデックスによる順

序を許す。デフォルトのインデックス順序では、短期間ピクチャ（つまり、長期間インデックスを与えられないピ

クチャ）は、参照インデックス順序において長期間ピクチャに先行する。短期間ピクチャにおいて、デフォルトの

順序は、最も新しくバッファリングされた参照ピクチャに始まり、最も古い参照ピクチャまで続くようピクチャに

付けられた順序である（すなわち、１０ビット長のピクチャ番号フィールドに変換されていないピクチャ番号の降

順で）。長期間ピクチャにおいて、デフォルトの順序は、最も小さい長期間インデックスを持つピクチャに始まり、
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長期間インデックスがＭＬＩＰ１の最新の値－１と等しくなるピクチャまで続くようピクチャに付けられた順序

である。 

例えば、バッファが、（ピクチャ番号の昇順に伝送された）短期間ピクチャ番号が３００、３０２、３０３であ

る３つの短期間ピクチャと、長期間ピクチャインデックスが０と３である２つの長期間ピクチャを含むとすると、

デフォルトのインデックス順序は、以下の通りとなる。 

 

・ デフォルト相対的インデックス０はピクチャ番号３０３を持つ短期間ピクチャを参照する。 

・ デフォルト相対的インデックス１はピクチャ番号３０２を持つ短期間ピクチャを参照する。 

・ デフォルト相対的インデックス２はピクチャ番号３００を持つ短期間ピクチャを参照する。 

・ デフォルト相対的インデックス３は長期間ピクチャインデックスが０となる長期間ピクチャを参照する。 

・ デフォルト相対的インデックス４は長期間ピクチャインデックスが３となる長期間ピクチャを参照する。 

 

（もしあれば）受信した１番目のＡＤＰＮまたはＬＰＩＲフィールドは、特定のピクチャをデフォルトの順序か

ら相対的インデックス０に移動させる。２番目のそのようなフィールドは特定のピクチャを相対的インデックス１

に移動させる、以下同等。この方法で相対的インデックス順序の先頭に移動されないままの一連のピクチャは、そ

れら自体の中でデフォルトの順序を保持し、バッファの先頭に相対的インデックス順序で動かされたピクチャに続

かなければならない。 

もしＭＲＰＡが“０”なら、現在のピクチャがＢピクチャである場合を除いて、１つより多いＡＤＰＮやＬＰＩ

Ｒフィールドが同じＥＲＰＳレイヤに存在してはならない。もし、現在のピクチャがＢピクチャで、ＭＲＰＡが“０”

なら、２つより多いＡＤＰＮやＬＰＩＲフィールドが同じＥＲＰＳレイヤに存在してはならない。 

あるピクチャに指定されるピクチャ番号の再マッピングはいずれも、他のどのピクチャの復号処理にも影響を及

ぼしてはならない。あるビデオピクチャセグメントに指定されたピクチャ番号の再マッピングは、他のどのビデオ

ピクチャセグメントの復号処理にも影響を及ぼしてはならない。あるピクチャに指定されるピクチャ番号の再マッ

ピングは、そのピクチャ内の任意のビデオピクチャセグメントの復号処理にのみ、次の２つの方法で影響を及ぼさ

なければならない。 

 

・ ＧＯＢもしくはスライスレベルにおいてＮＯＥＲＰＳＬが“１”ならば、ピクチャレベルで指定される再マ

ッピングは対応するビデオピクチャセグメントにおいても使われる。 

・ もしピクチャがＢピクチャならば、ピクチャレベルで指定される再マッピングは直接双方向予測のためのＴ

ＲＢとＴＲＤの値の計算を指定しなければならない。 

 

ＲＭＰＮＩ“エンドループ”指示は、もしＭＲＰＡが“０”ならＢピクチャのＥＲＰＳレイヤの最終要素である。

ＭＲＰＡが“１”であるＢピクチャにおいては、ＲＭＰＮＩ“エンドループ”指示の後にＢＴＰＳＭが続く。Ｐま

たはＥＰピクチャまたは改良ＰＢフレームにおいては、ＲＭＰＮＩ“エンドループ”指示の後にＲＰＢＴが続く。 

１つのＥＲＰＳレイヤ内において、ＲＭＰＮＩは、１つの参照ピクチャを相対的インデックス順序において１つ

より多い再マッピング位置に配置するような指定をしてはならない。 

 

付表Ｕ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ 参照ピクチャの再マッピングのためのＲＭＰＮＩ操作  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

値  指定された再マッピング  
‘１’  ＡＤＰＮフィールドが存在し、ピクチャ番号予測値に加えるための

負の差分に相当する  
‘０１０’  ＡＤＰＮフィールドが存在し、ピクチャ番号予測値に加えるための

正の差分に相当する  
‘０１１’  ＬＰＩＲフィールドが存在し、参照ピクチャのための長期間インデ

ックスを指定する  
‘００１’  デフォルトの順序により相対的インデックス付けされたピクチャ

の再マッピングのためのエンドループ  
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Ｕ．３．１．５．３ ピクチャ番号の絶対差分（ＡＤＰＮ）（可変長） 
ＡＤＰＮは可変長符号語で、ＲＭＰＮＩにより指示されている場合にのみ存在する。ＲＭＰＮＩが存在する時、

ＡＤＰＮはＲＭＰＮＩに続く。ＡＤＰＮは付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３を使って伝送され、表中のインデックスに

おいてＡＤＰＮ－１に相当する。ＡＤＰＮは最も新しく再マッピングしたピクチャのピクチャ番号とピクチャ番号

の予測値との間の絶対差分を表す。もし現在のＥＲＰＳレイヤ内で前にＡＤＰＮフィールドが送られていなけれ

ば、予測値は現在のピクチャのピクチャ番号でなければならない。もし前にＡＤＰＮフィールドが送られていたな

ら、予測値はＡＤＰＮを使って再マッピングされた最後のピクチャのピクチャ番号でなければならない。 

ピクチャ番号の予測をＰＮＰとし、求めようとするピクチャ番号をＰＮＱとすると、復号器は以下と数学的に等

価な手法によって、ＰＮＰとＡＤＰＮからＰＮＱを決定しなければならない。 

 

ｉｆ（ＲＭＰＮＩ＝＝“１”）｛ ／／負の差分 

  ｉｆ（ＰＮＰ－ＡＤＰＮ＜０） 

   ＰＮＱ＝ＰＮＰ－ＡＤＰＮ＋１０２４; 

   ｅｌｓｅ 

   ＰＮＱ＝ＰＮＰ－ＡＤＰＮ; 

｝ｅｌｓｅ｛       ／／正の差分 

 ｉｆ（ＰＮＰ＋ＡＤＰＮ＞１０２３） 

   ＰＮＱ＝ＰＮＰ＋ＡＤＰＮ－１０２４; 

   ｅｌｓｅ 

   ＰＮＱ＝ＰＮＰ＋ＡＤＰＮ; 

｝ 

 

符号器は、ＡＤＰＮの復号値が１０２４以上にならないようにＲＭＰＮＩとＡＤＰＮを制御しなければならな

い。 

実施例として、符号器は、求めようとする再マッピングされたピクチャ番号ＰＮＱを指定するためのＡＤＰＮと

ＲＭＰＮＩの値を決定するために、次の処理を使ってもよい。 

 

ＤＥＬＴＡ＝ＰＮＱ－ＰＮＰ; 

ｉｆ（ＤＥＬＴＡ＜０）｛ 

 ｉｆ（ＤＥＬＴＡ＜－５１１） 

  ＭＤＥＬＴＡ＝ＤＥＬＴＡ＋１０２４; 

  ｅｌｓｅ 

  ＭＤＥＬＴＡ＝ＤＥＬＴＡ; 

｝ｅｌｓｅ｛ 

 ｉｆ（ＤＥＬＴＡ＞５１２） 

   ＭＤＥＬＴＡ＝ＤＥＬＴＡ－１０２４; 

  ｅｌｓｅ 

   ＭＤＥＬＴＡ＝ＤＥＬＴＡ; 

｝ 

ＡＤＰＮ＝ａｂｓ（ＭＤＥＬＴＡ）; 

 

ここで、ａｂｓ（）は絶対値演算を示す。付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３におけるインデックスは、ＡＤＰＮその

ものでなくＡＤＰＮ－１の値に相当することに注意。次に、ＲＭＰＮＩがＭＤＥＬＴＡの符号により決定される。 

 

Ｕ．３．１．５．４ 再マッピングのための長期間ピクチャインデックス（ＬＰＩＲ）（可変長） 
ＬＰＩＲは可変長符号語でＲＭＰＮＩによって指示されている場合にのみ存在する。ＬＰＩＲが存在する時、Ｌ

ＰＩＲはＲＭＰＮＩに続く。ＬＰＩＲは付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３を使って伝送される。それは再マッピングさ

れるための長期間ピクチャインデックスを示す。任意の後続のＡＤＰＮの再マッピングにより使用される予測値

は、ＬＰＩＲによって影響を受けない。 
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Ｕ．３．１．５．５ Ｂピクチャ２ピクチャ予測サブモード（ＢＴＰＳＭ）（１ビット） 
 ＢＴＰＳＭは１ビット固定長符号語で、Ｂピクチャ（付属資料Ｏ参照）の場合のみ、かつ、ＭＲＰＡが“１”の

場合にのみ存在する。ＢＴＰＳＭが存在する場合、ＲＭＰＮＩ“エンドループ”指示に続き、ＢピクチャのＥＲＰ

Ｓレイヤの最終要素となる。ＢＴＰＳＭは２ピクチャ後方予測サブモードがそのピクチャの中で使われているかど

うかを以下のように示す。 

 

    “０”：単一ピクチャの後方予測 

    “１”：２ピクチャ後方予測 

 

ＢＴＰＳＭは存在しない場合（ＭＲＰＡが“０”の時）、“０”の暗黙の値を持つ。 

前方予測参照として利用できるピクチャセットは、マルチピクチャバッファ内の後方参照ピクチャセット以外の

ピクチャセットである。後方参照ピクチャセットはＢＴＰＳＭの値より決定される。もし、単一ピクチャ後方予測

がＢＴＰＳＭにより指定されるならば、（おそらく再マッピングされた）相対的インデックス順序で最初のピクチ

ャは唯一の後方参照ピクチャである。もし２ピクチャ後方予測がＢＴＰＳＭにより指定されるなら、（おそらく再

マッピングされた）相対的インデックス順序で最初の２つのピクチャは２つの後方参照ピクチャである。また前方

予測のための相対的インデックスは、前方参照ピクチャセットへの相対的インデックスとなる。 

マルチピクチャバッファの内容は、Ｂピクチャの存在により影響を受けない。Ｂピクチャはマルチピクチャバッ

ファに蓄積されず、以後のピクチャの符号化の参照として使用されない。 

 

Ｕ．３．１．５．６  参照ピクチャバッファリングタイプ（ＲＰＢＴ）（１ビット） 
ＲＰＢＴは１ビットの固定長符号語で、現在復号されたピクチャのバッファタイプを指定する。ピクチャがＩ、

ＥＩおよびＢピクチャでない時、ＲＰＢＴはＲＭＰＮＩ“エンドループ”指示に続く。もしピクチャがＩもしくは、

ＥＩピクチャであるならば、ＲＰＢＴはＥＲＰＳレイヤの最初の要素である。もしピクチャがＢピクチャであるな

らば、ＲＰＢＴは存在しない。ＲＰＢＴ値は以下のように定義される。 

 

“１”：スライディングウインドウ 

“０”：適応メモリ制御 

 

“スライディングウインドウ”バッファリングタイプにおいて、現在復号されたピクチャはデフォルト相対的イ

ンデックス０でバッファに追加されなければならず、バッファでのピクチャの“使用されない”というマークキン

グは、短期間ピクチャセットの中でファーストイン－ファーストアウト方式で自動的に実行される。この場合にお

いて、バッファが現在のピクチャを蓄積するだけの十分な“使用されない”容量を持っているなら、どの追加のピ

クチャもバッファで“使用されない”としてマーキングされてはならない。もし、バッファが現在のピクチャを蓄

積するだけの十分な“使用されない”容量を持っていなければ、バッファ中の短期間ピクチャの中で、最大のデフ

ォルトインデックス（もしくは、サブピクチャ除去の場合、必要に応じて複数のインデックス）を持つピクチャ（も

しくは、サブピクチャ除去の場合、必要なメモリ量を解放するため必要に応じて複数のピクチャ）が、“使用され

ない”としてマーキングされなければならない。スライディングウインドウバッファリングタイプにおいて、バッ

ファ内容を制御するための付加情報は一切伝送されない。 

“適応メモリ制御”のバッファリングタイプにおいて、符号器はバッファへの追加やバッファ中の“使用されな

い”データのマーキングを明示的に指定する。また、長期間インデックスを短期間ピクチャに割り当ててもよい。

現在のピクチャと他のピクチャは、符号器により指定されるように、バッファ内に“使用されない”として明示的

にマーキングされてもよい。このバッファリングタイプは、メモリ管理制御操作（ＭＭＣＯ）パラメータにより制

御される更なる情報を必要とする。 

ＲＰＢＴは、もしＧＯＢもしくはスライスレイヤに存在するなら、ピクチャレイヤでのそれと同じでなければな

らない。ＧＯＢもしくはスライスレイヤに存在するＭＭＣＯコマンドは、ピクチャレイヤにおけるＭＭＣＯコマン

ドと同じ操作を伝えなければならない。 

もしピクチャがＢピクチャなら、ＲＰＢＴは存在してはならず、復号されたピクチャをマルチピクチャバッファ

に蓄積してはならない。これは、Ｂピクチャがマルチピクチャバッファの内容に影響してはいけないことを保証す

る。 
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同様に、改良ＰＢフレームのＢピクチャ部はバッファに蓄積してはならない。改良ＰＢフレームの蓄積制御に関

係する全ての制御フィールドは、改良ＰＢフレームのＰピクチャ部のみの蓄積制御に関係すると考えられなければ

ならない。 

 

Ｕ．３．１．５．７ メモリ管理制御操作（ＭＭＣＯ）（可変長） 
ＭＭＣＯは可変長符号語で、ＲＰＢＴが“適応メモリ制御”を指示する時にのみ存在し、ＭＭＣＯは存在する場

合、複数回発生してもよい。ＭＭＣＯはマルチピクチャバッファメモリの管理に用いられる制御操作を指定する。

ＭＭＣＯパラメータの後に、ＭＭＣＯの値により指定された操作に必要なデータが続く。またＭＭＣＯ値がその様

な操作リストの終わりを指示するまで、追加のＭＭＣＯパラメータが続く。ＭＭＣＯコマンドはバッファ内容およ

び現在のピクチャの復号処理に影響せず、むしろそれらはビット列における後続のピクチャを復号するために必要

なバッファ状態を指定する。ＭＭＣＯに関係する値と制御操作は付表Ｕ．３／ＪＴ－Ｈ２６３にて定義される。 

ＭＭＣＯを使って指定される全てのメモリ管理制御操作は、ピクチャレイヤ内にて指定されなければならない。

ピクチャレイヤで指定されたいくつかのまたは全ての同じ操作が、ＧＯＢまたはスライスレイヤにおいても（同じ

関連するデータで）指定されるかもしれない。ピクチャレイヤで同じ関連するデータで指定されないメモリ操作を、

ＧＯＢまたはスライスレイヤでＭＭＣＯが指定してはならない。 

バッファサイズと構造を指定するＭＭＣＯコマンドは存在する場合、最初のＭＭＣＯコマンドでなければならな

い。１つのＥＲＰＳレイヤ内には、バッファサイズと構造を指定するＭＭＣＯコマンドは、１つしか存在してはな

らない。ＲＥＳＥＴが“１”のバッファサイズと構造を指定するＭＭＣＯコマンドは、最初のピクチャ内に存在す

べきであり、その最初のピクチャで、ビット列におけるＥＲＰＳモードピクチャのシリーズに対してＥＲＰＳモー

ドがアクティブにされる。ＲＥＳＥＴが“１”のバッファサイズと構造を指定するＭＭＣＯコマンドは、短期間も

しくは長期間ピクチャのサブピクチャ領域を“使用されない”とマーキングを指示するどのＭＭＣＯの使用より先

行しなければならない。バッファサイズと構造を指定するＭＭＣＯコマンドにおいて指定されたサブピクチャの幅

と高さは、現在のピクチャがＲＥＳＥＴが“１”のＩもしくはＥＩピクチャでない限り、前のバッファサイズと構

造を指定するＭＭＣＯコマンドでのこれらのパラメータ値と異なってはいけない。ピクチャの高さと幅は、ＲＥＳ

ＥＴが“１”のバッファサイズと構造を指定するＭＭＣＯコマンドを含むピクチャ内（もしくはＥＲＰＳモードが

使われていないピクチャ内）を除いて、ビット列の中で変わってはならない。 

もし単一ピクチャ後方予測を使用しているＢピクチャがビット列中に存在するなら、Ｏ．２節で指定されるよう

に、Ｂピクチャの参照レイヤにおいて厳密に時間的に１つ後方の非Ｂピクチャは、ビット列順序のＢピクチャより

先行しなければならない。参照レイヤピクチャはＢピクチャの復号が終わるまで表示するために必要であるため、

時間的に直後に続く非Ｂピクチャのいずれかの部分を“使用されない”とマーキングする、Ｂピクチャの参照レイ

ヤ内の、時間的に直後に続く非ＢピクチャのどのＥＲＰＳレイヤ内にも、メモリ管理制御操作は存在してはならな

い。 

Ｏ．２節で指定される伝送順序の制限は、２ピクチャ後方予測を使用するＢピクチャに対して必要性に応じて調

節される。もし２ピクチャ後方予測を使用するＢピクチャがビット列中に存在するなら、Ｂピクチャの参照レイヤ

における厳密に時間的に２つ後の非Ｂピクチャは、ビット列順序においてＢピクチャより先行しなければならな

い。Ｏ．２節で指定されたビット列におけるＢピクチャの伝送順序における他の制限が適用されなければならない

が、２つの時間的に直後の参照レイヤピクチャの使用のために調節される。これら参照レイヤピクチャはＢピクチ

ャの復号が終わるまで表示するために必要であるため、これら２つの非Ｂピクチャのいずれかの部分を“使用され

ない”とマーキングする、Ｂピクチャの参照レイヤ内の、これら２つの時間的に直後に続く非ＢピクチャのどのＥ

ＲＰＳレイヤ内にも、メモリ管理制御操作は存在してはならない。 

“蓄積されたピクチャ”は、そのピクチャ（全体）を“使用されない”にマーキングする、ＥＲＰＳレイヤ内の

ＭＭＣＯコマンドを含まない非Ｂピクチャとして定義される。もし現在のピクチャが蓄積されたピクチャでないな

ら、ＥＲＰＳレイヤは以下のタイプのＭＭＣＯコマンドを含んではならない。 

 

・ ＲＥＳＥＴが“１”のバッファサイズと構造を指定するＭＭＣＯコマンド 

・ 以前蓄積されたピクチャのＥＲＰＳレイヤにおいて“使用されない”とマーキングされたことがない（現在

のピクチャ以外の）他のピクチャを“使用されない”としてマーキングするいくつかのＭＭＣＯコマンド 

・ 以前蓄積されたピクチャのＥＲＰＳレイヤにおいてそれと同じ長期間インデックスが割り当てられたこと

がないピクチャにその長期間インデックスを割り当てるいくつかのＭＭＣＯコマンド 
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・ 以前蓄積されたピクチャのＥＲＰＳレイヤ内において“使用されない”とマーキングされたことがないピク

チャのサブピクチャ領域を“使用されない”とマーキングするいくつかのＭＭＣＯコマンド 

 

付表Ｕ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ メモリ管理制御操作（ＭＭＣＯ）値  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

値  メモリ管理制御操作  後続する関連するデータ・フィールド

‘０’ ＭＭＣＯループの終了 なし（ＥＲＰＳレイヤの終了） 

‘０１１’ 短期間ピクチャを“使用されない”にマーキング ＤＰＮ 

‘０１００’ 長期間ピクチャを“使用されない”にマーキング ＬＰＩＮ 

‘０１０１’ ピクチャへの長期間インデックスの割り当て ＤＰＮおよびＬＰＩＮ 

‘００１００’ 
短期間サブピクチャ領域を“使用されない”にマ

ーキング 
ＤＰＮおよびＳＰＲＢ 

‘００１０１’ 
長期間サブピクチャ領域を“使用されない”にマ

ーキング 
ＬＰＩＮおよびＳＰＲＢ 

‘００１１０’ 最大長の期間ピクチャインデックスを指定 ＭＬＩＰ１ 

‘００１１１’ バッファサイズと構造を指定 
Ｓ Ｐ Ｗ Ｉ 、 Ｓ Ｐ Ｈ Ｉ 、 Ｓ Ｐ Ｔ Ｎ 、

およびＲＥＳＥＴ 
 

 

Ｕ．３．１．５．８ ピクチャ番号の差分（ＤＰＮ）（可変長） 
ＤＰＮはＭＭＣＯによって指示される場合に存在する。ＤＰＮはもし存在するならばＭＭＣＯに続く。ＤＰＮは

付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３内の符号語を用いて伝送され、メモリ制御操作のためピクチャのＰＮを算出するため

に用いられる。またＤＰＮは、ピクチャに長期間インデックスを割り当てるために、短期間ピクチャを“使用され

ない”とマーキングするために、あるいは短期間ピクチャのサブピクチャ領域を“使用されない”とマーキングす

るために用いられる。もし復号された現在のピクチャ番号がＰＮＣであり、付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３から復号

された値がＤＰＮであるならば、指定された当該ピクチャ番号であるＰＮＱの算出のため、下記の等式と数学的に

等価な演算が用いられなければならない。 

 

 if （ＰＮＣ－ＤＰＮ＜０） 

  ＰＮＱ＝ＰＮＣ－ＤＰＮ＋１０２４； 

 else 

  ＰＮＱ＝ＰＮＣ－ＤＰＮ； 

 

同様に、符号器は符号化するＤＰＮ値を下記の関係を用いて計算してもよい。 

 

 if (ＰＮＣ－ＰＮＱ＜０） 

  ＤＰＮ＝ＰＮＣ－ＰＮＱ＋１０２４； 

 else 

  ＤＰＮ＝ＰＮＣ－ＰＮＱ； 

 

例えば、もしＤＰＮの復号された値が０であり、ＭＭＣＯが短期間ピクチャを“使用されない”とマーキングす

ることを指示しているならば、現在復号されているピクチャは“使用されない”としてマーキングされなければな

らない（したがって現在のピクチャは蓄積されたピクチャではないことを示している）。 

 

Ｕ．３．１．５．９ 長期間ピクチャインデックス（ＬＰＩＮ）（可変長） 
ＬＰＩＮはＭＭＣＯによって指示される場合に存在する。ＬＰＩＮは付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３内の符号語を

用いて伝送され、あるピクチャの長期間ピクチャインデックスを指定する。もし操作があるピクチャに対する長期

間インデックスの割り当てであるならば、ＬＰＩＮはＤＰＮに続く。もしその操作が長期間ピクチャへの“使用さ

れない”とのマーキング、あるいは長期間ピクチャのサブピクチャ領域への“使用されない”とのマーキングであ

るならば、ＬＰＩＮはＭＭＣＯに続く。 
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Ｕ．３．１．５．１０ サブピクチャ除去ビットマップ（ＳＰＲＢ）（固定長） 
ＳＰＲＢはピクチャのそれぞれのサブピクチャ領域に対して１ビットを持つ固定長符号語であり、ＭＭＣＯによ

って指示される場合に存在する。ＳＰＲＢデータのビット数は最新のＳＰＷＩおよびＳＰＨＩの値によって決定さ

れる。ＳＰＲＢはバッファされたピクチャのどのサブピクチャ領域が“使用されない”とマーキングされなければ

ならないかを指示するために用いられる。もし操作が短期間ピクチャのサブピクチャ領域への“使用されない”と

のマーキングであるならば、ＳＰＲＢはＤＰＮに続き、もし操作が長期間ピクチャのサブピクチャ領域への“使用

されない”とのマーキングであるならば、ＳＰＲＢはＬＰＩＮに続く。 

サブピクチャはピクチャの左上隅から始まるラスタ走査順序で番号付けされる。例えば、ＤＰＮによって指定さ

れた参照ピクチャが６個のサブピクチャに区画分けされている場合について考える。“Ｓ１Ｓ２Ｓ３Ｓ４Ｓ５Ｓ６”は

６ビットのＳＰＲＢデータを表現するとする。もしビットＳiが“１”であるならば、復号器は指示された参照ピ

クチャ内のｉ番目のサブピクチャを“使用されない”とマーキングすべきである。例えば、もしＳＰＲＢが‘００

０１１０’であるならば、４番目と５番目のサブピクチャ領域が“使用されない”とマーキングされる。 

スタートコードエミュレーションを防ぐために、Ｕ．３．１．５．１１小小小節において指定されるように、す

べての必要なＳＰＲＥＰＢエミュレーション防止ビットが、ＳＰＲＢデータの内部あるいはＳＰＲＢデータに続い

て挿入されなければならない。 

もしＳＰＲＢが存在して、かつ特定のピクチャが前のＳＰＲＢビットマップによって以前に影響を受けているな

らば、ＳＰＲＢによって指定されるビットマップはその以前のＳＰＲＢビットマップの中で“１”を含んでいたど

のサブピクチャ領域に対しても“１”を含まなければならない。各々のＳＰＲＢビットマップは値“０”を持つビ

ットを少なくとも１つ、および値“１”を持つビットを少なくとも１つ含まなければならない。 

 

Ｕ．３．１．５．１１ サブピクチャ除去エミュレーション防止ビット（ＳＰＲＥＰＢ）（１ビット） 
ＳＰＲＥＰＢは値“１”を持つ１ビットの固定長符号語であり、ＳＰＲＢデータの８個の連続する０ビットのビ

ット列の直後に挿入されなければならない。 

 

Ｕ．３．１．５．１２ 最大長期間ピクチャインデックスプラス１（ＭＬＩＰ１）（可変長） 
ＭＬＩＰ１はもしＭＭＣＯによって指示されるならば存在する可変長符号語である。ＭＬＩＰ１はもし存在する

ならばＭＭＣＯに続く。ＭＬＩＰ１は付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３内の符号語を用いて伝送される。もし存在する

ならば、ＭＬＩＰ１は（別のＭＬＩＰ１の値を受け取るまで）長期間参照ピクチャに対して許される最大インデッ

クスを決定するために用いられる。復号器は別の値を受け取るまで、最初はＭＬＩＰ１が“０”であると仮定しな

ければならない。ＭＬＩＰ１パラメータを受け取るとすぐ、後続のピクチャの復号処理での参照のために、ＭＬＩ

Ｐ１の復号値－１よりも大きなインデックスを持つ全ての長期間ピクチャを“使用されない”と復号器は考えなけ

ればならない。マルチピクチャバッファ内の他の全てのピクチャに対して、いかなる状態の変化もＭＬＩＰ１によ

って指示されてはならない。 

 

Ｕ．３．１．５．１３ サブピクチャ幅インジケーション（ＳＰＷＩ）（７ビット） 
ＳＰＷＩはもしＭＭＣＯによって指示されるならば存在する７ビットの固定長符号語である。ＳＰＷＩは指示さ

れている場合にＭＭＣＯに続く。ＳＰＷＩは、指示されたサブピクチャ幅が１６×（ＳＰＷＩ＋１）個の輝度標本

であるように、サブピクチャの幅を１６個の輝度標本を単位として指定する。現在のピクチャは幅方向に ceil

（ ceil（ｐｗ／１６）／（ＳＰＷＩ＋１））個のサブピクチャを有する。ここでｐｗはピクチャの幅であり、“／”

は浮動小数点除算を示している。正の値に対しては、切り上げ関数である ceil（ｘ）は、ｘが整数の場合はｘと

等しく、その他の場合は ceil（ｘ）はｘの整数部分に１を加えた値と等しくなる。もしサブピクチャの最小の幅

および高さを定義している最小ピクチャ単位（ＭＰＵ）サイズが外部手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）に

よって交渉されているならば、ＳＰＷＩによって指定されるサブピクチャ幅はＭＰＵの幅の整数倍でなければなら

ない。もしそうでなければ、ＳＰＷＩによって指定されるサブピクチャ幅は、ＳＰＷＩが ceil（ｐｗ／１６）－

１となるようなサブピクチャ幅でなければならない。 

 

Ｕ．３．１．５．１４ サブピクチャ高さインジケーション（ＳＰＨＩ）（７ビット） 
ＳＰＨＩは、もしＳＰＷＩが（ＭＭＣＯによって指示されるように）存在するならば存在する７ビットの固定長

符号語である。ＳＰＨＩはもし存在するならばＳＰＷＩに続く。ＳＰＨＩは、指示されたサブピクチャの高さが１
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６×ＳＰＨＩであるように、サブピクチャの高さを１６個の輝度標本を単位として指定する。ＳＰＨＩの許される

値の範囲は１から７２である。現在のピクチャは高さ方向に ceil（ ceil（ｐｈ／１６）／ＳＰＨＩ）個のサブ

ピクチャを有する。ここで、ｐｈはピクチャの高さであり、“／”は浮動小数点除算を示している。もしサブピク

チャの最小の幅および高さを定義している最小ピクチャ単位（ＭＰＵ）サイズが外部手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｈ２４５）によって交渉されているならば、ＳＰＨＩによって指定されるサブピクチャの高さはＭＰＵの高さの

整数倍でなければならない。もしそうでなければ、ＳＰＨＩによって指定されるサブピクチャの高さは、ＳＰＨＩ

が ceil（ｐｈ／１６）となるようなサブピクチャの高さでなければならない。 

 

Ｕ．３．１．５．１５ サブピクチャ総数（ＳＰＴＮ）（可変長） 
ＳＰＴＮは、もしＳＰＷＩおよびＳＰＨＩが（ＭＭＣＯによって指示されるように）存在するならば存在する可

変長符号語である。ＳＰＴＮはもし存在するならばＳＰＨＩに続く。ＳＰＴＮは付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３を用

いて符号化される。ここで付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３のインデックスはＳＰＴＮの復号値－１に対応する。ＳＰ

ＴＮの復号値は、ＳＰＷＩおよびＳＰＨＩによって指定されるサブピクチャを単位としたマルチピクチャバッファ

の使用できる総容量である。現在のピクチャの復号のために必要とされるメモリ容量は、ＳＰＴＮには含まれない。

つまり、ＳＰＴＮは、他のピクチャの予測のために用いる参照ピクチャを格納するために必要とされるメモリ容量

だけである。サブピクチャ除去が使用されない場合（すなわちＳＰＷＩおよびＳＰＨＩが全ピクチャ範囲である場

合）は、（例えば、スライディングウインドウ操作に対する）アクティブな短期間参照ピクチャの最大個数は、Ｓ

ＰＴＮから長期間インデックスに割り当てられていてかつ引き続き“使用されない”とマーキングされていないピ

クチャ数を引いた数によって与えられる。 

 

Ｕ．３．１．５．１６ バッファリセットインジケータ（ＲＥＳＥＴ）（１ビット） 
ＲＥＳＥＴは１ビットの固定長符号語であり、もしＳＰＷＩ、ＳＰＨＩ、およびＳＰＴＮが（ＭＭＣＯによって

指示されるように）存在するならば存在する。もし存在するならばＲＥＳＥＴはＳＰＴＮに続く。ＲＥＳＥＴの値

は以下のようになければならない。 

 

 “０”： バッファ内容はリセットされない 

 “１”： バッファ内容はリセットされる 

 

もしＲＥＳＥＴが“１”であるならば、（別途指定されない限り現在のピクチャを除き）マルチピクチャバッフ

ァ内のすべてのピクチャは（短期間および長期間ピクチャの両方を含み）“使用されない”とマーキングされなけ

ればならない。 

 

Ｕ．３．２ マクロブロックレイヤのシンタックス 
 

Ｕ．３．２．１ Ｐピクチャおよび改良ＰＢフレームにおけるマクロブロックのシンタックス 
ＭＲＰＡによって指示されるように、選択された前方参照ピクチャの数が１よりも大きいかもしれないとき、Ｐ

ピクチャおよび改良ＰＢフレームに対してＥＲＰＳレイヤが存在するなら、マクロブロックレイヤのシンタックス

は変更される。ＭＲＰＡフィールドはＥＲＰＳレイヤの中で通知される。ＭＲＰＡが“１”である場合、マクロブ

ロックレイヤのシンタックスは付図Ｕ．６／ＪＴ－Ｈ２６３で示される。そうでなければ、Ｐピクチャあるいは改

良ＰＢフレームにおけるマクロブロックのシンタックスは図１０／ＪＴ－Ｈ２６３から変更されない。 
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PRB MEPBB MVDB ブロックデータ

PR MEPB MVD MEPB2 MVD2PR2 PR3 MEPB3 MVD3 PR4 MEPB4 MVD4

COD PR0 MEPB0 MCBPC MODB CBPYCBPB DQUANT

 
 

付図Ｕ．６／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＲＰＳモードでのＰピクチャおよび改良ＰＢフレームの  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）        マクロブロックレイヤの構造  

 

Ｕ．３．２．１．１ ＣＯＤの解釈 
もしＣＯＤビットが“１”であるならば、そのマクロブロックに対して更なる情報は伝送されない。その場合、

復号器は、そのマクロブロックを、全部のマクロブロックに対する動きベクトルが０に等しく、ピクチャ参照パラ

メータが０に等しく、およびいかなる係数データをも持たない、ＩＮＴＥＲマクロブロックとして扱わなければな

らない。もしＣＯＤビットが“０”であるならば、そのマクロブロックが符号化されていることを指示しており、

マクロブロックレイヤのシンタックスは、そのシンタックスに含まれることになるＰＲ０、ＰＲ、ＰＲ２、ＰＲ３、

ＰＲ４、およびＰＲＢフィールドと一緒に付図Ｕ．６／ＪＴ－Ｈ２６３に図示される。ＰＲ０、ＰＲ、ＰＲ２、ＰＲ

３、ＰＲ４、およびＰＲＢは、それぞれ付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３によって与えられる可変長符号語から構成さ

れる。 

 

Ｕ．３．２．１．２ ピクチャ参照パラメータ０（ＰＲ０）（可変長） 
ＰＲ０は付表Ｕ．１／ＪＴ－Ｈ２６３において定義されている可変長符号語である。ＰＲ０はＣＯＤが“０”で

あるときはいつでも存在する。もしＰＲ０が復号値０（符号語‘１’）を持つならば、そのマクロブロックに対し

て更なる情報がその後に続くことを指示している。もし０でないと復号されるならば、そのマクロブロックがピク

チャ参照パラメータのみを用いて符号化されていることを指示している。 

もしＰＲ０フィールドが復号値０（符号語‘１’）を持たないのであれば、そのマクロブロックに対しては更な

る情報はその後に伝送されない。その場合復号器は、そのマクロブロックを、全部のブロックに対する動きベクト

ルが０に等しく、ピクチャ参照パラメータがＰＲ０に等しく、いかなる係数データも持たない、ＩＮＴＥＲマクロ

ブロックとして扱わなければならない。 

もしＰＲ０フィールドが復号値０（符号語‘１’）を持つのであれば、そのマクロブロックは符号化されている。

ＭＣＢＰＣ、ＣＢＰＢ、ＣＢＰＹ、およびＤＱＵＡＮＴフィールドの意味および取り扱いは変更されないままであ

る。全てのＩＮＴＥＲマクロブロックに対して（および改良ＰＢフレームモードにおけるＩＮＴＲＡマクロブロッ

クに対しても）、ＰＲフィールドはＭＶＤフィールドと一緒に含まれる。改良ＰＢフレームにおけるＭＯＤＢの使

用についてはＵ．３．２．１．４小小小節に記述されている。 

 

Ｕ．３．２．１．３ マクロブロックエミュレーション防止ビット０（ＭＥＰＢ０）（１ビット） 
ＭＥＰＢ０は値“１”を有する１ビットの固定長符号語であり、もしＰＲ０が存在し復号値“１”（符号語‘０

００’）を持ち、以下の２つの条件のいずれか一方を満たす場合にのみＰＲ０に続く。 

 

１．スライス構造モード（付属資料Ｋ参照）が用いられている 

２．ＣＯＤ＝“０”でありかつＰＲ０＝“１”（符号語‘０００’）である別のマクロブロックの直後に現    

在のマクロブロックに対するＣＯＤが続き、前のマクロブロックのＰＲ０にＭＥＰＢ０ビットが後続し

ない 

 

ＭＥＰＢ０の目的はスタートコードエミュレーションを防ぐことであり、同時にまたスライス構造モードにおい

て１つのスライスの中のマクロブロック数を決めるのに役立つことである。 
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Ｕ．３．２．１．４ マクロブロックピクチャ参照パラメータ（ＰＲ、ＰＲ２－４、およびＰＲＢ）（可変長） 
ＰＲは主なピクチャ参照パラメータである。ＰＲはＭＶＤが存在するときはいつでも存在する。もしＰＴＹＰＥ

によって指示され、かつＭＣＢＰＣがＩＮＴＥＲ４ＶあるいはＩＮＴＥＲ４Ｖ＋Ｑマクロブロック（表８および表

９／ＪＴ－Ｈ２６３の中でタイプ２あるいはタイプ５であるマクロブロック）を指示しているならば、３個の符号

語ＰＲ２－４はＭＶＤ２－４と一緒に含まれる。ＰＲ２－４およびＭＶＤ２－４は拡張予測モード（付属資料Ｆ参照）ある

いはデブロッキングフィルタモード（付属資料Ｊ参照）にある場合にのみ存在する。ＭＶＤＢが存在していること

をＭＯＤＢが指示している場合のみ、ＰＲＢは改良ＰＢフレームの中に存在する。ＰＲ、ＰＲ２－４、およびＰＲＢ

は、各々マルチピクチャバッファのピクチャ参照相対的インデックスを指定する。 

もしマクロブロックがＩＮＴＥＲ４ＶでもＩＮＴＥＲ４Ｖ＋Ｑでもないならば、ＰＲはそのすべてのマクロブロ

ックの動き補償に対するピクチャ参照パラメータとして用いられる。もしマクロブロックがＩＮＴＥＲ４Ｖあるい

はＩＮＴＥＲ４Ｖ＋Ｑであるならば、ＰＲはそのマクロブロックにおける４個の８×８輝度ブロックの最初のブロ

ックの動き補償予測に対して用いられ、またそのマクロブロックにおける２個の色差ブロックに対して（６．１小

節で定義されている動き補償処理と共に）用いられる。ＰＲ２－４はそのマクロブロックにおける残り３個の８×８

輝度データの動き補償に対して用いられる。もしＭＶＤＢが存在することをＭＯＤＢが指示しているならば、ＰＲ

Ｂは改良ＰＢフレームのＢ部分の前方予測に対するピクチャ参照パラメータである。 

ＭＯＤＢがＢＰＢ双方向予測を指示しているときの改良ＰＢフレームにおいては、最も新しい前の参照ピクチャ

が差分相対的インデックス順序に再マッピングされているか否か、あるいは“使用されない”とマーキングされて

いるか否か、あるいは長期間インデックスに割り当てられているか否かにかかわらず、ＴＲＤとＴＲＢの値は、現

在のピクチャおよび最も新しい前の参照ピクチャのテンポラルリファレンスデータに基づくテンポラルリファレ

ンスの増分として算出されなければならない。改良ＰＢフレームにおけるＢＰＢ双方向予測のための前方参照ピク

チャとして用いられるピクチャは、ＰＲにより指定されるピクチャでなければならない。 

 

Ｕ．３．２．１．５ マクロブロックエミュレーション防止ビット（ＭＥＰＢ、ＭＥＰＢ２－４、およびＭＥＰＢＢ）（各１ビ

ット） 

ＭＥＰＢ、ＭＥＰＢ２－４、およびＭＥＰＢＢはもし存在するならばそれぞれ値“１”を持つ１ビットである。非

制限動きベクトルモード（付属資料Ｄ参照）が使用されておらず、関連するＰＲ、ＰＲ２－４、またはＰＲＢフィー

ルドが存在して復号値“１”（符号語‘０００’）を持つ場合のみ、ＭＥＰＢ、ＭＥＰＢ２－４、ＭＥＰＢＢのそれ

ぞれは存在しなければならない。これらの目的はスタートコードエミュレーションを防ぐことである。 

 

Ｕ．３．２．２ ＢピクチャとＥＰ－Ｐピクチャのマクロブロックにおけるシンタックス 
ＢおよびＥＰピクチャ（付属資料Ｏ参照）に対するマクロブロックシンタックスはＰピクチャと同様な方法で変

更される。ＣＯＤビットが“１”である場合、それは、ＥＰピクチャの前方（スキップされた）予測、及びＢピク

チャの直接（スキップされた）双方向予測の前方部分に対してはピクチャ参照パラメータ０を用いて、また（ＢＳ

ＢＢＷが存在し、その値が“０”である時の２ピクチャ後方予測の場合の）Ｂピクチャの直接（スキップされた）

双方向予測の後方部分に対しては最初の後方予測ピクチャを用いて、付属資料Ｏに指定されるようなスキップされ

るマクロブロックを表す。ＣＯＤビットが“０”の場合は、パラメータＰＲ０はシンタックスに挿入され、Ｕ．３．

２．１．２小小小節と同様の方法で使われる。ＰＲ０が存在し復号値が０（符号語が“１”）では無い時、それは、

値が０の動きベクトル値とピクチャ参照パラメータＰＲ０を用いた前方ＩＮＴＥＲ予測でそのマクロブロックは予

測されるべきであることを示す。ＰＲ０の復号値が０の時は、ＭＢＴＹＰＥは後に続きマクロブロックタイプを指

定する。ＣＢＰＣ、ＣＢＰＹ、およびＤＱＵＡＮＴのフォーマットは変わらない。ＥＲＰＳモードが使用されない

場合と同様の方法で、ＭＶＤＦＷやＭＶＤＢＷフィールドが符号化される。しかし、これらのフィールドは各々ピ

クチャ参照や場合によってはエミュレーション防止用ビットと一緒に使われる。 

  Ｂピクチャに対して、マルチピクチャバッファ内の後方参照ピクチャは以下の様に定義される。 

 

・ 単一ピクチャ後方予測の場合は、唯一の後方参照ピクチャが有り、それは（場合により再マッピングされた）

相対的インデックス順序での最初のピクチャであり、 

・ ２ピクチャ後方予測の場合は、２つの後方参照ピクチャが有り、それらは（場合により再マッピングされた）

相対的インデックス順序での最初の２つのピクチャである。 
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  マルチピクチャバッファ内の前方参照ピクチャは、後方参照ピクチャ以外のマルチピクチャバッファ内のピクチ

ャであると定義される。前方予測の相対的インデックスは、前方参照ピクチャセットの中の相対的インデックスで

あり、後方予測の相対的インデックスは、後方参照ピクチャセットの中の相対的インデックスである。 

  例えばそのバッファが、（ピクチャ番号が増加する順序に伝送された）ピクチャ番号が各々３００、３０１、３

０２を持つ３つの短期間ピクチャを含み、長期間ピクチャインデックスが０と３の２つの長期間ピクチャを含んで

いる時、２ピクチャ後方予測におけるデフォルトのインデックス順序は以下の通りとなる。 

 

・ デフォルトの後方参照インデックス０はピクチャ番号３０３の短期間ピクチャであり、 

・ デフォルトの後方参照インデックス１はピクチャ番号３０２の短期間ピクチャであり、 

・ デフォルトの前方参照インデックス０はピクチャ番号３００の短期間ピクチャであり、 

・ デフォルトの前方参照インデックス１は長期間ピクチャインデックス０の長期間ピクチャであり、 

・ デフォルトの前方参照インデックス２は長期間ピクチャインデックス３の長期間ピクチャである。 

 

また単一ピクチャ後方予測の場合には、以下の通りである。 

 

・ 単一のデフォルトの後方参照ピクチャはピクチャ番号３０３の短期間ピクチャであり、 

・ デフォルトの前方相対的インデックス０はピクチャ番号３０２の短期間ピクチャであり、 

・ デフォルトの前方相対的インデックス１はピクチャ番号３００の短期間ピクチャであり、 

・ デフォルトの前方相対的インデックス２は長期間ピクチャインデックス０の長期間ピクチャであり、 

・ デフォルトの前方相対的インデックス３は長期間ピクチャインデックス３の長期間ピクチャである。 

 

そして仮に、これらのピクチャが、短期間ピクチャ３０２、短期間ピクチャ３０３、長期間ピクチャ０、短期間

ピクチャ３００、長期間ピクチャ３の順序に新たな相対的インデックス順序に再マッピングされた場合は、２ピク

チャ後方予測における新しい相対的インデックス順序は以下の通りである。 

 

・ 再マッピングされた後方相対的インデックス０はピクチャ番号３０２の短期間ピクチャであり、 

・ 再マッピングされた後方相対的インデックス１はピクチャ番号３０３の短期間ピクチャであり、 

・ 再マッピングされた前方相対的インデックス０は長期間ピクチャインデックス０の長期間ピクチャであり、 

・ 再マッピングされた前方相対的インデックス１はピクチャ番号３００の短期間ピクチャであり、 

・ 再マッピングされた前方相対的インデックス２は長期間ピクチャインデックス３の長期間ピクチャである。 

 

  また単一ピクチャ後方予測の場合は以下の通りである。 

 

・ 単一の再マッピングされた後方参照ピクチャはピクチャ番号３０２の短期間ピクチャであり、 

・ 再マッピングされた前方インデックス０はピクチャ番号３０３の短期間ピクチャであり、 

・ 再マッピングされた前方インデックス１はインデックス０の長期間ピクチャであり、 

・ 再マッピングされた前方インデックス２はピクチャ番号３００の短期間ピクチャであり、 

・ 再マッピングされた前方インデックス３はインデックス３の長期間ピクチャである。 

 

Ｂピクチャの直接双方向予測に使われるＴＲＤは、（場合により再マッピングされた）相対的インデックス順序

の最初の前方参照ピクチャと（場合により再マッピングされた）相対的インデックス順序の最初の後方参照ピクチ

ャ（即ち、もし２ピクチャ後方予測が使われるなら、これは、Ｕ．３．２．２．３小小小節に記述されている様に

ＢＳＢＢＷが“０”である時に参照されるピクチャ）との間のテンポラルリファレンス増加量として計算されなけ

ればならない。Ｂピクチャにおいて直接双方向予測として使われるＴＲＢは、Ｂピクチャと（場合により再マッピ

ングされた）相対的インデックス順序の最初の前方参照ピクチャとの間のテンポラルリファレンス増加量として計

算されなければならない。ＴＲＤやＴＲＢの計算の中で使われる相対的インデックス順序は、Ｂピクチャシンタッ

クスのピクチャレベルのＥＲＰＳレイヤにより指定されるものでなければならない（即ち、ＧＯＢやスライスレベ

ルにて再マッピングされるものは、ＴＲＤやＴＲＢの値に影響を与えてはならない）。 
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付図Ｕ．７／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＲＰＳモードに対するＥＰおよびＢピクチャのマクロブロックレイヤの構造  
（ＩＴＵ－Ｔ  Ｈ．２６３）  

 

Ｕ．３．２．２．１ 前方予測用のピクチャ参照（ＰＲＦＷ）（可変長） 
ＰＲＦＷは可変長のピクチャ参照パラメータであり、ＭＶＤＦＷ有る場合には必ず存在する。ＰＲＦＷは付表Ｕ．

１／ＪＴ－Ｈ２６３を用いて符号化される。ＰＲＦＷは前方参照ピクチャセットに対する相対的インデックスであ

る。 

 

Ｕ．３．２．２．２ 前方予測のためのエミュレーション防止ビット（ＭＥＰＢＦＷ）（１ビット） 
ＭＥＰＢＦＷは値“１”である符号語長が１の固定長符号である。ＰＲＦＷが存在し、復号値が“１”（符号語

が“０００”）であり、かつ、非制限動きベクトルモード（付属資料Ｄ参照）が使われていない時にのみ、ＭＥＰ

ＢＦＷはＰＲＦＷの直後に挿入されなければならない。 

 

Ｕ．３．２．２．３ 後方予測におけるＢピクチャ選択ビット（ＢＳＢＢＷ）（１ビット） 
ＢＳＢＢＷは１ビットの固定長符号である。ＭＶＤＢＷが存在し、かつ、Ｂピクチャ処理として２ピクチャ後方

予測が指定される時のみ、このＢＳＢＢＷはＢピクチャに対して現れる。このビットの意味は以下の通りに定義さ

れなければならない。 

 

“０”：相対的インデックス順序の最初の後方参照ピクチャからの予測（デフォルトの順序では、仮にそのピ

クチャが長期間インデックスが割り当てられず、かつ“使用されない”とマーキングされない場合は、

これは最も新しい短期間参照ピクチャであろう）。 

MBTYPE CBPYCBPCPR0 DQUANT

MVDFWMEPBFWPRFW

MVDBWBSBBW

COD

ブロックレイヤ

MEPBBW
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“１”：相対的インデックス順序の２番目の後方参照ピクチャからの予測（デフォルトの順序では、仮に最後

の２つのピクチャのどちらも長期間インデックスが割り当てられず、かつ“使用されない”とマーキ

ングされない場合は、これは２番目に最も新しい短期間参照ピクチャであろう）。 

 

Ｕ．３．２．２．４ 後方予測のためのエミュレーション防止ビット（ＭＥＰＢＢＷ）（１ビット） 
ＭＥＰＢＢＷは値“１”である長さ１ビットの固定長符号語である。以下の条件が成立する場合のみ現れる。 

 

・ ＢＳＢＢＷが存在し、値が“０”に等しく、かつ、 

・ 非制限動きベクトル（付属資料Ｄ参照）が使われず、かつ、 

・ ＢＳＢＢＷの直前に値“０００００”の５ビットが有る時 

 

Ｕ．４ 復号処理 
ＥＲＰＳモードにおける復号器は、フレーム間ピクチャの復号のために参照ピクチャをマルチピクチャバッファ

内に格納する。この復号器は複数の復号されたピクチャを格納するために（ＥＲＰＳモードに対応しない場合に必

要とされるメモリ容量と比較して）追加的なメモリ容量を必要とするかもしれない。この復号器は参照ピクチャの

バッファリングモードとビット列で指定されたメモリ管理制御操作に対応して符号器のマルチピクチャバッファ

の複製を作る。部分的に誤りを含むピクチャを復号した場合にも、バッファリング方式は動作するであろう。 

伝送され蓄積された各々のピクチャにはピクチャ番号（ＰＮ）が割り当てられ、ＰＮはマルチピクチャバッファ

内にピクチャと一緒に格納される。ＰＮは格納されたピクチャを識別するための連続したピクチャ計数識別子を表

す。ＰＮはモジュロ１０２４の算術操作により制限される。最初に伝送されたピクチャに対して、ＰＮは“０”で

あるべきである。伝送され蓄積されるその他のそれぞれのピクチャに対して、ＰＮは（付属資料０が用いられてい

る場合、各々のスケーラビリティレイヤの中で）１づつ増加しなければならない。受信し格納した２個の連続する

ピクチャのＰＮの差異が（モジュロ１０２４で）１では無いなら、その復号器はピクチャの損失かデータ誤りが有

ったと見なすべきである。そのような場合、ピクチャの損失を示す逆方向チャンネルメッセージが符号器に伝送さ

れても良い。 

ＰＮに加えて、マルチピクチャバッファに格納された各々のピクチャはデフォルト相対的インデックスと呼ばれ

る、関連付けられたインデックスを持つ。マルチピクチャバッファにある１つのピクチャが最初に加えられた場合、

（長期間インデックスが割り当てられていなければ）デフォルト相対的インデックス０が与えられる。ピクチャが

マルチピクチャバッファに加えられる、またはマルチピクチャバッファから削除される場合、または短期間ピクチ

ャに長期間インデックスが割り当てられる場合、マルチピクチャバッファ内のピクチャのデフォルト相対的インデ

ックスは変更される。 

マルチピクチャバッファに格納されたピクチャは、長期間ピクチャと短期間ピクチャの２種類に分類できる。長

期間ピクチャはマルチピクチャバッファ内に長期間（１０２３を超える、符号化され格納されたピクチャ間隔）滞

在できる。現在のピクチャは当初、短期間ピクチャと見なされる。ビット列内の情報に従って長期間インデックス

を割り当てる事により、どの短期間ピクチャも長期間ピクチャに変更できる。ＰＮは、マルチピクチャバッファ内

の全ての短期間ピクチャに対してユニークなＩＤである。短期間ピクチャが長期間ピクチャに変更される時、長期

間ピクチャインデックス（ＬＰＩＮ）も割り当てられる。ＰＮをＬＰＩＮに関連付ける事により長期間ピクチャイ

ンデックスをピクチャに割り当てる。一度長期間ピクチャインデックスをあるピクチャに割り当てると、ビット列

内でその長期間ピクチャのＰＮをその後に使用することができるのは、長期間インデックスの割り当ての繰り返し

の場合のみに限られなければならない。長期間ピクチャのＰＮは、１０２４個の伝送され格納されたピクチャの中

で固有である。それゆえ、長期間ピクチャインデックスのＰＮは、それに続いて伝送され蓄積された１０２３個の

ピクチャの後で、長期間インデックスの割り当てに使用されてはならない。ＬＰＩＮは長期間ピクチャの生存期間

内で固有なＩＤになる。 

効率的な参照ピクチャアドレッシングのために、（短期間ピクチャに対する）ＰＮと（長期間ピクチャに対する）

ＬＰＩＮは、再マッピングされたインデックスに従ってピクチャを再マッピングするために使用できる。 

 

Ｕ．４．１ 短期間／長期間ピクチャ管理のための復号処理 
復号器はマルチピクチャバッファ内に長期間ピクチャと短期間ピクチャを持っても良い。ＭＬＩＰ１フィールド

はそのバッファ内で許容出来る最大の長期間ピクチャインデックスを示すために使われる。前にＭＬＩＰ１値が伝

送されていない場合、長期間ピクチャを使用してはならない。即ち、ＥＲＰＳモードを起動したら、ＭＬＩＰ１は
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暗黙的に値“０”を初期値として持たねばならない。ＭＬＩＰ１パラメータを受信したら別の値のＭＬＩＰ１を受

信するまで、新しいＭＬＩＰ１が使われなければならない。新しいＭＬＩＰ１をビット列内で受信したら、ＭＬＩ

Ｐ１以上の長期間インデックスに対応する全ての長期間ピクチャは、“使用されない”とマーキングされていると

見なさなければならない。ＭＬＩＰ１の伝送周期は本標準では指定しない。しかし、ＩＮＴＲＡ要求メッセージな

どのエラーメッセージを受信したら、符号器はＭＬＩＰ１を伝送するべきである。 

ＭＭＣＯコマンドとそれに関連したＤＰＮやＬＰＩＮにより、短期間ピクチャは長期間ピクチャに変更出来る。

短期間ピクチャ番号はＤＰＮから得られ、長期間インデックスはＬＰＩＮから得られる。ＭＭＣＯコマンドを受信

したら、復号器はＤＰＮにより指定されたＰＮを持つ短期間ピクチャを長期間ピクチャに変更しなければならず、

ＬＰＩＮにより指定される長期間インデックスをそのピクチャに割り当てなければならない。そのバッファに同一

の値の長期間インデックスを持つ長期間ピクチャが存在する場合は、以前に存在していた長期間ピクチャを“使用

されない”とマーキングされなければならない。符号器はＭＬＩＰ１－１より大きい長期間インデックスをいかな

るピクチャに対しても割り当ててはならない。ＬＰＩＮがＭＬＩＰ１－１よりも大きい場合は、復号器はこの条件

を誤りと見なすべきである。誤り耐性のために、符号器は同一の長期間インデックス割り当てやＭＬＩＰ１指定メ

ッセージを繰り返し伝送しても良い。長期間インデックス割り当て操作により指定されたピクチャが、要求された

ＬＰＩＮに既に関連している時、復号器は動作してはならない。符号器は１つのピクチャに対して２つ以上の長期

間インデックス値を割り当ててはならない。長期間インデックス割り当て操作において指定されたピクチャに異な

った長期間インデックスが既に割り当てられている時は、この条件は誤りとして扱われるべきである。符号器は伝

送され連続的に格納された１０２４個のピクチャの中からのみ短期間ピクチャを長期間ピクチャに変換しなけれ

ばならない。他の言い方をすれば、１０２３個を超えて連続して格納されるピクチャを伝送した後は、短期間ピク

チャは短期間バッファに留まってはならない。ビット列内の最初のメッセージ割り当てに先立つ復号処理の中で

“使用されない”とマーキングされた短期間ピクチャには長期間インデックスを割り当ててはならない。符号器は

伝送されていないピクチャ番号に対して長期間インデックスを割り当ててはならない。 

 

Ｕ．４．２ 参照ピクチャバッファマッピングのための復号処理 
ＰＲ０、ＰＲ、ＰＲ２、ＰＲ３、ＰＲ４、ＰＲＢ、ＰＲＦＷ、及びＢＳＢＢＷのフィールドを用いてマクロブロッ

クレイヤでの動き補償のためにピクチャを参照する時に、復号器はインデックスを使用する。Ｂピクチャ以外のピ

クチャでは、これらのインデックスは、ＡＤＰＮとＬＰＩＲフィールドが現在のピクチャ、ＧＯＢ、又はスライス

レイヤ（当てはまれば）の中に存在しない時はマルチピクチャバッファ内のピクチャのデフォルト相対的インデッ

クスであり、ＡＤＰＮとＬＰＩＲフィールドが存在する時は再マッピングされた相対的インデックスである。Ｂピ

クチャでは、相対的インデックス順序の最初の１つ又は２つのピクチャ（ＢＴＰＳＭに依存する）は、後方予測に

使われ、かつ、前方ピクチャ参照パラメータは、前方予測に使用する残りのピクチャに相対的インデックスを指定

する。 

ＲＭＰＮ１、ＡＤＰＮ、ＬＰＩＲフィールドの伝送により、マルチピクチャバッファ内のピクチャのインデック

スは新しく指定されるインデックスに再マッピング出来る。ＲＭＰＮ１はＡＤＰＮ又はＬＰＩＲが存在する事を示

す。ＡＤＰＮが存在するとき、ＲＭＰＮ１はピクチャ番号予測値に加算される差分の正負を指定する。ＡＤＰＮ値

は、再マッピングされるピクチャのＰＮとＰＮの予測値との絶対差分に相当する。最初に伝送されるＡＤＰＮは、

現ピクチャのＰＮと再マッピングされるピクチャのＰＮとの絶対差分として計算される。次に伝送されるＡＤＰＮ

フィールドは、ＡＤＰＮを用いて再マッピングされた前ピクチャのＰＮと、再マッピングされたもう１つのＰＮと

の差異を表す。この処理は、全ての必要な再マッピングが完了するまで続けられる。ＬＰＩＲの使用により指定さ

れる再マッピングの存在は、ＡＤＰＮを使用して引き続いて行う再マッピングのための予測値には影響を与えな

い。ＲＭＰＮＩがＬＰＩＲフィールドの存在を示す場合、再マッピングされたピクチャは、ＬＰＩＲの長期間イン

デックスを持つ長期間ピクチャに相当する。どのピクチャもＲＭＰＮＩにより特定の順序に再マッピングされない

場合、これら残りのピクチャは、インデックス方式によって再マッピングされた順序をもつ全てのピクチャの後に

続き、かつ再マッピングされないこれらのピクチャの中ではデフォルトの順序に従わなければならない。 

復号器がピクチャの喪失を検知した場合、何らかのコンシールメント処理を行っても良いし、マルチピクチャバ

ッファ内にエラーコンシールメントされたピクチャを挿入しても良い。単一又は複数のピクチャ番号が失われる

か、又は、伝送されたＡＤＰＮかＬＰＩＲによりマルチピクチャバッファ内に格納されていないピクチャが指示さ

れれば、ピクチャが失われた事を識別出来る。マルチピクチャバッファで利用出来る時間的に最近のピクチャを喪

失したピクチャの位置にコピーする事によりコンシールメントが行われても良い。マルチピクチャバッファ内の短

期間ピクチャの時間順序は、デフォルトの相対的インデックス順序とＰＮフィールドにより推定出来る。それに加
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えて、又はそれに代わり、復号器は外部手段（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）により符号器に対して強制ＩＮ

ＴＲＡ更新信号を伝送しても良いし、復号器は外部手段や逆方向チャンネルメッセージ（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｈ２４５）を用いて符号器に対してピクチャ喪失を伝えてもよい。“スライディングウインドウ”バッファリング

タイプを用いている時は、マルチピクチャバッファにコンシールメントされたピクチャが挿入されても良い。ＧＯ

Ｂやスライスレイヤの復号時にピクチャ喪失が検出された場合も、あたかもピクチャレイヤでピクチャ喪失が検出

されたかのように、そのピクチャに対してコンシールメントが行われても良い。 

 

Ｕ．４．３ サブピクチャ除去のための復号器処理 

複数参照ピクチャを保存するために要求されるメモリ量を削減するために、サブピクチャ除去が使用されてもよ

い。サブピクチャ除去の操作では、各参照ピクチャはより小さく互いに等しい大きさのサブピクチャに分割される。

不要なサブピクチャ領域を“使用されない”とマーキングすることによりメモリ削減が行われる。符号器がどのサ

ブピクチャを“使用されない”としてマーキングするかを決定するための方式は本標準の規定範囲外である。符号

器は拡張参照ピクチャ選択（ＥＲＰＳ）レイヤのＭＭＣＯコマンドを使用することで、復号器にサブピクチャのサ

イズとどのサブピクチャを“使用されない”としてマーキングするかを通知する。符号器は、“使用されない”と

マーキングされた参照ピクチャとサブピクチャ内のいかなる画素に対しても、以降のピクチャの予測にそれを使用

する情報をビット列内に伝送してはならない。 

サブピクチャ除去の能力は外部の手段（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）によって交渉される。加えて、復

号器は、（１６輝度標本を単位として）サブピクチャの最小の幅と高さによって記述される最小分割単位（ＭＰＵ）

と、マルチピクチャバッファのために必要な全メモリ量も、外部の手段によって通知する。以下に記述した分割規

則によりメモリ管理が実現される。 

各参照ピクチャは同一サイズを持つ複数の矩形のサブピクチャに分割される。符号器は、ＭＰＵの整数倍でなけ

ればならないサブピクチャのサイズを指定する。サブピクチャの幅と高さは、外部の手段により交渉されたＭＰＵ

の幅と高さの整数倍でなければならない。最初のサブピクチャの左上隅は参照ピクチャの左上隅と一致する。結果

として、サブピクチャの幅と高さを指定することにより全体の分割が一意に記述される。もし参照ピクチャのサイ

ズがサブピクチャのサイズの整数倍でなければ、幾つかのサブピクチャは参照ピクチャの右もしくは下の境界を越

えてもよい。参照ピクチャの境界を越えるサブピクチャを保存するときに便利なメモリ管理方式は、サブピクチャ

の中に存在する参照ピクチャの部分のみを保存するために必要な量のメモリだけでなく、サブピクチャ全体を保存

するために十分なメモリを準備しておくことである。これはバッファが満杯になったか判定することを目的とし

た、いかなるバッファ空き容量の計算の中でも従わなければならない規則である。上記計算は、例えば、“スライ

ディングウインドウ”操作で蓄積されたピクチャを“使用されない”として自動的にマーキングするかどうか決定

するためにおこなわれる。各サブピクチャが同じ量のメモリを占有するように設計された復号器は、メモリフラグ

メンテーションが発生する可能性を防止することができる。 

サブピクチャ除去使用時に参照ピクチャの画素へアクセスするために設計された手法の一例を以下に手短に示

す。参照ピクチャへのアクセス技術において重要な要素のひとつに、各サブピクチャに含まれる画素がメモリのど

こに格納されているか識別する仕組みがある。もし、Ｒ枚の参照ピクチャがあり、各ピクチャがＳ個のサブピクチ

ャに分割されているとすると、全体でＫ＝Ｒ・Ｓ個のサブピクチャが存在する。例えば、最初の参照ピクチャの左

上隅のサブピクチャをサブピクチャ番号０とし、その右のサブピクチャをサブピクチャ番号１とみなす等、Ｋ個の

サブピクチャが全てサブピクチャ番号を持つまで、参照ピクチャ０からＲ－１までラスター走査順に番号付けす

る。全バッファ容量はＳＰＴＮ個のサブピクチャ用メモリバッファとなり、通常、ＳＰＴＮはＫより小さい値とな

る。Ｋ個の要素を持つ配列をsubPicMem[Ｋ]と定義し、t=subPicMem[k]をサブピクチャｋの画素を含むサブピク

チャ用メモリ領域に対応するものとする。例えば、Ｒ＝５個の参照ピクチャがそれぞれＳ＝１２個のサブピクチャ

を含む場合を考える。このとき、参照ピクチャ３、サブピクチャ６の画素は、サブピクチャ用メモリ領域

t=subPicMem[k]（ここで、ｋ＝３・Ｓ＋６＝４２）で見つけることができる。 

例えば、拡張予測モードと縮小解像度更新モードを使用しない場合は、輝度もしくは色差の１ブロック分の動き

補償予測のために画素を参照する際には、ｎ×ｍの画素を獲得することが必要になる。ここで、ｎ、ｍは１／２画

素精度の動き補償の利用するため８もしくは９の値をとってもよい。１つのブロックの画素は４つまでの異なるサ

ブピクチャにまたがってもよく、４つの異なるケースを考えねばならない。全てのケースに共通の最初のステップ

は、参照されるブロックの左上隅の画素（Ｕ）を含むメモリ位置を見つけることである。Ｕを含むサブピクチャの

位置はサブピクチャの幅と高さでＵの水平位置と垂直位置を除算することで識別できる。もし、Ｕがサブピクチャ

ｋに存在するならば、画素はsubPicMem[k]のサブピクチャ用メモリ領域中に位置する。次にＵから右にｍ－１番



 －  176 －  JT-H263 

目の画素（すなわち、ブロック右上隅の画素）とＵから下にｎ－１番目の画素（すなわち、ブロック左下隅の画素）

の両方がサブピクチャｋ内に存在するならば、これは１番目のケースと見なされる。もし、Ｕから下にｎ－１番目

の画素がサブピクチャｋ内に存在するがＵから右にｍ－１番目の画素がそうでなければ、２番目のケースとして見

なされる。もし、Ｕから右にｍ－１番目の画素がサブピクチャｋ内に存在するがＵから下にｎ－１番目の画素がそ

うでなければ、３番目のケースとして見なされる。そうではなく、Ｕから右にｍ－１番目の画素とＵから下にｎ－

１番目の画素が両方ともサブピクチャｋの範囲外に存在するならば、４番目のケースとして見なされる。 

１番目のケースの場合、参照ブロックの全ての画素はｋ番目のサブピクチャに含まれる。この場合、全てのｎ×

ｍ画素はsubPicMem[k]のサブピクチャ用メモリ領域に存在する。２番目のケースの場合、ｋ番目のサブピクチャ

内に存在する画素はsubPicMem[k]のサブピクチャ用メモリ領域から得られ、残りはsubPicMem[kr]から得られる。

ここで、krはｋの右のサブピクチャである。３番目のケースの場合、ｋ番目のサブピクチャ内に存在する画素は

subPicMem[k]のサブピクチャ用メモリ領域から得られ、残りはsubPicMem[kd]から得られる。ここで、kdはｋの

下のサブピクチャである。４番目のケースの場合、ｋ番目のサブピクチャ内に存在する画素はsubPicMem[k]のサ

ブピクチャ用メモリ領域から得られ、残りはsubPicMem[kr]、subPicMem[kd]、subPicMem[kr d]から得られる。

ここで、krとkdは上で定義された値でkrdはｋの右下のサブピクチャである。 

 

Ｕ．４．４ マルチピクチャ動き補償の復号器処理 
ＭＲＰＡフィールドが１を超える数（２以上）の参照ピクチャの使用を示しているならば、マルチピクチャ動き

補償が適用される。マルチピクチャ動き補償のために、復号器はマクロブロックレイヤのＰＲ０、ＰＲ、ＰＲ２、

ＰＲ３、ＰＲ４、ＰＲＢ、ＰＲＦＷ、ＢＳＢＢＷフィールドを使用することで指定された参照ピクチャを選択する。

一旦、参照ピクチャが指定されると、動き補償のためのデコード処理が６．１節で記述されたように進められる。 

１ブロック当たり４つの動きベクトルが使用され、ＭＲＰＡフィールドが１を超える数（２以上）の参照ピクチ

ャの使用を指示している場合、両色差ブロックに対するピクチャの参照インデックスは４つの動きベクトルの最初

のものに関連付けられる（動き補償は６．１節に指定される）。 

 

Ｕ．４．５ 参照ピクチャバッファリングのための復号器処理 
現在の復号されたピクチャのバッファリング方法は、非Ｂピクチャのための参照ピクチャバッファリングタイプ

（ＲＰＢＴ）によって指定される。バッファリングは、ファーストインファーストアウト（“スライディングウイ

ンドウ”）モードに従ってもよい。代わりの手段として、順方向チャネルで符号器によって指定されるカスタマイ

ズ可能な適応型バッファリング（“適応メモリ制御”）操作に従ってもよい。Ｂピクチャはバッファの中身には影

響を及ぼさない。 

“スライディングウインドウ”バッファリングタイプは以下のように動作する。まず、復号器は“使用されない”

状態のバッファにピクチャを格納できるか決定する。もし、“使用されない”状態のバッファの空き容量が不十分

ならば、最大のデフォルト相対的インデックスを持つ短期間ピクチャ（すなわち、バッファ中で最も古い短期間ピ

クチャ）は“使用されない”にマーキングされなければならない。（サブピクチャ除去の場合に）必要ならば、こ

の処理は、現在の復号ピクチャを保持するために十分なメモリ容量が解放されるまで繰り返される。現在のピクチ

ャはバッファに格納され、デフォルト相対的インデックスとして０が割り当てられる。他の全ての短期間ピクチャ

のデフォルト相対的インデックスは１増加される。全ての長期間ピクチャのデフォルト相対的インデックスは、

（１－削除された短期間ピクチャ数）だけ増加される。 

“適応メモリ制御”バッファタイプでは、指定されたピクチャもしくはサブピクチャの領域が明示的にマルチピ

クチャバッファから取り除かれてもよい。現在の復号ピクチャは最初は短期間ピクチャとみなされるが、デフォル

ト相対的インデックスが０のバッファに挿入されてもよいし、長期間インデックスに割り当てられてもよいし、符

号器によって“使用されない”としてマーキングされてもよい。他の短期間ピクチャが長期間インデックスに割り

当てられてもよい。バッファリング処理は以下の方法と機能的に同一な方法により動作しなければならない。つま

り、まず現在のピクチャがデフォルト相対的インデックス０でバッファに追加され、他の全てのピクチャのデフォ

ルト相対的インデックスが１増加される。次にＭＭＣＯコマンドが以下のように処理される。 

 

· もし、ＭＭＣＯがＲＥＳＥＴフィールドを１にすることによりバッファの中身の初期化を指示していれば、

現在のピクチャを除いてバッファ内の全ピクチャは“使用されない”としてマーキングされる（Ｕ．３．１．

５．７小小小節で要求されたようにバッファリセットは最初のＭＭＣＯコマンドでなければならないため、

現在のピクチャのデフォルト相対的インデックスは０になる）。 
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· もしＭＭＣＯがＭＬＩＰ１により長期間インデックスの最大値を指定していれば、ＭＬＩＰ１以上の長期間

インデックスを持つ全ての長期間ピクチャは“使用されない”としてマーキングされる。このとき、残った

ピクチャのデフォルト相対的インデックス順序は影響を受けない。 

· もしＭＭＣＯがマルチピクチャバッファ内のあるピクチャを“使用されない”にマーキングすることを指示

し、そのピクチャがまだ“使用されない”とマークされていないならば、指定されたピクチャはマルチピク

チャバッファ内で“使用されない”としてマーキングされ、後続する全てのピクチャのデフォルト相対的イ

ンデックスは１減少される。 

· もしＭＭＣＯがマルチピクチャバッファ内のサブピクチャの領域を“使用されない”としてマーキングする

ことを指示していれば、指定されたサブピクチャの領域は“使用されない”としてマーキングされる。この

とき、ピクチャのデフォルト相対的インデックスの順序は影響を受けない。また、Ｕ.３．１．５．１０小

小小節で要求されたように、特定のピクチャの全てのサブピクチャがサブピクチャ除去ＭＭＣＯコマンドに

よって“使用されない”とマーキングされることはない（代わりに、符号器はピクチャ全体として“使用さ

れない”となるＭＭＣＯコマンドを送るべきである）。 

· もしＭＭＣＯがある指定された短期間ピクチャへの長期間インデックスの割り当てを指示し、指定された長

期間インデックスがまだその指定された短期間ピクチャに割り当てられていなければ、バッファ中の指定さ

れた短期間ピクチャは指定された長期間インデックスを持つ長期間ピクチャとしてマーキングされる。も

し、指定された長期間インデックスと同じ長期間インデックスを持つ他のピクチャがバッファ内に既にあれ

ば、そのピクチャが“使用されない”としてマーキングされる。デフォルト相対的インデックスの順序で指

定された短期間ピクチャに後続する全ての短期間ピクチャと、指定された長期間インデックスより小さい長

期間インデックスを持つ長期間ピクチャは、関係するデフォルト相対的インデックスが１減少される。指定

されたピクチャは、減少されたデフォルト相対的インデックスの最大値＋１の、もしくは、減少されたイン

デックスがなければ０のデフォルト相対的インデックスに割り当てられる。 

 

上記操作の結果、“使用されない”としてマーキングされていないピクチャもしくはサブピクチャの領域のバッ

ファ量が最新のＳＰＴＮ値で指示されたバッファ容量を超過してはならない。もし復号器がこのような条件を検出

した場合にはエラーとして扱うべきである。 

 

Ｕ．５ 逆方向チャネルメッセージ 
逆方向チャネルメッセージの伝送には、アウトバンドチャネル（必ずしも信頼性のある必要はない）が使われる。

（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２３やＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２２５．０を使用した、独立した論理チャネルである）

このアウトバンドチャネルのシンタックスはここで定義されたものであるべきである。付属資料Ｎで定義された逆

方向チャネルメッセージの“ビデオ多重化操作”はＥＲＰＳモードではサポートされない。 

 

Ｕ．５．１ ＢＣＭ独立論理チャネルレイヤ 
Ｕ．５．２小節で指定されるように、ＢＣＭレイヤは付図Ｕ．８／ＪＴ－Ｈ２６３で示されたＢＣＭ独立論理チ

ャネルレイヤによって伝送されるべきである。 
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外部フレーミング
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付図Ｕ．８／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＲＳＰモード用ＢＣＭ独立論理チャネルレイヤの構造  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｕ．５．１．１ 外部フレーミング 
逆方向チャネルメッセージの外部フレーミングは付図Ｕ．８／ＪＴ－Ｈ２６３に従って提供されるべきである。

外部フレーミングは逆方向チャネルメッセージの開始点とそれに続く逆方向チャネルメッセージのデータ量を決

定するために用いられる。 

 

Ｕ．５．１．２ 逆方向チャネルスタッフ化（ＢＳＴＵＦ）（可変長） 
ＢＳＴＵＦは、外部フレームにおける最後の逆方向チャネルメッセージの後にのみ現れてよい可変長符号語であ

る。ＢＳＴＵＦは１つ以上の値０のビットからなる可変長符号語から構成される。 

 

Ｕ．５．２ 逆方向チャネルメッセージレイヤシンタックス 
本節で定義される逆方向チャネルメッセージ（ＢＣＭ）レイヤのシンタックスは、付図Ｕ．９／ＪＴ－Ｈ２６３

に示すようでなければならない。 
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付図Ｕ．９／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＲＰＳモード用逆方向チャネルメッセージ（ＢＣＭ）レイヤの構造  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｕ．５．２．１ 逆方向チャネルメッセージタイプ（ＢＴ）（２ビット） 
ＢＴは逆方向チャネルメッセージのタイプを示す２ビットの固定長符号語である。ＢＴは各逆方向チャネルメッ

セージの最初に存在する。符号器がどのメッセージのタイプを要求したかは、順方向チャネルのシンタックスのＲ

ＰＳＭＦフィールドによって示される。ＢＴの値は次のように定義されなければならない。 

 

“００”：将来のための予約 

“０１”：将来のための予約 

“１０”：ＮＡＣＫ：順方向チャネルデータの対応する部分の喪失または誤った復号を示す 

“１１”：ＡＣＫ：順方向チャネルデータの対応する部分の正常な復号を示す 

 

Ｕ．５．２．２ 高品質化レイヤ番号インジケーション（ＥＬＮＵＭＩ）（１ビット） 
ＥＬＮＵＭＩは逆方向チャネルのＢＴの後に続く１ビットの固定長符号語である。オプションである時間、ＳＮ

Ｒ、空間スケーラビリティモード（付属資料Ｏ参照）が順方向チャネルデータで使用されており、かつ順方向チャ

ネルのいくつかの高品質化レイヤが１つの論理チャネル上で結合されており、かつ、逆方向チャネルメッセージが

（基本レイヤではなく）高品質化レイヤを参照する場合には、ＥＬＮＵＭＩは“１”でなければならず、そうでな

い場合にはＥＬＮＵＭＩは“０”でなければならない。 

 

Ｕ．５．２．３ 高品質化レイヤ番号（ＥＬＮＵＭ）（４ビット） 
ＥＬＮＵＭはＥＬＮＵＭＩが“１”の場合にのみ存在する４ビットの固定長符号語である。存在するならＥＬＮ

ＵＭはＥＬＮＵＭＩの後に続く。存在するとき、ＥＬＮＵＭは逆方向チャネルメッセージ内で参照される高品質化

レイヤのレイヤ番号を含む。 
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Ｕ．５．２．４ 逆方向チャネルＣＰＭインジケータ（ＢＣＰＭ）（１ビット） 
ＢＣＰＭは逆方向チャネルのＥＬＮＵＭＩもしくはＥＬＮＵＭの後に続く１ビットの固定長符号語である。順方

向チャネルでＣＰＭモード（５．２．４小節と付属資料Ｃ参照）が使用されていない場合にはＢＣＰＭは“０”で

なければならず、使用されている場合には“１”でなければならない。ＢＣＰＭが“１”ならば、ＢＳＢＩが存在

することを示している。 

 

Ｕ．５．２．５ 逆方向チャネルサブビット列インジケータ（ＢＳＢＩ）（２ビット） 
ＢＳＢＩは存在すればＢＣＰＭに続く２ビットの固定長符号語である。ＢＣＰＭが“１”のときのみ、ＢＳＢＩ

は存在する。ＢＳＢＩは、逆方向チャネルメッセージ内で参照する順方向チャネルデータにおけるサブビット列番

号の自然２進数表現である（５．２．４小節と付属資料Ｃ参照）。 

 

Ｕ．５．２．６ ピクチャ番号タイプ（ＰＮＴ）（１ビット） 
ＰＮＴは常に存在し逆方向チャネルメッセージのＢＣＰＭもしくはＢＳＢＩに続く１ビットの固定長符号語で

ある。ＰＮＴの値は以下のように定義されなければならない。 

 

“０”：メッセージが短期間ピクチャ番号（ＰＮ）によって指定されたピクチャに関わる 

“１”：メッセージが長期間ピクチャインデックス（ＬＰＩＮ）によって指定されたピクチャに関わる 

 

ＰＮＴの値に従って、ＰＮもしくはＬＰＩＮが後に続く。ＰＮとＬＰＩＮは、順方向チャネルデータ中での使用

に際し、それぞれ、Ｕ．３．１．３小小節とＵ．３．１．５．９小小小節での指定に従うように表現されなければ

ならない。 

 

Ｕ．５．２．７ 要求ピクチャ番号タイプ（ＲＰＮＴ）（２ビット） 
ＲＰＮＴはＢＴがＮＡＣＫメッセージを示す場合のみ存在する２ビットの固定長符号語である。ＲＰＮＴが存在

するときはＰＮもしくはＬＰＩＮの後に続き、後続するピクチャの符号化の参照として使用してもよい、マルチピ

クチャバッファ内のピクチャをどのように識別するかを決定する。ＲＰＮＴの値は次のように定義されなければな

らない。 

 

“００”：バッファに有効なピクチャはない。すなわち、バッファはＲＥＳＥＴを”１”に設定したＩもしくは

ＥＩピクチャによって初期化されるべきである。 

“０１”：参照として識別される特定のピクチャはない 

“１０”：参照に使用してもよいピクチャは短期間ピクチャ番号（ＰＮ）によって識別される 

“１１”：参照に使用してもよいピクチャは長期間ピクチャインデックス（ＬＰＩＮ）によって識別される 

 

もし、ＲＰＮＴが“１０”もしくは“１１”ならば、ＲＰＮＴの値に応じて、ＰＮもしくはＬＰＩＮがＲＰＮＴ

の後に続く。ＰＮとＬＰＩＮは順方向チャネルデータ中での使用に際し、それぞれ、Ｕ．３．１．３小小節とＵ．

３．１．５．９小小小節での指定に従うように表現されなければならない。通常は、ＲＰＮＴを使用して指定され

たＰＮもしくはＬＰＩＮにより、逆方向チャネルメッセージ中で識別されたピクチャやサブピクチャ領域と空間的

に対応する位置にある最後に正しく復号したピクチャ領域を識別する。 

 

Ｕ．５．２．８ 付加データタイプ（ＡＤＴ）（２ビット） 
ＡＤＴはＰＮもしくはＬＰＩＮもしくはＲＰＮＴの後に存在する２ビットの固定長符号語であり、（ＡＣＫメッ

セージ中に存在する）ＰＮＴもしくは（ＮＡＣＫメッセージ中に存在する）ＲＰＮＴによって決定される。ＡＤＴ

は複数回現れてもよい。ＡＤＴは、逆方向チャネルメッセージを適用する関連したピクチャ領域を識別するために

使用される付加データのタイプを指定する。ＡＤＴの値は次のように定義されなければならない。 

 

“００”：付加データの終了 

“０１”：ＧＮ／ＭＢＡフィールドによってのみ識別される領域 

“１０”：ＧＮ／ＭＢＡとＮＭＢＭ１によってピクチャの中のラスター走査領域として識別される領域 
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“１１”：ＧＮ／ＭＢＡとＮＭＢＭ１によって矩形スライス中のラスター走査領域として識別される領域 

 

もし、ＡＤＴが“００”ならば、この後に続く逆方向チャネルメッセージのデータはない。もし、ＡＤＴが“０

１”ならば、ＡＤＴの後にＧＮ／ＭＢＡが続き、その後に別のＡＤＴが続く。もし、ＡＤＴが“１０”もしくは“１

１”ならば、ＡＤＴの後にＧＮ／ＭＢＡとＮＭＢＭ１が続き、その後に別のＡＤＴが続く。 

もし、ＡＤＴが“１０”ならば、領域は、ＧＮ／ＭＢＡにより指定された特定の空間位置から始まり、ピクチャ

内のラスター走査順で数えて、指定された数のマクロブロックを含む領域として識別される。もし、ＡＤＴが“１

１”ならば、領域は、ＧＮ／ＭＢＡで指定された特定の空間的位置から始まり、矩形スライス内のラスター走査順

で数えて、指定された数のマクロブロックを含む領域として識別される。もしＡＤＴが一回のみ現れ“００”なら

ば、領域はピクチャ全体として識別される。もし、ＡＤＴが１を超える回数（２回以上）現れるならば、“００”

は領域を識別するのではなくループの終了のためだけに使用される。 

 

Ｕ．５．２．９ ＧＯＢ番号／マクロブロックアドレス（ＧＮ／ＭＢＡ）（５／６／７／９／１１／１２／１３／１４ビット） 
ＧＮ／ＭＢＡはＧＯＢ番号もしくはマクロブロックアドレスを指定する固定長の符号語である。ＧＮ／ＭＢＡが

存在するときはＡＤＴの後に続く。ＧＮ／ＭＢＡはＡＤＴによって指示されたときのみ存在する。オプションのス

ライス構造モード（付属資料Ｋ参照）が使用されていない場合、ＧＮ／ＭＢＡは逆方向チャネルメッセージが参照

する領域の始まりのＧＯＢ番号を含んでいる。オプションのスライス構造モードが使用されている場合、ＧＮ／Ｍ

ＢＡ番号は逆方向チャネルメッセージが参照する領域の始まりのマクロブロックアドレスを含んでいる。このフィ

ールドの長さは、本標準の他の箇所で定義されたＧＮもしくはＭＢＡの指定に従わなければならない。 

 

Ｕ．５．２．１０ １減じたマクロブロック数（ＮＭＢＭ１）（５／６／７／９／１１／１２／１３／１４ビット） 
ＮＭＢＭ１はマクロブロック数を指定する固定長の符号語である。ＮＭＢＭ１はＡＤＴによって指示されたとき

のみ存在し、存在するときはＧＮ／ＭＢＡの後に続く。ＮＭＢＭ１は指定されたマクロブロック数から１減じた値

の自然表現を含んでいる。このフィールドの長さは、Ｋ．２．５小節と付表Ｋ．２／ＪＴ－Ｈ２６３のマクロブロ

ックアドレスの長さに従わなければならない。 
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付属資料Ｖ 

データパーティションスライスモード 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｖ．１ 序論 
本付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のオプションであるデータパーティションスライス（ＤＰＳ）モード

について記述している。本モードの能力は、外部手段によって示される（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）。

本モードの使用は、ＰＬＵＳＰＴＹＰＥ（ＯＰＰＴＹＰＥ）のオプション部分の以前予約されていた第１７ビット

を“１”にセットすることで、示されなければならない。本モードは付属資料Ｋに定義されたヘッダ構造を使用す

る。 

データパーティショニングは、誤りの発生しやすい環境での誤り耐性を提供する。これは、伝送中に引き起こさ

れた誤りの早期検出および誤りからの回復を可能にするために、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３シンタックスを再配列

することにより行われる。 

 

Ｖ．２ データパーティショニングの構造 
データパーティショニングが使用される場合、Ｒ．２節で定義されるように、データはビデオピクチャセグメン

トとして配列される。セグメント中の全てのＭＢのヘッダ情報が一緒に伝送され、その次にそのセグメント中の全

てのＭＢのＭＶが続き、さらにそのセグメント中のすべてのＭＢのＤＣＴ係数が続くようにセグメントのＭＢは再

配列される。セグメントヘッダは、Ｋ．２節で記述されるのと同じシンタックスを用いる。ヘッダ、ＭＶ、及びＤ

ＣＴパーティションは誤りが発生したパーティションの終わりにおいて再同期が可能なようにマーカによって分

離される。各セグメントは整数個分のＭＢのデータを含まなければならない。本モードが使用される時は、付図Ｖ．

１／ＪＴ－Ｈ２６３で示されるシンタックスが使用されなければならない。 

 
 
 
 

SSTUF SSC SEPB1 SSBI MBA SEPB2 SQUANT SWI SEPB3 GFID マクロブロックデータ

 
 
 

HD HM MVD LMVV MVM 係数データ

 
付図Ｖ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ データパーティショニングシンタックス  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

本付属資料を使用しないときは、ビデオピクチャセグメント中のすべてのＭＢについて、ＭＶとＤＣＴデータが

インタリーブされる方法で伝送され、この場合の誤り発生により、通常はパケットの残りのＭＢの全ての情報を失

うことに注意。 

 

Ｖ．２．１ ヘッダデータ（ＨＤ）（可変長） 
ヘッダデータフィールドは、パケット中の全てのＭＢに対して、ＣＯＤとＭＣＢＰＣ情報を含んでいる。更にＰ

Ｂフレーム、または改良ＰＢフレームの場合にはＭＯＤＢデータも含まれる。パケット中の全てのＭＢに対して、

ＣＯＤとＭＣＢＰＣとを結合したリバーシブル可変長符号（ＲＶＬＣ）が使用される。この符号は、付表Ｖ．１／

ＪＴ－Ｈ２６３から付表Ｖ．５／ＪＴ－Ｈ２６３で示される。付属資料Ｏが使用される場合、ＣＯＤは、ＭＢ Ｔ

ＹＰＥのみと結合され、付表Ｖ．３／ＪＴ－Ｈ２６３と付表Ｖ．４／ＪＴ－Ｈ２６３を用いてＢピクチャとＥＰピ

クチャに対するＲＶＬＣを形成する。ＣＢＰＣは付表Ｏ．４／ＪＴ－Ｈ２６３の符号語で符号化される。もしＣＯ

Ｄ＝０かつ、付属資料Ｇまたは付属資料Ｍが使用される場合は、ＣＯＤ＋ＭＣＢＰＣの符号語の直後に、マクロブ

ロックのＭＯＤＢフィールドに対応するリバーシブル可変長符号化されたデータが続かなければならない。付表

付属資料Ｋヘッダ  
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Ｖ．６／ＪＴ－Ｈ２６３はＰＢフレームに対して、また付表Ｖ．７／ＪＴ－Ｈ２６３は改良ＰＢフレームに対して

使用されなければならない。 

 

Ｖ．２．２ ヘッダマーカ（ＨＭ）（９ビット） 
ヘッダマーカは９ビットの符号語である。値は ‘1010 0010 1 ’である。ＨＭはヘッダパーティションを終端する。

復号器においてリバース復号が用いられる時、復号器はこのマーカを探索する。この値は通常ＨＤフィールドには

発生しない。 

 

Ｖ．２．３ 動きベクトルデータレイヤ（可変長） 
 

Ｖ．２．３．１ 動きベクトル差分符号化 
動きベクトルに対しては、付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３で示されるＲＶＬＣ符号語が用いられ、動きベクトルと

動きベクトル予測値との差分を符号化する。本付属資料は、単に付属資料Ｄのエントロピー符号化を使用するだけ

であり、付属資料Ｄも一緒に使用するのでなければ、付属資料Ｄの他の機能は使用しないことに注意。 

 

Ｖ．２．３．２ 動きベクトル値の予測 
パケットにおける最初の動きベクトルは、水平と垂直の両成分とも予測値に０を使って符号化される。後続の符

号化されたＭＢのＭＶは、差分動きベクトル（ＭＶＤ）を使って予測符号化される。これは、スキップされたＭＢ

あるいはＩＮＴＲＡ ＭＢに続くＭＶが水平と垂直の両成分に予測値０を使って符号化される場合のＭＶの符号化

方法と異なる。 

 

前方向: ＭＶi   ＝ ＭＶi-1 ＋ ＭＶＤi  ＝ＭＶi-1 ＋（ＭＶi－ ＭＶi-1） 

後方向: ＭＶi-1 ＝ ＭＶi   － ＭＶＤi  ＝ＭＶi   －（ＭＶi－ ＭＶi-1） 

（ＭＶiとＭＶＤiはそれぞれ、パケット中におけるｉ番目のＭＶとＭＶ差分を示している） 

 

パケットの最後の動きベクトルに対する動きベクトル情報はこの方法で符号化され、Ｖ．２．４小節に記述され

るようにＬＭＶＶフィールドでも再び符号化される。これは復号器が、２つの異なった予測パスを使用して、一連

のＭＶを独立に復号することを可能にする。つまり、１）前方向においては パケットの動きデータの先頭から復

号を開始し、２）後方向においてはパケットの中の動きデータの最後から復号を開始する。これは、より良い誤り

検出とコンシールメントのための有効手段を提供する。 

 

注：ＤＰＳモードが使用されない時は、６.１.１小節で記述されるように隣接する場所の３つの動きベクトルの

中央値である、現在の動きベクトルの予測値使って、動きベクトルは予測符号化される。本付属資料のパケ

ットでは、各パケットで符号化されたＭＢの数は可変なので、（フレームの異なる行の動きベクトルを含む）

中間値予測符号化による方法は、スライス中における動きベクトルのリバーシブル復号を妨げる。ＤＰＳモ

ードが使用される時は、パケット全体のＭＶに対し単一の予測スレッドが形成される。これは付図Ｖ．２／

ＪＴ－Ｈ２６３で示される。 

 

 16 画素 

1MV の MB 

16
画

素
 

4MV の MB 1MV の MB 4MV の MB 
 

付図Ｖ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ 単一動きベクトル予測  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
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ＢピクチャあるいはＥＰピクチャ（付属資料Ｏ）の場合、付表Ｖ．３／ＪＴ－Ｈ２６３と付表Ｖ．４／ＪＴ－Ｈ

２６３の中のＭＢＴＹＰＥ符号語により示されるように、ＭＶＤＦＷとＭＶＤＢＷは存在してもよい。ＭＶＤＦＷ

は上述したのと同じ単一の予測スレッドを用いて予測符号化される。（Ｂピクチャ中に存在している場合に）ＭＶ

ＤＢＷは、Ｏ．４．６小節で指定されるように符号化されなければならない。ＭＶＤＦＷとＭＶＤＢＷは、付表Ｄ．

３／ＪＴ－Ｈ２６３の符号語で符号化されなければならない。 

ＰＢフレーム（付属資料Ｇ）と改良ＰＢフレーム（付属資料Ｍ）の場合、ＭＶＤＢデータはそれぞれ対応する付

属資料で指定されるように符号化されなければならず、付表Ｄ．３／ＪＴ－Ｈ２６３の符号語で符号化されなけれ

ばならない。 

 

注：後方復号モードがＢフレーム（付属資料Ｏ）または改良ＰＢフレーム（付属資料Ｍ）内で使用される場合は、

後方予測に対する動きベクトルデータがパケット境界にまたがって適切に回復されないかも知れないので、

ＭＶＤＢとＭＶＤＢＷは復号器によって廃棄されるべきである。 

 

Ｖ．２．３．３ 動きベクトル差分符号化におけるスタートコードエミュレーションの防止 
 後方向に対する独立な解析を容易にするため、ＭＶＤスタートコードエミュレーションの回避方法が、付属資料

ＤのＤ．２節で記述された方法から変更される。ＭＶパーティションは、左から右へと走査されなければならない。

また、両方とも１（符号語“０００”）に等しい任意の２つのＭＶＤの後には、１つのＭＶＤ＝０（符号語“１”）

を挿入しなければならない。３番目のＭＶＤ＝１の符号語が（挿入する前の）元のビット列中で２つのＭＶＤ＝１

の符号語に続く場合は、それを、ＭＶパーティションに残っている符号語の中で検出された最初のＭＶＤ＝１の符

号語と見なさなければならない。それを２番目のＭＶＤ＝１の符号語と見なしてはならない。またその後にＭＶＤ

＝０の符号語が挿入されてはならない。これは、２つの連続したＭＶＤ＝１（符号語“０００”）が１つの対を形

成する場合（すなわち、最初のＭＶＤが水平成分で２番目が垂直成分である時）のみそのビットが挿入される付属

資料Ｄとは異なる。付属資料Ｄと付属資料Ｖが共に使用される場合、付属資料Ｖのスタートコードエミュレーショ

ン回避方法が、Ｄ．２節で記述された方法の代わりに使用されなければならない。 

 

Ｖ．２．４ 最終動きベクトル値（ＬＭＶＶ）（可変長） 
ＬＭＶＶフィールドはパケット中の最後のＭＶを含んでいる。これは水平と垂直の両成分とも予測値に０を使っ

て符号化される。パケット中に動きベクトルが無いあるいは１つしかない場合、ＬＭＶＶは存在してはならない（こ

の固定値ゼロによる予測は、リバーシブル復号を可能とする）。 

 

Ｖ．２．５ 動きベクトルマーカ（ＭＶＭ）（１０ビット） 
動きベクトルマーカの１０ビットの符号語の値は ‘0000 0000 01 ’である。ＭＶＭは動きベクトルパーティショ

ンを終端する。復号器においてリバース復号が用いられる時、復号器はこのマーカを探索する。動きベクトルマー

カ（ＭＶＭ）は、パケット中に動きベクトルデータを含んでいないとき（パケット中の全てのマクロブロックがＩ

ＮＴＲＡ符号化された時、あるいはＣＯＤが1に等しい時）、そのパケットに存在してはならない。 

 

Ｖ．２．６ 係数データレイヤ（可変長） 
ＤＣＴデータレイヤは、それぞれＩ．２節、５．３．４小節、Ｏ．４．３小節、５．３．５小節、５．３．６小

節、及び５．４．２小節で指定される、ＩＮＴＲＡ＿ＭＯＤＥ（存在する時）、ＣＢＰＢ（存在する時）、ＣＢＰ

Ｃ（存在する時）、ＣＢＰＹ、ＤＱＵＡＮＴ（存在する時）、及びＤＣＴ係数を含んでいる。ＤＣＴデータのシン

タックス図を付図Ｖ．３／ＪＴ－Ｈ２６３に示す。ＣＢＰＣの存在は付表Ｖ．３／ＪＴ－Ｈ２６３と付表Ｖ．４／

ＪＴ－Ｈ２６３で示される。 
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 付図Ｖ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ 係数データシンタックス 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
 

Ｖ．３ 他のオプションモードとの相互作用 
ＤＰＳモードは付属資料Ｋのスライス構造モードのサブモードとして有効に働き、またその外側のピクチャとス

ライスヘッダ構造を用いている。そのためＤＰＳモードが使用されている時はいつでもＳＳモードが使用されてい

ると示されなければならない。スライス構造モードの他の両方のサブモード（任意スライス順序と矩形スライスサ

ブモード）は、ＤＰＳモードと一緒に使われてもよい。 

付属資料Ｅのシンタックス算術符号化モードは、リバーシブル復号が認められていないので、本付属資料と同時

には使われてはならない。 

付属資料Ｈの前方誤り訂正は、ビット列を望ましくない場所で分裂させてしまうので、本付属資料と同時には使

われるべきではない。しかし、付属資料Ｈで定義されたＦＥＣは既存の標準システムの中で必要とされているので、

ＤＰＳモードと一緒に付属資料Ｈを利用することは禁止されない。 

付属資料Ｏの時間、ＳＮＲ、及び空間スケーラビリティ（ＴＳＳＳ）モードは、ＤＰＳモードと一緒に利用され

てもよい。ＴＳＳＳモードとＤＰＳモードが一緒に使われる場合は、付属資料Ｏで定義される表に代わって付表Ｖ．

３／ＪＴ－Ｈ２６３、付表Ｖ．４／ＪＴ－Ｈ２６３、及び付表Ｖ．５／ＪＴ－Ｈ２６３で指定される符号語を用い

なければならない。 

付属資料Ｕは本付属資料と同時に使用されてはならない。 

 
付表Ｖ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＩＮＴＲＡ ＭＢに対するＣＯＤ＋ＭＣＢＰＣのＲＶＬＣ表  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 
MB タイプ  
 

 
CBPC (56)  

符号語  
(  COD+MCBPC の 結

合に対する )  

 
ビット数  

3  ( INTRA) 00 1  1  
3  01  010 3  
3  10  0110 4  
3  11  01110 5  
4  ( INTRA+Q) 00 00100 5  
4  01  011110 6  
4  10  001100 6  
4  11  0111110 7  
スタッフ化  0011100 7  

 

 

INTRA_MODE CBPB CBPY DQUANT ブロックレイヤ CBPC

可変長符号 固定長符号
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付表Ｖ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＩＮＴＥＲ ＭＢに対するＣＯＤ＋ＭＣＢＰＣのＲＶＬＣ表  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 
MB タイプ  
 

 
CBPC (56)  

符号語  
(COD+MCBPC の 結

合に対する )  

 
ビット数  

スキップ   1  1  
0  ( INTER) 00 010 3  
0  10  00100 5  
0  01  011110 6  
0  11  0011100 7  
1  ( INTER + Q)  00  01110 5  
1  10  00011000 8  
1  01  011111110 9  
1  11  01111111110 11 
2  ( INTER4V) 00 0110 4  
2  10  01111110 8  
2  01  00111100 8  
2  11  000010000 9  
3  ( INTRA) 00 001100 6  
3  11  0001000 7  
3  10  001111100 9  
3  01  000111000 9  
4  ( INTRA + Q)  00 0111110 7  
4  11  0011111100 10 
4  10  0001111000 10 
4  01  0000110000 10 
5  ( INTER4V + Q) 00 00111111100 11 
5  01  00011111000 11 
5  10  00001110000 11 
5  11  00000100000 11 
スタッフ化  0111111110 10 

 
付表Ｖ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ Ｂ ＭＢに対するＭＢＴＹＰＥのＲＶＬＣ表  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

イ ン デ

ックス  予測タイプ  MVDFW MVDBW CBPC +
CBPY DQUANT MBTYPE ビ ッ

ト  
— 直接  (スキップ )      1  (COD=1) 1  
0  直接    X  010 3  
1  直接  +  Q   X X 001100 6  
2  前方  (テクスチャなし )  X    00100 5  
3  前方  X  X  011110 6  
4  前方  +  Q X  X X 01111110 8  
5  後方  (テクスチャなし )   X   0110 4  
6  後方   X X  01110 5  
7  後方  +  Q  X X X 00111100 8  
8  双方向  (テクスチャなし )  X X   0011100 7  
9  双方向  X X X  0001000 7  
10  双方向  +  Q X X X X 0111110 7  
11 INTRA   X  00011000 8  
12 INTRA + Q   X X 011111110 9  
13  スタッフ化      001111100 9  
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付表Ｖ．４／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＰ ＭＢに対するＭＢＴＹＰＥのＲＶＬＣ表  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

イ ン デ

ックス  予測タイプ  MVDFW MVDBW CBPC +
CBPY DQUANT MBTYPE ビ ッ

ト  
— 前方  (スキップ )      1  (COD=1) 1 
0  前方  X  X  010 3  
1  前方  +  Q X  X X 0110 4  
2  上方  (テクスチャなし )      01110 5  
3  上方    X  00100 5  
4  上方  +  Q   X X 011110 6  
5  双方向  (テクスチャなし )      001100 6  
6  双方向  X  X  0111110 7  
7  双方向  +  Q X  X X 0011100 7  
8  INTRA   X  0001000 7  
9  INTRA + Q   X X 01111110 8     
10  スタッフ化      00111100 8  

 
付表Ｖ．５／ＪＴ－Ｈ２６３ ＥＩ ＭＢに対するＣＯＤ＋ＭＣＢＰＣのＲＶＬＣ表  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 
予測タイプ   

 
QCBP (56)  

符号語  
(COD+MCBPC の 結

合に対する )  

 
ビット数  

上方  (スキップ )   1  1  
0  (上方)  00  010 3  
0  01  0110 4  
0  10  01110 5  
0  11  00100 5  
1  (上方  +  Q) 00  011110 6  
1  01  001100 6  
1  10  0111110 7  
1  11  0011100 7  
2  ( INTRA) 00 0001000 7  
2  01  01111110 8  
2  10  00111100 8  
2  11  00011000 8  
3  ( INTRA + Q)  00 011111110 9  
3  01  001111100 9  
3  10  000111000 9  
3  11  000010000 9  
スタッフ化  0111111110 10 

 
付表Ｖ．６／ＪＴ－Ｈ２６３ Ｂ ＭＯＤＢに対するＲＶＬＣ表  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス  CBPB MVDB ビット数  符号  
0    3  010 
1   x  4  0110 
2  x  x  5  01110 

注：  “x”  はマクロブロック中に存在することを示す。  
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付表Ｖ．７／ＪＴ－Ｈ２６３ 改良ＰＢフレームモードのＭＯＤＢに対するＲＶＬＣ表  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

インデックス  CBPB MVDB ビット数  符号  符号モード  
0    3  010 双方向予測  
1  x   4  0110 双方向予測  
2   X 5  01110 前方予測  
3  x  X 5  00100 前方予測  
4    6  011110 後方予測  
5  x   6  001100 後方予測  

注： 上の表中 “x” は関連するシンタックス要素が存在することを示す。 
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付属資料Ｗ 

追加付加拡張情報仕様 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｗ．１ 序論 
この付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６３のピクチャレイヤのＰＳＵＰＰで送られる追加付加拡張情報のフォ

ーマットを記述し、その追加付加拡張情報は付属資料Ｌで定義された機能を拡張する。この付属資料で記述される

能力のいくつか、またはすべての能力を持つ復号器の能力は、外部手段（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）で

通知されてもよい。追加能力を持たない復号器は単純に、ビット列中に現れる新しく定義されたどのＰＳＵＰＰ情

報ビットを破棄してもよい。この付加拡張情報の存在は、ＰＥＩビットとそれに続くＰＳＵＰＰオクテットの両者

の存在により示される。ＰＳＵＰＰオクテットのＦＴＹＰＥフィールドは、２つの新たに定義された値の内１つの

値を持つ。ＰＥＩ、ＰＳＵＰＰ、ＦＴＹＰＥそしてＤＳＩＺＥの基本的な解釈は、付属資料Ｌ、５．１．２４小節、

５．１．２５小節と同一である。 

 

Ｗ．２ 参照 
以下の勧告及びその他の標準は、本標準で参照することにより本標準の規定となる事項を規定している。出版時

には以下に示す版が有効であった。すべての勧告／標準及びその他の標準は、改定されることがあり、本標準を使

用する場合は、以下に示す勧告／標準及びその他の標準の最新版が適用可能かどうかを調べることが望ましい。現

在の有効なＩＴＵ－Ｔ勧告／ＴＴＣ標準のリストが定期的に出版されている。本標準内の文書への参照は、それに

単体文書としての勧告／標準のステータスを与えるものではない。 

 

-  ISO/IEC 10646:2003, Information technology -  Universal Multiple Octet Coded Character Set (UCS). 
-  IETF RFC 2396 (1998), Uniform Resource Identifiers (URI): Generic Syntax. 

 

Ｗ．３ 追加ＦＴＹＰＥ値 
付属資料Ｌの付表Ｌ．１で予約されていた２つの値は、以下の様に定義される。 

 

付表Ｗ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ ＦＴＹＰＥ機能タイプ値  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

13  固定小数点 IDCT 
14 ピクチャメッセージ  

 

Ｗ．４ ＰＳＵＰＰオクテットの推奨される最大値 
この付属資料で定義される前述のＦＴＹＰＥ機能の何れかを使用するとき、１ピクチャ当たりのＰＳＵＰＰオク

テットの総数は、符号化ピクチャサイズとの関係の中で適度に少なく保たれるべきであり、さらに、符号化ピクチ

ャサイズに関わりなく２５６オクテットを超えるべきではない。 

 

注：ビデオビット列の伝達に使用される幾つかのデータ伝送手順は、誤り耐性を目的として、ピクチャヘッダの

内容の外部での繰り返しを提供するかも知れず、ピクチャヘッダから繰り返されるこの様なデータの総計に

制限を与えるかも知れない（例えば、ＩＥＴＦ ＲＦＣ２４２９パケット化フォーマットの５０４ビット）。

大量のＰＳＵＰＰオクテットを含もうとすると、ピクチャヘッダ内容の完全な繰り返しを提供できる様な外

部手順は無いかも知れない。 

 

Ｗ．５ 固定小数点ＩＤＣＴ 
固定小数点ＩＤＣＴ機能は、ビット列の構成において特定のＩＤＣＴ近似が使用されていることを示している。

ＤＳＩＺＥは、固定小数点ＩＤＣＴ機能では１に等しくなければならない。それに続くＰＳＵＰＰデータのオクテ

ットは特定のＩＤＣＴの実装を指定する。値０はＷ．５．３小節に示される参照ＩＤＣＴ０を示し、値１から２５

５は予約されている。 

 



 －  190 －  JT-H263 

 

Ｗ．５．１ 復号器の動作 

特定の固定小数点ＩＤＣＴを実行する復号器の能力は、外部手段（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）により

符号器に送られるかも知れない。固定小数点ＩＤＣＴのインジケーションのある符号化ビット列を受信するとき、

もし特定の固定小数点ＩＤＣＴ処理能力が有るなら、復号器はそれを使用しなければならない。 

 

Ｗ．５．２ 強制画面更新の除去 
付属資料Ａは逆離散コサイン変換（ＩＤＣＴ）の精度に対する要求条件を指定しており、それに準拠する多数の

実装を認めている。符号器と復号器のＩＤＣＴミスマッチによる誤差の蓄積を制御するために、４．４節の強制画

面更新は、係数を伝送するときには少なくとも１３２回に１回はマクロブロックをＩＮＴＲＡモードで符号化する

ことを要求している。もし、ビット列内で固定小数点ＩＤＣＴ機能タイプが示されているなら、強制画面更新は必

要でなく、ＩＮＴＲＡ符号化の頻度は規制されない。しかし、復号器がここで指定される特定の固定小数点ＩＤＣ

Ｔの能力を持つことが外部手段により確認されていない限り、符号器は強制画面更新を使用し続けるべきである。

さもなければ、ミスマッチが生じるかも知れない。 

 

Ｗ．５．３ 参照ＩＤＣＴ０ 
参照ＩＤＣＴ０は、すべての入力ブロックに対して、以下に載せられたＣソースプログラムと同一の出力値を作

り出す任意の実装である。 

 

注：この固定小数点ＩＤＣＴは付属資料Ａに準拠するが、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２６２｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１

８－２の付属資料Ａにある、拡張された値の範囲の要求条件には準拠しない。 

 
/***************************************************************************** 
 * 
 *                           FIXED-POINT IDCT 
 * 
 * Fixed-point fast, separable idct 
 * Storage precision: 16 bits signed 
 * Internal calculation precision: 32 bits signed 
 * Input range: 12 bits signed, stored in 16 bits 
 * Output range: [-256, +255] 
 * All operations are signed 
 * 
 *****************************************************************************/ 
 
/* 
 * Includes 
 */ 
 
#include <stdlib.h> 
#include <stdio.h> 
 
/* 
 * Typedefs 
 */ 
 
typedef short int REGISTER;  /* 16 bits signed */ 
typedef long int LONG; /* 32 bits signed */ 
 
/* 
 * Global constants 
 */ 
 
const REGISTER cpo8   = 0x539f;     /* 32768*cos(pi/8)*1/sqrt(2)    */ 
const REGISTER spo8   = 0x4546;     /* 32768*sin(pi/8)*sqrt(2)    */ 
const REGISTER cpo16  = 0x7d8a;     /* 32768*cos(pi/16)   */ 
const REGISTER spo16  = 0x18f9;     /* 32768*sin(pi/16)   */ 
const REGISTER c3po16 = 0x6a6e;     /* 32768*cos(3*pi/16) */ 
const REGISTER s3po16 = 0x471d;     /* 32768*sin(3*pi/16) */ 
const REGISTER OoR2   = 0x5a82;     /* 32768*1/sqrt(2)    */ 
 
/* 
 * Function declarations 
 */ 
 
void Transpose(REGISTER block[64]); 
void HalfSwap(REGISTER block[64]); 
void Swap(REGISTER block[64]); 
void Scale(REGISTER block[64], signed char sh); 
void Round(REGISTER block[64], signed char sh, 
    const REGISTER min, const REGISTER max); 
REGISTER Multiply(const REGISTER a, REGISTER x, signed char sh); 
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void Rotate(REGISTER *x, REGISTER *y, 
     signed char sha, signed char shb, 
     const REGISTER a, const REGISTER b,  
     int inv); 
void Butterfly(REGISTER column[8], char pass);  
void IDCT(REGISTER block[64]); 
 
/* 
 * Transpose(): 
 *      Transpose a block 
 * Input: 
 *      REGISTER block[64] 
 * Output: 
 *      block 
 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void Transpose(REGISTER block[64]) 
{ 
  int i, j;           
  REGISTER temp; 
 
  for (i=0; i<8; i++) { 
    for (j=0; j<i; j++) { 
      temp = block[8*i+j]; 
      block[8*i+j] = block[8*j+i]; 
      block[8*j+i] = temp; 
    } 
  } 
  return; 
} 
 
/* 
 * HalfSwap(): 
 *      One-dimensional swap 
 * Input: 
 *      REGISTER block[64] 
 * Output: 
 *      block 
 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void HalfSwap(REGISTER block[64])  
{ 
  int i;  
  REGISTER temp; 
 
  for (i=0; i<8; i++) { 
    temp = block[8+i]; 
    block[8+i] = block[32+i]; 
    block[32+i] = temp; 
    temp = block[24+i]; 
    block[24+i] = block[48+i]; 
    block[48+i] = temp; 
    temp = block[40+i]; 
    block[40+i] = block[56+i]; 
    block[56+i] = temp; 
  } 
  return; 
} 
 
/* 
 * Swap(): 
 *      Swap and transpose a block 
 * Input: 
 *      REGISTER block[64] 
 * Output: 
 *      block 
 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void Swap(REGISTER block[64])  
{ 
  HalfSwap(block);  
  Transpose(block); 
  HalfSwap(block); 
} 
 
/* 
 * Scale(): 
 *      Scale a block 
 * Input: 
 *      REGISTER block[64] 
 *      signed char sh 
 * Output: 
 *      block 
 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void Scale(REGISTER block[64], signed char sh)  
{ 
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  int i; 
 
  if (sh>0) { 
    for (i=0; i<64; i++) 
      block[i] >>= sh; 
  } 
  else { 
    for (i=0; i<64; i++) 
      block[i] <<= -sh; 
  } 
} 
 
/* 
 * Round(): 
 *      Performs the final rounding of an 8x8 block 
 * Input: 
 *      REGISTER block[64] 
 *      signed char sh 
 *      const REGISTER min 
 *      const REGISTER max 
 * Output: 
 *      block 
 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void Round(REGISTER block[64], signed char sh, 
    const REGISTER min, const REGISTER max) 
{ 
  int i; 
 
  for (i=0; i<64; i++) { 
    if (block[i] < 0x00007FFF - (1<<(sh-1))) 
      block[i] += (1<<(sh-1)); 
    else  
      block[i] = 0x00007FFF; 
    block[i] >>= sh; 
    block[i] = (block[i]<min) ? min : ((block[i]>max) ? max : block[i]);  
  } 
  return; 
} 
 
/* 
 * Multiply(): 
 *      Multiply by a constant with shift 
 * Input: 
 *      const REGISTER a 
 *      REGISTER x 
 *      signed char sh 
 * Output:  
 *      none 
 * Return value: 
 *      REGISTER, the result of the multiply 
 */ 
REGISTER Multiply(const REGISTER a, REGISTER x, signed char sh)  
{ 
  LONG tmp; 
  REGISTER reg_out; 
 
  /* multiply */ 
  tmp = (LONG)a * (LONG)x; 
 
  /* shift */ 
  if (sh > 0) 
    tmp >>= sh; 
  else   
    tmp <<= -sh; 
 
  /* rounding and saturating */ 
  if (tmp < 0x7FFFFFFF - 0x00007FFF) 
    tmp = tmp + 0x00007FFF; 
  else 
    tmp = 0x7FFFFFFF; 
 
  reg_out = (REGISTER)(tmp >>16); 
 
  return(reg_out); 
} 
 
/* 
 * Rotate(): 
 *      Perform rotate operation on two registers 
 * Input: 
 *      REGISTER *x        pointer to the 1st register 
 *      REGISTER *y        pointer to the 2nd register 
 *      signed char sha    shift associated with factor a 
 *      signed char shb    shift associated with factor b 
 *      const REGISTER a   factor a 
 *      const REGISTER b   factor b 
 *      int inv            1 for inverse dct, 0 for forward dct 
 * Output: 
 *      *x, *y 
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 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void Rotate(REGISTER *x, REGISTER *y, 
     signed char sha, signed char shb, 
     const REGISTER a, const REGISTER b, 
     int inv) 
{ 
  LONG tmplxa, tmplya, tmplxb, tmplyb; 
  LONG tmpl1, tmpl2; 
 
  /* 
   * intermediate calculation  
   */ 
 
  tmplxa = (LONG)(*x) * (LONG)a; 
  if (sha > 0)  
    tmplxa >>= sha; 
  else  
    tmplxa <<= -sha; 
 
  tmplya = (LONG)(*y) * (LONG)a; 
  if (sha > 0)  
    tmplya >>= sha; 
  else  
    tmplya <<= -sha; 
 
  tmplxb = (LONG)(*x) * (LONG)b; 
  if (shb > 0)  
    tmplxb >>= shb; 
  else  
    tmplxb <<= -shb; 
 
  tmplyb = (LONG)(*y) * (LONG)b; 
  if (shb > 0)  
    tmplyb >>= shb; 
  else  
    tmplyb <<= -shb; 
 
  /* 
   * rounding and rotation  
   */ 
 
  if (inv) { 
    tmplxa += 0x00007FFF; 
    tmplxb += 0x00007FFF; 
 
    tmpl1 = tmplxb - tmplya; 
    tmpl2 = tmplxa + tmplyb; 
  } 
  else { 
    tmplya += 0x00007FFF; 
    tmplyb += 0x00007FFF; 
 
    tmpl1 =  tmplxb + tmplya; 
    tmpl2 = -tmplxa + tmplyb; 
  } 
 
  /* 
   * final rounding 
   */ 
 
  *x = (REGISTER) (tmpl1 >>16); 
  *y = (REGISTER) (tmpl2 >>16); 
 
  return; 
} 
 
/* 
 * Butterfly(): 
 *      Perform 1D IDCT on a column 
 * Input: 
 *      REGISTER column[8] 
 *      char pass 
 * Output: 
 *      column 
 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void Butterfly(REGISTER column[8], char pass) 
{ 
  int i; 
  REGISTER shadow_column[8]; 
 
  /*  
   * For readability, we use a shadow column 
   * that contains the state of column at the 
   * preceding stage of the butterfly. 
   */ 
 
  /* 
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   * Initialization 
   */ 
 
  for (i=0; i<8; i++) 
    shadow_column[i] = column[i]; 
 
  /* 
   * First Phase 
   */ 
 
  Rotate(column+2, column+6, pass-2, pass-1, cpo8,   spo8,   1); 
  Rotate(column+1, column+7, pass-1, pass-1, cpo16,  spo16,  1); 
  Rotate(column+3, column+5, pass-1, pass-1, c3po16, s3po16, 1); 
 
  if (pass) { 
    int a, tmp=column[4], b=column[0]; 
    a = b+tmp; 
    b = b-tmp; 
    column[0] = (a - ((tmp<0) ? 1 : 0)) >> 1; 
    column[4] = (b - ((tmp<0) ? 1 : 0)) >> 1; 
  } 
  else { 
    column[0] = shadow_column[0] + shadow_column[4]; 
    column[4] = shadow_column[0] - shadow_column[4]; 
  } 
 
  for (i=0; i<8; i++)  
    shadow_column[i] = column[i]; 
 
  /* 
   * Second Phase 
   */ 
 
  column[1] = shadow_column[1] - shadow_column[3]; 
  column[3] = shadow_column[1] + shadow_column[3]; 
 
  column[7] = shadow_column[7] - shadow_column[5]; 
  column[5] = shadow_column[7] + shadow_column[5]; 
 
  column[0] = shadow_column[0] + shadow_column[6]; 
  column[6] = shadow_column[0] - shadow_column[6]; 
 
  column[4] = shadow_column[4] + shadow_column[2]; 
  column[2] = shadow_column[4] - shadow_column[2]; 
 
  for (i=0; i<8; i++)    
    shadow_column[i] = column[i]; 
 
  /* 
   * Third Phase 
   */ 
 
  column[7] = shadow_column[7] - shadow_column[3]; 
  column[3] = shadow_column[7] + shadow_column[3]; 
 
  column[1] = Multiply(OoR2, shadow_column[1], -2); 
  column[5] = Multiply(OoR2, shadow_column[5], -2); 
 
  for (i=0; i<8; i++)    
    shadow_column[i] = column[i]; 
 
  /* 
   * Fourth Phase 
   */ 
 
  column[4] = shadow_column[4] + shadow_column[3]; 
  column[3] = shadow_column[4] - shadow_column[3]; 
 
  column[2] = shadow_column[2] + shadow_column[7]; 
  column[7] = shadow_column[2] - shadow_column[7]; 
 
  column[0] = shadow_column[0] + shadow_column[5]; 
  column[5] = shadow_column[0] - shadow_column[5]; 
 
  column[6] = shadow_column[6] + shadow_column[1]; 
  column[1] = shadow_column[6] - shadow_column[1]; 
 
  return; 
} 
 
/* 
 * IDCT(): 
 *      Perform 2D IDCT on a block 
 * Input: 
 *      REGISTER block[64] 
 * Output: 
 *      block 
 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void IDCT(REGISTER block[64])  
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{ 
  int i; 
 
  Scale(block, -4); 
 
  for (i=0; i<8; i++)  
    Butterfly(block+8*i, 0); 
 
  Transpose(block); 
 
  for (i=0; i<8; i++)  
    Butterfly(block+8*i, 1); 
 
  Round(block, 6, -256, 255); 
 
  Swap(block); 
} 

 

情報を与える目的で、関連する順方向離散コサイン変換（FDCT）の実装を以下に示す。この固定小数点FDCTは、

この標準の必須部分ではない。 

 

/***************************************************************************** 
 * 
 *                           FIXED-POINT FDCT 
 * 
 * Fixed-point fast, separable fdct 
 * Storage precision: 16 bits signed 
 * Internal calculation precision: 32 bits signed 
 * Input range: 9 bits signed, stored in 16 bits 
 * Output range: [-2048, +2047] 
 * All operations are signed 
 * 
 *****************************************************************************/ 
 
/* 
 * Function declarations 
 */ 
 
void FButterfly(REGISTER column[8]); 
void FDCT(REGISTER block[64]); 
 
/* 
 * FButterfly(): 
 *      Perform 1D FDCT on a column 
 * Input: 
 *      REGISTER column[8] 
 * Output: 
 *      column 
 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void FButterfly(REGISTER column[8])  
{  
  int i; 
  REGISTER shadow_column[8]; 
 
  /*  
   * For readability, we use a shadow column 
   * that contains the state of column at the 
   * preceding stage of the butterfly. 
   */ 
 
  /* 
   * Initialization 
   */ 
 
  for (i=0; i<8; i++)    
    shadow_column[i] = column[i]; 
 
  /* 
   * First Phase 
   */ 
 
  for (i=0; i<4; i++) { 
    column[i]   = shadow_column[i] + shadow_column[7-i]; 
    column[7-i] = shadow_column[i] - shadow_column[7-i]; 
  } 
 
  for (i=0; i<8; i++)    
    shadow_column[i] = column[i]; 
 
  /* 
   * Second Phase 
   */ 
 
  column[0] = shadow_column[0] + shadow_column[3]; 
  column[3] = shadow_column[0] - shadow_column[3]; 
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  column[1] = shadow_column[1] + shadow_column[2]; 
  column[2] = shadow_column[1] - shadow_column[2]; 
 
  column[4] = Multiply(OoR2, shadow_column[4], -2); 
  column[7] = Multiply(OoR2, shadow_column[7], -2); 
 
  column[6] = shadow_column[6] - shadow_column[5]; 
  column[5] = shadow_column[6] + shadow_column[5]; 
 
  for (i=0; i<8; i++) 
    shadow_column[i] = column[i]; 
 
  /* 
   * Third Phase 
   */ 
   
  column[0] = shadow_column[0] + shadow_column[1]; 
  column[1] = shadow_column[0] - shadow_column[1]; 
  
  column[6] = shadow_column[6] - shadow_column[4]; 
  column[4] = shadow_column[6] + shadow_column[4]; 
   
  column[7] = shadow_column[7] - shadow_column[5]; 
  column[5] = shadow_column[7] + shadow_column[5]; 
 
  for (i=0; i<8; i++)   
    shadow_column[i] = column[i]; 
 
  /* 
   * Fourth Phase 
   */ 
 
  Rotate(column+2, column+3, -2, -1, cpo8, spo8, 0); 
  Rotate(column+4, column+5, -1, -1, cpo16, spo16, 0);   
  Rotate(column+6, column+7, -1, -1, c3po16, s3po16, 0); 
   
  return; 
} 
 
/* 
 * FDCT(): 
 *      Perform 2D FDCT on a block 
 * Input: 
 *      REGISTER block[64] 
 * Output: 
 *      block 
 * Return value: 
 *      none 
 */ 
void FDCT(REGISTER block[64]) 
{ 
  int i; 
   
  for (i=0; i<8; i++)  
    FButterfly(block+8*i); 
   
  Transpose(block); 
   
  for (i=0; i<8; i++)  
    FButterfly(block+8*i); 
   
  Round(block, 3, -2048, 2047); 
   
  Swap(block); 
}  

 

Ｗ．６ ピクチャメッセージ 
ピクチャメッセージ機能は、メッセージデータを表現する１またはそれ以上のオクテットの存在を示す。メッセ

ージデータの始めのオクテットは、以下の構造をもつメッセージヘッダである。 

 

CONT EBIT MTYPE 

付図Ｗ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ 始めのメッセージオクテット構造  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

ＤＳＩＺＥは、付図Ｗ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に示された始めのオクテットを含んだ、ピクチャメッセージ機能に

対応するメッセージデータのオクテット数に等しくなければならない。 

復号器は、基本ＰＳＵＰＰシンタックスにより要求されるように、ピクチャメッセージデータを文法解析しなけ

ればならないが、復号器のピクチャメッセージへの応答は、定義されていない。 
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Ｗ．６．１ 継続（ＣＯＮＴ）（１ビット） 
もし“１”に等しいなら、ＣＯＮＴはこのピクチャメッセージ機能に関連するメッセージデータが、次のピクチ

ャメッセージデータ機能に関連するメッセージデータと同じ論理メッセージの一部であることを示す。もし“０”

に等しいなら、ＣＯＮＴは、このピクチャメッセージ機能に関連するメッセージデータが、現在の論理メッセージ

の終わりであることを示す。ＣＯＮＴは、例えば、１４オクテットを越える論理メッセージを表現するために使用

されても良い。 

 

Ｗ．６．２ 終了ビット位置またはトラック番号（ＥＢＩＴ）（３ビット） 
非テキストピクチャメッセージに対して、ＥＢＩＴは、最後のメッセージオクテットにおいて無視されなければ

ならない最下位ビットの数を示す。非テキストピクチャメッセージでは、もしＣＯＮＴが“１”なら、または、も

し１メッセージオクテットのみ（すなわち、付図Ｗ．１／ＪＴ－Ｈ２６３のオクテット）なら、ＥＢＩＴは“０”

に等しくなければならない。ＣＯＮＴ／ＥＢＩＴ／ＭＴＹＰＥを除いた非テキストメッセージ機能に対する有効な

メッセージビットの数は、（ＤＳＩＺＥ－１）・８－ＥＢＩＴＳに等しい。論理メッセージに対する有効メッセー

ジビット数は継続によりさらに大きいかも知れない。 

テキスト情報を含むピクチャメッセージタイプに対して、ＥＢＩＴはテキストトラック番号を含まなければなら

ない。テキストトラック番号の正確な意味はここでは指定されないが、テキストに対する特定のタイプ（例えば、

言語）を示すべきである。トラック番号ゼロはデフォルトトラックと考えるべきである。 

 

Ｗ．６．３ メッセージタイプ（ＭＴＹＰＥ）（４ビット） 
ＭＴＹＰＥはメッセージのタイプを示す。定義されているタイプは付表Ｗ．２に示される。 

 

付表Ｗ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ ＭＴＹＰＥメッセージタイプ値  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  
0  任意バイナリデータ  
1  任意テキスト  
2  著作権テキスト  
3  字幕テキスト  
4  ビデオ記述テキスト  
5  同型リソース識別子テキスト  
6  現ピクチャヘッダ繰り返し  
7  前ピクチャヘッダ繰り返し  
8  次ピクチャヘッダ繰り返し（リライアブルＴＲ）  
9  次ピクチャヘッダ繰り返し（アンリライアブルＴＲ）  
10  トップインタレースフィールドインジケーション  
11  ボトムインタレースフィールドインジケーション  
12  ピクチャ番号  
13  予備参照ピクチャ  
14 . .15 予約  

 

Ｗ．６．３．１ 任意バイナリデータ 
任意バイナリデータは、ＩＳＯ／ＩＥＣ １０６４６ ＵＴＦ－８で符号化されていないバイナリメッセージを

伝えるために使用される。任意バイナリデータの内容の解釈はこの標準の範囲外であるが、このようなデータの１

つのタイプを他から区別するのを助けるためのある識別パターン（例えば、４オクテット識別符号）で開始すべき

である。 

 

Ｗ．６．３．２ 任意テキスト 
任意テキストは、一般的なＩＳＯ／ＩＥＣ １０６４６ ＵＴＦ－８で符号化されたテキストメッセージを伝え

るために使用される。著作権情報のようなより特定のテキストメッセージは、最適な他のメッセージタイプ（例え

ば、著作権テキスト）で表現されるべきである。 
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Ｗ．６．３．３ 著作権テキスト 
著作権テキストは、ビット列の中の情報源または符号化された表現物に関する知的財産情報を伝えるためだけに

使用されなければならない。著作権メッセージはＩＳＯ／ＩＥＣ １０６４６ ＵＴＦ－８により符号化されなけ

ればならない。 

 

Ｗ．６．３．４ 字幕テキスト 
字幕テキストは、ビット列の現在及びその後のピクチャに関する字幕情報を伝えるためのみに使用されなければ

ならない。字幕メッセージはＩＳＯ／ＩＥＣ １０６４６ ＵＴＦ－８により符号化されなければならない。字幕

テキストは、別個のテキスト領域において、新しいテキストが前のテキストの終わりに追加され、古いテキストが

挿入位置からスクロールされるよう表示されるかのようにビット列に挿入されなければならない。Ｆｏｒｍ Ｆｅ

ｅｄ制御コード（１６進の“０ｘ０００Ｃ”）は可視テキスト領域のクリアを示すことに使用されなければならな

い。Ｅｎｄ ｏｆ Ｍｅｄｉｕｍ制御コード（１６進の“０ｘ００１９”）は“字幕オフ”状態を示すことに使用

されなければならない。しかし、この標準はどのような字幕テキストが実際に表示され、そして蓄積されるかを制

限しない。 

 

Ｗ．６．３．５ ビデオ記述テキスト 
ビデオ記述テキストは、現在のビット列の内容情報に関係する記述情報を伝えるためのみに使用されなければな

らない。ビデオ記述はＩＳＯ／ＩＥＣ １０６４６ ＵＴＦ－８により符号化されなければならない。ビデオ記述

テキストは、別個のテキスト領域において、新しいテキストが前のテキストの終わりに追加され、古いテキストが

挿入位置からスクロールされるよう表示されるかのようにビット列に挿入されなければならない。Ｆｏｒｍ Ｆｅ

ｅｄ制御コード（１６進の“０ｘ０００Ｃ”）は可視テキスト領域のクリアを示すことに使用されなければならな

い。Ｅｎｄ ｏｆ Ｍｅｄｉｕｍ制御コード（１６進の“０ｘ００１９”）は“記述オフ”状態を示すことに使用

されなければならない。しかし、この標準はどのようなビデオ記述が実際に表示され、そして蓄積されるかを制限

しない。 

 

Ｗ．６．３．６ 同型リソース識別子テキスト（ＵＲＩ） 
メッセージは、ＩＥＴＦ ＲＦＣ ２３９４で定義されているような同型リソース識別子テキストから成る。Ｕ

ＲＩはＩＳＯ／ＩＥＣ １０６４６ ＵＴＦ－８により符号化されなければならない。 

 

Ｗ．６．３．７ 現ピクチャヘッダ繰り返し 
現在のピクチャのピクチャヘッダがこのメッセージ内で繰り返される。繰り返されるビットは、付加拡張情報（Ｐ

ＥＩ／ＰＳＵＰＰ）を除外する。Ｗ．４の限定を条件として、ＧＯＢまたはスライスレイヤまでのすべての他のビ

ットは含まれるべきである。 

 

Ｗ．６．３．８ 前ピクチャヘッダ繰り返し 
以前に伝送されたピクチャのピクチャヘッダがこのメッセージ内で繰り返される。繰り返されるビットは、ピク

チャスタートコード（ＰＳＣ）の始めの２バイトと付加拡張情報（ＰＥＩ／ＰＳＵＰＰ）を含まない。Ｗ．４の限

定を条件として、ＧＯＢまたはスライスレイヤまでのすべての他のビットは含まれるべきである。 

 

Ｗ．６．３．９ 次ピクチャヘッダ繰り返し（リライアブルＴＲ） 
これから送られる次のピクチャのピクチャヘッダがこのメッセージ内で繰り返される。繰り返されるビットは、

ピクチャスタートコード（ＰＳＣ）の始めの２バイトと付加拡張情報（ＰＥＩ／ＰＳＵＰＰ）を含まない。Ｗ．４

の限定を条件として、ＧＯＢまたはスライスレイヤまでのすべての他のビットは含まれるべきである。 

 

Ｗ．６．３．１０ 次ピクチャヘッダ繰り返し（アンリライアブルＴＲ） 
これから送られる次のピクチャのピクチャヘッダがこのメッセージ内で繰り返される。繰り返されるビットは、

ピクチャヘッダの始めの３バイトと付加拡張情報（ＰＥＩ／ＰＳＵＰＰ）を含まない。Ｗ．４の限定を条件として、

ＧＯＢまたはスライスレイヤまでのすべての他のビットは含まれるべきである。繰り返されるピクチャヘッダの任

意のＴＲまたはＥＴＲビットは、次のピクチャヘッダの対応するビットと同一である必要はない。 
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Ｗ．６．３．１１ インタレースフィールドインジケーション 
インタレースフィールドインジケーションの場合、メッセージはインタレースフィールド符号化のインジケーシ

ョンからなる。このインジケーションは復号処理には影響しない。しかし、それは現在のピクチャが、実際にはプ

ログレッシブ画像のように走査されていないことを示す。言い換えれば、それは、現在符号化されているピクチャ

がフル解像度の情報源画像の半分のラインしか含まないことを示す。インタレースフィールドインジケーションの

ために、ＤＳＩＺＥは１、ＣＯＮＴは０、そしてＥＢＩＴは０でなければならない。インタレースフィールド符号

化の場合、テンポラルリファレンスの各々の増加は、完全な２つの画像間の時間でなく、１つの画像の交互の半画

像フィールド標本の間の時間を意味する。トップインタレースフィールドインジケーションの場合、現在のピクチ

ャが完全な画像の１番目（すなわちトップ）、３番目、５番目等のラインを含む。ボトムインタレースフィールド

インジケーションの場合、現在のピクチャが完全な画像の２番目、４番目、６番目等のラインを含む。インタレー

スフィールドインジケーションを送るとき、符号器は以下の規則に従わなければならない。 

 

１）符号器は、オリジナルの情報源ビデオの各々の新しいフィールドがテンポラルリファレンスの増加１に対応

するような画像クロック周波数（もし必要なら、カスタム画像クロック周波数）を使用しなければならない。 

２）符号器は、ピクチャの寸法が１フィールドの寸法に対応するようなピクチャサイズ（もし必要なら、カスタ

ムピクチャサイズ）を使用しなければならない。 

３）符号器は、完全な高さの画像アスペクト比が、現在符号化されたピクチャにより表現される１フィールドの

画素アスペクト比から導かれる画像アスペクト比に対応するような画素アスペクト比（もし必要なら、カス

タム画素アスペクト比）を使用しなければならない。 

 

インタレースフィールド走査は、もともとはアナログビデオ圧縮技術として取り入れられた。プログレッシブ画

像走査は一般的にデジタル圧縮、そして表示において優位であると考えられているが、多くのカメラとディスプレ

イ設計おいてインタレースフィールド走査が引き続き使用されている。それゆえ、（インタレースフィールドレー

トの半分でのインタレースフルピクチャ符号化及びプログレッシブ走査画像符号化のどちらよりも低い遅延で実

装可能である）インタレースフィールド符号化は、このインジケーションによりサポートされる。 

復号器がこの様なフィールドベースのピクチャの受信と適切な処理する能力が外部手段（例えば、ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｈ２４５）により確立されるまで、符号器はインタレースフィールドインジケーションを送ってはいけない。

このような復号器能力の確立失敗は、復号器により受信そして表示される復号画像が、視覚的に目立つ小幅の垂直

方向の振れを引き起こすかも知れない。 

例えば、符号器は、２つ以上前のフィールドのアドレッシングを許す、（付属資料Ｎに指定される）参照ピクチ

ャ選択モードまたは（付属資料Ｕに指定される）拡張参照ピクチャ選択モードを適用したインタレースフィールド

符号化を使用してもよい。１ラインあたり７０４の符号化輝度標本と１フィールドあたり２４０の符号化ラインを

もつ４：３画像アスペクト比の“５２５／６０”インタレースフィールド符号化のために、符号器は、７０４のピ

クチャ幅と２４０のピクチャ高さをもつカスタムピクチャサイズ、５：１１のカスタム画素アスペクト、及びクロ

ック変換符号“１”とクロック除数３０で規定されるカスタム画像クロック周波数を使用しなければなならい。１

ラインあたり７０４の符号化輝度標本と１フィールドあたり２８８の符号化ラインをもつ４：３画像アスペクト比

の“６２５／５０”インタレースフィールド符号化のために、符号器は、７０４のピクチャ幅と２８８のピクチャ

高さをもつカスタムピクチャサイズ、６：１１のカスタム画素アスペクト、及びクロック変換符号“０”とクロッ

ク除数３６をもつカスタム画像クロック周波数を使用しなければならない。 

トップフィールドピクチャのインタレース符号化における色差標本の垂直標本化位置は、これらの標本がフルピ

クチャ標本グリッドに対して垂直方向に通常の位置に配置するように、フィールド標本グリッドに対して１／４輝

度標本高さだけ上方向にずれるように規定される。ボトムフィールドピクチャのインタレース符号化における色差

標本の垂直標本化位置は、これらの標本がフルピクチャ標本グリッドに対して垂直方向に通常の位置に配置するよ

うに、フィールド標本グリッドに対して１／４輝度標本高さだけ下方向にずれるように規定される。色差標本の水

平標本位置はインタレースフィールド符号化の適用により影響を受けないように規定される。垂直標本化位置は、

それらに対応する時間的な標本位置とともに付図Ｗ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に示される。 

 



 －  200 －  JT-H263 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
付図Ｗ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ インタレースフィールド符号化における色差標本の垂直、時間配置  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

 

Ｗ．６．３．１２ ピクチャ番号 
もし付属資料Ｕを使用中なら、このメッセージは使用してはいけない。メッセージは、１０ビットのピクチャ番

号を伝える２データバイトを含む。結果として、ＤＳＩＺＥは３、ＣＯＮＴは０、そしてＥＢＩＴは６でなければ

ならない。ピクチャ番号は、１０ビットモジュロ演算で、各々符号化され伝送されるＩ、Ｐピクチャ、ＰＢ、改良

ＰＢフレーム毎に１増加されなければならない。ＥＩとＥＰピクチャにおいて、ピクチャ番号は、同じスケーラビ

リティの高品質化レイヤ内の各々のＥＩまたはＥＰピクチャに対して増加されなければならない。Ｂピクチャにお

いて、ピクチャ番号は、そのＢピクチャの参照レイヤ内の、ビット列内の順序でＢピクチャに先行する最も新しい

非Ｂピクチャ（時間的にＢピクチャに続くピクチャ）の値に対して増加されなければならない。同一の高品質化レ

イヤ内で隣接したピクチャが同じテンポラルリファレンスを持ち、なおかつ、参照ピクチャ選択モード（付属資料

Ｎ）を使用している場合、復号器はこのことを、ほぼ同じ画像シーンの内容の冗長である複製が送られたことを示

していると見なさなければならない。そして、これらのピクチャのすべては同じピクチャ番号を共有しなければな

らない。もし、同一の高品質化レイヤにおける２つの連続して受信した非Ｂピクチャのピクチャ番号の差が（モジ

ュロ１０２４で）１でないなら、そして、もしそれらのピクチャが上述されたようなほぼ同じ画像シーン内容を表

していないのなら、復号器はピクチャの紛失、またはデータの誤りと推測すべきである。 

 

Ｗ．６．３．１３ 予備参照ピクチャ 
符号器は、もし実際の参照ピクチャが伝送中に失われたとき、どのピクチャが予備参照ピクチャとして使用可能

なほど現在の動き補償参照ピクチャに似ているかを復号器に教えるためにこのメッセージを使用することができ

る。もし復号器が本来の参照ピクチャを欠き、予備参照ピクチャを利用できるなら、その復号器はＩＮＴＲＡピク

トップ 

フィールド  
ボトム 

フィールド  
トップ 

フィールド  

時間  

×＝輝度標本 ○＝色差標本

○     ○ 
×     × 

×     × 

×     × 

×     × 

○     ○ 

× 

○ 
× 

× 

× 
○ 
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チャ更新を要求するべきではない。もし予備参照ピクチャがあるなら、その選択は符号器に任されている。メッセ

ージデータバイトは、（もっとも好ましいものが最初に現れる）好みの順で予備参照ピクチャのピクチャ番号を含

む。ピクチャ番号は、付属資料ＵまたはＷ．６．３．１２小小節に従い、伝送される値を参照する。このメッセー

ジはＰ、Ｂ、ＰＢ、改良ＰＢ、そしてＥＰピクチャタイプで使用できる。しかし、もし付属資料Ｎまたは付属資料

Ｕが使用されており、もしそのピクチャが複数参照ピクチャに関係するなら、このメッセージを使用してはならな

い。ＥＰピクチャに対しては、上方予測は常に時間的に対応する参照レイヤピクチャから行われるが、前方予測に

対してのみメッセージを使用しなければならない。Ｂ、ＰＢ、そして改良ＰＢピクチャタイプに対しては、前方動

き予測参照としての使用のためのピクチャをメッセージは指定する。もしそのピクチャがＩまたはＥＩピクチャで

あるなら、このメッセージを使用してはならない。 
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付属資料Ｘ 

プロファイルとレベルの定義 
（この付属資料は本標準の必須部分である） 

 

Ｘ．１ 本標準の規定範囲 
本標準では様々なオプションのモードが利用できることから、オプション拡張された端末が“ベースライン”よ

り高度なシンタックスを用いて高い確率で相互接続出来るように、いくつかの優先モードの組み合わせを定義する

ことが重要である。本付属資料は、サポートする“プロファイル”を構成する、優先機能の組み合わせのリストを

含む。これらのプロファイルがサポートする“レベル”として、最大の性能パラメータのグループ化も定義してい

る。本付属資料の主な目的は、以下の通りである。 

 

１） （プロファイルとレベルのパラメータを指定することによって）復号器の能力を記述、または交渉する簡単

な方法を提供すること 

２） 最大限の相互接続性を実現するために復号器がサポートすべき共通の拡張機能を推奨すること 

３） 特定のキーアプリケーションにおいて最適であるように選択された機能セットを示すこと 

 

以下の節および付表Ｘ．１／ＪＴ－Ｈ２６３、付表Ｘ．２／ＪＴ－Ｈ２６３にプロファイルとレベルを定義する。

付表Ｘ．２／ＪＴ－Ｈ２６３に規定される最小ピクチャ間隔は、ビット列中で連続しているピクチャを復号する際

の最小時間差である。レベル４５以外のあるレベルをサポートすることは、それ以下の全てのレベルをサポートす

ることを意味する。 

レベル４５をサポートすることは、レベル１０をサポートすることを意味する。 

 

Ｘ．２ 優先モードサポートプロファイル 
 サポートプロファイルは、各々のプロファイルの復号器がサポートする機能セットによって定義される。与えら

れたあるプロファイルを復号器がサポートするという事は、そのプロファイルを構成するモードの有効な部分集合

の組み合わせの全てをサポートすることを意味する。モードの組み合わせに関する符号器の選択の制限が最小にな

るように、この要求が存在する。これは本付属資料の主な目的に沿っており、特定の小さなモード組み合わせのセ

ットを符号器に強いるのではなく、キーアプリケーションに向けて復号器においてどのオプションモードがサポー

トされるべきかについて述べている。 

 

Ｘ．２．１ ベースラインプロファイル（プロファイル０） 
 本標準における最低限の“ベースライン”能力に対するプロファイル名称を規定するため、プロファイル０とし

てベースラインプロファイルをここで定義する。“ベースライン”は、どのオプション動作モードも使用しない本

標準のシンタックスのことである。このサポートプロファイルは、ベースライン設計のみで構成される。 

 

Ｘ．２．２ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２０符号化能力第２版後方互換プロファイル（プロファイル１） 
 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２０の回線交換端末システムが使うＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４２の能力交換方式に採用され

た機能セットとの互換性を提供するために、プロファイル１としてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ３２０符号化能力第２版後

方互換プロファイルをここで定義する。それは、（付属資料Ｕ、Ｖ、Ｗを含まない）本標準の第２版で有効な機能

セットの中で、基本的な拡張符号化効率と簡単な拡張機能を規定する。このサポートプロファイルは、ベースライ

ン設計に以下のモードを追加して構成される。 

 

１） 拡張ＩＮＴＲＡ符号化（付属資料Ｉ）－このモードを利用することにより（ＩＮＴＲＡピクチャ内または

予測符号化ピクチャ内に関わらず）ＩＮＴＲＡマクロブロックに対する符号化効率を改善する。このモー

ドでの付加的な計算量の要求は符号器と復号器の両方において最小（符号化効率の顕著な向上を得るため

に、復号処理における８×８ブロックあたり最大８つの加算／減算に加え、可変長符号表と異なるがそれ

に非常に類似する可変長符号を使用する程度の小さな計算量）である。これらの理由から拡張ＩＮＴＲＡ

符号化はこの基本的なサポートパッケージに含まれる。 
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２） デブロッキングフィルタ（付属資料Ｊ）－デブロッキングフィルタの利用により実現されるかも知れない

顕著な主観的品質の改善のため、これらのフィルタはビデオ通信端末における後処理の方法として広く使

われている。付属資料Ｊは、符号化ループ中にフィルタを置くので、デブロッキングフィルタ動作の優先

モードを示す。フィルタをこの位置に置くことは、（要求されるメモリの低減により）フィルタの実装を

容易にし、そして後処理の実装において符号化の性能をいくらか改善させる。このデブロッキングフィル

タモードは拡張予測モードと共に用いられる場合、共に更なる符号化効率の改善が可能であるマクロブロ

ックあたり４本の動きベクトル機能および動き補償でのピクチャ境界外挿補間も含む。デブロッキングフ

ィルタの計算量の要求は符号化マクロブロックあたり数百演算だが、メモリアクセス、および計算の依存

性は複雑でない。この最後の点が、ある実装においてはデブロッキングフィルタを拡張予測に対して優位

にしている。また、デブロッキングフィルタが拡張予測と一緒に使われる時は、拡張予測の恩恵はそれほ

ど大きくない。従って、デブロッキングフィルタはこの基本的なサポートパッケージに含まれる。 

３） 全画面凍結 付加拡張情報（付属資料Ｌ Ｌ．４節）－全画面凍結は実装するのが非常に簡単であり、復

号器が出力バッファからビデオディスプレイへの新しいピクチャの転送を止めることが出来ることが必

要であるだけである。符号器が忠実度のより高いピクチャを生成する間、低い忠実度のピクチャを表示す

ることを防止するため、この能力は有効である。 

４） 修正量子化（付属資料Ｔ）－このモードは、拡張ＤＣＴ係数範囲、修正ＤＱＵＡＮＴシンタックス、そし

て色差に対する修正ステップサイズを含む。はじめの２つの機能は符号器に更なる自由度を与え、そして

（係数レベルの飽和が発生したときに必要なマクロブロックの再符号化の削除により）実質的に符号器の

計算負荷を軽減するかもしれない。３番目の機能は、特に殆どビットレートコストを増加させることなく、

また実質的に計算量を増やすことなく、色差の忠実度を著しく改善する。復号器における唯一の顕著な追

加の計算負荷は、いくつかの新しいビット列シンボルを解釈する能力である。 

 

Ｘ．２．３ 第１版後方互換プロファイル（プロファイル２） 
 （付加拡張情報あるいはＰＬＵＳＰＴＹＰＥを利用するどのオプション機能も含まない）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２

６３の第１版で有効な機能セットの範囲の中で、拡張された符号化効率性能を提供するために、プロファイル２と

して第１版後方互換プロファイルをここで定義する。このサポートプロファイルは、ベースライン設計に以下の１

つのモードを追加して構成される。 

 

１） 拡張予測（付属資料Ｆ）－符号化効率の観点から、このモードは本標準の最初の版（第１版）において有

効な最も重要なモードである。このモードはオーバーラップブロック動き補償、マクロブロックあたり４

本の動きベクトル機能を含み、動きベクトルがピクチャ境界の外側を指すことを許容する。拡張予測を使

うことで主観的および客観的の両面において著しい改善を得ることができる。しかし、これはかなりの計

算量の増加を伴い、そして復号器での処理の順序において複雑なデータ依存性を招く。しかし、このリス

ト中の他モードの採用に先だって設計された本標準の実装においては、単独で拡張予測を実装しているか

もしれないので、第１版の復号器との最大限の後方互換のために、拡張予測のみの処理が推奨される。 

 

Ｘ．２．４ 第２版インタラクティブ・ストリーミング無線プロファイル（プロファイル３） 
 （付属資料Ｕ、Ｖ、Ｗは含まない）本標準の第２版で有効な機能セットの中で、拡張された符号化効率性能と無

線デバイスへの配信のために拡張された誤り耐性を提供するために、プロファイル３として第２版インタラクティ

ブ・ストリーミング無線プロファイルをここで定義する。このプロファイルは、ベースライン設計に以下のモード

を追加して構成される。 

 

１） 拡張ＩＮＴＲＡ符号化（付属資料Ｉ）－Ｘ．２．２小節の１）項を参照。 

２） デブロッキングフィルタ（付属資料Ｊ）－Ｘ．２．２小節の２）項を参照。 

３） スライス構造モード（付属資料Ｋ）－データ誤りやデータ損失を回復させるビデオビット列内の再同期点

を提供する能力を拡張するため、スライス構造モードがここに含まれる。復号器に対する複雑さに関する

要求条件を制限するため、スライス構造モードの任意スライス順序サブモード（ＡＳＯ）と矩形スライス

サブモード（ＲＳ）のサポートをこのプロファイルは含まない。スライス構造モードによる追加の計算の

負荷は最小で、主にビット列の生成と解釈に限られる。 

４） 修正量子化（付属資料Ｔ）－Ｘ．２．２小節の４）項を参照。 
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Ｘ．２．５ 第３版インタラクティブ・ストリーミング無線プロファイル（プロファイル４） 
 本標準の第３版で拡張された機能を利用すると同時に、拡張された符号化効率性能と無線デバイスへの配信のた

めに拡張された誤り耐性を提供するために、プロファイル４として第３版インタラクティブ・ストリーミング無線

プロファイルをここで定義する。このサポートプロファイルはベースライン設計に以下の追加機能を追加して構成

される。 

 

１） プロファイル３－この機能セットは無線ビデオ伝送のサポートに有効ないくつかの拡張を提供する。 

２） データパーティションスライスモード（付属資料Ｖ）－この機能は、スライス内のＤＣＴ係数データから

動きベクトルデータを分離することにより誤り耐性能力を拡張し、そしてリバーシブル可変長符号化を使

って（マクロブロックでの詳細なデータの中で最も重要な部分である）動きベクトル情報を保護する。復

号器に対する複雑さに関する要求条件を制限するため、任意スライス順序サブモード（ＡＳＯ）と矩形ス

ライスサブモード（ＲＳ）のサポートをこのプロファイルは含まない。 

３） 前ピクチャヘッダ繰り返し付加拡張情報（付属資料Ｗ Ｗ．６．３．８小小節）－この機能は、データ損

失やデータ誤りが発生した場合に、復号器が前のピクチャからヘッダ情報を受け取り、修復することを許

容する。 

 

Ｘ．２．６ 会話型高圧縮プロファイル（プロファイル５） 
 Ｂピクチャの使用に関連する遅延を追加することなく、また誤り耐性機能を追加せず、拡張された符号化効率性

能を提供するために、プロファイル５として会話型高圧縮プロファイルをここで定義する。このサポートプロファ

イルはベースライン設計に以下の追加機能を追加して構成される。 

 

１） プロファイル１－この機能セットは拡張符号化効率のために有効ないくつかの拡張を提供する。 

２） プロファイル２－このプロファイルは拡張予測モード（付属資料Ｆ）を追加する。これは符号化効率性能

の更なる拡張と、本標準の第１版の実装との後方互換を提供する。 

３） ＵＵＩ＝“1”の場合の無制限動きベクトル（付属資料Ｄ）－付属資料Ｄは２つの主要な機能を有してい

る。それらは、 

ａ） ピクチャ境界外挿補間法 

ｂ） 拡張動きベクトルのサポート 

である。これらの機能の最初の機能に関しては、プロファイル１において付属資料Ｊが含まれることによ

り既にサポートされている。拡張動きベクトルのサポートは、大きなピクチャサイズ、速い動き、カメラ

の動き、そして低ピクチャレートに対して特に符号効率の著しい改善をもたらす。ＰＬＵＳＰＴＹＰＥと

共に使われる時、符号化演算を著しく簡単にすることが出来る拡張動きベクトル差分を使用することも、

このモードは許容する。拡張動きベクトルは復号器にとってメモリアクセスの意味で問題を与える可能性

があるが、最大動きベクトルサイズをピクチャサイズに依存する大きさに制限することにより、これが実

装での明らかな障害になることを防止する。 

４） 拡張参照ピクチャ選択（付属資料Ｕ）－後続するピクチャのマクロブロックレベルの予測において複数の

先行するピクチャを参照データとして使うことができるため、このモードは圧縮効率性能を著しく向上さ

せる。拡張参照ピクチャ選択モードにおけるサブピクチャ除去サブモード（付属資料Ｕ Ｕ．４．３小節）

は、プロファイル５には含まれない。 

 

Ｘ．２．７ 会話型インターネットプロファイル（プロファイル６） 
 Ｂピクチャの使用に関連する遅延を追加することなく、しかし（比較的大きなパケットを用いるパケットベース

のデータプロトコルを使用し、データ間違いよりもむしろデータ損失が発生する）インターネットプロトコル（Ｉ

Ｐ）ネットワークでの使用に適した誤り耐性を追加して、拡張された符号化効率性能を提供するために、プロファ

イル６として会話型インターネットプロファイルをここで定義する。このプロファイルはベースライン設計に以下

の追加機能を追加して構成される。 

 

１） プロファイル５－この機能セットは拡張符号化効率に有用ないくつかの拡張を提供する。 
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２） 任意スライス順序（ＡＳＯ）サブモードを使用するスライス構造モード（付属資料Ｋ）－データパケット

損失を回復させるためのビデオビット列内の再同期ポイントを提供する能力を拡張するために、スライス

構造モードがここに含まれる。動き補償されたエラーコンシールメントのためのインターリーブパケット

化及び順序が狂ったデータの受信を許容するために、スライス構造モードの任意スライス順序（ＡＳＯ）

サブモードも含まれる。復号器に対する複雑さに関する要求条件を制限するために、このプロファイルに

はスライス構造モードの矩形スライス（ＲＳ）サブモードのサポートは含まれない。スライス構造モード

による追加の計算の負荷は最小で、主にビット列の生成と解釈に限られる。 

 

Ｘ．２．８ 会話型インタレースプロファイル（プロファイル７） 
 低遅延アプリケーションに対する拡張された符号化効率性能に加えて、インタレースビデオ情報源のサポートを

提供するために、プロファイル７として会話型インタレースプロファイルをここで定義する。このプロファイルは

ベースライン設計に以下の追加機能を追加して構成される。 

 

１） プロファイル５－この機能セットは、遅延を追加することなく符号化効率の向上に有用ないくつかの拡張

を提供する。 

２） ２４０ラインおよび２８８ラインのピクチャのためのインタレースフィールドインジケーション（付属資

料Ｗ Ｗ．６．３．１１小小節）－この機能は、存在するカメラ設計との互換性のためにインタレース情

報源画像フォーマットでビデオが送られることを許容する。 

 

Ｘ．２．９ 高遅延プロファイル（プロファイル８） 
 クリティカルな遅延制約のないアプリケーションに対する拡張された符号化効率性能を提供するために、プロフ

ァイル８として高遅延プロファイルをここで定義する。このプロファイルはベースライン設計に以下の追加機能を

追加して構成される。 

 

１） プロファイル６－この機能セットは拡張された符号化効率とデータ損失に対する耐性に有用ないくつか

の拡張を提供する。 

２） 参照ピクチャ再サンプリング（暗黙の“ファクター４”モードのみ）（付属資料Ｐ Ｐ．５節）－参照ピ

クチャ再サンプリングの暗黙の“ファクター４”モードは、ピクチャヘッダで示されるような、新しいフ

レームのサイズが変更される場合のみ、自動的な参照ピクチャ再サンプリングを許容する。このモードの

処理に必要なビット列のオーバヘッドはない。予測的な動的解像度変更を使うことにより、符号器は時間

的解像度と空間的解像度との間で高度なトレードオフが可能である。さらに、付属資料Ｐのこの最も簡単

なモードの処理（“ファクター４”アップサンプリングまたはダウンサンプリングのみ）は、符号器と復

号器の両方にさほど多くない計算の複雑さを加えるだけである。なぜなら、“ファクター４”は、（せい

ぜい画素あたりおよそ４処理程度が必要な）簡単な固定ＦＩＲフィルタを使うからである。 

３） Ｂピクチャ（時間的スケーラビリティ、付属資料Ｏ Ｏ．１．１小節）－この機能は双方向の時間的予測

が許されているＢピクチャから構成される。Ｂピクチャを加えることは符号化効率性能を向上させるが、

その代わり処理負荷及び符号化と復号の遅延を増大させる。拡張参照ピクチャ選択モード（付属資料Ｕ Ｕ．

３．１．５．５小小小節）のＢピクチャに対する２つのピクチャの後方予測サブモードは、プロファイル

８ではサポートされない。 

 

Ｘ．３ 画像フォーマットと画像クロック周波数 
 高い品質レベルの相互接続性を確保するために、ある大きな標準画像フォーマット（ＱＣＩＦ、ＣＩＦ、４ＣＩ

Ｆ、１６ＣＩＦ）をサポートする符号器と復号器はより小さい全ての標準画像フォーマットをサポートするべきで

ある。これは、本付属資料に定義されたプロファイルとレベルに従う全ての復号器に対する要求条件である。（本

標準の他の箇所で規定されているように、復号器はサブＱＣＩＦかつＱＣＩＦをサポートしなければならならず、

符号器はサブＱＣＩＦまたはＱＣＩＦをサポートしなければならない。） 例えば、この付属資料に定義されてい

るプロファイルとレベルに従う４ＣＩＦ画像の復号が可能な復号器は、ＣＩＦ画像の復号もサポートしなければな

らない。 

 復号器は、より大きな標準画像フォーマットにおいて処理できる最大ピクチャレート以上の最大ピクチャレート

でより小さな標準画像フォーマットを処理することが可能であるべきである。これは、本付属資料に定義されたプ
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ロファイルとレベルに従う全ての復号器に対する要求条件である。例えば、この付属資料に定義されているプロフ

ァイルとレベルに従う１秒あたり２５ピクチャで４ＣＩＦ画像を復号できる復号器は、ＣＩＦ、ＱＣＩＦ、サブＱ

ＣＩＦ画像も少なくとも１秒あたり２５ピクチャで復号出来なければならない。 

 カスタム画像フォーマットおよびカスタム画像クロック周波数の両方もしくは一方をサポートする符号器と復号

器は、本節に定義される以下の規則に従うことが推奨される。この規則は本付属資料に定義されたプロファイルと

レベルに従う全ての復号器に対する要求条件である。 

 

１） ある最大画像フォーマットをサポートするここに定義されたどのプロファイル及びレベルに対応する復

号器も、サポートする最大画像フォーマットと高さと幅の両方において同じかまたはより小さい全ての標

準画像フォーマットをサポートしなければならない。例えば、７２０×２８８のカスタム画像フォーマッ

トをサポートする復号器は、ＣＩＦ、ＱＣＩＦ、サブＱＣＩＦ画像の復号もサポートしなければならない。 

２） カスタム画像フォーマットをサポートするここに定義されたどのプロファイル及びレベルに対応する復

号器も、サポートする最大画像フォーマットと高さと幅の両方において同じかまたはより小さい全ての標

準もしくはカスタム画像フォーマットをサポートしなければならない。 

３） １秒あたり(30000)/1001の標準画像クロック周波数で表現された最小ピクチャ間隔をサポートするここ

に定義されたどのプロファイル及びレベルに対応する復号器も、最小ピクチャ間隔が規定された最大画像

フォーマットと高さと幅の両方において同じかまたはより小さいサポートする全ての画像フォーマット

に対して、同じかまたは小さい最小ピクチャ間隔をサポートしなければならない。 

４） 最小ピクチャ間隔とカスタム画像クロック周波数をサポートするここに定義されたどのプロファイル及

びレベルに対応する復号器も、最小ピクチャ間隔が規定された最大画像フォーマットと高さと幅の両方に

おいて同じかまたはより小さいサポートする全ての画像フォーマットに対して、同じかまたはより大きい

ピクチャ間隔となる画像クロック周波数の使用をサポートしなければならない。 

 

Ｘ．４ 動作能力のレベル 
 ８レベルの動作能力を復号器の実装に対して定義する。仮想標準復号器は、プロファイル０から４の全てのレベ

ルに対して付表Ｘ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に規定された最小サイズをもつ。プロファイル５から８では、仮想標準復

号器はサイズが増加し、複数の参照ピクチャをもつ拡張参照ピクチャ選択をサポートしている。付表Ｘ．２／ＪＴ

－Ｈ２６３は、以下のレベルの動作パラメータの詳細を定義する。 

 

１） レベル１０－ＱＣＩＦ、サブＱＣＩＦの解像度の復号をサポートし、１秒あたり(15000)/1001ピクチャ

までのピクチャ復号レートで、１秒あたり64000bitまでのビットレートでの動作が可能である。 

２） レベル２０－ＣＩＦ、ＱＣＩＦ、サブＱＣＩＦの解像度の復号をサポートし、ＣＩＦ画像に対しては１秒

あたり(15000)/1001ピクチャまでのピクチャ復号レート、ＱＣＩＦ画像とサブＱＣＩＦ画像に対しては

１秒あたり(30000)/1001ピクチャまでのピクチャ復号レートで、１秒あたり2･(64000)=128000bitまで

のビットレートでの動作が可能である。 

３） レベル３０－ＣＩＦ、ＱＣＩＦ、サブＱＣＩＦの解像度の復号をサポートし、１秒あたり(30000)/1001

ピクチャまでのピクチャ復号レートで、１秒あたり6･(64000)=384000bitまでのビットレートでの動作が

可能である。 

４） レベル４０－  ＣＩＦ、ＱＣＩＦ、サブＱＣＩＦの解像度の復号をサポートし、１秒あたり(30000)/1001

ピクチャまでのピクチャ復号レートで、１秒あたり32･(64000)=2048000bitまでのビットレートでの動

作が可能である。 

４．５) レベル４５－ ＱＣＩＦ、サブＱＣＩＦの解像度の復号をサポートし、１秒あたり(15000)/1001ピクチ

ャまでのピクチャ復号レートで、１秒あたり2･(64000)=128000bitまでのビットレートでの動作が可能で

ある。さらに、プロファイル０と２以外は、ＱＣＩＦ以下のカスタム画像フォーマットをサポートする。 

５） レベル５０－ＣＩＦ以下のカスタムおよび標準画像フォーマットをサポートし、ＣＩＦ以下の画像フォー

マットに対しては１秒あたり５０ピクチャまでのピクチャ復号レート、３５２×２４０以下の画像フォー

マットに対しては１秒あたり(60000)/1001ピクチャまでのピクチャ復号レートで、１秒あたり64 ･

(64000)=4096000bitまでのビットレートでの動作が可能である。 

６） レベル６０－７２０×２８８以下のカスタムおよび標準画像フォーマットをサポートし、７２０×２８８

以下の画像フォーマットに対しては１秒あたり５０ピクチャまでのピクチャ復号レート、７２０×２４０
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以下の画像フォーマットに対しては１秒あたり(60000)/1001ピクチャまでのピクチャ復号レートで、１

秒あたり128･(64000)=8192000bitまでのビットレートでの動作が可能である。 

７） レベル７０－７２０×５７６以下のカスタムおよび標準画像フォーマットをサポートし、７２０×５７６

以下の画像フォーマットに対しては１秒あたり５０ピクチャまでのピクチャ復号レート、７２０×４８０

以下の画像フォーマットに対しては１秒あたり(60000)/1001ピクチャまでのピクチャ復号レートで、１

秒あたり256･(64000)=16384000bitまでのビットレートでの動作が可能である。 

 

 システムで使用される特定のプロファイルおよびレベルにおけるビットレートは、本付属資料で規定した値を

決して超えてはならない。しかし、特定のシステムは、ビットレートに関してさらなる制限を送るための他の手

段を含んでいてもよい。特定のシステムで使用される場合、プロファイルとレベルの能力に関する他の側面は、

付加的な能力の制限に従わなければならないかもしれないが、ここに定義された特定のプロファイルとレベルに

対するビット列の復号に要求される能力は、本付属資料に規定された値を決して超えてはならない。 
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付表  Ｘ．１／ＪＴ－Ｈ２６３ プロファイルのまとめ  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

右に示すプロファイルに対する付属資料もしくは節  0 1 2 3 4  5  6 7 8
5.1.5：カスタム画像フォーマット  (CPFMT)  L L L L L L L L L
5.1.7：カスタム画像クロック周波数符号  (CPCFC)  L L L L L L L L L
C：コンティニュアスプレゼンスマルチポイントとビデオ多重化           
D.1：ピクチャの境界を越えた動きベクトル   X X X X X X X X
D.2（UUI='1 '  または  UUIなし）：動きベクトルの範囲の拡大       X X X X
D.2（UUI='01 '）：動きベクトルの範囲の無制限拡大           
E：シンタックス算術符号化           
F .2：マクロブロックあたり４本の動きベクトル   X X X X X X X X
F.3：オーバーラップ動き補償    X   X X X X
G：PBフレーム           
H：前方誤り訂正  (TTC標準JT-H.320のようにシステムレベルに組

み込んでもよい )  
         

I：拡張 INTRA符号化   X  X X X X X X
J：デブロッキングフィルタ   X  X X X X X X
K（サブモードなし）：スライス構造符号化（サブモードなし）     X X  X  X
K（ASOあり）：スライス構造符号化（任意スライス順序サブモー

ドあり）  
      X  X

K（RSあり）：スライス構造符号化（矩形スライスサブモードあり）          
L .4：付加拡張（全画面凍結）   X    X X X X
L：付加拡張（他の付加拡張情報の機能）           
M：改良PBフレーム           
N：参照ピクチャ選択（サブモードを含む）           
O.1 .1（時間（Bピクチャ））：時間、SNR、空間スケーラビリテ

ィ（時間スケーラビリティに対するBピクチャ）  
        X

O（SNRと空間）：時間、SNR、空間スケーラビリティ（SNRと空

間スケーラビリティに対するEIとEPピクチャ）  
         

P .5：参照ピクチャ再サンプリング（暗黙の“ファクター４”）          X
P：参照ピクチャ再サンプリング（より一般的な再サンプリング）          
Q：縮小解像度更新           
R：独立セグメント復号           
S：代替 INTER可変長符号           
T：修正量子化   X  X X X X X X
U（サブモードなし）：拡張参照ピクチャ選択（サブモードなし）      X X X X
U（サブピクチャ除去サブモード  あり）：拡張参照ピクチャ選択（サ

ブピクチャ除去サブモードあり）  
         

U（BTPSMあり）：拡張参照ピクチャ選択（Bピクチャ２ピクチャ

サブモードあり）  
         

V：データパーティションスライス      X     
W.6.3 .8：追加付加拡張情報仕様（前ピクチャヘッダ繰り返し）      X     
W.6 .3.11：追加付加拡張情報仕様（インタレースフィールドインジ

ケーション）  
       X  

W：追加付加拡張情報仕様（他の追加付加拡張情報の機能）           
（注） 

１） “Ｘ”は、機能のサポートがプロファイルの一部であることを示す。 

２）“Ｌ”は、含まれる機能がプロファイル内のレベルに依存することを示す。 
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付表Ｘ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ 動作レベル  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

右に示すレベルに

対するパラメータ  
10  20  30 40 45 50 60 70 

最大画像フォーマ

ット  
 

QCIF 
(176×144)  

CIF 
(352×288)  

CIF 
(352×288)

CIF 
(352×288)

QCIF 
(176×144)
プロファイ

ル０と２以

外は

CPFMTサ

ポート  

CIF 
(352×288)  
CPFMTサ

ポート  

CPFMT:  
720×288 
CPFMTサ

ポート  

CPFMT:  
720×576 
CPFMTサ

ポート  

最小ピクチャ間隔  2002/  
(30000)  秒

CIF 
2002/  
(30000)  秒   

 
QCIF,  
sub-QCIF 
1001/  
(30000)  秒   

1001/  
(30000)  秒

1001/  
(30000)  秒

2002/  
(30000)  秒

 

 

 

 

 

 

 

プロファイ

ル０と２以

外 は CPCFC

サポート 

CIF 
以下で  
1 /50 秒    
 
352×240 
以下で  
1001/  
(60000)  秒   
 
CPCFCサ

ポート  

720×288 
以下で  
1 /50 秒   
 
720×240 
以下で  
1001/  
(60000)  秒  
 
CPCFCサ

ポート  

720×576 
以下で  
1 /50 秒   

 
720×480 
以下で  
1001/  
(60000)  秒  
 
CPCFCサ

ポート  

最大ビットレート  
(64  000 b i t / s単位 )  

1  2  6  32  2  64  128 256 

最大  HRD B  
(16  384 bi t単位 )  

1 :  プロファ

イル5-8 
2 :  プロファ

イル  5 -8 
6 :  プロファ

イル  5 -8 
32:  プロフ

ァイル  5-8
2:  プロファ

イル  5 -8 
64:  プロフ

ァイル  5-8 
64:  プロフ

ァイル  5-8 
256:  プロフ

ァイル  5-8
最大  BPPmaxKb  
(1  024 bi t  単位 )  

128:  プロフ

ァイル  5-8
512:  プロフ

ァイル  5-8 
512:  プロフ

ァイル  5-8
512:  プロフ

ァイル  5-8
128:  プロフ

ァイル  5-8
512:  プロフ

ァイル  5-8 
1024:  
プロファイ

ル  5 -8 

1024:  
プロファイ

ル  5 -8 
最大ERPS参照ピ

クチャ（付属資料  
U）  

5:  プロファ

イル  5 -7 
10:  プロフ

ァイル  8  

5 :  プロファ

イル  5 -7 
10:  プロフ

ァイル  8  
 
プロファイ

ル  5 -8に対

してQCIF
またはサブ

QCIFは２

倍する。  

5 :  プロファ

イル  5 -7 
10:  プロフ

ァイル  8  
 

プロファイ

ル  5 -8に対

してQCIF
またはサブ

QCIFは２

倍する。  

5 :  プロファ

イル  5 -7 
10:  プロフ

ァイル  8  
 
プロファイ

ル  5 -8に対

してQCIF
またはサブ

QCIFは２

倍する。  

5 :  プロファ

イル  5 -7 
10:  プロフ

ァイル  8  

5 :  プロファ

イル  5 -7 
10:  プロフ

ァイル  8  
 
プロファイ

ル  5 -8に対

してQCIF
またはそれ

以下は２倍

する。  

5 :  プロファ

イル  5 -7 
10:  プロフ

ァイル  8  
 
プロファイ

ル  5 -8に対

してCIFま
たはそれ以

下は２倍

し、QCIFま
たはそれ以

下は４倍す

る。  

5 :  プロファ

イル  5 -7 
10:  プロフ

ァイル8 
 
プロファイ

ル  5 -8に対

してCIFま
たはそれ以

下は２倍

し、QCIFま
たはそれ以

下は４倍す

る。  
（注） 

１）付表Ｘ．２ ／ＪＴ－Ｈ２６３で参照ピクチャバッファの最大数が規定されていないプロファイルに対し

ては、複数の参照ピクチャバッファのサポートは要求されない。 

２）付表Ｘ．２／ＪＴ－Ｈ２６３ で最大ＢＰＰｍａｘＫｂおよびＨＲＤ Ｂが規定されていないプロファイル

に対しては、付表Ｘ．１／ＪＴ－Ｈ２６３に規定された最小値が、最大ビットレートおよび解像度に適用

される。 

 



 －  210 －  JT-H263 

Ｘ．５ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５との組み合わせに関するGeneric capability定義 
 付表Ｘ．３／ＪＴ－Ｈ２６３は、能力決定にＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５を用いるシステムでの使用のためにＴＴ

Ｃ 標 準 Ｊ Ｔ － Ｈ ２ ６ ３ 能 力 の 確 立 に 関 す る 能 力 識 別 子 を 規 定 す る 。 Ｔ Ｔ Ｃ 標 準 Ｊ Ｔ － Ｈ ２ ４ ５ の

VideoCapability 構 造 に お け る genericVideoCapability と し て 、 ま た VideoMode 構 造 に お け る

genericVideoModeとしてのみ、これらのパラメータが含まれなければならない。付表Ｘ．４／ＪＴ－Ｈ２６３か

ら付表Ｘ．１４／ＪＴ－Ｈ２６３は、関連する能力パラメータを規定する。 

 論理チャネルシグナリングやモード要求に含まれる場合は、０から８の範囲のパラメータ識別子の値を持つただ

１つのパラメータだけが存在しなければならない。すなわち、ただ１つのプロファイルだけが規定されなければな

らない。 

 

付表Ｘ．３／ＪＴ－Ｈ２６３ ＪＴ－Ｈ２６３能力の能力識別子  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

能力名 :  H.263 
能力クラス :  Video codec  
能力識別子タイプ  :  標準  
能力識別子値 :  ITU-T (0)  標準  (0)  h  (8)  263 gener ic -capabi l i t ies  (1)  0  
MaxBitRate:  maxBi tRateフィールドは常に含まれなければならない。  
NonCol laps ingRaw:  このフィールドは含まれてはいけない。  
Transpor t :  このフィールドは含まれてはいけない。  

 

付表Ｘ．４／ＪＴ－Ｈ２６３ ベースラインプロファイル（プロファイル０）能力  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

パラメータ名 :  basel ineProfi le  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

basel ineProfi le  は、能力交換において存在する場合は、ベースラ

インプロファイルに対するサポートの最大レベルを示し、論理チ

ャネルシグナリングに存在する場合は  伝送されるべき最大レベ

ルを示し、モード要求に存在する場合は要求レベルを示す。  
パラメータ識別子値 :  0  
パラメータ状態 :  必須  
パラメータタイプ :  uns ignedMin.  
Supersedes:  -  

 

付表Ｘ．５／ＪＴ－Ｈ２６３ ＪＴ－Ｈ３２０符号化能力第２版後方互換プロファイル  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）       （プロファイル１）能力  

パラメータ名 :  h320Profi le  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

h320Profi le  は、能力交換において存在する場合はＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｈ３２０符号化能力第２版後方互換プロファイルに対するサ

ポートの最大レベルを示し、論理チャネルシグナリングに存在す

る場合は  伝送されるべき最大レベルを示し、モード要求に存在す

る場合は要求レベルを示す。  
パラメータ識別子値 :  1  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  uns ignedMin.  
Supersedes:  -  
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付表Ｘ．６／ＪＴ－Ｈ２６３ 第１版後方互換プロファイル（プロファイル２）能力   
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

パラメータ名 :  backwardCompat ibleProf i le  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

backwardCompat ibleProfi le  は、能力交換において存在する場合

は第１版後方互換プロファイルに対するサポートの最大レベルを

示し、論理チャネルシグナリングに存在する場合は  伝送されるべ

き最大レベルを示し、モード要求に存在する場合は要求レベルを

示す。  
パラメータ識別子値 :  2  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  uns ignedMin 
Supersedes:  -  

 

付表Ｘ．７／ＪＴ－Ｈ２６３ 第２版インタラクティブ・ストリーミング無線プロファイル  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）      （プロファイル３）能力  

パラメータ名 :  v2Wire lessProf i le  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

v2Wire lessProf i le  は、能力交換において存在する場合は第２版イ

ンタラクティブ・ストリーミング無線プロファイルに対するサポ

ートの最大レベルを示し、論理チャネルシグナリングに存在する

場合は  伝送されるべき最大レベルを示し、モード要求に存在する

場合は要求レベルを示す。  
パラメータ識別子値 :  3  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  uns ignedMin 
Supersedes:  -  

 

付表Ｘ．８／ＪＴ－Ｈ２６３ 第３版インタラクティブ・ストリーミング無線プロファイル  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）      （プロファイル４）能力  

パラメータ名 :  v3Wire lessProf i le  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

v3Wire lessProf i le  は、能力交換において存在する場合は第３版イ

ンタラクティブ・ストリーミング無線プロファイルに対するサポ

ートの最大レベルを示し、論理チャネルシグナリングに存在する

場合は  伝送されるべき最大レベルを示し、モード要求に存在する

場合は要求レベルを示す。  
パラメータ識別子値 :  4  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  uns ignedMin 
Supersedes:  -  

 

付表Ｘ．９／ＪＴ－Ｈ２６３ 会話型高圧縮プロファイル（プロファイル５）能力  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

パラメータ名 :  conversat iona lProfi le  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

conversat iona lProfi le  は、能力交換において存在する場合は会話

型高圧縮プロファイルに対するサポートの最大レベルを示し、論

理チャネルシグナリングに存在する場合は伝送されるべき最大レ

ベルを示し、モード要求に存在する場合は要求レベルを示す。  
パラメータ識別子値 :  5  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  uns ignedMin 
Supersedes:  -  
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付表Ｘ．１０／ＪＴ－Ｈ２６３ 会話型インターネットプロファイル（プロファイル６）能力  
 （ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

パラメータ名 :  conversat iona l InternetProf i le  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

conversat iona l InternetProf i le  は、能力交換において存在する場

合は会話型インターネットプロファイルに対するサポートの最大

レベルを示し、論理チャネルシグナリングに存在する場合は  伝送

されるべき最大レベルを示し、モード要求に存在する場合は要求

レベルを示す。  
パラメータ識別子値 :  6  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  uns ignedMin 
Supersedes:  -  

 

付表Ｘ．１１／ＪＴ－Ｈ２６３ 会話型インタレースプロファイル（プロファイル７）能力  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

パラメータ名 :  conversat iona l Inter laceProf i le  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

conversat iona l Inter laceProf i le  は、能力交換において存在する場

合は会話型インタレースプロファイルに対するサポートの最大レ

ベルを示し、論理チャネルシグナリングに存在する場合は  伝送さ

れるべき最大レベルを示し、モード要求に存在する場合は要求レ

ベルを示す。  
パラメータ識別子値 :  7  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  uns ignedMin 
Supersedes:  -  

 

付表Ｘ．１２／ＪＴ－Ｈ２６３ 高遅延プロファイル（プロファイル８）能力  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

パラメータ名 :  h ighLatencyProf i le  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

h ighLatencyProf i le  は、能力交換において存在する場合は高遅延

プロファイルに対するサポートの最大レベルを示し、論理チャネ

ルシグナリングに存在する場合は  伝送されるべき最大レベルを

示し、モード要求に存在する場合は要求レベルを示す。  
パラメータ識別子値 :  8  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  uns ignedMin 
Supersedes:  -  

 

付表Ｘ．１３／ＪＴ－Ｈ２６３ 時間的および空間的トレードオフ能力  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

パラメータ名 :  t empora lSpat ia lTradeOffCapabi l i ty  
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

このパラメータの存在は、相手端末からの指示により時間的およ

び空間的な解像度に対するトレードオフを符号器側が変更するこ

とができることを示す。受信能力の一部になる場合は意味を持た

ない。  
パラメータ識別子値 :  9  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  logical  
Supersedes:  -  
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付表Ｘ．１４／ＪＴ－Ｈ２６３ Video Bad Macroblocks  能力  
（ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３）  

パラメータ名 :  v ideoBadMBsCap 
パラメータ記述 :  これはcol laps ing  Gener icParameterである。  

このパラメータの存在は、videoBadMBsコマンドを符号器が受信

できること、または復号器が送信できることを示す。送信能力の

一部となる場合は、符号器がvideoBadMBsコマンドを処理するこ

とが可能で、画像品質の回復に対する適切な調整処置が行えるこ

とを示す。受信能力の一部となる場合は、適切なvideoBadMBsイ
ンジケーションを送信することができる復号器の能力を示す。  

パラメータ識別子値 :  10  
パラメータ状態 :  オプション  
パラメータタイプ :  logical  
Supersedes:  -  
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付録Ⅰ  

誤り追跡 
(この付録は本標準の必須部分ではない) 

 

Ⅰ．１ 序論 
本付録は、誤りの起ったマクロブロックがフィードバックチャネルにより符号器に報告される場合、伝送誤りの

後に効果的に回復する方法について記述する。フィードバック情報を送り処理する能力は外部の手段（例えば、Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５）により通知される。さらに、フィードバックメッセージのフォーマットと内容は外部で

（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｈ２４５で）定義される。 

 

Ⅰ．２ 誤り追跡 
ＩＮＴＲＡ符号化は時間的な誤り伝播を止めるので、伝送誤りにより重大な影響を受けたマクロブロックに対し

てこれを用いるべきである。この利用のためには、画像の歪みの位置と程度の情報が符号器に利用できるようにす

る必要がある。以下のアルゴリズムにより、符号器により受信されたフィードバック情報に基づいた推定誤り分布

が得られる。これは、動き補償による予測により引き起こされた空間的誤り伝播と、フィードバックメッセージを

受信するまでの遅延を考慮している。このアルゴリズムは、空間・時間的誤り追跡のためのフィードバックメッセ

ージを評価する一つの可能なアプローチを説明している。よって、他のアルゴリズムも可能である。 

各フレームに、左上から右下へとｍｂ＝１からＮと番号付けされたＮ個のマクロブロックがあると仮定する。{ｎ

e r r,ｍｂ f i r s t,ｍｂ l a s t}を符号器へのフィードバックメッセージとする。ここで、ｍｂ f i r s t≦ｍｂ≦ｍｂ l a s tはフレー

ムｎ e r rにおける誤りのあるマクロブロックのセットを示す。 

フィードバックメッセージを評価するために、符号器は各フレームを符号化する間、継続的に情報を記録しなけ

ればならない。まず、フレームｎでのマクロブロックｍｂの喪失による初期誤りＥ0(ｍｂ,ｎ)を蓄積する必要があ

る。誤りのあるマクロブロックを符号化されないマクロブロックとして取り扱う単純な誤りコンシールメントを仮

定すると、Ｅ0(ｍｂ,ｎ)はフレームｎとｎ－１でのマクロブロックｍｂの絶対誤差の和（ＳＡＤ）として計算され

る。次に、フレームｎ－１のマクロブロックｍｂ s o u r c eからフレームｎのマクロブロックｍｂd e s tに伝送された画素

数を、依存度ｄ(ｍｂ s o u r c e,ｍｂd e s t,ｎ)に蓄える。これらの依存度は動きベクトルから導出される。 

フレームｎn e x t（ｎn e x t>ｎ e r r）が符号化される前にフィードバックメッセージが到着するものと仮定すると、フ

レームｎ e r rのマクロブロックｍｂでの推定誤りＥ(ｍｂ,ｎ e r r)は次のように初期化される。 

 

その他の場合

の場合≦≦　　　　　 lastfirsterr0
err

mbmbmb
0

 )n(mb,E
 )nE(mb,

⎩
⎨
⎧

=  

 

ｎ e r r<ｎ<ｎn e x tである後続フレームｎに対して、誤りは次のように推定してもよい。ここで、各反復計算後、各

マクロブロックにおける誤りは均一に分布すると仮定している。 

 

∑
=

=
N

1i

256 / n) mb, i, d( 1)-n i, E(n)E(mb,  

 

推定誤りＥ(ｍｂ,ｎ n e x t－1)は次のフレームのモード決定に利用される。例えば、もしＥ(ｍｂ,ｎ n e x t－1)があ

るしきい値を超える場合、マクロブロックｍｂはＩＮＴＲＡモードで符号化される。 

実際には、最新のＭフレーム分の誤り追跡情報しか蓄えられないであろう。よって、もしｎ e r r<ｎn e x t－Ｍならば、

誤り追跡情報は利用できず、符号器は特別な動作を取らなければならない。例えば、次のフレームはＩＮＴＲＡモ

ードで符号化されるかもしれない。しかし、他の処理が可能であり、それがより効果的であるかもしれない。 
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付録Ⅱ 

推奨されるオプション拡張 
(この付録は本標準の必須部分ではない) 

 

本標準第２版に存在した付録Ⅱ（対応するＩＴＵ－Ｔ勧告において１９９８年２月に承認されたITU-T H.263 

Appendix II Recommended optional enhancement）の内容は、本標準付属資料Ｘの承認後、廃止となった。

本付録は多くのＴＴＣ標準／ＩＴＵ－Ｔ文書利用者から参照に用いられているため、本付録は主に付属資料Ｘの

内容に気づいていない利用者のための参照として提供される。 
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